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はじめに

このマニュアルは，JP1/Integrated Management - Event Gateway for Network Node Manager 
iの機能，システム構築方法，および操作方法について説明したものです。以降，このマニュア
ルでは，JP1/Integrated Management - Event Gateway for Network Node Manager iを JP1/IM 
- EG for NNMiと略します。

■対象読者
JP1/Cm2/Network Node Manager iまたは HP Network Node Manager i Softwareが発行する
NNMiインシデントを JP1イベントに変換して，JP1/Integrated Managementで管理・監視す
る方を対象としています。また，対象読者には JP1/Base，JP1/Integrated Management，JP1/
Cm2/Network Node Manager i，HP Network Node Manager i Softwareに関する知識があるこ
とを前提としています。

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す編から構成されています。

第 1編　概要編
JP1/IM - EG for NNMiの概要，システム構成，NNMiインシデントを変換する流れについて説明
しています。

第 2編　構築・運用編
JP1/IM - EG for NNMiのインストールとセットアップの方法，および運用時に必要な作業につい
て説明しています。

第 3編　リファレンス編
JP1/IM - EG for NNMiで使用できるコマンド，JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベント，
およびメッセージについて説明しています。

第 4編　トラブルシューティング編
JP1/IM - EG for NNMiでトラブルが発生した場合の対処について説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

JP1関連
• JP1 Version 9 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-R71）
• JP1 Version 9 JP1/Base メッセージ（3020-3-R72）
• JP1 Version 9 JP1/Base 関数リファレンス（3020-3-R73）
• JP1 Version 9 JP1/Cm2/Network Node Manager i インストールガイド（3020-3-T01）
• JP1 Version 9 JP1/Cm2/Network Node Manager i セットアップガイド（3020-3-T02）
• JP1 Version 9 JP1/Power Monitor（3020-3-S33）
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はじめに
• JP1 Version 9 JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)用 )（3020-3-S80）
• JP1 Version 9 JP1/NETM/DM 運用ガイド 1 (Windows(R)用 )（3020-3-S81）
• JP1 Version 9 JP1/NETM/DM Client (UNIX(R)用 )（3020-3-S85）

JP1/IM関連
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 導入・設計ガイド（3020-3-R76）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 構築ガイド（3020-3-R77）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 運用ガイド（3020-3-R78）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 画面リファレンス（3020-3-R79）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager コマンド・定義ファイルリファレンス
（3020-3-R80）

• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager メッセージ（3020-3-R81）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Rule Operation 構築・運用ガイド
（3020-3-R83）

■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読むことができます。利用目的別にお読
みいただくことをお勧めします。

■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，日立製品およびその他の製品の名称を省略して表記しています。次に，
製品の正式名称と，このマニュアルでの表記を示します。

マニュアルを読む目的 記述個所

JP1/IM - EG for NNMiの特長について知りたい。 1章

インストールとセットアップ方法について知りたい。 2章

クラスタシステムで運用する場合の環境構築および運用方法について知りたい。 3章

NNMiインシデントを JP1イベントに変換するための，定義ファイルの設定方法について
知りたい。

4章

起動および終了方法について知りたい。 5章

バックアップとリストアの方法，および設定情報の変更方法について知りたい。 6章

コマンドについて知りたい。 7章

JP1イベントについて知りたい。 8章

メッセージについて知りたい。 9章

トラブル発生時の対処について知りたい。 10章

このマニュアルでの表記 正式名称

HP-UX HP-UX (IPF) HP-UX 11i V3 (IPF)

JP1/IM JP1/IM - Manager JP1/Integrated Management - Manager

JP1/IM - View JP1/Integrated Management - View
II



はじめに
• Windows Server 2003を総称してWindowsと表記することがあります。
• HP-UX，Solaris，および Linuxを総称して UNIXと表記することがあります。

■このマニュアルで使用する英略語
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

JP1/IM - RL JP1/Integrated Management - Rule 
Operation

JP1/IM - EG for NNMi JP1/Integrated Management - Event 
Gateway for Network Node Manager i

Linux Linux AS 4 (AMD64 & Intel 
EM64T)

Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4 
(AMD64 & Intel EM64T)

Linux ES 4 (AMD64 & Intel 
EM64T)

Red Hat Enterprise Linux(R) ES 4 
(AMD64 & Intel EM64T)

NNM HP NNM HP Network Node Manager Software バー
ジョン 6以前

HP Network Node Manager Starter 
Edition Software バージョン 7.5以前

JP1/Cm2/NNM JP1/Cm2/Network Node Manager バー
ジョン 7以前

JP1/Cm2/Network Node Manager Starter 
Edition 250 バージョン 8以前

JP1/Cm2/Network Node Manager Starter 
Edition Enterprise バージョン 8以前

NNMi HP NNMi HP Network Node Manager i Software 
8.10

JP1/Cm2/NNMi JP1/Cm2/Network Node Manager i 09-00

Solaris Solaris 10

Windows Server 2003 Windows Server 2003 (x64) Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Standard x64 Edition

Windows Server 2003 R2 
(x64)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard x64 Edition

英略語 正式名称

AP Application Program

API Application Programming Interface

CD-ROM Compact Disc - Read Only Memory

このマニュアルでの表記 正式名称
III



はじめに
■このマニュアルで使用する記号
このマニュアルで使用する記号を次に示します。

■コマンドの文法で使用する記号
コマンドとパラメーターの説明で使用する記号を，次のように定義します。

DB Database

FTP File Transfer Protocol

GUI Graphical User Interface

ID Identification number

IP Internet Protocol

MSCS Microsoft Cluster Service

OS Operating System

PC Personal Computer

SNMP Simple Network Management Protocol

SSL Secure Socket Layer

URL Uniform Resource Locator 

WWW World Wide Web

記号 意味

［　］ メニュー項目，画面名，ボタン名，およびキーボードのキーなどを示す。
（例）
メニュー項目：［新規作成］
画面名：［ログイン］画面
ボタン名：［OK］ボタン
キーボードのキー：［Ctrl］キー

［　］－［　］ 画面のメニューから項目を選択する操作を示す。
（例）
［ファイル］－［新規作成］を選択する。
上記の例では，メニューバーの［ファイル］を選んで，プルダウンメニューの［新規
作成］を選択することを示す。

記号 意味

｜
(ストローク )

複数の項目に対し，項目間の区切りを示し，「または」の意味を示す。
（例）
「A｜ B｜ C」は，「A，Bまたは C」を示す。

｛　｝ この記号で囲まれている複数の項目の中から，必ず 1組の項目を選択する。項目の区
切りは |で示す。
（例）
｛A｜ B｜ C｝は「A，Bまたは Cのどれかを指定する」ことを示す。

英略語 正式名称
IV



はじめに
■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

■Windows版 JP1/IM - EG for NNMi，JP1/Base，JP1/IMのインストー
ル先フォルダの表記
このマニュアルでは，Windows版 JP1/IM - EG for NNMi，JP1/Base，JP1/IMのインストール
先フォルダを次のように表記しています。

[　] この記号で囲まれている項目は任意に指定できる（省略してもよい）。
（例）
[A]は「何も指定しない」か「Aを指定する」ことを示す。

…
(点線 )

この記号の直前に示された項目を繰り返して複数個，指定できる。
（例）
「A，B，…」は「Aのあとに Bを必要個数指定する」ことを示す。

製品名 インストール先
フォルダの表記

デフォルトインストール先フォルダ※

JP1/IM - EG for 
NNMi

EG for NNMiパス システムドライブ :¥Program 
Files(x86)¥HITACHI¥JP1EG4NNMI

JP1/Base Baseパス システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1Base

JP1/IM - View Viewパス システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1CoView

JP1/IM - 
Manager

Managerパス システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1IMM

記号 意味
V



はじめに
注※　各製品をデフォルトのままインストールした場合のインストール先フォルダを表しています。

■このマニュアルで使用する「Administrators権限」について
このマニュアルで表記している「Administrators権限」とは，ローカル PCに対する
Administrators権限です。ローカル PCに対して Administrators権限を持つユーザーであれ
ば，ローカルユーザー，ドメインユーザー，および Active Directory環境で動作に違いはありま
せん。

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
個所（かしょ）
同梱（どうこん）
汎用（はんよう）
必須（ひっす）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

Consoleパス システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1Cons

Scopeパス システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1Scope

製品名 インストール先
フォルダの表記

デフォルトインストール先フォルダ※
VI
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第 1編　概要編

1　 JP1/IM - EG for NNMiの概要
この章では，JP1/IM - EG for NNMiの概要，システム構成，
NNMiインシデントを変換する流れについて説明します。

1.1 JP1/IM - EG for NNMiとは

1.2 JP1/IM - EG for NNMiを使用した運用の流れ

1.3 JP1/IM - EG for NNMiのシステム構成

1.4 NNMiインシデント変換の流れ
1



1.　JP1/IM - EG for NNMiの概要
1.1　JP1/IM - EG for NNMiとは

JP1/IM - EG for NNMiは，JP1/Cm2/NNMiまたは HP NNMiが管理しているネット
ワーク機器で，障害などの何らかの事象が発生した場合に発行される NNMiインシデン
トを，JP1/Baseの管理形式である JP1イベントに変換する製品です。

変換した JP1イベントは，システム統合管理製品の JP1/IMに転送され，ほかの JP1シ
リーズのプログラムが発行する JP1イベントと同様に，JP1/IMで一元管理・監視でき
ます。

JP1/IMは，JP1/IM - EG for NNMi以外にもジョブ管理やストレージ管理などのミドル
ウェア製品（JP1シリーズ）と連携し，システム全体の構成管理および運用管理をする
ことで，システムを統合管理します。

なお，以降の説明では，JP1/Cm2/NNMiまたは HP NNMiを NNMiと略します。
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1.　JP1/IM - EG for NNMiの概要
1.2　JP1/IM - EG for NNMiを使用した運用の流
れ

JP1/IM - EG for NNMiを使用してNNMiインシデントを JP1イベントに変換し，JP1/
IMで管理・監視する流れを次の図に示します。

図 1-1　JP1/IM - EG for NNMiで変換した JP1イベントを管理・監視する

ネットワーク機器で障害などの事象が発生した場合，NNMiが NNMiインシデントを発
行します。JP1/IM - EG for NNMiは，NNMiが発行した NNMiインシデントを取得し
て JP1イベントに変換します。フィルター条件を定義すれば，特定の NNMiインシデン
トだけを JP1イベントに変換することもできます。

JP1/IM - EG for NNMiを使用して変換した JP1イベントは，JP1/Baseのイベント DB
に登録されたあと，マネージャーホストに転送されます。転送された JP1イベントは，
マネージャーホストの JP1/Baseのイベント DBに登録されたあと，JP1/IM - Manager
で一元的に管理されます。

変換した JP1イベントの内容は，JP1/IM - Viewの［イベントコンソール］画面で確認
します。必要に応じて，［イベントコンソール］画面からNNMiの画面をモニター起動
し，事象が発生した要因を調査します。
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1.　JP1/IM - EG for NNMiの概要
1.3　JP1/IM - EG for NNMiのシステム構成

JP1/IM - EG for NNMiは，JP1/IMシステムと連携して使用します。

JP1/IMシステムは，システムを統合管理するマネージャー，監視対象サーバで動作する
エージェント，および監視や操作を行うビューアーから構成されます。

JP1/IM - EG for NNMiは，JP1/Baseおよび NNMiとともにエージェントにインストー
ルします。JP1/IM - EG for NNMiのシステム構成の例を次の図に示します。

図 1-2　JP1/IM - EG for NNMiのシステム構成の例

クラスタシステム対応
JP1/IM - EG for NNMiは，クラスタシステムでの運用に対応しています。JP1/IM - 
EG for NNMiをクラスタ運用することによって，サーバ障害などが発生しても実行
系から待機系に処理を引き継ぐことができます。

1.3.1　前提 OS
JP1/IM - EG for NNMiの前提 OSを次に示します。なお，サポートしている OSのバー
ジョンや種類（例：Enterprise Editionなど）については，リリースノートを参照して
ください。

Windowsの場合
4



1.　JP1/IM - EG for NNMiの概要
• Windows Server 2003

UNIXの場合
• HP-UX (IPF)
• Solaris
• Linux

1.3.2　前提プログラム
JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/IMシステムの前提プログラムについて説明します。

（1） JP1/IM - EG for NNMiの前提プログラム

JP1/IM - EG for NNMiの前提プログラムを次の表に示します。

表 1-1　JP1/IM - EG for NNMiの前提プログラム

（2） マネージャーホストの前提プログラム

マネージャーホストの前提プログラムを次の表に示します。

表 1-2　マネージャーホストの前提プログラム

（3） ビューアーホストの前提プログラム

ビューアーホストの前提プログラムを次の表に示します。

表 1-3　ビューアーホストの前提プログラム

なお，NNMiの画面をモニター起動するには，Webブラウザが必要です。サポートする
Webブラウザについては，NNMiの各製品のマニュアルを参照してください。

製品名 バージョン

JP1/Base 09-00以降

NNMi JP1/Cm2/NNMi 09-00

HP NNMi 8.10

製品名 バージョン

JP1/IM - Manager 09-00以降

JP1/Base 09-00以降

製品名 バージョン

JP1/IM - View 09-00以降
5



1.　JP1/IM - EG for NNMiの概要
1.4　NNMiインシデント変換の流れ

NNMiインシデントを変換した JP1イベントは，JP1/Baseのイベントサービスで提供
しているイベント DBに登録され，JP1シリーズのプログラムが発行する JP1イベント
と同様に管理されます。NNMiインシデントを JP1イベントに変換して，JP1/Baseの
イベント DBに登録する流れを次の図に示します。なお，図中の番号は処理が流れる順
序を示します。

図 1-3　NNMiインシデント変換の流れ

図中の各処理の詳細を次に説明します。

1. 定義ファイルを読み込む。
JP1/IM - EG for NNMiの起動時に，次に示すような各種定義ファイルを読み込みま
す。
• NNMiインシデント転送フィルター定義ファイル
• マッピング定義ファイル

2. 定期的に NNMiから NNMiインシデントを取得する。
定期的に NNMiに対して NNMiインシデントの取得を要求します。取得できる
NNMiインシデントが存在した場合は，そのNNMiインシデントを取得します。
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1.　JP1/IM - EG for NNMiの概要
3. NNMiインシデントを JP1イベントに変換する。
取得した NNMiインシデントのうち，NNMiインシデント転送フィルター定義ファ
イルで設定したフィルター条件と一致した NNMiインシデントだけを，JP1イベン
トに変換します。

4. JP1/Baseのイベント DBに JP1イベントを登録する。
JP1/Baseのイベントサービスを使って，イベント DBに JP1イベントを登録します。
7





第 2編　構築・運用編

2　 インストールとセットアッ
プ
この章では，JP1/IM - EG for NNMiをインストール，セット
アップ，およびアンインストールする手順について説明しま
す。

2.1 インストールとセットアップの流れ

2.2 インストール（Windowsの場合）

2.3 インストール（UNIXの場合）

2.4 セットアップ
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2.　インストールとセットアップ
2.1　インストールとセットアップの流れ
この節では，インストールとセットアップの作業の流れについて説明します。

なお，インストールおよびセットアップをするユーザーは，Windowsの場合は
Administrators権限，UNIXの場合はスーパーユーザー権限が必要です。

図 2-1　インストールとセットアップの作業の流れ

JP1/Baseのインストール
JP1/Baseのインストールとセットアップの手順については，マニュアル「JP1/
Base 運用ガイド」を参照してください。

NNMiのインストール
NNMiのインストール手順については，NNMiの各製品のマニュアルを参照してく
ださい。
NNMiのインストールは，いつでもかまいません。ただし，JP1/IM - EG for NNMi
のセットアップ時に，次の表に示す NNMiの設定情報が必要になります。事前に設
定情報を確認してください。

表 2-1　セットアップ時に必要な NNMiの設定情報

項目 内容

NNMiユーザー名 NNMiのWebサービスクライアント※のユーザー名です。

NNMiパスワード NNMiのWebサービスクライアント※のパスワードです。

NNMiポート番号 接続する NNMiのポート番号です。
10



2.　インストールとセットアップ
注※
NNMiのWebサービスクライアントの作成方法については，NNMiの各製品のマニュアルを参
照してください。

NNMi言語 接続する NNMiの言語です。

SSL使用可否 NNMiに接続するときに，SSLを使用するかどうかの情報です。

項目 内容
11



2.　インストールとセットアップ
2.2　インストール（Windowsの場合）

この節では，Windows環境で JP1/IM - EG for NNMiをインストール，およびアンイン
ストールする手順について説明します。

2.2.1　インストール手順
JP1/IM - EG for NNMiは JP1/Baseを前提製品としています。JP1/IM - EG for NNMi
をインストールする前に，JP1/Baseをインストールしてください。

JP1/IM - EG for NNMiをインストールする手順を次に示します。

1. プログラムを終了する。
インストールする前にすべてのプログラムを終了してください。

2. 提供媒体を CD-ROMドライブに入れる。
起動したインストーラーの指示に従ってインストールを進めてください。新規インス
トール時には，次の項目を設定します。
• ユーザー情報
• インストール先フォルダ
デフォルトのインストール先フォルダを次に示します。
システムドライブ :¥Program Files(x86)¥HITACHI¥JP1EG4NNMI

上書きインストールの場合は，前回のインストール時に設定した情報が引き継がれま
す。インストール先フォルダを変更したい場合は，一度アンインストールしてから再
度インストールしてください。

JP1/NETM/DMを使ったリモートインストールについて
JP1/IM - EG for NNMiは，JP1/NETM/DMを使ったリモートインストール（ソフ
トウェアの配布）に対応しています。JP1/NETM/DMを使った実際のリモートイン
ストール方法については，マニュアル「JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)
用 )」を参照してください。

上書きインストールについて
JP1/IM - EG for NNMiを上書きインストールする場合は，JP1/IM - EG for NNMi
のサービスを停止してください。

2.2.2　アンインストール手順
JP1/IM - EG for NNMiをアンインストールする手順を次に示します。

1. プログラムを終了する。
アンインストールする前にすべてのプログラムを終了してください。

2. JP1/IM - EG for NNMiを削除する。
12



2.　インストールとセットアップ
Windowsの［コントロールパネル］－［プログラムの追加と削除］から「JP1/
Integrated Management - Event Gateway for Network Node Manager i」を削除して
ください。

3. ユーザーファイルを削除する。
インストール後に作成された定義ファイルやログファイル，ユーザーが修正する可能
性のあるファイルは削除されません。これらのファイルを削除する場合は，JP1/IM - 
EG for NNMiをインストールしていたフォルダを，エクスプローラで削除してくださ
い。
13



2.　インストールとセットアップ
2.3　インストール（UNIXの場合）

この節では，UNIX環境で JP1/IM - EG for NNMiをインストール，およびアンインス
トールする手順について説明します。

2.3.1　インストール手順
JP1/IM - EG for NNMiは JP1/Baseを前提製品としています。JP1/IM - EG for NNMi
をインストールする前に，JP1/Baseをインストールしてください。

JP1/IM - EG for NNMiをインストールする手順を次に示します。

1. プログラムを終了する。
インストールする前にすべてのプログラムを終了してください。

2. Hitachi PP Installerを実行する。
Hitachi PP Installerの指示に従ってインストールしてください。操作手順について
は，「2.3.3　Hitachi PP Installerの使用方法」を参照してください。

JP1/NETM/DMを使ったリモートインストールについて
JP1/IM - EG for NNMiは，JP1/NETM/DMを使ったリモートインストール（ソフ
トウェアの配布）に対応しています。JP1/NETM/DMを使った実際のリモートイン
ストール方法については，マニュアル「JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)
用 )」および「JP1/NETM/DM Client（UNIX(R)用）」を参照してください。

上書きインストールについて
JP1/IM - EG for NNMiを上書きインストールする場合は，JP1/IM - EG for NNMi
のサービスを停止してください。

2.3.2　アンインストール手順
JP1/IM - EG for NNMiをアンインストールする手順を次に示します。

1. プログラムを終了する。
アンインストールする前にすべてのプログラムを終了してください。

2. ユーザーファイルをバックアップする。
定義ファイルやログファイルなども含めて，ディレクトリごと削除されます。必要に
応じて，これらのファイルをバックアップしてください。

3. Hitachi PP Installerを実行する。
Hitachi PP Installerの指示に従ってアンインストールしてください。操作手順につ
いては，「2.3.3　Hitachi PP Installerの使用方法」を参照してください。
14



2.　インストールとセットアップ
2.3.3　Hitachi PP Installerの使用方法
Hitachi PP Installerは，JP1/IM - EG for NNMiの提供媒体に格納されています。ここ
では，次の操作について説明します。

• Hitachi PP Installerの起動方法
• Hitachi PP Installerを使用して JP1/IM - EG for NNMiをインストールする方法
• Hitachi PP Installerを使用して JP1/IM - EG for NNMiをアンインストールする方法
• Hitachi PP Installerを使用して現在インストールされている日立製品のバージョンを
確認する方法

Hitachi PP Installer実行時のユーザー権限
Hitachi PP Installerを使用するときはスーパーユーザー権限が必要です。スーパー
ユーザーでログインするか，または suコマンドでユーザーをスーパーユーザーに変

更してください。

（1） Hitachi PP Installerの起動

Hitachi PP Installerの起動手順を次に示します。

1. ドライブに JP1/IM - EG for NNMiの提供媒体 CD-ROMをセットする。

2. CD-ROMをマウントする。
マウント方法は，ご使用の OS，ハードウェアおよび環境によって異なります。マウ
ント方法の詳細は OSのマニュアルを参照してください。
• HP-UXの場合
/usr/sbin/ioscan -fnC disk  （デバイススペシャルファイル名を確認しま

す）
/usr/sbin/mount -F cdfs -r デバイススペシャルファイル名 /cdrom

• Solarisの場合
CD-ROMをセットすると，通常は自動的にマウントされます。
/usr/sbin/mount        （マウントされていることを確認します）

自動的にマウントされなかった場合は，次のコマンドを入力します。
/usr/sbin/mount -r -F hsfs /dev/dsk/c0t4d0s0 /cdrom

• Linuxの場合
/bin/mount -r -o mode=0544 /dev/cdrom /mnt/cdrom

太字のデバイススペシャルファイル名，および下線部の CD-ROMファイルシステム
のマウントディレクトリ名は，環境によって異なりますので注意してください。

3. Hitachi PP Installerを起動する。
CD-ROMのディレクトリ名やファイル名は，マシン環境によっては記載されている
内容と見え方が異なる場合があります。lsコマンドで確認の上，表示されたファイ

ル名を入力してください。
• HP-UXの場合
15



2.　インストールとセットアップ
/cdrom/IPFHPUX/SETUP /cdrom

• Solarisの場合
/cdrom/cdrom0/solaris/setup /cdrom/cdrom0

• Linuxの場合
/mnt/cdrom/linux/setup /mnt/cdrom

下線部にはご使用になる CD-ROMのマウントディレクトリ名を指定してください。

4. CD-ROMをアンマウントする。
インストール完了後，アンマウントします。アンマウント方法の詳細は OSのマニュ
アルを参照してください。
• HP-UXの場合
/usr/sbin/umount /cdrom

• Solarisの場合
/usr/bin/eject      （自動マウントされた CD-ROMを取り出します）
mountコマンドによって手動でマウントした場合は，次のコマンドを入力します。

/usr/sbin/umount /cdrom

• Linuxの場合
/bin/umount /mnt/cdrom

下線部にはご使用になる CD-ROMのマウントディレクトリ名を指定してください。

（2） JP1/IM - EG for NNMiのインストール

Hitachi PP Installerを使用して JP1/IM - EG for NNMiをインストールする方法を説明
します。Hitachi PP Installerを起動すると，初期画面が表示されます。

図 2-2　HitachiPP Installerの初期画面例

初期画面で「I」を入力すると，インストールできるソフトウェアの一覧が表示されま

す。インストールしたいソフトウェアにカーソルを移動し，スペースバーで選択します。
さらに「I」を入力すると，JP1/IM - EG for NNMiがインストールされます。インス
16



2.　インストールとセットアップ
トール完了後，「Q」を入力すると初期画面に戻ります。

（3） JP1/IM - EG for NNMiのアンインストール

次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動します。

/etc/hitachi_setup

Hitachi PP Installerの初期画面が表示されます。

初期画面で「D」を入力すると，アンインストールできるソフトウェアの一覧が表示され

ます。アンインストールしたいソフトウェアにカーソルを移動し，スペースバーで選択
します。さらに「D」を入力すると，JP1/IM - EG for NNMiがアンインストールされま
す。アンインストール完了後，「Q」を入力すると初期画面に戻ります。

（4） バージョン情報の表示

次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動します。

/etc/hitachi_setup

Hitachi PP Installerの初期画面が表示されます。

初期画面で「L」を入力すると，インストール済みの日立製品の一覧が表示されます。
17



2.　インストールとセットアップ
2.4　セットアップ
この節では，JP1/IM - EG for NNMiのセットアップについて説明します。

セットアップの作業の流れを次の図に示します。

図 2-3　セットアップの作業の流れ

2.4.1　セットアップコマンドの実行
JP1/IM - EG for NNMiをインストールしたら，セットアップコマンド（jegn_setup）

を実行して，JP1/IM - EG for NNMiの動作環境を設定します。

jegn_setupコマンドの詳細については，「7.　コマンド」の「jegn_setup」を参照して
ください。

jegn_setupコマンドで設定する情報を次の表に示します。

表 2-2　jegn_setupコマンドで設定する情報

項目 内容 設定

NNMiユーザー名 NNMiのWebサービスクライアント※のユーザー名を設定
します。

○

NNMiパスワード NNMiのWebサービスクライアント※のパスワードを設定
します。

○

18



2.　インストールとセットアップ
（凡例）
○：必ず設定する
－：任意で設定する

注※
NNMiのWebサービスクライアントの作成方法については，NNMiの各製品のマニュアルを参
照してください。

上書きセットアップについて
jegn_setupコマンドの -updateオプションを使用すると，JP1/IM - EG for 
NNMiの動作環境を変更できます。

2.4.2　環境変数の設定（UNIX限定）
UNIXの場合は，JP1/IM - EG for NNMiの動作する言語コードを設定する必要がありま
す。言語コードの設定は環境変数ファイルと共通定義の両方に設定します。それぞれの
設定は，ローカルホスト内で統一して運用してください。設定方法を次に示します。

（1） 環境変数ファイルの設定

/etc/opt/jp1eg4nnmi/conf/jegn_env.confファイルを viなどで開き，先頭行の

「LANG=」の後ろに，次の表に従って環境変数 LANGの値を設定します。

表 2-3　jegn_env.confファイルの LANGに指定できる値

NNMiポート番号 接続する NNMiのポート番号を設定します。 －

NNMi言語 接続する NNMiの言語を設定します。 －

NNMiインシデント再取得
間隔

取得できる NNMiインシデントが 1件も存在しない場合，
または通信エラーなどで例外が発生した場合に，NNMiイ
ンシデントを再取得する間隔を設定します。

－

NNMiインシデント取得方
法

JP1/IM - EG for NNMiのサービス起動時（初回起動時を除
く）に，サービス停止中に発行された NNMiインシデント
を取得する場合，何時間前の NNMiインシデントから取得
するかを設定します。

－

SSL使用可否 NNMiに接続するときに，SSLを使用するかどうかを設定
します。

－

OS 言語種別 コード LANGの値

HP-UX 日本語 シフト JISコード ja_JP.SJIS

EUCコード ja_JP.eucJP

英語 C

Solaris 日本語 シフト JISコード ja_JP.PCK

EUCコード jaまたは japanese

項目 内容 設定
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2.　インストールとセットアップ
注※
UTF-8コードでは，次に示す記号を二つの文字コードで表現します。
円記号 (¥)：0x5Cまたは 0xC2A5
チルダ (~)：0x7Eまたは 0xE280BE
これらの記号について，JP1/IM - EG for NNMiでは 0x5C，および 0x7Eの文字コードを使用
します。

環境変数ファイルの設定は，次回 JP1/IM - EG for NNMiを起動したタイミングで有効
になります。

（2） 共通定義への言語環境設定

1. JP1/Baseの jp1bs_param.confファイルを編集する。
/etc/opt/jp1base/conf/jp1bs_param.confファイルをテキストエディターで

開き，「LANG=」の後ろに，次の表に従って共通定義への設定値を指定します。

表 2-4　jp1bs_param.confファイルの LANGに指定できる値

2. JP1/IM - EG for NNMiを停止する。

3. JP1/Baseを停止する。

4. 次のコマンドを実行する。
/opt/jp1base/bin/jbssetcnf /etc/opt/jp1base/conf/

jp1bs_param.conf

5. JP1/Baseを起動する。

6. JP1/IM - EG for NNMiを起動する。

2.4.3　定義ファイルの設定
NNMiインシデントを JP1イベントに変換して，JP1/IMで管理・監視するには，次の
表に示す定義ファイルを設定する必要があります。

英語 C

Linux 日本語 UTF-8コード※ ja_JP.UTF-8または ja_JP.utf8

英語 C

言語種別 コード LANGの値

日本語 シフト JISコード SJIS

EUCコード EUCJIS

UTF-8コード UTF-8

英語 C

OS 言語種別 コード LANGの値
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2.　インストールとセットアップ
表 2-5　定義ファイルの設定

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルおよびマッピング定義ファイルは，
JP1/IM - EG for NNMiが提供しているサンプルファイルをコピーして作成します。

JP1/IM - Managerの定義ファイルは，JP1/IM - Managerに同梱されています。通常は
同梱されている定義ファイルを編集する必要はありません。

各定義ファイルの設定の詳細については，「4.　NNMiインシデントから JP1イベントへ
の変換」を参照してください。

2.4.4　自動起動および自動終了の設定
JP1/IM - EG for NNMiのサービスを起動する場合は，JP1/Baseのサービスを先に起動
する必要があります。また，JP1/IM - EG for NNMiのサービスを終了する場合は，JP1/
Baseのサービスより先に終了する必要があります。

JP1/IM - EG for NNMiの自動起動および自動終了を設定すると，サービスの起動順序お
よび終了順序を，あらかじめ指定することができます。必要に応じて，自動起動および
自動終了を設定してください。

自動起動と自動終了の設定は，OSによって異なります。

（1） Windowsの場合

Windowsの場合は，JP1/Baseの起動管理機能を使用して，JP1/IM - EG for NNMiの自
動起動および自動終了を設定します。起動管理機能は，あらかじめ設定した順序に従っ
て，サービスを起動または終了する機能です。起動管理機能の詳細については，マニュ
アル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

自動起動を設定する
JP1/Baseの起動順序定義ファイル（JP1SVPRM.DAT）に，JP1/IM - EG for NNMi

定義ファイル名 説明

NNMiインシデント転
送フィルター定義ファ
イル

NNMiから取得した NNMiインシデントを JP1イベントに変換するときの条
件を定義するファイルです。

マッピング定義ファイ
ル

NNMiインシデントの属性であるカテゴリおよびファミリーのラベルを，
JP1/IM - Viewの［イベント詳細］画面に表示するためのマッピングを定義す
るファイルです。

JP1/IM - Managerの
定義ファイル

JP1/IM - Managerで使用する定義ファイルです。次の二つがあります。
イベント拡張属性定義ファイル

JP1/IM - EG for NNMi固有の拡張属性を JP1/IM - Viewの［イベント詳
細］画面に表示するための定義ファイルです。

モニター画面呼び出し定義ファイル
JP1/IM - Viewの［イベントコンソール］画面から，NNMiの画面をモニ
ター起動するための定義ファイルです。
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2.　インストールとセットアップ
の定義を記述することで，自動起動を設定します。JP1/IM - EG for NNMiの定義を
次に示します。
[Jp1IMEGforNNMi]
Name=JP1/IM - EG for NNMi
ServiceName=JP1_IM-EG_for_NNMi
StopCommand=<JP1/IM - EG for NNMi Path>¥bin¥jegn_spmd_stop.exe

新規インストール時には，行の先頭に「#」を付けてコメントアウトされているの
で，「#」を削除してください。
記述された順序でサービスが起動するため，起動順序定義ファイルを編集する場合
は，JP1/Baseの定義よりもあとの行に JP1/IM - EG for NNMiの定義を記述してく
ださい。

自動終了を設定する
JP1/Baseの起動管理機能を使用して JP1/IM - EG for NNMiの自動終了を設定する
には，同一マシン上に JP1/Power Monitorがインストールされている必要がありま
す。JP1/Power Monitorの詳細については，マニュアル「JP1/Power Monitor」を
参照してください。
JP1/Power Monitorを使って電源をオフにするときに，JP1/Baseの起動順序定義
ファイルに記述したサービスのうち，終了コマンド（StopCommand=）の記述され
たサービスが起動時と逆の順序で終了します。
なお，終了コマンドは絶対パスで指定してください。新規インストール時には，次
のように記述されています。
StopCommand=<JP1/IM - EG for NNMi Path>¥bin¥jegn_spmd_stop.exe

<JP1/IM - EG for NNMi Path>の個所を，実際に JP1/IM - EG for NNMiをインス
トールしたパスに修正してください。インストールしたパスに半角スペースが含ま
れる場合は，「StopCommand=」以降の文字列を「"」で囲んでください。

（2） UNIXの場合

UNIXの場合は，自動起動スクリプトおよび自動終了スクリプトを使用して，JP1/IM - 
EG for NNMiの自動起動および自動終了を設定します。

自動起動を設定する
次に示すコマンドを実行して，自動起動スクリプト（jegn_start）をコピーします。
# cd /etc/opt/jp1eg4nnmi
# cp -p jegn_start.model jegn_start

上記のコマンドを実行すると，システムの起動時に自動起動スクリプトが呼び出さ
れ，JP1/IM - EG for NNMiが自動で起動します。自動起動スクリプトの詳細につい
ては，「7.　コマンド」の「jegn_start（UNIX限定）」を参照してください。

自動終了を設定する
次に示すコマンドを実行して，自動終了スクリプト（jegn_stop）をコピーします。
# cd /etc/opt/jp1eg4nnmi
# cp -p jegn_stop.model jegn_stop
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2.　インストールとセットアップ
上記のコマンドを実行すると，システムの終了時に自動終了スクリプトが呼び出さ
れ，JP1/IM - EG for NNMiが自動で終了します。自動終了スクリプトの詳細につい
ては，「7.　コマンド」の「jegn_stop（UNIX限定）」を参照してください。

なお，自動起動スクリプトおよび自動終了スクリプトでは，デフォルトでは環境変数
LANGに Cが設定されています。スクリプト実行時の出力メッセージの言語を変更した
い場合は，スクリプト内の環境変数 LANGを設定している行を編集してください。

2.4.5　トラブルに備えた設定
JP1/IM - EG for NNMiは，JP1/IM - EG for NNMi自身にトラブルが発生した場合に備
えて，トラブルを解決するための調査資料を採取するツールや，プロセスの異常終了時
に自動でプロセスを再起動する機能などを提供しています。

ここでは，JP1/IM - EG for NNMiのトラブルに備えた設定について説明します。

（1） トラブル発生時の資料採取の準備（Windows限定）

（a）Windows Server 2003の場合

トラブル発生時にトラブルの要因を調査するために，メモリーダンプやクラッシュダン
プが必要になることがあります。万一に備えて，これらのダンプファイルを出力するよ
うに設定しておくことをお勧めします。

なお，クラッシュダンプを出力する設定にしていれば，資料採取ツール
（jegn_log.batコマンド）で，クラッシュダンプおよびワトソン博士のログを取得で

きます。

トラブル発生時に採取が必要な資料の詳細については，「10.3　トラブル発生時に採取が
必要な資料」を参照してください。資料採取ツール（jegn_log.batコマンド）につい

ては「7.　コマンド」の「jegn_log.bat（Windows限定）」を参照してください。

ここでは，メモリーダンプおよびクラッシュダンプを取得するための設定方法について
説明します。

メモリーダンプの出力設定

メモリーダンプの出力設定の手順を次に示します。

1.［コントロールパネル］から［システム］をダブルクリックする。

2.［詳細設定］タブの［起動と回復］の［設定］ボタンをクリックする。

3.［デバッグ情報の書き込み］で，［完全メモリダンプ］を選択し，出力先のファイルを
指定する。

注意事項
メモリーダンプのサイズは，実メモリーのサイズによって異なります。搭載してい
る物理メモリーが大きいと，メモリーダンプのサイズも大きくなります。メモリー
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2.　インストールとセットアップ
ダンプを採取できるだけのディスク領域を確保してください。詳細は，Windowsの
ヘルプの「STOPエラー」の項目を参照してください。

クラッシュダンプの出力設定

クラッシュダンプの出力設定の手順を次に示します。

1.「%windir%¥SysWOW64¥drwtsn32.exe」をダブルクリックする。
ワトソン博士のダイアログボックスが開きます。

2.［クラッシュ ダンプ ファイルの作成］チェックボックスをチェックし，［クラッシュ 
ダンプ］テキストボックスに出力先のファイルを指定する。

3.［OK］ボタンをクリックする。

注意事項
クラッシュダンプに出力される情報は JP1だけでなく，ほかのアプリケーションプ
ログラムのトラブル情報も出力されます。また，クラッシュダンプが出力されると，
その分ディスク容量が圧迫されます。クラッシュダンプが出力されるように設定す
る場合は，十分なディスク領域を確保してください。

（b）Windows Server 2008の場合

JP1/IM-EG for NNMiのプロセスがアプリケーションエラーで停止した場合，エラーダ
イアログボックスが表示されている状態で，次の手順でユーザーダンプを採取します。

1. タスクマネージャを起動する。
タスクマネージャは次のどちらかの手順で起動できます。
• タスクバーの空いている場所で右クリックをして「タスクマネージャ」を選択する
•［Ctrl］+［Shift］+［Esc］キーを押してタスクマネージャを起動する

2.［プロセス］タブをクリックする。

3. アプリケーションエラーで停止した JP1/IM-EG for NNMiのプロセス名を右クリック
し，「ダンプファイルの生成」を選択する。

4. ユーザーダンプの出力先パスを示すダイアログボックスが表示されるので，そこから
採取する。

（2） プロセス異常終了時の再起動の設定

JP1/IM - EG for NNMiを起動するとプロセスが生成されます。JP1/IM - EG for NNMi
では，何らかの理由でプロセスが異常終了した場合に，自動でプロセスを再起動するよ
うに設定できます。

プロセスを再起動するための設定手順を次に示します。

1. プロセス再起動を設定する。
拡張起動プロセス定義ファイル（jegn_service_0700.conf）を編集します。格納

先を次に示します。
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2.　インストールとセットアップ
Windowsの場合
・物理ホスト：EG for NNMiパス ¥conf

・論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1EG4NNMI¥conf

UNIXの場合
・物理ホスト：/etc/opt/jp1eg4nnmi/conf

・論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/conf

「再起動可否」のパラメーターは「|」で区切られた４番目の値で，0（再起動しな
い：デフォルト）または 1（再起動する）を設定します。ほかのパラメーターの値は
変更しないでください。
拡張起動プロセス定義ファイルの詳細については，「付録 F.1　拡張起動プロセス定義
ファイル（jegn_service_0700.conf）」を参照してください。

2. 設定内容を反映する。
JP1/IM - EG for NNMiを再起動するか，jegn_spmd_reloadコマンドを実行する
と，設定内容が反映されます。jegn_spmd_reloadコマンドの詳細については，「7.
　コマンド」の「jegn_spmd_reload」を参照してください。

3. ワトソン博士によるエラー通知を抑止する（Windows Server 2003限定）。
Windows Server 2003の場合は，ワトソン博士のダイアログボックスが表示されない
ように設定します。アプリケーションエラーのときに，ワトソン博士のダイアログ
ボックスが表示されると，プロセスの再起動ができないためです。
スタートメニューの［ファイル名を指定して実行］で「drwtsn32」を実行します。

ワトソン博士のダイアログボックスが表示されるので，［メッセージボックスによる
通知］チェックボックスのチェックを外します。
なお，ワトソン博士の設定はシステム全体で共通のため，ここでの設定がシステム全
体のプログラムの設定になります。
また，ワトソン博士の設定を有効にするため，コマンドプロンプトで次のコマンドを
実行してください。
drwtsn32 -i

ワトソン博士が既定のアプリケーションデバッガとしてインストールされます。

4. Microsoftへのエラー報告を抑止する（Windows限定）。
Windowsの場合は，エラー検知時に表示されるMicrosoftへのエラー報告のダイアロ
グボックスが表示されないように設定します。ダイアログボックスが表示されると，
プロセスの再起動ができないためです。
• Windows Server 2003の場合

1. ［コントロールパネル］から［システム］をダブルクリックする。
2. ［詳細設定］タブの［エラー報告］ボタンをクリックする。
3. ［エラー報告を無効にする］を選択し，［重大なエラーが発生した場合は通知す
る］チェックボックスのチェックが外れていることを確認する。

• Windows Server 2008の場合
1. ［ファイル名を指定して実行］のテキストボックスに「wercon」と入力し，
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2.　インストールとセットアップ
［OK］ボタンをクリックする。
　［問題のレポートと解決策］ダイアログボックスが開きます。
2. 左側の領域で，［設定の変更］をクリックする。
3. ［詳細を設定します］を選択する。
4. 「問題レポートの詳細設定を行います。」で「無効にします」を選択し，［OK］
ボタンをクリックする。

（3） プロセス異常検知時の JP1イベントの発行の設定

JP1/IM - EG for NNMiでは，プロセスの異常時や異常終了からの自動復旧時に JP1イ
ベントを発行できます。JP1イベントを発行することによって，JP1/IM - EG for NNMi
自身のトラブルを履歴管理できるようになります。

JP1イベントを発行するための設定手順を次に示します。

1. JP1イベント発行を設定する。
JP1/IM - EG for NNMiパラメーター定義ファイル（jegn_param_V7.conf）を編集
します。格納先を次に示します。

Windowsの場合
・物理ホスト：EG for NNMiパス ¥conf

・論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1EG4NNMI¥conf

UNIXの場合
・物理ホスト：/etc/opt/jp1eg4nnmi/conf

・論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/conf

このファイルの「SEND_PROCESS_TERMINATED_ABNORMALLY_EVENT」と

「SEND_PROCESS_RESTART_EVENT」が JP1イベント発行の設定パラメーターです。
JP1イベントを発行するには，値を「dword:1」に変更します。
JP1/IM - EG for NNMiパラメーター定義ファイルの詳細については，「付録 F.2　
JP1/IM - EG for NNMiパラメーター定義ファイル（jegn_param_V7.conf）」を，参
照してください。

2. JP1/Baseの jbssetcnfコマンドを実行して，定義内容を反映する。
jbssetcnfコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照
してください。

3. JP1/Baseおよび JP1/Baseを前提とする製品を再起動する。
再起動後に設定内容が反映されます。
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3　 クラスタシステムでの運用
と環境構築
この章では，JP1/IM - EG for NNMiのクラスタ運用および
セットアップ方法について説明します。
クラスタシステムの概要については，マニュアル「JP1/Base 
運用ガイド」を参照してください。

3.1 環境設定の流れ

3.2 論理ホストのインストールとセットアップ

3.3 クラスタソフトへの登録

3.4 論理ホストの削除

3.5 クラスタ運用に関する注意事項
27



3.　クラスタシステムでの運用と環境構築
3.1　環境設定の流れ
JP1/IM - EG for NNMiは，クラスタシステムでの運用に対応しています。JP1/IM - EG 
for NNMiをクラスタ運用することによって，サーバ障害などが発生しても実行系から待
機系に処理を引き継ぐことができます。

JP1/IM - EG for NNMiをクラスタシステムで運用する場合には，JP1/IM - EG for 
NNMiがご使用になるクラスタソフトに対応しているか確認してから運用してください。

この節では，クラスタシステムで運用する場合の，環境設定の作業の流れについて説明
します。

なお，インストールおよびセットアップをするユーザーは，Windowsの場合は
Administrators権限，UNIXの場合はスーパーユーザー権限が必要です。
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3.　クラスタシステムでの運用と環境構築
図 3-1　環境設定の作業の流れ（クラスタ運用）

JP1/Baseのインストール
JP1/Baseのインストール，セットアップ，およびクラスタ設定の手順については，
マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

NNMiのインストール
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3.　クラスタシステムでの運用と環境構築
NNMiのインストールは，いつでもかまいません。ただし，この製品をクラスタシ
ステムで運用する場合，まず最初に NNMiをインストールしてセットアップを実行
する必要があります。NNMiのセットアップ方法については，NNMiのマニュアル，
およびリリースノートを参照してください。
また，JP1/IM - EG for NNMiのセットアップ時にNNMiの設定情報が必要になり
ます。セットアップ時に必要な NNMiの設定情報については，「2.1　インストール
とセットアップの流れ」の「表 2-1　セットアップ時に必要な NNMiの設定情報」
を参照してください。
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3.2　論理ホストのインストールとセットアップ
この節では，JP1/IM - EG for NNMiの論理ホストのインストールおよびセットアップに
ついて説明します。

作業を始める前に，クラスタシステムについて次の情報を確認してください。

表 3-1　論理ホストのインストールとセットアップ前の確認

クラスタ運用の前提条件とサポート範囲の詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用
ガイド」を参照してください。

確認ができたら，実行系サーバと待機系サーバのインストールとセットアップを始めま
す。

なお，Windowsの場合は実行系サーバ・待機系サーバとも，同じ名称のドライブおよび
フォルダにインストールしてください。また，共有ディスク上にはインストールしない
でください。

3.2.1　実行系サーバのインストールとセットアップ
実行系サーバのインストールとセットアップ手順を次に示します。

1. JP1/Baseをインストールおよびセットアップする。
JP1/Baseのインストールおよびセットアップ手順については，マニュアル「JP1/
Base 運用ガイド」を参照してください。

2. JP1/Baseのクラスタ設定をする。
実行系の論理ホストの設定をします。手順の詳細については，マニュアル「JP1/Base 
運用ガイド」を参照してください。
なお，UNIX限定のプロセス強制終了コマンド（jegn_killall.cluster）で指定
できる論理ホスト名は，15バイトまでです。名称が 16バイト以上の論理ホストのプ
ロセスは強制終了できません。

3. JP1/IM - EG for NNMiをインストールする。
JP1/IM - EG for NNMiのインストール手順については，「2.2　インストール
（Windowsの場合）」または「2.3　インストール（UNIXの場合）」を参照してくださ
い。

確認項目 説明

論理ホスト名 JP1を実行する論理ホストのホスト名

論理 IPアドレス 論理ホスト名に対応する IPアドレス

共有フォルダ（共有ディレ
クトリ）

論理ホストの JP1の実行環境ファイル一式を格納する共有ディスク上の
フォルダ（ディレクトリ）
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4. クラスタセットアップコマンドを実行する。
クラスタセットアップコマンド（jegn_setup_cluster）を実行して，JP1/IM - 
EG for NNMiのクラスタ運用時の動作環境を設定します。
jegn_setup_cluster -h 論理ホスト名 -d 共有フォルダ

jegn_setup_clusterコマンドの詳細については，「7.　コマンド」の
「jegn_setup_cluster」を参照してください。

5. 環境変数の設定（UNIX限定）
UNIXの場合は，JP1/IM - EG for NNMiの動作する言語コードを設定する必要があ
ります。言語コードの設定は環境変数ファイルと共通定義の両方に設定します。
• 環境変数ファイルの設定
次のファイルに対して，言語コードを設定します。
共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/conf/jegn_env.conf

設定方法については，「2.4.2(1)　環境変数ファイルの設定」を参照してください。
• 共通定義への言語環境設定
設定方法については，「2.4.2(2)　共通定義への言語環境設定」を参照してくださ
い。

6. 定義ファイルを設定する。
次に示す定義ファイルを設定します。
• NNMiインシデント転送フィルター定義ファイル
• マッピング定義ファイル
• JP1/IM - Managerの定義ファイル

定義ファイルの設定の詳細については，「4.　NNMiインシデントから JP1イベント
への変換」を参照してください。

7. JP1/Baseの共通定義情報をコピーする。
実行系サーバの JP1/Baseの共通定義情報を待機系サーバにコピーします。
JP1/Baseの jbsgetcnfコマンドを実行して，実行系サーバの共通定義情報を退避

してください。
jbsgetcnf -h 論理ホスト名 > 退避ファイル名

jbsgetcnfコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照
してください。

8. セットアップコマンドを実行する。
セットアップコマンド（jegn_setup）を実行して，論理ホストの JP1/IM - EG for 
NNMiの動作環境を設定します。
セットアップコマンドの実行については「2.4.1　セットアップコマンドの実行」を，
jegn_setupコマンドの詳細については「7.　コマンド」の「jegn_setup」を参照し
てください。

9. OS環境をセットアップする（Windows限定）。
Windowsの場合，エラー発生時にワトソン博士のダイアログボックスやMicrosoftへ
のエラー報告のダイアログボックスが表示されると，JP1/IM - EG for NNMiが正常
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にフェールオーバーできないおそれがあります。そのため，これらの表示を抑止して
ください。抑止方法については，「2.4.5(2)　プロセス異常終了時の再起動の設定」を
参照してください。
また，トラブル発生時にトラブルの要因を調査するために，メモリーダンプやクラッ
シュダンプが必要になることがあります。万一に備えて，これらのダンプファイルを
出力するように設定しておくことをお勧めします。設定方法については，「2.4.5(1)　
トラブル発生時の資料採取の準備（Windows限定）」を参照してください。

10.クラスタソフトへサービスを登録する。
論理ホストの JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseをクラスタソフトに登録して，
クラスタソフトからの制御で起動・停止するように設定します。詳細については，
「3.3　クラスタソフトへの登録」を参照してください。

3.2.2　待機系サーバのインストールとセットアップ
待機系サーバのインストールとセットアップ手順を次に示します。

1. JP1/Baseをインストールおよびセットアップする。
JP1/Baseのインストールおよびセットアップ手順については，マニュアル「JP1/
Base 運用ガイド」を参照してください。

2. JP1/Baseの共通定義情報をコピーする。
実行系サーバの JP1/Baseの共通定義情報を待機系サーバにコピーします。
実行系サーバで退避した共通定義情報を，FTPなど任意の方法で待機系サーバにコ
ピーしてください。実行系サーバからコピーした退避ファイルを使って，JP1/Base
の jbssetcnfコマンドで共通定義情報を設定します。

jbssetcnf 退避ファイル名

jbssetcnfコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照
してください。

3. JP1/Baseのクラスタ設定をする。
待機系の論理ホストの設定をします。手順の詳細については，マニュアル「JP1/Base 
運用ガイド」を参照してください。

4. JP1/IM - EG for NNMiをインストールする。
JP1/IM - EG for NNMiのインストール手順については，「2.2　インストール
（Windowsの場合）」または「2.3　インストール（UNIXの場合）」を参照してくださ
い。

5. クラスタセットアップコマンドを実行する（Windows限定）。
Windowsの場合，クラスタセットアップコマンド（jegn_setup_cluster）を実行
して，JP1/IM - EG for NNMiのクラスタ運用時の動作環境を設定します。
jegn_setup_cluster -h 論理ホスト名

jegn_setup_clusterコマンドの詳細については，「7.　コマンド」の
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「jegn_setup_cluster」を参照してください。

6. OS環境をセットアップする（Windows限定）。
Windowsの場合，エラー発生時にワトソン博士のダイアログボックスやMicrosoftへ
のエラー報告のダイアログボックスが表示されると，JP1/IM - EG for NNMiが正常
にフェールオーバーできないおそれがあります。そのため，これらの表示を抑止して
ください。抑止方法については，「2.4.5(2)　プロセス異常終了時の再起動の設定」を
参照してください。
また，トラブル発生時にトラブルの要因を調査するために，メモリーダンプやクラッ
シュダンプが必要になることがあります。万一に備えて，これらのダンプファイルを
出力するように設定しておくことをお勧めします。設定方法については，「2.4.5(1)　
トラブル発生時の資料採取の準備（Windows限定）」を参照してください。

3.2.3　設定変更時の作業
JP1/IM - EG for NNMiでは，クラスタシステムでの運用開始後に実行系サーバの設定を
変更しても，待機系サーバの設定を変更する必要はありません。
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3.3　クラスタソフトへの登録
JP1/IM - EG for NNMiをクラスタ運用するには，論理ホストの JP1/IM - EG for NNMi
および JP1/Baseをクラスタソフトに登録して，クラスタソフトからの制御で起動・停止
するように設定します。

この節では，JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseをクラスタソフトに登録する方法
について説明します。

なお，NNMiのクラスタソフト登録方法について，NNMiのマニュアル，およびリリー
スノートを参照してください。また，JP1/IM - EG for NNMiとNNMiの起動停止の順
序または依存がありませんが，NNMiが JP1/IM - EG for NNMiより先に起動し，後に
停止することを推奨します。

クラスタソフトへの登録方法は，OSによって異なります。

3.3.1　クラスタソフトへの登録（Windowsの場合）
Windows環境で，論理ホストの JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseをクラスタソ
フトに登録する方法について説明します。

クラスタソフトに登録する設定内容を次の表に示します。

表 3-2　クラスタソフトに登録する設定内容

（1） クラスタソフトへの登録

（a）MSCSの場合

JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseのサービスを，MSCSのリソースとして登録し
ます。各リソースの設定内容を次に示します。［］はMSCSの設定項目です。

•［リソースの種類］は「汎用サービス」として登録します。
•［名前］［サービス名］［依存関係］を「表 3-2　クラスタソフトに登録する設定内容」
のとおりに設定します。なお，［名前］はサービスを表示するときの名称で，［サービ
ス名］はMSCSから制御するサービスを指定するときの名称です。

•［起動パラメータ］および［レジストリ複製］は設定しません。

項番 名前 サービス名 依存関係

1 JP1/Base Event 論理ホスト名 JP1_Base_Event 論理
ホスト名

IPアドレス
物理ディスクリソース

2 JP1/Base 論理ホスト名 JP1_Base_論理ホスト
名

項番 1のクラスタリ
ソース

3 JP1/IM-EG for NNMi 論理ホスト名 JP1_IM-EG_for_NNM
i_論理ホスト名

項番 1および 2のクラ
スタリソース
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• プロパティの［詳細設定］ページは，JP1/IM - EG for NNMiのトラブル時にフェール
オーバーするかしないかの運用に合わせて設定してください。
例えば，JP1/IM - EG for NNMiのトラブル時に，フェールオーバーするように設定す
るには，［再開する］チェックボックスと［グループに適用する］チェックボックスを
チェックし，3回を目安に再起動試行回数の［しきい値］を設定してください。

（b）サービスの起動停止コマンドを登録する場合

JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseのサービスを，起動・停止するようクラスタソ
フトに登録してください。例えば，「表 3-2　クラスタソフトに登録する設定内容」の
「名前」の項目で示すサービスを，netコマンドで起動停止するように設定してくださ

い。

なお，JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseの動作確認をする場合は，次のコマンド
を実行してください。

• jegn_spmd_status

JP1/IM - EG for NNMiの動作確認をする場合
• jbs_spmd_status

JP1/Baseの動作確認をする場合
• jevstat

JP1/Baseのイベントサービスの動作確認をする場合

jegn_spmd_statusコマンドの詳細については，「7.　コマンド」の
「jegn_spmd_status」を参照してください。jbs_spmd_statusおよび jevstatコマン

ドの詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

（2） リソースの起動停止順序の設定

論理ホストの JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseを実行するには，共有ディスクお
よび論理 IPアドレスを使用できる状態にする必要があります。

クラスタソフトの制御によって，次に示す動作をするように起動停止の順序または依存
関係を設定してください。

• 論理ホストの起動時
1. 共有ディスクおよび論理 IPアドレスを割り当てて使用できる状態にする。
2. JP1/Base，JP1/IM - EG for NNMiの順に起動する。

• 論理ホストの停止時
1. JP1/IM - EG for NNMi，JP1/Baseの順に停止する。
2. 共有ディスクおよび論理 IPアドレスの割り当てを解除する。

3.3.2　クラスタソフトへの登録（UNIXの場合）
UNIX環境で，論理ホストの JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseをクラスタソフト
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に登録する方法について説明します。

（1） クラスタソフトに登録するスクリプトの作成

UNIXのクラスタソフトでは，通常，スクリプトなどによってアプリケーションを制御
するツールを作成して，クラスタソフトに登録します。このときのスクリプトには一般
的に，「起動」「停止」「動作監視」「強制停止」の機能が必要です。

ここでは，スクリプト設計に必要な JP1/IM - EG for NNMiの情報を説明します。この
情報を基に，クラスタソフトの仕様に合わせて，JP1/IM - EG for NNMiを制御するスク
リプトを作成し，クラスタソフトに登録してください。

表 3-3　クラスタ登録でのスクリプト設計のための詳細情報

登録する機能 説明

起動 JP1/IM - EG for NNMiを起動します。
• 使用するコマンド
「jegn_start.cluster 論理ホスト名」

• コマンドの終了タイミング
起動コマンドは，JP1/IM - EG for NNMiが起動するのを待って終了します。た
だし，何らかの問題によって，タイムアウト時間（標準 60秒）を過ぎても起動
処理が完了しない場合は，起動処理の途中でコマンドが終了します。この場合，
起動処理は中断されないで，起動処理を続けている状態のままコマンドが終了
します。

• コマンドの結果判定
JP1/IM - EG for NNMiを起動した結果は，後述する動作監視の方法によって判
定してください。通常は，クラスタソフトの動作監視によって判定します。な
お，起動コマンドの戻り値は，0（正常終了）と 1（引数異常）のため，戻り値
での結果判定はできません。

停止 JP1/IM - EG for NNMiを停止します。
• 使用するコマンド
「jegn_stop.cluster 論理ホスト名」

• コマンドの終了タイミング
停止コマンドは，JP1/IM - EG for NNMiが停止するのを待って終了します。た
だし，何らかの問題によって，タイムアウト時間（標準 60秒）を過ぎても停止
処理が完了しない場合は，停止処理の途中でコマンドが終了します。この場合，
停止処理は中断されないで，停止処理を続けている状態のままコマンドが終了
します。

• コマンドの結果判定
JP1/IM - EG for NNMiを停止した結果は，後述する動作監視の方法によって判
定してください。なお，停止コマンドの戻り値は，0（正常終了）と 1（引数異
常）のため，戻り値での結果判定はできません。

なお，停止コマンドが終了したあと，後述する強制停止コマンドを実行すること
をお勧めします。これは，何らかの問題がある場合でも確実にプロセスを終了さ
せ，フェールオーバーが失敗することを防ぐためです。
37



3.　クラスタシステムでの運用と環境構築
注※
Windowsと UNIXの場合，使用するコマンドは同じですが，動作確認に関する JP1の動作は
異なりますので注意してください。
Windowsの場合は，Windowsのサービス制御との関連によって，UNIXの場合とは動作が異
なります。Windowsでは，プロセスの一部が停止すると，JP1のプロセス管理が自動的にすべ
ての各プロセスを停止して，サービスを停止状態にします。サービスの停止によって異常と判
定するか，jegn_spmd_statusコマンドの戻り値が 8になるのを待ってから異常と判定して
ください。

JP1の再起動について
クラスタ運用の JP1の障害を検知した場合に，待機系サーバにフェールオーバーす
る前に，同じサーバで JP1を再起動して回復を試みることがあります。この場合は，

動作監視※ JP1/IM - EG for NNMiが正常に動作していることを監視します。
正常に動作していることは，jegn_spmd_statusコマンドの戻り値によって判
定します。このコマンドでは，各プロセスが動作しているか，動作していないか
で動作状態を判定しています。
なお，動作監視の機能を提供していないクラスタソフトもあります。また，JP1/
IM - EG for NNMiのトラブル時にフェールオーバーする必要がない場合，この機
能は登録しません。
• 使用するコマンド
「jegn_spmd_status -h 論理ホスト名」

• 動作監視の結果判定
各戻り値の判定方法を次に示します。
戻り値 =0（すべて動作）
JP1/IM - EG for NNMiは正常に動作しています。
戻り値 =1（エラー）
回復不能なエラーが発生しました。異常と判定してください。
注意
共有ディスクがオフラインの待機系サーバで jegn_spmd_statusコマンドを
実行すると，共有ディスクがないため戻り値が 1になります。
戻り値 =4（一部停止）
JP1/IM - EG for NNMiの一部のプロセスが，何らかの問題によって停止してい
ます。異常と判定してください。
戻り値 =8（すべて停止）
JP1/IM - EG for NNMiのプロセスが何らかの問題によって停止しています。異
常と判定してください。
戻り値 =12（リトライ可能エラー）
jegn_spmd_statusコマンドによる動作状態の確認中に，リトライによって
復旧可能なエラーが発生しました。一定回数を限度に，動作状態の確認をリト
ライしてください。

強制停止 JP1/IM - EG for NNMiを強制的に停止し，使用中のリソースを解放します。
• 使用するコマンド
「jegn_killall.cluster 論理ホスト名」
jegn_killall.clusterコマンドを実行すると，JP1/IM - EG for NNMiの終
了処理を一切行わずに，各プロセスを強制的に停止します。

注意
強制停止をする前に，停止コマンドによって JP1/IM - EG for NNMiを停止し
てください。

登録する機能 説明
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3.　クラスタシステムでの運用と環境構築
JP1のプロセス管理による再起動を使用しないでください。
クラスタソフトは JP1の障害検知後に再起動を試みるため，障害の内容によっては
JP1の再起動機能が影響を受け，正常に動作できないおそれがあります。より確実
に再起動を行うために，クラスタソフトからの制御で JP1を再起動してください。

（2） リソースの起動停止順序の設定

論理ホストの JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseを実行するには，共有ディスクお
よび論理 IPアドレスを使用できる状態にする必要があります。

クラスタソフトの制御によって，次に示す動作をするように起動停止の順序または依存
関係を設定してください。

• 論理ホストの起動時
1. 共有ディスクおよび論理 IPアドレスを割り当てて使用できる状態にする。
2. JP1/Base，JP1/IM - EG for NNMiの順に起動する。

• 論理ホストの停止時
1. JP1/IM - EG for NNMi，JP1/Baseの順に停止する。
2. 共有ディスクおよび論理 IPアドレスの割り当てを解除する。
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3.　クラスタシステムでの運用と環境構築
3.4　論理ホストの削除
論理ホストを削除するための手順について説明します。論理ホストの削除手順は OSに
よって異なります。

Windowsの場合
JP1/Baseの jp1bshasetupコマンドを使用します。次の手順で削除してください。

1. jp1bshasetup.exeを実行する。

2.［Baseクラスタ構成の設定］画面の［論理ホストの削除］ボタンをクリックす
る。

3. 削除したい論理ホスト名を選択する。
4.［次へ］ボタンをクリックする。
5. 削除内容を確認し，［完了］ボタンをクリックする。

UNIXの場合
JP1/Baseの jbsunsetcnfコマンドを使用します。次のコマンドを実行して削除し

てください。
/opt/jp1base/bin/jbsunsetcnf -i -h 論理ホスト名

なお，論理ホストを削除すると，JP1/Baseおよび JP1/Baseを前提とする各製品の論理
ホストも一括して削除されます。ただし，共有ディスク上の共有ファイル（共有フォル
ダ）は削除されません。手作業で削除してください。

jp1bshasetupおよび jbsunsetcnfコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/
Base 運用ガイド」を参照してください。
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3.　クラスタシステムでの運用と環境構築
3.5　クラスタ運用に関する注意事項
クラスタ運用に関する注意事項を次に示します。

• クラスタシステムで多重起動をする場合，多重起動する論理ホストの数だけ，システ
ムのリソースが必要になります。

• JP1イベントの発行中に系切り替えが発生した場合は，JP1イベントが重複して登録
されることがあります。

• クラスタシステムで JP1/IM - EG for NNMiの設定をする場合は，物理ホストで動作
している JP1/IM - EG for NNMiを停止してください。物理ホストの JP1/IM - EG for 
NNMiが起動しているときにクラスタシステムの設定をすると，論理ホストのサービ
スが正常に動作しなくなります。その場合は，サーバを再起動して回復する必要があ
ります。

• クラスタシステムで JP1/IM - EG for NNMiをアンインストールする場合は，先に論
理ホストの削除を実施してください。
詳細は「3.4　論理ホストの削除」を参照してください。
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4　 NNMiインシデントから JP1
イベントへの変換
この章では，NNMiインシデントを JP1イベントに変換する
ための，定義ファイルの設定について説明します。

4.1 NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの作成

4.2 マッピング定義ファイルの作成

4.3 JP1/IM - Managerの定義ファイルの編集
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4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの変換
4.1　NNMiインシデント転送フィルター定義
ファイルの作成

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルは，NNMiから取得した NNMiインシ
デントを JP1イベントに変換するときの条件を設定するファイルです。次に示す項目を
設定します。

• JP1イベントに変換する NNMiインシデントの条件（フィルター条件）
• NNMiインシデントの属性と JP1イベントの属性の対応づけ（マッピング条件）

フィルター条件と一致する NNMiインシデントだけが，設定したマッピング条件で JP1
イベントに変換され，JP1/Baseのイベント DBに登録されます。

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの作成
NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルは，インストール時には存在しま
せん。サンプルファイルをコピーしてリネームしたあと，定義内容を編集して作成
してください。NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルを作成しないと，
NNMiインシデントは JP1イベントに変換されません。

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルとサンプルファイルの，ファイル名と
格納先を次に示します。

ファイル名
imevtgw_nnmi_forward_filter.conf

imevtgw_nnmi_forward_filter.conf.sample（サンプルファイル）

なお，UNIX版のサンプルファイルは，ファイル名の最後に文字コード名（HP-UX
および Solarisの場合は SJISまたは EUC，Linuxの場合は UTF-8）が付きます。

格納先

Windowsの場合
• 物理ホスト：EG for NNMiパス ¥conf

• 論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1EG4NNMI¥conf

UNIXの場合
• 物理ホスト：/etc/opt/jp1eg4nnmi/conf
• 論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/conf

4.1.1　NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの形
式

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルは，次の二つのブロックから構成され
ます。
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4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの変換
• フィルター条件ブロック
JP1イベントに変換するNNMiインシデントの条件（フィルター条件）を設定しま
す。フィルター条件ブロックは必ず記述してください。

• マッピングブロック
NNMiインシデントの属性と JP1イベントの属性の対応づけ（マッピング条件）を設
定します。マッピングブロックは省略することもできます。

フィルター条件ブロックとマッピングブロックを合わせたブロックを，転送条件ブロッ
クと呼びます。NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに複数の転送条件ブ
ロックが記述された場合，ファイルの記述順（上から下）に比較処理が実施されます。
転送条件ブロック内のいずれかの条件を満たした場合，以降の比較処理は実施されませ
ん。すべての転送条件ブロックの条件を満たさない場合は，JP1イベントへ変換されま
せん。

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの構成を次の表に示します。

表 4-1　NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの構成

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの記述例を次の図に示します。

ブロック 設定項目 内容

転送条件
ブロック

フィルター
条件ブロッ
ク

条件文 JP1イベントへの変換対象にする NNMiイン
シデントの条件を設定します。

除外条件文 JP1イベントへの変換対象から除外する NNMi
インシデントの条件を設定します。

マッピング
ブロック

メッセージ メッセージのマッピングを設定します。

重大度 重大度のマッピングを設定します。

拡張属性 拡張属性のマッピングを設定します。
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4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの変換
図 4-1　NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの記述例

forward-condition：転送条件ブロックの開始を宣言します。

filter：フィルター条件ブロックの開始を宣言します。

EXCLUDE：除外条件を意味します。

end-filter：フィルター条件ブロックの終了を宣言します。

mapping：マッピングブロックの開始を宣言します。

end-mapping：マッピングブロックの終了を宣言します。

end-forward-condition：転送条件ブロックの終了を宣言します。

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの条件
NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの条件を次に示します。
• JP1/Baseで設定した言語種別（文字コード）で保存してください。
• NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの最大サイズは 10MBです。
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4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの変換
• 転送条件ブロックは 100個まで記述できます。
• 一つの転送条件ブロックに，フィルター条件ブロックとマッピングブロックを複
数記述しないでください。複数記述するとエラーになります。

• 条件文または除外条件文を ORで連結して，条件を複数設定できます。
• メッセージおよび拡張属性のマッピングの設定は，改行を入れないで 1行で記述
してください。

• 行頭に「#」を指定すると，その行はコメント行になります。

4.1.2　フィルター条件ブロックの定義
フィルター条件ブロックでは，JP1イベントに変換する NNMiインシデントのフィル
ター条件文を設定します。フィルター条件文は，条件文と除外条件文を組み合わせて定
義します。フィルター条件ブロックは必ず記述してください。

（1） フィルター条件文の書式

フィルター条件文は，次の書式で記述します。

属性名△比較キーワード△オペランド 1△オペランド 2△…

△は一つ以上の連続した半角のスペースまたはタブを示します。

• 属性名
NNMiインシデントの属性名を指定します。

• 比較キーワード
NNMiインシデントを絞り込むための条件を指定します。

• オペランド
NNMiインシデントを絞り込むための値を指定します。

属性名に対応する属性値とオペランドの値を比較して，比較キーワードの条件を満たし
た場合に，フィルター条件が成立します。

例えば，名前（NAME）が「SNMPLinkDown」の NNMiインシデントを JP1イベント
に変換したいときは，次のフィルター条件文を記述します。

NAME IN SNMPLinkDown

属性名，比較キーワード，およびオペランドの詳細については，これ以降で説明します。

（2） 比較キーワード

フィルター条件文で使用できる比較キーワードを次の表に示します。

表 4-2　フィルター条件文で使用できる比較キーワード

比較キーワード 指定できるオペランド数 条件

IN 一つ以上 属性値が，オペランドに指定した文字列，整数，また
は日付のどれかと一致する。
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4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの変換
（3） オペランド

オペランドには，NNMiインシデントを絞り込むための値を，任意の文字列，整数，ま
たは日付で指定します。

ここでは，通常とは異なる形式で指定する場合について説明します。

（a）2けたの 16進数で表現する場合

オペランドには，半角スペース，タブ，CR，LFおよび %は使用できません。ただし，
比較キーワードが「REGEX」以外のオペランドについては，次に示すような「% + 
ASCIIコード（2けたの 16進数）」で表現できます。

• 半角スペース：%20
• タブ：%09
• CR：%0d
• LF：%0a
• %：%25

また，上記以外の文字についても「% + ASCIIコード（2けたの 16進数）」で表現でき
ます。

（b）属性値のデータ型が日付の場合

属性値のデータ型が日付の場合は，次の表に示す形式でオペランドを指定してください。

NOTIN 一つ以上 属性値が，オペランドに指定した文字列，整数，また
は日付のどれとも一致しない。

SUBSTR 一つ以上 属性値が，オペランドに指定した文字列のどれかを含
んでいる。

NOTSUBSTR 一つ以上 属性値が，オペランドに指定した文字列のどれも含ん
でいない。

BEGIN 一つ以上 属性値が，オペランドに指定した文字列のどれかで始
まる。

REGEX 一つ以上 属性値が，オペランドに指定した正規表現のどれかと
一致する。
使用できる正規表現については，「付録 E　正規表現」
を参照してください。

RANGE 二つ 属性値が，オペランド 1≦属性値≦オペランド 2を満
たす。

比較キーワード 指定できるオペランド数 条件
48



4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの変換
表 4-3　オペランドの形式（日付型の場合）

（凡例）
yyyy：年（2000～ 2099で指定する）
MM：月（01～ 12で指定する）
dd：日（01～ 31で指定する）
HH：時（00～ 23で指定する）
mm：分（00～ 59で指定する）
ss：秒（00～ 59で指定する）
SSS：ミリ秒（000～ 999で指定する）

比較キーワードが「RANGE」の場合は，年月日（yyyyMMdd）以降の値は省略できま
す。値を省略した場合は，次の表に示す値が設定されます。

（4） NNMiインシデントの属性

NNMiインシデントの属性と，その属性に対して使用できる比較キーワードを次の表に
示します。なお，属性の詳細な内容についてはNNMiの各製品のマニュアルを参照して
ください。

表 4-4　NNMiインシデントの属性と使用できる比較キーワード

比較キーワード 形式 説明

IN
NOTIN

• yyyyMMddHHmmss
SSS

OSのロケールに従って 20000101000000000～
20991231235959999の範囲内で指定してくださ
い。

RANGE • yyyyMMddHHmmss
SSS

• yyyyMMddHHmmss

• yyyyMMddHHmm

• yyyyMMddHH

• yyyyMMdd

OSのロケールに従って 20000101000000000～
20991231235959999の範囲内で指定してくださ
い。

オペランド 時（HH） 分（mm） 秒（ss） ミリ秒（SSS）

オペランド 1 00 00 00 000

オペランド 2 23 59 59 999

属性 属性名 デー
タ型

比較キーワード

IN
NOTIN

SUBSTR
NOTSUBST

R
BEGIN
REGEX

RA
NG
E

ソースオブジェクト SRC_NAME 文字
列

○ ○ ×
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4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの変換
ソース種別 SRC_TYPE 文字
列

○ ○ ×

ソースノード SRC_NODE_NAME※ 1 文字
列

○ ○ ×

ソースノード（相互変換） SRC※ 1 文字
列

○ × ×

名前 NAME 文字
列

○ ○ ×

重大度 SEVERITY_UK※ 2 文字
列

○ × ○※
3

優先度 PRIORITY_UK※ 2 文字
列

○ × ○※
3

ライフサイクル状態 LIFECYCLE_STATE_UK
※ 2

文字
列

○ ○ ×

割り当て先 ASSIGNED_TO 文字
列

○ ○ ×

カテゴリ CATEGORY_UK※ 2 文字
列

○ ○ ×

ファミリー FAMILY_UK※ 2 文字
列

○ ○ ×

発生元 ORIGIN_UK※ 2 文字
列

○ ○ ×

相関処理特性 NATURE_UK※ 2 文字
列

○ ○ ×

重複数 DUPLICATE_COUNT 整数 ○ × ○

メッセージ FORMATTED_MESSAGE 文字
列

○ ○ ×

注 NOTES 文字
列

○ ○ ×

RCAアクティブ RCA_ACTIVE 文字
列

○ × ×

元の発生日時 ORIGIN_OCCUR_TIME 日付 ○ × ○

最初の発生日時 FIRST_OCCUR_TIME 日付 ○ × ○

最後の発生日時 LAST_OCCUR_TIME 日付 ○ × ○

作成日時 CREATED 日付 ○ × ○

最終更新日時 MODIFIED 日付 ○ × ○

属性 属性名 デー
タ型

比較キーワード

IN
NOTIN

SUBSTR
NOTSUBST

R
BEGIN
REGEX

RA
NG
E
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4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの変換
（凡例）
○：使用できる
×：使用できない

注※ 1
「SRC」を使った条件文では，オペランドに指定したホスト名または IPアドレスを，必要に応
じて相互変換してから，属性値と比較します。
「SRC_NODE_NAME」を使った条件文では，オペランドに指定したホスト名または IPアドレ
スを相互変換しないで，そのまま属性値と比較します。

注※ 2
属性値があらかじめ決められています。属性値の詳細については，「(5)　NNMiインシデント
の属性値」を参照してください。

注※ 3
重大度と優先度の範囲については，「(5)　NNMiインシデントの属性値」の「表 4-5　NNMiイ
ンシデントの属性名，属性値，およびラベル」の，「SEVERITY_UK」および
「PRIORITY_UK」を参照してください。なお，「SEVERITY_UK」および「PRIORITY_UK」
の属性値は昇順で記載されています。

注※ 4
$nはカスタム属性のインデックスを示します。1～カスタム属性数（CIANUM）の数字が入り
ます。
例：4番目のカスタム属性値の場合「CIAVALUE_4」と定義してください。

（5） NNMiインシデントの属性値

NNMiインシデントの属性のうち，属性値（一意のキー）があらかじめ決められている
属性があります。属性値が決められている属性の，属性名，属性値，およびNNMiの画
面での表示名（ラベル）を次の表に示します。

カスタム属性数 CIANUM 整数 ○ × ○

カスタム属性名 CIANAME_$n※ 4 文字
列

○ ○ ×

カスタム属性タイプ CIATYPE_$n※ 4 文字
列

○ ○ ×

カスタム属性値 CIAVALUE_$n※ 4 文字
列

○ ○ ×

属性 属性名 デー
タ型

比較キーワード

IN
NOTIN

SUBSTR
NOTSUBST

R
BEGIN
REGEX

RA
NG
E
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表 4-5　NNMiインシデントの属性名，属性値，およびラベル

属性名 属性値
（一意のキー）

ラベル
（日本語）

ラベル
（英語）

SEVERITY_UK NORMAL 正常域 Normal

WARNING 注意域 Warning

MINOR 警戒域 Minor

MAJOR 重要警戒域 Major

CRITICAL 危険域 Critical

PRIORITY_UK com.hp.nms.incident.priority.None なし None

com.hp.nms.incident.priority.Low 低 Low

com.hp.nms.incident.priority.Medium 中 Medium

com.hp.nms.incident.priority.High 高 High

com.hp.nms.incident.priority.Top 最上位 Top

LIFECYCLE_STATE_U
K

com.hp.nms.incident.lifecycle.Registered 登録済み Registered

com.hp.nms.incident.lifecycle.InProgress 進行中 InProgress

com.hp.nms.incident.lifecycle.Completed 完了 Completed

com.hp.nms.incident.lifecycle.Closed 解決済み Closed

CATEGORY_UK※ com.hp.nms.incident.category.Accounting アカウン
ティング

Accounting

com.hp.nms.incident.category.Alert アプリケー
ションス
テータス

Alert

com.hp.nms.incident.category.Status ステータス Status

com.hp.nms.incident.category.Security セキュリ
ティ

Security

com.hp.nms.incident.category.Performance パフォーマ
ンス

Performanc
e

com.hp.nms.incident.category.Fault 障害 Fault

com.hp.nms.incident.category.Config 設定 Config

jp.co.Hitachi.soft.jp1.sso.incident.category.
Resource

リソース Resource

jp.co.Hitachi.soft.jp1.sso.incident.category.
Proccess

プロセス Proccess

jp.co.Hitachi.soft.jp1.sso.incident.category.
Service

サービス Service

jp.co.Hitachi.soft.jp1.sso.incident.category.
Application

アプリケー
ション

Application

FAMILY_UK※ com.hp.nms.incident.family.BGP BGP BGP

com.hp.nms.incident.family.HSRP HSRP HSRP
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com.hp.nms.incident.family.OSPF OSPF OSPF

com.hp.nms.incident.family.RAMS RAMS RAMS

com.hp.nms.incident.family.RMON RMON RMON

com.hp.nms.incident.family.RRP RRP RRP

com.hp.nms.incident.family.STP STP STP

com.hp.nms.incident.family.Syslog Syslog Syslog

com.hp.nms.incident.family.VLAN VLAN VLAN

com.hp.nms.incident.family.VRRP VRRP VRRP

com.hp.nms.incident.family.Address アドレス Address

com.hp.nms.incident.family.Interface インター
フェイス

Interface

com.hp.nms.incident.family.ComponentHea
lth

コンポーネ
ントの健康
状態

Component 
Health

com.hp.nms.incident.family.Chassis シャーシ Chassis

com.hp.nms.incident.family.trap.Analysis トラップ分
析

Trap 
Analysis

com.hp.nms.incident.family.Node ノード Node

com.hp.nms.incident.family.Board ボード Board

com.hp.nms.incident.family.License ライセンス License

com.hp.nms.incident.family.AggregatePort 集約ポート Aggregate 
port

com.hp.nms.incident.family.Connection 接続 Connection

com.hp.nms.incident.family.Correlation 相関処理 Correlation

jp.co.Hitachi.soft.jp1.sso.incident.family.SS
O

SSO SSO

jp.co.Hitachi.soft.jp1.sso.incident.family.AP
M

APM APM

ORIGIN_UK MANAGEMENTSOFTWARE 管理ソフト
ウェア

Manageme
nt software

MANUALLYCREATED マニュアル
操作で作成

Manually 
created

REMOTELYGENERATED リモートで
生成

Remotely 
generated

SNMPTRAP SNMPト
ラップ

SNMP trap

SYSLOG システムロ
グ

System log

OTHER その他 Other

属性名 属性値
（一意のキー）

ラベル
（日本語）

ラベル
（英語）
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注※
カテゴリおよびファミリーの属性値のうち，NNMiが提供している属性値以外に，ユーザーが
独自に作成した属性値がある場合は，マッピング定義ファイルの作成が必要です。詳細につい
ては，「4.2　マッピング定義ファイルの作成」を参照してください。

（6） フィルター条件文の記述例

フィルター条件文の記述例を次に示します。

ソースノードが「host1」（IPアドレスは「10.0.0.1」）のNNMiインシデントを選択しま
す。

SRC_NODE_NAME IN host1 10.0.0.1
または
SRC IN host1
または
SRC IN 10.0.0.1

メッセージが Hello, worldで始まる NNMiインシデントを選択します。なお，「,」と
「w」の間の%20は半角スペースを示します。

FORMATTED_MESSAGE BEGIN Hello,%20world

ソースノードが「host2」（IPアドレスは「10.0.0.2」）以外で，かつ名前が「SNMP」で
始まる NNMiインシデントを選択します。

SRC NOTIN host2
NAME BEGIN SNMP

2番目のカスタム属性の属性名が「TASK_NAME」で，その値が「在庫管理」のNNMi
インシデントを選択します。

CIANAME_2 IN TASK_NAME
CIAVALUE_2 IN 在庫管理

2010年 1月 1日以降に発生したNNMiインシデントを選択します。
ORIGIN_OCCUR_TIME RANGE 20100101 20991231

次に示す NNMiインシデントを選択します。

NATURE_UK ROOTCAUSE 根本原因 Root Cause

SECONDARYROOTCAUSE 二次的な根
本原因

Secondary 
root cause

SYMPTOM 症状 Symptom

STREAMCORRELATION ストリーム
の相関処理

Stream 
Correlation

NONE なし None

属性名 属性値
（一意のキー）

ラベル
（日本語）

ラベル
（英語）
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• 重大度が「警戒域」から「危険域」で，かつ優先度が「低」以外である NNMiイ
ンシデント

• 優先度が「低」で，かつ NAMEに「Interface」を含む NNMiインシデント

SEVERITY_UK RANGE MINOR CRITICAL
PRIORITY_UK NOTIN com.hp.nms.incident.priority.Low
OR
PRIORITY_UK IN com.hp.nms.incident.priority.Low
NAME SUBSTR Interface

カテゴリが「障害」および「セキュリティ」，または重大度が「危険域」のNNMiイン
シデントを選択します。ただし，ソースノード名が「host3（IPアドレスは 10.0.0.3）」
の NNMiインシデントは除外します。

CATEGORY_UK IN com.hp.nms.incident.category.Fault 
com.hp.nms.incident.category.Security
OR
SEVERITY_UK IN CRITICAL
EXCLUDE
SRC IN host3

4.1.3　マッピングブロックの定義
マッピングブロックでは，NNMiインシデントの属性と JP1イベントの属性の対応づけ
（マッピング条件）を設定します。マッピングブロックで設定できる属性を次に示しま
す。

• メッセージ
• 重大度
• 拡張属性

なお，マッピングブロックは省略することもできます。

（1） メッセージのマッピング

NNMiインシデントのメッセージと JP1イベントのメッセージのマッピングを設定しま
す。マッピングブロックのメッセージの書式を次に示します。

message△任意のメッセージ内容

△は一つ以上の連続した半角のスペースまたはタブを示します。

メッセージのマッピングを省略した場合は，NNMiインシデントのメッセージが，その
まま JP1イベントのメッセージにマッピングされます。

（a）メッセージ内容の編集

メッセージ内容には，半角スペース，タブ，CR，LFおよび %は使用できません。ただ
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し，次に示すような「% + ASCIIコード（2けたの 16進数）」で表現できます。

• 半角スペース：%20
• タブ：%09
• CR：%0d
• LF：%0a
• %：%25

上記以外の文字についても「% + ASCIIコード（2けたの 16進数）」で表現できます。

また，メッセージ内容に NNMiインシデントの属性名を埋め込むことで，属性名に対応
する属性値をメッセージに表示できます。属性値を表示する場合は，属性名を「$」で囲

みメッセージ内容に埋め込みます。

例えば，メッセージ以外に重大度とソースノード名を表示させて，[重大度 ]メッセー

ジ (ソースノード名 )というメッセージ内容でマッピングしたい場合は，次のように記

述します。

message [$SEVERITY$]$FORMATTED_MESSAGE$($SRC_NODE_NAME$)

メッセージに埋め込める NNMiインシデントの属性名を次の表に示します。

表 4-6　メッセージに埋め込める NNMiインシデントの属性名

属性 属性名

ソースオブジェクト SRC_NAME

ソース種別 SRC_TYPE

ソースノード SRC_NODE_NAME

名前 NAME

重大度※ 1 SEVERITY

優先度※ 1 PRIORITY

ライフサイクル状態※ 1 LIFECYCLE_STATE

割り当て先 ASSIGNED_TO

カテゴリ※ 1 CATEGORY

ファミリー※ 1 FAMILY

発生元※ 1 ORIGIN

相関処理特性※ 1 NATURE

重複数 DUPLICATE_COUNT

メッセージ FORMATTED_MESSAGE

注 NOTES

RCAアクティブ RCA_ACTIVE

元の発生日時 ORIGIN_OCCUR_TIME
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注※ 1
属性値ではなくラベルを表示します。ラベルの詳細については，「4.1.2(5)　NNMiインシデン
トの属性値」の「表 4-5　NNMiインシデントの属性名，属性値，およびラベル」を参照して
ください。

注※ 2
$nはカスタム属性のインデックスを示します。1～カスタム属性数（CIANUM）の数字が入り
ます。
例：4番目のカスタム属性値の場合「CIAVALUE_4」と定義してください。

（b）メッセージの最大サイズ

JP1イベントとして登録できるメッセージは 1,023バイトまでです。JP1イベントに変
換するメッセージが 1,023バイトを超えた場合，1,024バイト以降のメッセージは切り捨
てられます。

（2） 重大度のマッピング

NNMiインシデントの重大度と JP1イベントの重大度のマッピングを設定します。マッ
ピングブロックの重大度の書式を次に示します。

severity△ NNMiインシデントの重大度△ to△ JP1イベントの重大度

△は一つ以上の連続した半角のスペースまたはタブを示します。

例えば，NNMiインシデントの重大度「CRITICAL（危険域）」を，JP1イベントの重大
度「Emergency（緊急）」にマッピングしたい場合は，次のように記述します。

severity CRITICAL to Emergency

重大度のマッピングを省略した場合は，次の表に示すようにマッピングされます。

表 4-7　重大度のマッピング（デフォルト）

最初の発生日時 FIRST_OCCUR_TIME

最後の発生日時 LAST_OCCUR_TIME

作成日時 CREATED

最終更新日時 MODIFIED

カスタム属性数 CIANUM

カスタム属性名 CIANAME_$n※ 2

カスタム属性タイプ CIATYPE_$n※ 2

カスタム属性値 CIAVALUE_$n※ 2

NNMiインシデント JP1イベント

－ Emergency（緊急）

属性 属性名
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（凡例）
－：該当なし

参考
• 大文字と小文字は区別されます。
• NNMiインシデントの重大度を重複して指定することはできません。ただし，

NNMiインシデントの複数の重大度を，JP1イベントの同じ重大度にマッピング
することはできます。

（3） 拡張属性のマッピング

JP1/IM - EG for NNMiが独自に割り当てる属性（拡張属性）を追加したい場合に，拡張
属性のマッピングを設定します。

NNMiインシデントを変換した JP1イベントの属性については，「8.2　NNMiインシデ
ントを変換した JP1イベント」を参照してください。「表 8-1　NNMiインシデントを変
換した JP1イベントの属性」に記載されている属性のうち，「マッピング」の列が「○」
の属性を最大 70個まで追加できます。

マッピングブロックの拡張属性の書式を次に示します。

attribute△拡張属性名 1,△拡張属性名 2,△・・・

△は一つ以上の連続した半角のスペースまたはタブを示します。

例えば，優先度（NNMI_PRIORITY）を拡張属性として追加したい場合は，次のように
記述します。

attribute NNMI_PRIORITY

拡張属性のマッピングを省略した場合は，拡張属性は追加されません。

（a）拡張属性の合計サイズ

追加できる拡張属性の合計サイズは 10,000バイトまでです。10,001バイト以降の拡張
属性はマッピングされません。そのため，拡張属性の合計サイズが 10,000バイト以内に
なるように，追加する拡張属性を選択してください。

CRITICAL（危険域） Alert（警戒）

MAJOR（重要警戒域） Critical（致命的）

－ Error（エラー）

MINOR（警戒域） Warning（警告）

WARNING（注意域） Notice（通知）

NORMAL（正常域） Information（情報）

－ Debug（デバッグ）

NNMiインシデント JP1イベント
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一つの拡張属性のサイズは次に示す計算式で算出してください。

拡張属性のサイズ ＝ 属性名の文字数 ＋ 1 ＋ 属性値のサイズ

属性値のサイズについては，「表 8-1　NNMiインシデントを変換した JP1イベントの属
性」を参照してください。なお，属性値のサイズは最大サイズで見積もることをお勧め
します。ただし，サイズが固定，またはサイズの上限値がわかっている場合は，そのサ
イズで見積もってください。

（例）
拡張属性の優先度（NNMI_PRIORITY）のサイズは次のように算出します。
269 ＝ 13（属性名の文字数） ＋ 1 ＋ 255（属性値の最大サイズ）
例えば，優先度の属性値が最上位（com.hp.nms.incident.priority.Top）の NNMiイ
ンシデントだけを JP1イベントに変換することがわかっている場合は，属性値のサ
イズは 32で見積もります。

（b）拡張属性のマッピング結果の確認

拡張属性のマッピング結果は，拡張属性「NNMI_EM_RESULT」の属性値で確認できま
す。拡張属性「NNMI_EM_RESULT」の属性値を次に示します。

ALL
指定したすべての属性が，JP1イベントの拡張属性に追加されたことを示します。
追加する属性がない（拡張属性のマッピングを省略した）場合は ALLになります。

数値
指定した属性のうち，JP1イベントの拡張属性に追加された属性の個数を示します。
例えば，マッピングブロックで 10個の属性を指定して JP1イベントを発行した場
合に，拡張属性「NNMI_EM_RESULT」の属性値が 8だったときは，マッピング
ブロックで指定した最後の 2個の属性が追加されなかったことを示します。

4.1.4　定義例（サンプルファイル）
サンプルファイルの記述を例に，NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの定
義例について説明します。

サンプルファイルの記述を次に示します。なお，説明のために行番号を追加しています。

1   forward-condition
2   filter
3   #重大度がMINOR以上のNNMiインシデント
4   SEVERITY_UK RANGE MINOR CRITICAL
5   end-filter
6   mapping
7   message $FORMATTED_MESSAGE$
8   severity CRITICAL to Alert
9   severity MAJOR to Critical
10  severity MINOR to Warning
11  severity WARNING to Notice
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12  severity NORMAL to Information
13  #JP1イベント拡張属性に「注」を追加
14  attribute NNMI_NOTES
15  end-mapping
16  end-forward-condition

フィルター条件ブロック（2～ 5行目）
重大度（SEVERITY_UK）が「MINOR」から「CRITICAL」の範囲の場合に，
JP1イベントに変換するように定義します。

マッピングブロック（6～ 15行目）
• メッセージのマッピング（7行目）

NNMiインシデントのメッセージが，そのまま JP1イベントのメッセージにマッ
ピングされるように定義します。

• 重大度のマッピング（8～ 12行目）
NNMiインシデントと JP1イベントの重大度のマッピングを定義します。

• 拡張属性のマッピング（14行目）
注（NNMI_NOTES）が拡張属性としてマッピングされるように定義します。
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4.2　マッピング定義ファイルの作成
NNMiインシデントの属性であるカテゴリおよびファミリーの属性値のラベルは，JP1/
IM - Viewの［イベント詳細］画面に表示させることができます。マッピング定義ファイ
ルでは，カテゴリおよびファミリーのラベルを［イベント詳細］画面に表示するための
マッピングを設定します。

カテゴリおよびファミリーの属性値のうち，NNMiが提供している属性値以外に，ユー
ザーが独自に作成した属性値がある場合は，マッピング定義ファイルを作成してくださ
い。また，NNMiが提供している属性値のラベルを，［イベント詳細］画面では別のラベ
ルで表示したい場合も，マッピング定義ファイルを作成してください。

4.2.1　マッピング定義ファイルのファイル名と格納先
マッピング定義ファイルは，インストール時には存在しません。マッピング定義ファイ
ルを作成する場合は，サンプルファイルをコピーしてリネームしたあと，定義内容を編
集してください。

マッピング定義ファイルとサンプルファイルの，ファイル名と格納先を次に示します。

ファイル名

カテゴリ用
imevgw_nnmi_label_mapping_category_NNMiの言語 .conf

imevgw_nnmi_label_mapping_category_NNMiの言語 .conf.sample

（サンプルファイル）

ファミリー用
imevgw_nnmi_label_mapping_family_NNMiの言語 .conf

imevgw_nnmi_label_mapping_family_NNMiの言語 .conf.sample（サ

ンプルファイル）
NNMiの言語には，「ja」（日本語）または「en」（英語）が入ります。セットアップ
時に，jegn_setupコマンドの -langオプションで指定した言語のファイルを使用

してください。-langオプションを指定しなかった場合は，JP1/Baseで設定した言
語種別のファイルを使用してください。jegn_setupコマンドの詳細については，

「7.　コマンド」の「jegn_setup」を参照してください。
なお，UNIX版のサンプルファイルは，NNMiの言語が「ja」（日本語）の場合，
ファイル名の最後に文字コード名（HP-UXおよび Solarisの場合は SJISまたは
EUC，Linuxの場合は UTF-8）が付きます。

格納先

Windowsの場合
• 物理ホスト：EG for NNMiパス ¥conf

• 論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1EG4NNMI¥conf
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UNIXの場合
• 物理ホスト：/etc/opt/jp1eg4nnmi/conf
• 論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/conf

4.2.2　マッピング定義ファイルの書式
マッピング定義ファイルは，次の書式で記述します。

一意のキー = ラベル

例えば，NNMiで「ハードウェア障害」という属性値を，次の内容で作成したとします。

• ラベル：ハードウェア障害
• 一意のキー：com.hp.nms.incident.category.HardwareFault

この場合，次の記述をマッピング定義ファイルに追加します。

com.hp.nms.incident.category.HardwareFault = ハードウェア障害

上記の記述を追加すると，JP1/IM - Viewの［イベント詳細］画面に「ハードウェア障
害」が表示されます。マッピング定義ファイルを作成しない場合は，一意のキー
「com.hp.nms.incident.category.HardwareFault」が表示されます。

NNMiが提供しているカテゴリおよびファミリーの属性値のラベルは，マッピング定義
ファイルを作成しない場合，デフォルトで設定されているラベルが表示されます。

デフォルトで設定されている属性値（一意のキー）とラベルについては，「4.1.2(5)　
NNMiインシデントの属性値」の「表 4-5　NNMiインシデントの属性名，属性値，お
よびラベル」の「CATEGORY_UK」および「FAMILY_UK」を参照してください。

マッピング定義ファイルの条件
マッピング定義ファイルの条件を次に示します。
• JP1/Baseで設定した言語種別（文字コード）で保存してください。
• マッピング定義ファイルの最大サイズは 10MBです。
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4.3　カスタム属性マッピング定義ファイルの作
成

カスタム属性のマッピング※について説明します。

NNMi 09-00～ 10-10と接続する場合，JP1/IM-EGでは，カスタム属性が複数ある場合
に，カスタム属性の取得順序が不定となる可能性があります。

カスタム属性マッピング定義ファイルを使用することで，NNMiインシデント転送フィ
ルター定義ファイルで使用するカスタム属性のマッピング順序を固定することができま
す。

カスタム属性マッピングは，NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに定義さ
れた次の属性名に対して有効となります。

フィルター条件ブロックに定義されたカスタム属性
CIANAME_$n
CIATYPE_$n
CIAVALUE_$n

メッセージマッピングに定義されたカスタム属性
CIANAME_$n
CIATYPE_$n
CIAVALUE_$n

拡張属性のマッピングに定義されたカスタム属性
NNMI_CIA_NAME_$n
NNMI_CIA_TYPE_$n
NNMI_CIA_VALUE_$n

注※
カスタム属性マッピングは 09-00-07以降で利用可能です。

4.3.1　カスタム属性マッピング定義ファイルのファイル名と
格納先

カスタム属性マッピング定義ファイルはNNMiインシデントに設定されたカスタム属性
を JP1/IM-EGで扱う際に，どの順序で使用するかを定義するファイルです。

このファイルで，JP1イベントのカスタム属性のインデックス（$n）と任意のNNMiイ
ンシデントのカスタム属性を対応づけして，登録する順序を決めることができます。

カスタム属性マッピング定義ファイルは，インストール時には存在しません。カスタム
属性マッピング定義ファイルを作成する場合は，新規にファイルを作成してください。

カスタム属性マッピング定義ファイルのファイル名と格納先を次に示します。
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ファイル名
imevtgw_nnmi_cia_map.conf

格納先

Windowsの場合
• 物理ホスト：EG for NNMiパス ¥conf

• 論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1EG4NNMI¥conf

UNIXの場合
• 物理ホスト：/etc/opt/jp1eg4nnmi/conf
• 論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/conf

4.3.2　カスタム属性マッピング定義ファイルの書式
カスタム属性マッピング定義ファイルは，次の書式で記述します。

形式
cia-map
name=NNMiインシデントの名前1
cia_1=カスタム属性名1
cia_2=カスタム属性名2
 ：
cia-map-end

記述内容

cia-map：
カスタム属性マッピング定義の開始を示します。
「cia-map-end」までが 1つのカスタム属性マッピング定義となります。

name：
NNMiインシデントの名前を定義します。大文字小文字を区別して，完全一致
する文字列を定義する必要があります。
「cia-map」から「cia-map-end」の間に，複数回指定された場合は，それぞれ
の名前の NNMiインシデントの変換時に対して，同じマッピング処理が行われ
ます。
「cia-map」から「cia-map-end」の間に限らず，カスタム属性マッピング定義
ファイル全体で，重複して同じ名前が指定された場合はエラーとなります。

cia_$n：
カスタム属性のインデックス $nに設定するカスタム属性名を定義します。
大文字小文字を区別して，完全一致する文字列を定義する必要があります。
$nは 1～ 28を指定し，連続した番号にする必要はありません。
また，順不同に定義することも可能です（例：cia_15だけの定義でも可能）。
「cia-map」から「cia-map-end」の間に，同じインデックス $nが複数回定義さ
れた場合は，先に定義されたものから順に検索し，一致したものがマッピング
されます。
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「cia_3=.1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.2」と定義した場合は，カスタム属性名が
「.1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.2」であるカスタム属性の名前が「NNMI_CIA_NAME_3」，
型が「NNMI_CIA_TYPE_3」，値が「NNMI_CIA_VALUE_3」にそれぞれ設定
されます。

cia-map-end：
カスタム属性マッピング定義の終了を示します。
「cia-map」から，本項目までが 1つの NNMiインシデントのカスタム属性マッ
ピング定義となります。

定義例
 1:  cia-map
 2:  name=SNMPLinkUp
 3:  cia_1=.1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.2
 4:  cia_2=cia.address
 5:  cia-map-end
 6:
 7:  cia-map
 8:  name=SNMPColdStart
 9:  name=SNMPWarmStart
10:  cia_5=cia.address
11:  cia-map-end

(a) 1行目から 5行目までの定義
名前が「SNMPLinkUP」である NNMi インシデントが変換対象となった場合
に，カスタム属性名が「.1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.2」であるカスタム属性の名前，型，
値を，それぞれ NNMI_CIA_NAME_1，NNMI_CIA_TYPE_1，
NNMI_CIA_VALUE_1に設定する。
同様に，カスタム属性名が「cia.address」であるカスタム属性の名前，型，値
を，それぞれ NNMI_CIA_NAME_2，NNMI_CIA_TYPE_2，
NNMI_CIA_VALUE_2に設定する。

(b) 7行目から 11行目までの定義
名前が「SNMPColdStart」，および「SNMPWarmStart」であるNNMiインシ
デントが変換対象となった場合に，カスタム属性名が「cia.address」であるカ
スタム属性の名前，型，値を，それぞれ NNMI_CIA_NAME_5，
NNMI_CIA_TYPE_5，NNMI_CIA_VALUE_5に設定する。

定義の反映時期
サービス起動時，およびリロードコマンド（jegn_spmd_reload）を実行すると，設
定が有効になります。
サービス起動時にエラーが発生した場合，サービスの起動に失敗します。
リロードコマンド実行時にエラーが発生した場合，変更が反映されず，リロードコ
マンド実行前の定義で動作します。

注意事項
• 行頭に「#」を指定すると，その行はコメント行になります。
• カスタム属性マッピング定義ファイルの最大サイズは 10MBです。
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4.4　JP1/IM - Managerの定義ファイルの編集

JP1/IM - Managerの定義ファイルのうち，JP1/IM - EG for NNMiに関連する定義ファ
イルを次に示します。

• イベント拡張属性定義ファイル
製品固有の拡張属性を JP1/IM - Viewの［イベント詳細］画面に表示させるための定
義ファイルです。

• モニター画面呼び出し定義ファイル
JP1/IM - Viewに表示された JP1イベントに対応する製品を，モニター起動させるた
めの定義ファイルです。

JP1/IM - EG for NNMi固有の拡張属性を JP1/IM - Viewの［イベント詳細］画面に表示
したり，NNMiの画面をモニター起動したりするには，JP1/IM - EG for NNMi用のイベ
ント拡張属性定義ファイル，およびモニター画面呼び出し定義ファイルが必要です。

これらの定義ファイルは，JP1/IM - Managerに同梱されています。通常は同梱されてい
る定義ファイルを編集する必要はありません。

JP1/IM - Viewの［イベント詳細］画面に表示させる属性を追加したい場合，NNMiと
ビューアーホストのWebブラウザが異なる場合などに編集してください。

イベント拡張属性定義ファイル，およびモニター画面呼び出し定義ファイルの詳細につ
いては，マニュアル「JP1/Integrated Management - Manager コマンド・定義ファイル
リファレンス」を参照してください。

4.4.1　イベント拡張属性定義ファイル
JP1/IM - EG for NNMi用のイベント拡張属性定義ファイルについて説明します。

（1） ファイル名と格納先

JP1/IM - EG for NNMi用のイベント拡張属性定義ファイルのファイル名と格納先を次に
示します。

ファイル名
hitachi_jp1_im_egn_attr_ja.conf

JP1/IM - Managerでの格納先

Windowsの場合
• 物理ホスト：Consoleパス ¥conf¥console¥attribute

• 論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1Cons¥conf¥console¥attribute

UNIXの場合
• 物理ホスト：/etc/opt/jp1cons/conf/console/attribute
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• 論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1cons/conf/console/attribute

（2） 定義内容

JP1/IM - EG for NNMi用のイベント拡張属性定義ファイルの定義を次に示します。

@file type="extended-attributes-definition", version="0300";
@product name="/HITACHI/JP1/IM/NNMI_INCIDENT";
 
@define-block type="event-attr-def";
block lang="Japanese", platform="base", extended="false";
attr name="E.NNMI_EM_RESULT", title="拡張属性マッピング実行結果";
attr name="E.NNMI_ID", title="インシデントID";
attr name="E.NNMI_UUID", title="インシデントUUID";
attr name="E.NNMI_SRC_UUID", title="ソースオブジェクトUUID";
attr name="E.NNMI_SRC_NAME", title="ソースオブジェクト名";
attr name="E.NNMI_SRC_TYPE", title="ソース種別";
attr name="E.NNMI_SRC_NODE_UUID", title="ソースノードUUID";
attr name="E.NNMI_SRC_NODE_NAME", title="ソースノード";
attr name="E.NNMI_NAME", title="名前";
attr name="E.NNMI_SEVERITY", title="NNMiインシデントの重大度";
attr name="E.NNMI_PRIORITY", title="優先度";
attr name="E.NNMI_LIFECYCLE_STATE", title="ライフサイクル状態";
attr name="E.NNMI_ASSIGNED_TO", title="割り当て先";
attr name="E.NNMI_CATEGORY", title="カテゴリ";
attr name="E.NNMI_FAMILY", title="ファミリー";
attr name="E.NNMI_ORIGIN", title="発生元";
attr name="E.NNMI_NATURE", title="相関処理特性";
attr name="E.NNMI_DUPLICATE_COUNT", title="重複数";
attr name="E.NNMI_FORMATTED_MESSAGE", title="メッセージ";
attr name="E.NNMI_NOTES", title="注";
attr name="E.NNMI_RCA_ACTIVE", title="RCAアクティブ";
attr name="E.NNMI_ORIGIN_OCCUR_TIME", title="元の発生日時", 
type="elapsed_time/date_format:CLIENT";
attr name="E.NNMI_ORIGIN_OCCUR_TIME_MS", title="元の発生日時（ミリ秒）
";
attr name="E.NNMI_FIRST_OCCUR_TIME", title="最初の発生日時", 
type="elapsed_time/date_format:CLIENT";
attr name="E.NNMI_FIRST_OCCUR_TIME_MS", title="最初の発生日時（ミリ
秒）";
attr name="E.NNMI_LAST_OCCUR_TIME", title="最後の発生日時", 
type="elapsed_time/date_format:CLIENT";
attr name="E.NNMI_LAST_OCCUR_TIME_MS", title="最後の発生日時（ミリ秒）
";
attr name="E.NNMI_CREATED", title="作成日時", type="elapsed_time/
date_format:CLIENT";
attr name="E.NNMI_CREATED_MS", title="作成日時（ミリ秒）";
attr name="E.NNMI_MODIFIED", title="最終変更日時", 
type="elapsed_time/date_format:CLIENT";
attr name="E.NNMI_MODIFIED_MS", title="最終変更日時（ミリ秒）";
attr name="E.NNMI_SEVERITY_UK", title="NNMiインシデントの重大度の一意
キー";
attr name="E.NNMI_PRIORITY_UK", title="優先度の一意キー";
attr name="E.NNMI_LIFECYCLE_STATE_UK", title="ライフサイクル状態の一意
キー";
attr name="E.NNMI_CATEGORY_UK", title="カテゴリの一意キー";
attr name="E.NNMI_FAMILY_UK", title="ファミリーの一意キー";
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attr name="E.NNMI_ORIGIN_UK", title="発生元の一意キー";
attr name="E.NNMI_NATURE_UK", title="相関処理特性の一意キー";
attr name="E.NNMI_CIA_NUM", title="カスタム属性数";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_1", title="カスタム属性名1";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_2", title="カスタム属性名2";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_3", title="カスタム属性名3";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_4", title="カスタム属性名4";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_5", title="カスタム属性名5";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_6", title="カスタム属性名6";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_7", title="カスタム属性名7";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_8", title="カスタム属性名8";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_9", title="カスタム属性名9";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_10", title="カスタム属性名10";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_11", title="カスタム属性名11";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_12", title="カスタム属性名12";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_13", title="カスタム属性名13";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_14", title="カスタム属性名14";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_15", title="カスタム属性名15";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_16", title="カスタム属性名16";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_17", title="カスタム属性名17";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_18", title="カスタム属性名18";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_19", title="カスタム属性名19";
attr name="E.NNMI_CIA_NAME_20", title="カスタム属性名20";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_1", title="カスタム属性タイプ1";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_2", title="カスタム属性タイプ2";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_3", title="カスタム属性タイプ3";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_4", title="カスタム属性タイプ4";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_5", title="カスタム属性タイプ5";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_6", title="カスタム属性タイプ6";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_7", title="カスタム属性タイプ7";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_8", title="カスタム属性タイプ8";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_9", title="カスタム属性タイプ9";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_10", title="カスタム属性タイプ10";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_11", title="カスタム属性タイプ11";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_12", title="カスタム属性タイプ12";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_13", title="カスタム属性タイプ13";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_14", title="カスタム属性タイプ14";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_15", title="カスタム属性タイプ15";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_16", title="カスタム属性タイプ16";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_17", title="カスタム属性タイプ17";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_18", title="カスタム属性タイプ18";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_19", title="カスタム属性タイプ19";
attr name="E.NNMI_CIA_TYPE_20", title="カスタム属性タイプ20";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_1", title="カスタム属性値1";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_2", title="カスタム属性値2";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_3", title="カスタム属性値3";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_4", title="カスタム属性値4";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_5", title="カスタム属性値5";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_6", title="カスタム属性値6";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_7", title="カスタム属性値7";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_8", title="カスタム属性値8";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_9", title="カスタム属性値9";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_10", title="カスタム属性値10";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_11", title="カスタム属性値11";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_12", title="カスタム属性値12";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_13", title="カスタム属性値13";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_14", title="カスタム属性値14";
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attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_15", title="カスタム属性値15";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_16", title="カスタム属性値16";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_17", title="カスタム属性値17";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_18", title="カスタム属性値18";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_19", title="カスタム属性値19";
attr name="E.NNMI_CIA_VALUE_20", title="カスタム属性値20";
attr name="E.NNMI_PROTOCOL", title="NNMi接続プロトコル";
attr name="E.NNMI_SERVER", title="NNMiサーバ";
attr name="E.NNMI_PORT", title="NNMiポート番号";
@define-block-end;
 
@define-block type="event-attr-group-def";
block platform="base", extended="false";
group name="_COMMON", attrs="E.NNMI_EM_RESULT|E.NNMI_SRC_NAME|
E.NNMI_SRC_TYPE|E.NNMI_SRC_NODE_NAME|E.NNMI_NAME|E.NNMI_SEVERITY|
E.NNMI_PRIORITY|E.NNMI_LIFECYCLE_STATE|E.NNMI_ASSIGNED_TO|
E.NNMI_CATEGORY|E.NNMI_FAMILY|E.NNMI_ORIGIN|E.NNMI_NATURE|
E.NNMI_DUPLICATE_COUNT|E.NNMI_FORMATTED_MESSAGE|E.NNMI_NOTES|
E.NNMI_RCA_ACTIVE|E.NNMI_ORIGIN_OCCUR_TIME|
E.NNMI_ORIGIN_OCCUR_TIME_MS|E.NNMI_FIRST_OCCUR_TIME|
E.NNMI_FIRST_OCCUR_TIME_MS|E.NNMI_LAST_OCCUR_TIME|
E.NNMI_LAST_OCCUR_TIME_MS|E.NNMI_CREATED|E.NNMI_CREATED_MS|
E.NNMI_MODIFIED|E.NNMI_MODIFIED_MS|E.NNMI_CIA_NUM|
E.NNMI_CIA_NAME_1|E.NNMI_CIA_NAME_2|E.NNMI_CIA_NAME_3|
E.NNMI_CIA_NAME_4|E.NNMI_CIA_NAME_5|E.NNMI_CIA_NAME_6|
E.NNMI_CIA_NAME_7|E.NNMI_CIA_NAME_8|E.NNMI_CIA_NAME_9|
E.NNMI_CIA_NAME_10|E.NNMI_CIA_NAME_11|E.NNMI_CIA_NAME_12|
E.NNMI_CIA_NAME_13|E.NNMI_CIA_NAME_14|E.NNMI_CIA_NAME_15|
E.NNMI_CIA_NAME_16|E.NNMI_CIA_NAME_17|E.NNMI_CIA_NAME_18|
E.NNMI_CIA_NAME_19|E.NNMI_CIA_NAME_20|E.NNMI_CIA_TYPE_1|
E.NNMI_CIA_TYPE_2|E.NNMI_CIA_TYPE_3|E.NNMI_CIA_TYPE_4|
E.NNMI_CIA_TYPE_5|E.NNMI_CIA_TYPE_6|E.NNMI_CIA_TYPE_7|
E.NNMI_CIA_TYPE_8|E.NNMI_CIA_TYPE_9|E.NNMI_CIA_TYPE_10|
E.NNMI_CIA_TYPE_11|E.NNMI_CIA_TYPE_12|E.NNMI_CIA_TYPE_13|
E.NNMI_CIA_TYPE_14|E.NNMI_CIA_TYPE_15|E.NNMI_CIA_TYPE_16|
E.NNMI_CIA_TYPE_17|E.NNMI_CIA_TYPE_18|E.NNMI_CIA_TYPE_19|
E.NNMI_CIA_TYPE_20|E.NNMI_CIA_VALUE_1|E.NNMI_CIA_VALUE_2|
E.NNMI_CIA_VALUE_3|E.NNMI_CIA_VALUE_4|E.NNMI_CIA_VALUE_5|
E.NNMI_CIA_VALUE_6|E.NNMI_CIA_VALUE_7|E.NNMI_CIA_VALUE_8|
E.NNMI_CIA_VALUE_9|E.NNMI_CIA_VALUE_10|E.NNMI_CIA_VALUE_11|
E.NNMI_CIA_VALUE_12|E.NNMI_CIA_VALUE_13|E.NNMI_CIA_VALUE_14|
E.NNMI_CIA_VALUE_15|E.NNMI_CIA_VALUE_16|E.NNMI_CIA_VALUE_17|
E.NNMI_CIA_VALUE_18|E.NNMI_CIA_VALUE_19|E.NNMI_CIA_VALUE_20";
@define-block-end;
 
@define-block type="event-attr-order-def";
block platform="base", extended="false";
order id="00006100", attrs="_COMMON";
@define-block-end;

（3） 内部属性を［イベント詳細］画面に表示したい場合

NNMiインシデントが内部的に保持する属性は，通常の運用時には使用しません。その
ため，JP1イベントに変換しても，デフォルトでは JP1/IM - Viewの［イベント詳細］
画面には表示されません。
69



4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの変換
これらの属性を表示したい場合は，イベント拡張属性定義ファイルの属性グループ定義
ブロックに定義を追加してください。

追加できる内部属性については，「8.2　NNMiインシデントを変換した JP1イベント」
を参照してください。「表 8-1　NNMiインシデントを変換した JP1イベントの属性」に
記載されている属性のうち，「マッピング」の列に「※ 1」が記載されている属性を追加
できます。

イベント拡張属性定義ファイルの編集については，マニュアル「JP1/Integrated 
Management - Manager コマンド・定義ファイルリファレンス」を参照してください。 

（4） カスタム属性を［イベント詳細］画面に表示したい場合

次に示すカスタム属性を JP1イベントに変換した場合，デフォルトでは $nが 1～ 20の
属性だけ，JP1/IM - Viewの［イベント詳細］画面に表示されます。

• カスタム属性名（NNMI_CIA_NAME_$n）
• カスタム属性タイプ（NNMI_CIA_TYPE_$n）
• カスタム属性値（NNMI_CIA_VALUE_$n）

$nが 21以降の属性を表示したい場合は，イベント拡張属性定義ファイルのイベント拡
張属性定義ブロック，および属性グループ定義ブロックに定義を追加してください。

イベント拡張属性定義ファイルの編集については，マニュアル「JP1/Integrated 
Management - Manager コマンド・定義ファイルリファレンス」を参照してください。 

4.4.2　モニター画面呼び出し定義ファイル
JP1/IM - EG for NNMi用のモニター画面呼び出し定義ファイルについて説明します。

（1） ファイル名と格納先

JP1/IM - EG for NNMi用のモニター画面呼び出し定義ファイルのファイル名と格納先を
次に示します。

ファイル名
hitachi_jp1_im_egn_mon_ja.conf

JP1/IM - Managerでの格納先

Windowsの場合
• 物理ホスト：Consoleパス ¥conf¥console¥monitor

• 論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1Cons¥conf¥console¥monitor

UNIXの場合
• 物理ホスト：/etc/opt/jp1cons/conf/console/monitor
• 論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1cons/conf/console/monitor
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4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの変換
（2） 定義内容

JP1/IM - EG for NNMi用のモニター画面呼び出し定義ファイルの定義を次に示します。

DESC_VERSION=0300
DEF_KEY PRODUCT_NAME=/HITACHI/JP1/IM/NNMI_INCIDENT 
EVENT_ID=00006100 INTERFACE=NNMI_VIEW_WEB
DEF_MTR_CALL NAME=NNMI_VIEW_WEB EXEC_ID=default_browser 
PATH="%IM_EVC_PARAMETER_1%://
%IM_EVC_PARAMETER_2%:%IM_EVC_PARAMETER_3%/
nnm/launch?cmd=showForm&objtype=Incident&menus=true&objuuid=
%IM_EVC_PARAMETER_4%" 
PARAM=E.NNMI_PROTOCOL,E.NNMI_SERVER,E.NNMI_PORT,
E.NNMI_UUID

（3） NNMiとビューアーホストのWebブラウザが異なる場合

NNMiとビューアーホストのWebブラウザが異なる場合は，次の設定をしてください。

1. JP1/IM - Managerのアプリケーション実行定義ファイルに，NNMiで使用するWebブ
ラウザの実行形式ファイルのパスを定義し，ほかの定義ファイルからリンクするため
の IDを付ける。

2. モニター画面呼び出し定義ファイルの引数 EXEC_IDに，アプリケーション実行定義
ファイルで指定した IDを登録する。

詳細については，マニュアル「JP1/Integrated Management - Manager コマンド・定義
ファイルリファレンス」を参照してください。
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5　 起動と終了
この章では，JP1/IM - EG for NNMiの起動および終了の手順
について説明します。

5.1 JP1/IM - EG for NNMiを起動する

5.2 JP1/IM - EG for NNMiを終了する
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5.　起動と終了
5.1　JP1/IM - EG for NNMiを起動する

この節では，JP1/IM - EG for NNMiの起動手順を説明します。なお，JP1/IM - EG for 
NNMiのサービスを起動する場合は，JP1/Baseのサービスを先に起動してください。

クラスタシステムでの自動起動
クラスタシステムで JP1/IM - EG for NNMiを自動起動する場合は，「3.3　クラスタ
ソフトへの登録」を参照してください。

起動方法は，OSによって異なります。

5.1.1　Windowsの場合
Windowsの場合は，JP1/Baseの起動管理機能を使用するかどうかで手順が異なります。

起動管理機能を使用して起動させる
JP1/Baseの起動順序定義ファイルに，JP1/IM - EG for NNMiの定義を記述します。
詳細については，「2.4.4(1)　Windowsの場合」を参照してください。

起動管理機能を使用しないで起動させる
［コントロールパネル］－［管理ツール］－［サービス］から，JP1/IM - EG for 
NNMiのサービスを起動します。

5.1.2　UNIXの場合
UNIXの場合は，自動起動スクリプトを使用するかどうかで手順が異なります。

自動起動スクリプトを使用して起動させる
システムの起動時に自動起動スクリプトが呼び出されるように設定します。詳細に
ついては，「2.4.4(2)　UNIXの場合」を参照してください。

自動起動スクリプトを使用しないで起動させる
/etc/opt/jp1eg4nnmi/jegn_start.modelスクリプト，またはこのスクリプ

トをコピーしたファイルを実行して起動します。
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5.　起動と終了
5.2　JP1/IM - EG for NNMiを終了する

この節では，JP1/IM - EG for NNMiの終了手順を説明します。なお，JP1/IM - EG for 
NNMiのサービスを終了する場合は，JP1/Baseのサービスより先に終了してください。

クラスタシステムでの自動終了
クラスタシステムで JP1/IM - EG for NNMiを自動終了する場合は，「3.3　クラスタ
ソフトへの登録」を参照してください。

終了方法は，OSによって異なります。

5.2.1　Windowsの場合
Windowsの場合は，JP1/Baseの起動管理機能を使用するかどうかで手順が異なります。

起動管理機能を使用して終了させる
JP1/Power Monitorをインストールしている場合は，JP1/Baseの起動管理機能を使
用してサービスを終了できます。起動管理機能を使用する場合は，JP1/Baseの起動
順序定義ファイルに，JP1/IM - EG for NNMiの定義を記述します。詳細について
は，「2.4.4(1)　Windowsの場合」を参照してください。

起動管理機能を使用しないで終了させる
［コントロールパネル］－［管理ツール］－［サービス］から，JP1/IM - EG for 
NNMiのサービスを終了します。

5.2.2　UNIXの場合
UNIXの場合は，自動終了スクリプトを使用するかどうかで手順が異なります。

自動終了スクリプトを使用して終了させる
システムの終了時に自動終了スクリプトが呼び出されるように設定します。詳細に
ついては，「2.4.4(2)　UNIXの場合」を参照してください。

自動終了スクリプトを使用しないで終了させる
/etc/opt/jp1eg4nnmi/jegn_stop.modelスクリプト，またはこのスクリプト

をコピーしたファイルを実行して終了します。
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6　 JP1/IM - EG for NNMiの運用
この章では，JP1/IM - EG for NNMiのバックアップとリスト
ア，および設定情報の変更について説明します。

6.1 バックアップとリストア

6.2 設定情報の変更
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6.　JP1/IM - EG for NNMiの運用
6.1　バックアップとリストア
この節では，JP1/IM - EG for NNMiのバックアップおよびリストアについて説明しま
す。

万一 JP1/IM - EG for NNMiにトラブルが発生した場合，設定情報のバックアップを取
得していれば，同じ環境のシステムを構築して運用を再開できます。そのため，JP1/IM 
- EG for NNMiをセットアップしたときなど，システムを変更したときには，設定情報
のバックアップを取得してください。

NNMiのバックアップおよびリストアについては，NNMiの各製品のマニュアルを参照
してください。

6.1.1　設定情報のバックアップ
JP1/IM - EG for NNMiの設定情報のバックアップについて説明します。

JP1/IM - EG for NNMiのバックアップを取得する場合は，必ず JP1/Baseのバックアッ
プを同時に取得してください。JP1/Baseのユーザーが設定する定義ファイルのバック
アップ方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

バックアップは，ファイルをコピーするなど，任意の方法で取得してください。JP1/IM 
- EG for NNMiが起動していても，バックアップを取得できます。

JP1/IM - EG for NNMiのバックアップ対象ファイルを次の表に示します。

表 6-1　JP1/IM - EG for NNMiのバックアップ対象ファイル

注※
このファイルはカスタム属性マッピングを設定していない場合は存在しません。

バックアップ対象ファイルの格納先を次に示します。

Windowsの場合

ファイル名 内容

imevtgw_nnmi.conf 動作定義ファイル

imevtgw_nnmi_cia_map.conf カスタム属性マッピング定義ファイル
※

imevtgw_nnmi_forward_filter.conf NNMiインシデント転送フィルター定
義ファイル

imevgw_nnmi_label_mapping_category_NNMiの言語 .conf マッピング定義ファイル（カテゴリ
用）

imevgw_nnmi_label_mapping_family_NNMiの言語 .conf マッピング定義ファイル（ファミリー
用）
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6.　JP1/IM - EG for NNMiの運用
• 物理ホスト：EG for NNMiパス ¥conf

• 論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1EG4NNMI¥conf

UNIXの場合
• 物理ホスト：/etc/opt/jp1eg4nnmi/conf
• 論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/conf

6.1.2　設定情報のリストア
JP1/IM - EG for NNMiの設定情報のリストアについて説明します。

JP1/IM - EG for NNMiのバックアップ情報をリストアする場合は，必ず JP1/Baseを先
にリストアしてください。次の前提条件を確認した上で，バックアップファイルを元の
位置にリストアしてください。

前提条件
• JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseが停止していること
• JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseがインストールされ，クラスタセット
アップコマンドが実行済みであること（クラスタ運用時）

• 論理ホスト環境の JP1/Baseがセットアップされていること（クラスタ運用時）
• 共有ディスクをオンラインにしていること（クラスタ運用時）
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6.　JP1/IM - EG for NNMiの運用
6.2　設定情報の変更
この節では，JP1/IM - EG for NNMiの定義ファイルを変更する方法，および JP1/IM - 
EG for NNMiが動作するマシンのシステム環境を変更する場合に必要な作業について説
明します。

なお，NNMiのシステム環境を変更した場合は，上書きセットアップを実行してくださ
い。詳細については，「2.4.1　セットアップコマンドの実行」を参照してください。

6.2.1　定義ファイルを変更する
JP1/IM - EG for NNMiのサービスが起動中でも，次に示す JP1/IM - EG for NNMiの定
義ファイルを変更できます。

• 動作定義ファイル※

• NNMiインシデント転送フィルター定義ファイル
• マッピング定義ファイル（カテゴリ用）
• マッピング定義ファイル（ファミリー用）
• 拡張起動プロセス定義ファイル

注※
動作定義ファイルは直接編集しないでください。動作定義ファイルを変更する場合
は，jegn_setupコマンドを使用してください。jegn_setupコマンドの詳細につ

いては，「7.　コマンド」の「jegn_setup」を参照してください。

JP1/IM - EG for NNMiのサービス起動中に上記の定義ファイルを変更した場合は，
jegn_spmd_reloadコマンドを実行して定義ファイルを再度読み込み，変更した内容を

有効にしてください。なお，jegn_spmd_reloadコマンドの実行後に定義ファイルの変

更がすぐに反映されるのではなく，リロード後の次のポーリングのタイミングで有効に
なります。

また，jegn_spmd_reloadコマンドの定義チェックでエラーが発生した場合は，変更前

の定義内容で動作が継続されます。jegn_spmd_reloadコマンドの詳細については，

「7.　コマンド」の「jegn_spmd_reload」を参照してください。

定義ファイルの設定の詳細については，「4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの
変換」および「付録 F.1　拡張起動プロセス定義ファイル（jegn_service_0700.conf）」を
参照してください。

参考
JP1/IM - EG for NNMiのサービス停止中に定義ファイルを変更した場合は，次回
サービスを起動したタイミングで，変更した内容が有効になります。
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6.　JP1/IM - EG for NNMiの運用
6.2.2　JP1/IM - EG for NNMiが動作するホストの設定を変更
する

JP1/IM - EG for NNMiが動作しているホストの設定を変更する場合に必要な作業につい
て説明します。

なお，JP1/Baseの設定情報を変更する作業については，マニュアル「JP1/Base 運用ガ
イド」を参照してください。

（1） ホスト名，IPアドレス，ポート番号の変更時に必要な作業

ホスト名，IPアドレス，ポート番号を変更する手順を次に示します。

1. JP1/IM - EG for NNMiを終了する。

2. ホスト名，IPアドレス，ポート番号を変更する。

3. JP1/IM - EG for NNMiを再起動する。

（2） hostsファイル，jp1hosts定義ファイルの変更時に必要な作業

JP1/IM - EG for NNMiの起動中に，hostsファイルまたは jp1hosts定義ファイルに記述
しているホストの情報を変更する手順について説明します。

JP1/IM - EG for NNMiの自ホストの情報を変更する場合
ホストの情報を変更したあと，JP1/IM - EG for NNMiを再起動してください。

JP1/IM - EG for NNMi以外のホストの情報を追加・変更する場合
ホストの情報を追加・変更したあと，JP1/IM - EG for NNMiを再起動してくださ
い。または，jegn_spmd_reloadコマンドを実行して，変更した内容を再度読み

込んでください。jegn_spmd_reloadコマンドの詳細については，「7.　コマンド」
の「jegn_spmd_reload」を参照してください。

（3） システムの日時変更時に必要な作業

システムの日時を変更する場合の手順および注意事項について説明します。

システムの日時を過去に戻す場合
システムの日時を変更する際，過去の日時に変更することは通常避けてください。
システムの日時を過去に戻すと，JP1イベントが発行されなかったり，重複して発
行されたりすることがあります。
システムの日時を過去に戻す手順を次に示します。
1. JP1/IM - EG for NNMiを終了する。
2. システムの日時を戻す。
3. imevtgw_nnmi_last_forwarded.confファイル※を削除する。
4. 変更前のシステムの日時（手順 2.を実施した日時）まで，JP1/IM - EG for 

NNMiを停止しておく。
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6.　JP1/IM - EG for NNMiの運用
5. JP1/IM - EG for NNMiを起動する。

システムの日時が遅れているため，日時を進める場合
システムの日時が遅れている場合に，日時を進める手順を次に示します。
1. JP1/IM - EG for NNMiを終了する。
2. システムの日時を進める。
3. imevtgw_nnmi_last_forwarded.confファイル※を削除する。
4. JP1/IM - EG for NNMiを起動する。

注※
imevtgw_nnmi_last_forwarded.confファイルの格納先を次に示します。

Windowsの場合
• 物理ホスト：インストールフォルダ ¥JP1EG4NNMI¥dat
• 論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1EG4NNMI¥dat

UNIXの場合
• 物理ホスト：/var/opt/jp1eg4nnmi/dat
• 論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/dat
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第 3編　リファレンス編

7　 コマンド
この章では，JP1/IM - EG for NNMiで使用できるコマンドの
文法を説明します。

コマンドの記述形式

コマンド一覧
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7.　コマンド
コマンドの記述形式
コマンドの記述形式

ここでは，コマンドの記述形式について説明します。

各コマンドで説明する項目は次のとおりです。ただし，コマンドによっては説明しない
項目もあります。

機能

コマンドの機能について説明しています。

形式

コマンドの形式について説明しています。

実行権限

コマンドの実行に必要なユーザーの権限について説明しています。

格納先ディレクトリ

コマンドの格納場所について説明しています。

引数

コマンドの引数について説明しています。

なお，引数は大文字と小文字を区別します。

注意事項

注意事項について説明しています。

戻り値

コマンドの戻り値について説明しています。

なお，コマンド実行時に表示されるメッセージについては，「9.　メッセージ」を参照し
てください。
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7.　コマンド
コマンド一覧
コマンド一覧

JP1/IM - EG for NNMiで使用できるコマンドの一覧を次に示します。表中では，
Windows，UNIXの対応を凡例のように表記しています。

（凡例）
○：対応している。
－：対応していない。

注※
Windowsの場合，スーパーユーザー権限は Administrators権限を指します。

なお，次節以降のコマンドの説明では，コマンドはアルファベット順に記載されていま
す。

起動・終了，セットアップに関するコマンド

トラブルシューティングに使用するコマンド

機能概要 コマンド名 Wind
ows

UNIX 必要な
実行権限

JP1/IM - EG for NNMiのセット
アップをする

jegn_setup ○ ○ スーパーユーザー
権限※

JP1/IM - EG for NNMiを自動的
に起動する

jegn_start（UNIX限定） － ○ スーパーユーザー
権限

JP1/IM - EG for NNMiを自動的
に終了する

jegn_stop（UNIX限定） － ○ スーパーユーザー
権限

JP1/IM - EG for NNMiのプロセ
スの状態を確認する

jegn_spmd_status ○ ○ スーパーユーザー
権限※

JP1/IM - EG for NNMiのプロセ
スの状態を更新する

jegn_spmd_reload ○ ○ スーパーユーザー
権限※

クラスタシステムで運用するため
の設定をする

jegn_setup_cluster ○ ○ スーパーユーザー
権限※

クラスタシステムで JP1/IM - EG 
for NNMiを起動する

jegn_start.cluster（UNIX
限定）

－ ○ スーパーユーザー
権限

クラスタシステムで JP1/IM - EG 
for NNMiを終了する

jegn_stop.cluster（UNIX
限定）

－ ○ スーパーユーザー
権限

クラスタシステムで JP1/IM - EG 
for NNMiを強制的に終了する

jegn_killall.cluster
（UNIX限定）

－ ○ スーパーユーザー
権限

機能概要 コマンド名 Wind
ows

UNIX 必要な
実行権限

JP1/IM - EG for NNMiのトラブ
ル発生時の資料を採取する

jegn_log.bat（Windows限
定）

○ － Administrators
権限
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7.　コマンド
コマンド一覧
jegn_log.sh（UNIX限定） － ○ スーパーユーザー
権限

機能概要 コマンド名 Wind
ows

UNIX 必要な
実行権限
86



7.　コマンド
jegn_killall.cluster（UNIX限定）
jegn_killall.cluster（UNIX限定）

機能

クラスタシステムで運用している場合に，JP1/IM - EG for NNMiのプロセスを強制的に
終了します。

系切り替え時には，jegn_stop.clusterコマンドを実行してもプロセスが停止しない

で，系切り替えが失敗することがあります。このコマンドは，停止しないプロセスを強
制終了します。このコマンドは，正規の方法で JP1/IM - EG for NNMiのサービスを停
止してもプロセスが停止しない場合にだけ使用してください。

終了させるプロセスを次に示します。

• プロセス管理（jegn_spmd）
• メインサービス（jegneg4nnmi）

形式
jegn_killall.cluster [論理ホスト名]

実行権限

スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ
/etc/opt/jp1eg4nnmi

引数

論理ホスト名

このコマンドを実行させたい論理ホスト名を指定します。指定できる文字数は，1～ 15
（単位：バイト）です。このオプションを省略した場合，環境変数 JP1_HOSTNAMEに指

定した論理ホスト名が設定されます。環境変数 JP1_HOSTNAMEを指定していない場合，

物理ホスト名が設定されます。

注意事項

このコマンドは，論理ホスト名を先頭から 15バイトまでで判定して，対応するプロセス
を強制終了します。名称が 16バイト以上の論理ホストのプロセスは強制終了できませ
ん。

戻り値

0 正常終了

1 論理ホスト名が指定されていない

2 ログディレクトリがない
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7.　コマンド
jegn_log.bat（Windows限定）
jegn_log.bat（Windows限定）

機能

JP1/IM - EG for NNMiで障害が発生したときに資料を採取するためのツールです。JP1/
IM - EG for NNMiの保守資料，OSのシステム情報，統合トレースログなどを採取しま
す。

このツールは，バッチファイルです。ユーザーによるカスタマイズはできません。

このツールを実行すると，指定した資料格納フォルダの直下に，一次資料および二次資
料に区分けして採取された資料が格納されます。

一次資料は，障害時の切り分けや，軽度の障害の調査を目的に採取する資料です。必要
最低限のログおよび設定ファイルを採取します。二次資料は，一次資料ではわからな
かった障害をさらに調査するための詳細資料です。Windowsイベントログ，クラッシュ
ダンプ，JP1/Baseのイベント DBなどを採取します。

必要に応じて採取した資料を圧縮ツールなどで圧縮してください。

このツールを使って採取できる資料の詳細については，「10.3.1　採取が必要な資料
（Windowsの場合）」を参照してください。

形式
jegn_log.bat -f 資料格納フォルダ名
             [-h 論理ホスト名]
             [-t]
             [-u]
             [-n]
             [-p]
             [-r]
             [-q]

実行権限

Administrators権限。ただし，UAC機能が有効な場合は，管理者コンソールから実行し
てください。

格納先ディレクトリ
EG for NNMiパス¥tools

引数

-f 資料格納フォルダ名

採取した資料を出力するフォルダ名を絶対パス，またはこのコマンドを実行した場所か
らの相対パスで指定します。パスにスペースを含む場合は，「"」で囲んで指定します。

このオプションは省略できません。

存在しないフォルダを指定した場合は，その名称でフォルダが新規作成されます。すで
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7.　コマンド
jegn_log.bat（Windows限定）
に存在するフォルダを指定した場合は，いったんそのフォルダを削除してから，指定し
たフォルダが作成されます。削除したくないファイルが格納されているフォルダと同じ
フォルダ名は指定しないでください。

-h 論理ホスト名

クラスタシステムで運用している場合に，論理ホスト名を指定します。指定できる文字
数は，1～ 255（単位：バイト）です。このオプションを指定した場合，物理ホストと論
理ホストの両方の資料を採取します。このオプションを省略した場合，物理ホストの資
料だけ採取します。クラスタシステムを使用していない場合には指定は不要です。

なお，このオプションを省略した場合，通常のコマンドは環境変数 JP1_HOSTNAMEに指

定した論理ホスト名が設定されますが，このコマンドでは設定されません。このため，
クラスタシステムで使用する場合には論理ホスト名を必ずこのオプションで指定してく
ださい。

-t

hostsおよび servicesファイルを採取しない場合に指定します。

-u

クラッシュダンプを採取しない場合に指定します。Windows Server 2008にインストー
ルした JP1/IM-EG for NNMiではこのオプションは使用できません。

-n

JP1/Baseの保守資料を採取しない場合に指定します。

-p

JP1/Baseのイベント DBを取得しない場合に指定します。

-r

JP1/Baseのコマンド実行履歴ファイルを採取しない場合に指定します。

-q

資料採取処理の続行確認の応答待ちが必要ない場合に指定します。

-qオプションを指定しない場合は，続行確認のメッセージとともに応答待ちになります。

注意事項
• このツールによって採取できる資料の総容量は膨大になるため，このツールを実行す
る前に必要容量を見積もり，ご使用のマシンの空き容量を確認する必要があります。
採取する資料のサイズについては，JP1/IM - EG for NNMiのリリースノートを参照し
てください。

• このツールを同時に複数実行しないでください。資料が上書きされたり，採取できな
かったりする場合があります。
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7.　コマンド
jegn_log.bat（Windows限定）
• 採取するファイルが見つからない場合，「ファイルが見つかりません」などのメッセー
ジが表示されることがありますが，対処の必要はありません。

• Windows Server 2008で資料採取コマンドを実行した場合，「システム情報を更新し
ています」というプロンプトが表示されますが，キャンセルボタンを押さないように
してください。キャンセルボタンを押した場合，一部の情報が収集されません。

戻り値

0 正常終了

8 異常終了
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7.　コマンド
jegn_log.sh（UNIX限定）
jegn_log.sh（UNIX限定）

機能

JP1/IM - EG for NNMiで障害が発生したときに資料を採取するためのツールです。JP1/
IM - EG for NNMiの保守資料，OSのシステム情報，統合トレースログなどを採取しま
す。

このツールは，シェルスクリプトです。ユーザーによるカスタマイズはできません。

このツールを実行すると，資料を採取する対象ディレクトリまたはファイルを一次資料
および二次資料に区分けし，指定した資料格納ディレクトリの直下でアーカイブしたあ
と，圧縮ファイルを作成します。

一次資料は，障害時の切り分けや，軽度の障害の調査を目的に採取する資料です。必要
最低限のログおよび設定ファイルを採取します。二次資料は，一次資料ではわからな
かった障害をさらに調査するための詳細資料です。core解析情報，JP1/Baseのイベント
DBなどを採取します。

また，JP1/IM - EG for NNMiのコアダンプがある状態でこのコマンドを実行すると，
KNAG1044-Iメッセージが表示されて，コアダンプを削除するかどうかを確認してきま
す。「y」または「yes」を入力した場合，コアダンプは削除されます。

このツールを使って採取できる資料の詳細については，「10.3.2　採取が必要な資料
（UNIXの場合）」を参照してください。

形式
jegn_log.sh -f 資料格納ディレクトリ名
            [-h 論理ホスト名]
            [-t]
            [-u]
            [-n]
            [-p]
            [-r]
            [-q]
            [ディレクトリ名またはファイル名...]

実行権限

スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ
/opt/jp1eg4nnmi/tools

引数

-f 資料格納ディレクトリ名

採取した資料の格納ディレクトリ名を，スペースを含まない絶対パスで指定します。こ
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7.　コマンド
jegn_log.sh（UNIX限定）
のオプションは省略できません。

以前に採取した資料が残っているディレクトリ名を指定した場合，採取した資料を上書
きしてよいかどうかの確認メッセージが表示されます。ただし，-qオプションを指定し

た場合，資料は上書きされます。

なお，テープなどのデバイスファイル名を指定した場合，採取した資料は圧縮されずに
デバイスに格納されます。

-h 論理ホスト名

クラスタシステムで運用している場合に，論理ホスト名を指定します。指定できる文字
数は，1～ 255（単位：バイト）です。このオプションを指定した場合，物理ホストと論
理ホストの両方の資料を採取します。このオプションを省略した場合，物理ホストの資
料だけ採取します。クラスタシステムを使用していない場合には指定は不要です。

なお，このオプションを省略した場合，通常のコマンドは環境変数 JP1_HOSTNAMEに指

定した論理ホスト名が設定されますが，このコマンドでは設定されません。このため，
クラスタシステムで使用する場合には論理ホスト名を必ずこのオプションで指定してく
ださい。

-t

hosts，services，および passwdファイルを採取しない場合に指定します。

-u

core解析情報を採取しない場合に指定します。core解析情報とは，coreファイルを
Seraphツールの carコマンドで解析して取得したファイルです。

-n

JP1/Baseの保守資料を採取しない場合に指定します。

-p

JP1/Baseのイベント DBを取得しない場合に指定します。

-r

JP1/Baseのコマンド実行履歴ファイルを採取しない場合に指定します。

-q

資料採取処理の続行確認の応答待ちが必要ない場合に指定します。

-qオプションを指定しない場合は，続行確認のメッセージとともに応答待ちになります。

ディレクトリ名またはファイル名

このツールで任意のファイルまたはディレクトリを採取したいときに指定します。絶対
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7.　コマンド
jegn_log.sh（UNIX限定）
パス名で指定してください。複数指定する場合は，スペースで区切ってください。

なお，このオプションは，指定したいほかのオプションをすべて指定したあとに指定し
てください。採取した資料は物理ホストの一次資料に格納されます。

注意事項
• このツールによって採取できる資料の総容量は膨大になるため，このツールを実行す
る前に必要容量を見積もり，ご使用のマシンの空き容量を確認する必要があります。
採取する資料のサイズについては，JP1/IM - EG for NNMiのリリースノートを参照し
てください。

• このツールを同時に複数実行しないでください。資料が上書きされたり，採取できな
かったりする場合があります。

• 採取するファイルが見つからない場合，「ファイルが見つかりません」などのメッセー
ジが表示されることがありますが，対処の必要はありません。

戻り値

0 正常終了

8 異常終了
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7.　コマンド
jegn_setup
jegn_setup

機能

JP1/IM - EG for NNMiの動作環境を設定します。

形式

新規セットアップする場合
jegn_setup [-h 論理ホスト名]
           -user NNMiユーザー名
           -passwd NNMiパスワード
           [-port NNMiポート番号]
           [-lang NNMi言語]
           [-interval NNMiインシデント再取得間隔]
           [-startup NNMiインシデント取得方法]
           [-ssl SSL使用可否]

上書きセットアップする場合
jegn_setup -update
           [-h 論理ホスト名]
           [-user NNMiユーザー名]
           [-passwd NNMiパスワード]
           [-port NNMiポート番号]
           [-lang NNMi言語]
           [-interval NNMiインシデント再取得間隔]
           [-startup NNMiインシデント取得方法]
           [-ssl SSL使用可否]

動作環境を確認する場合
jegn_setup -list
           [-h 論理ホスト名]

実行権限

Windowsの場合：Administrators権限。ただし，UAC機能が有効な場合は，管理者コ
ンソールから実行してください。

UNIXの場合：スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ

Windowsの場合
EG for NNMiパス¥bin

UNIXの場合
/opt/jp1eg4nnmi/bin
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7.　コマンド
jegn_setup
引数

-h 論理ホスト名

クラスタシステムで運用している場合に，動作環境を設定する論理ホスト名を指定しま
す。指定できる文字数は，Windowsの場合は 1～ 196（単位：バイト），UNIXの場合
は 1～ 255（単位：バイト）です。このオプションを省略した場合，環境変数
JP1_HOSTNAMEに指定した論理ホスト名が設定されます。環境変数 JP1_HOSTNAMEを

指定していない場合，物理ホスト名が設定されます。クラスタシステムを使用していな
い場合には指定は不要です。

-user NNMiユーザー名

NNMiのWebサービスクライアントのユーザー名を指定します。指定できる文字数は 1
～ 40文字です。ユーザー名に使用できる文字は，半角英数字，半角記号，および半角ス
ペースです。半角スペースを含む場合は，「"」で囲んで指定してください。

新規セットアップする場合は，このオプションは省略できません。

-passwd NNMiパスワード

NNMiのWebサービスクライアントのパスワードを指定します。指定できる文字数は 1
～ 40文字です。パスワードに使用できる文字は，半角英数字，半角記号，および半角ス
ペースです。半角スペースを含む場合は，「"」で囲んで指定してください。

新規セットアップする場合は，このオプションは省略できません。

-port NNMiポート番号

接続する NNMiのポート番号を指定します。指定できる値は 1～ 65535です。

このオプションを省略した場合，-sslオプションに trueを指定しているときは 443，
falseを指定しているときは 80が設定されます。

-lang NNMi言語

接続する NNMiの言語を指定します。NNMiを日本語でインストールした場合は jaを，
英語でインストールした場合は enを指定してください。

このオプションを省略した場合，JP1/Baseで設定した言語種別が日本語のときは ja，英
語のときは enが設定されます。

-interval NNMiインシデント再取得間隔

取得できる NNMiインシデントが 1件も存在しない場合，または通信エラーなどで例外
が発生した場合に，NNMiインシデントを再取得する間隔を指定します。指定できる値
は，1～ 3600（単位：秒）です。

このオプションを省略した場合，30が設定されます。
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7.　コマンド
jegn_setup
NNMiインシデントを再取得する間隔を次の図に示します。

図 7-1　NNMiインシデントを再取得する間隔

JP1/IM - EG for NNMiから NNMiに，NNMiインシデントの取得を要求します。取得
できる NNMiインシデントが存在した場合は，その NNMiインシデントを取得します。
取得した NNMiインシデントを変換して JP1イベントを発行したら，次のNNMiイン
シデントを要求します。

もし，取得できる NNMiインシデントが存在しない場合は，このオプションで指定した
時間が経過してから，再度 NNMiインシデントを要求します。

-startup NNMiインシデント取得方法

JP1/IM - EG for NNMiのサービス起動時（初回起動時を除く）に，サービス停止中に発
行された NNMiインシデントを取得する場合，何時間前の NNMiインシデントから取得
するかを指定します。指定できる値は all，または 0～ 240（単位：時間）です。

allを指定すると，最後にNNMiインシデントを取得した時刻から現在までに発行され
た，すべての NNMiインシデントを取得します。0以外の整数を指定すると，指定した
時間分さかのぼった時刻から現在までに発行された NNMiインシデントを取得します。
0を指定すると，サービス停止中に発行された NNMiインシデントは取得しません。
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7.　コマンド
jegn_setup
このオプションを省略した場合，0が設定されます。

サービス起動時に取得するNNMiインシデントの範囲を次の図に示します。

図 7-2　サービス起動時に取得する NNMiインシデントの範囲

-ssl SSL使用可否

NNMiに接続するときに SSLを使用するかどうかを指定します。SSLを使用する場合は
trueを，SSLを使用しない場合は falseを指定してください。

このオプションを省略した場合，falseが設定されます。

-update

上書きセットアップの場合に指定します。指定したオプションの情報だけ変更されます。
指定しなかったオプションの情報は，前回設定した情報が引き継がれます。

なお，JP1/IM - EG for NNMiのサービスが起動している場合に，jegn_setupコマン
ドを実行したときは，jegn_spmd_reloadコマンドを実行するか，JP1/IM - EG for 
NNMiのサービスを再起動して，変更した情報を有効にしてください。JP1/IM - EG for 
NNMiのサービスが停止している場合に，jegn_setupコマンドを実行したときは，次
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jegn_setup
にサービスを起動したときに変更した情報が有効になります。

-list

現在の設定内容を表示する場合に指定します。このオプションを指定すると，各オプ
ションの設定値が「オプション名：設定値」の形式で表示されます。ただし，パスワー
ドについては常に「********」が表示されます。表示例を次に示します。

user:hitachi
passwd:********
port:80
lang:ja
interval:30
startup:0
ssl:false

戻り値

0 正常終了

1 異常終了
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7.　コマンド
jegn_setup_cluster
jegn_setup_cluster

機能

JP1/IM - EG for NNMiをクラスタシステムで運用する場合の動作環境を設定します。

形式

実行系サーバの動作環境を設定する場合
jegn_setup_cluster -h 論理ホスト名 -d 共有ディレクトリ名

待機系サーバの動作環境を設定する場合（Windows限定）
jegn_setup_cluster -h 論理ホスト名

実行権限

Windowsの場合：Administrators権限。ただし，UAC機能が有効な場合は，管理者コ
ンソールから実行してください。

UNIXの場合：スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ

Windowsの場合
EG for NNMiパス¥bin

UNIXの場合
/opt/jp1eg4nnmi/bin

引数

-h 論理ホスト名

動作環境を設定する論理ホスト名を指定します。指定できる文字数は，Windowsの場合
は 1～ 196（単位：バイト），UNIXの場合は 1～ 255（単位：バイト）です。

-d 共有ディレクトリ名

クラスタシステム運用時に使用する共有ディレクトリ名を指定します。実行系サーバの
動作環境を設定する場合に指定してください。このオプションを省略した場合は，待機
系サーバの動作環境が設定されます。

戻り値

0 正常終了

1 異常終了
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jegn_spmd_reload
jegn_spmd_reload

機能

JP1/IM - EG for NNMiのプロセスの状態を更新します。JP1/IM - EG for NNMiの定義
情報を変更した場合に，変更した内容を再度読み込んで有効にします。

jegn_spmd_reloadコマンドの実行で有効になる定義ファイルについては，「6.2.1　定
義ファイルを変更する」を参照してください。

形式
jegn_spmd_reload [-h 論理ホスト名]
                 [-t 監視時間]

実行権限

Windowsの場合：Administrators権限。ただし，UAC機能が有効な場合は，管理者コ
ンソールから実行してください。

UNIXの場合：スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ

Windowsの場合
EG for NNMiパス¥bin

UNIXの場合
/opt/jp1eg4nnmi/bin

引数

-h 論理ホスト名

クラスタシステムで運用している場合に，論理ホスト名を指定します。指定できる文字
数は，1～ 255（単位：バイト）です。このオプションを省略した場合，環境変数
JP1_HOSTNAMEに指定した論理ホスト名が設定されます。環境変数 JP1_HOSTNAMEを

指定していない場合，物理ホスト名が設定されます。クラスタシステムを使用していな
い場合には指定は不要です。

-t 監視時間

jegn_spmd_reloadコマンドの実行終了を待つ時間を秒単位で指定します。指定できる

値は，0～ 32767（単位：秒）です。このオプションを省略した場合，60が設定されま
す。指定した時間内に jegn_spmd_reloadコマンドの実行が終わらない場合，

jegn_spmd_reloadコマンドの実行が失敗したとみなされ，変更前の定義内容で動作が

継続されます。
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jegn_spmd_reload
注意事項

同一ホスト上で，jegn_spmd_reloadおよび jegn_spmd_statusコマンドを同時に

複数実行することはできません。

戻り値

0 正常終了

0以外の値 異常終了
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jegn_spmd_status
jegn_spmd_status

機能

JP1/IM - EG for NNMiの管理するプロセスが起動または終了しているかどうかを確認す
るコマンドです。jegn_spmd_statusコマンドを実行して正常にプロセスが動作してい

るときは，プロセス名（jegneg4nnmi）とプロセス IDが表示されます。

JP1/IM - EG for NNMiの管理するプロセスについては，「付録 B　プロセス一覧」を参
照してください。

形式
jegn_spmd_status [-h 論理ホスト名]
                 [-t 監視時間]

実行権限

Windowsの場合：Administrators権限。ただし，UAC機能が有効な場合は，管理者コ
ンソールから実行してください。

UNIXの場合：スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ

Windowsの場合
EG for NNMiパス¥bin

UNIXの場合
/opt/jp1eg4nnmi/bin

-h 論理ホスト名

クラスタシステムで運用している場合に，論理ホスト名を指定します。指定できる文字
数は，1～ 255（単位：バイト）です。このオプションを省略した場合，環境変数
JP1_HOSTNAMEに指定した論理ホスト名が設定されます。環境変数 JP1_HOSTNAMEを

指定していない場合，物理ホスト名が設定されます。クラスタシステムを使用していな
い場合には指定は不要です。

-t 監視時間

jegn_spmd_statusコマンドの実行終了を待つ時間を秒単位で指定します。指定できる

値は，0～ 32767（単位：秒）です。このオプションを省略した場合，60が設定されま
す。指定した時間内に jegn_spmd_statusコマンドの実行が終わらない場合，

jegn_spmd_statusコマンドの実行が失敗したとみなされます。

注意事項

同一ホスト上で，jegn_spmd_reloadおよび jegn_spmd_statusコマンドを同時に
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7.　コマンド
jegn_spmd_status
複数実行することはできません。

戻り値

0 すべてのプロセスが起動している

1 プロセス管理との通信などでエラーが発生した，またはクラスタシステムで運用
している場合に共有フォルダ（共有ディレクトリ）がマウントされていない

4 一部のプロセスが停止している

8 すべてのプロセスが停止している

12 要求処理中，またはタイムアウトした（リトライ可能）
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7.　コマンド
jegn_start（UNIX限定）
jegn_start（UNIX限定）

機能

JP1/IM - EG for NNMiを自動的に起動するためのスクリプトです。

このスクリプトを使用するためには，JP1/IM - EG for NNMiのインストールとセット
アップの完了後，次に示すコマンドの実行が必要です。

# cd /etc/opt/jp1eg4nnmi
# cp -p jegn_start.model jegn_start

上記のコマンドを実行すると，システムの開始時に JP1/IM - EG for NNMiが自動的に
起動するようになります。

なお，上記のコマンドを実行する前に JP1/Baseを起動してください。JP1/Baseのイベ
ントサービスが起動していない場合に上記のコマンドを実行したときは，エラーとなり
ます。

JP1/IM - EG for NNMiのプロセスに起動要求を出したあと，戻り値 0で終了します。プ
ロセスが正しく起動したかどうかは，jegn_spmd_statusコマンドで確認してくださ

い。

形式
jegn_start

実行権限

スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ
/etc/opt/jp1eg4nnmi

戻り値

0 正常終了

1 引数が指定されている，またはイベントサービスが起動していない

2 ログディレクトリがない
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7.　コマンド
jegn_start.cluster（UNIX限定）
jegn_start.cluster（UNIX限定）

機能

クラスタシステムで運用している場合に，論理ホスト上の JP1/IM - EG for NNMiを起
動します。クラスタソフトにこのコマンドを登録することによって，JP1/IM - EG for 
NNMiが起動します。

このコマンドを実行する前に，同じ論理ホスト上の JP1/Baseを起動してください。
JP1/Baseのイベントサービスが起動していない場合にこのコマンドを実行したときは，
エラーとなります。

JP1/IM - EG for NNMiのプロセスに起動要求を出したあと，戻り値 0で終了します。プ
ロセスが正しく起動したかどうかは，jegn_start.clusterコマンドの終了後，

jegn_spmd_statusコマンドで確認してください。

形式
jegn_start.cluster [論理ホスト名]

実行権限

スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ
/etc/opt/jp1eg4nnmi

引数

論理ホスト名

このコマンドを実行させたい論理ホスト名を指定します。指定できる文字数は，1～ 63
（単位：バイト）です。このオプションを省略した場合，環境変数 JP1_HOSTNAMEに指

定した論理ホスト名が設定されます。環境変数 JP1_HOSTNAMEを指定していない場合，

物理ホスト名が設定されます。

戻り値

0 正常終了

1 引数が二つ以上指定されている，またはイベントサービスが起動していない

2 ログディレクトリがない
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7.　コマンド
jegn_stop（UNIX限定）
jegn_stop（UNIX限定）

機能

JP1/IM - EG for NNMiを自動的に終了するためのスクリプトです。

このスクリプトを使用するためには，JP1/IM - EG for NNMiのインストールとセット
アップの完了後，次に示すコマンドの実行が必要です。

# cd /etc/opt/jp1eg4nnmi
# cp -p jegn_stop.model jegn_stop

上記のコマンドを実行すると，システムの終了時に JP1/IM - EG for NNMiが自動的に
終了するようになります。

形式
jegn_stop

実行権限

スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ
/etc/opt/jp1eg4nnmi

戻り値

0 正常終了

1 引数が指定されている，または停止要求がタイムアウトした
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7.　コマンド
jegn_stop.cluster（UNIX限定）
jegn_stop.cluster（UNIX限定）

機能

クラスタシステムで運用している場合に，論理ホスト上の JP1/IM - EG for NNMiを終
了します。このコマンドを実行する場合は，クラスタソフトにこのコマンドを登録して
ください。

形式
jegn_stop.cluster [論理ホスト名]

実行権限

スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ
/etc/opt/jp1eg4nnmi

引数

論理ホスト名

このコマンドを実行させたい論理ホスト名を指定します。指定できる文字数は，1～ 63
（単位：バイト）です。このオプションを省略した場合，環境変数 JP1_HOSTNAMEに指

定した論理ホスト名が設定されます。環境変数 JP1_HOSTNAMEを指定していない場合，

物理ホスト名が設定されます。

注意事項

このコマンドは同時に複数実行することはできません。

戻り値

0 正常終了

1 引数が二つ以上指定されている，または停止要求がタイムアウトした
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8　 JP1イベント
この章では，NNMiインシデントを変換した JP1イベント，
および JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベントの，種
類とその属性について説明します。

8.1 JP1イベントの属性

8.2 NNMiインシデントを変換した JP1イベント

8.3 JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベント

8.4 JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベントの詳細
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8.　JP1イベント
8.1　JP1イベントの属性

JP1/IM - EG for NNMiで扱う JP1イベントには，次の二つがあります。

• NNMiインシデントを変換した JP1イベント
• JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベント

それぞれの JP1イベントの詳細については，8.2節以降で説明します。この節では，JP1
イベントの属性について説明します。

JP1イベントの属性には基本属性と拡張属性があります。

基本属性
すべての JP1イベントが持っている属性です。

拡張属性
JP1イベントを発行するプログラムが独自に割り当てる属性です。拡張属性には，
さらに次の二つの情報があります。
• 共通情報

JP1プログラムで統一されている情報を示します。
• 固有情報
共通情報以外の拡張属性を示します。
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8.　JP1イベント
8.2　NNMiインシデントを変換した JP1イベン
ト

NNMiインシデントを JP1イベントに変換する場合，NNMiインシデントの属性と JP1
イベントの属性がマッピングされます。マッピングされる属性には，次の二つがありま
す。

• デフォルトでマッピングされる属性
• NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに設定することで，追加でマッピン
グされる属性

NNMiインシデントを変換した JP1イベントの属性を次の表に示します。

表 8-1　NNMiインシデントを変換した JP1イベントの属性

属
性
種
別

項目 属性名 内容 サイ
ズ

マッ
ピン
グ

基
本
属
性

イベ
ント
ID

なし 発行アプリケーションのプログラム
や事象の内容を表す値。
NNMiの場合：0x00006100

－ ◎

メッ
セー
ジ

なし イベントの内容を表した文字列。
デフォルトでは，NNMiインシデン
トのメッセージが設定される。
NNMiインシデント転送フィルター
定義ファイルでマッピングを設定で
きる。

－ ◎

拡
張
属
性

共
通
情
報

重大
度

SEVERITY NNMiインシデントの重大度を JP1
イベントの重大度に変換したもの。
NNMiインシデント転送フィルター
定義ファイルでマッピングを設定で
きる。

5～
11
バイ
ト

◎

プロ
ダク
ト名

PRODUCT_NAME JP1イベントを発行したプログラム
名。
NNMiの場合：/HITACHI/JP1/IM/
NNMI_INCIDENT

29
バイ
ト

◎

オブ
ジェ
クト
タイ
プ

OBJECT_TYPE イベント発行の契機となったオブ
ジェクトの種類を表す名称。
NNMiの場合：NNMI_INCIDENT

13
バイ
ト

◎

オブ
ジェ
クト
名

OBJECT_NAME イベント発行の契機となったオブ
ジェクト（ジョブ，ジョブネットな
ど）の名称。
NNMiの場合：NNMiで設定された
イベント名（NNMI_NAME）

1～
64
文字

◎

111



8.　JP1イベント
登録
名タ
イプ

ROOT_OBJECT_TYPE オブジェクトの種別。
NNMiの場合：NNMI_INCIDENT

13
バイ
ト

◎

登録
名

ROOT_OBJECT_NAME ユーザーの操作時に実行を指示する
単位になる名称。
NNMiの場合：NNMiで設定された
イベント名（NNMI_NAME）

1～
64
文字

◎

事象
種別

OCCURRENCE オブジェクト名に示したオブジェク
トに対して起こった事象。
NNMiの場合：RECEIVE

7バ
イト

◎

固
有
情
報

拡張
属性
マッ
ピン
グ実
行結
果

NNMI_EM_RESULT 追加した拡張属性のマッピング処理
の実行結果。
詳細については，「4.1.3(3)(b)　拡張
属性のマッピング結果の確認」を参
照してください。

1～
19
バイ
ト

◎※ 1

イン
シデ
ント
UUI
D

NNMI_UUID NNMiインシデントの UUID。 1～
36
文字

◎※ 1

ソー
スオ
ブ
ジェ
クト
名

NNMI_SRC_NAME NNMiインシデントのソースオブ
ジェクト名。

1～
255
文字

○

ソー
ス種
別

NNMI_SRC_TYPE NNMiインシデントのソース種別。 1～
50
文字

○

ソー
ス
ノー
ド

NNMI_SRC_NODE_NA
ME

NNMiインシデントのソースノード
名。

1～
255
文字

◎

名前 NNMI_NAME NNMiインシデントの名前。 1～
64
文字

◎

NN
Miイ
ンシ
デン
トの
重大
度

NNMI_SEVERITY NNMiインシデントの重大度。 1～
255
文字

◎

属
性
種
別

項目 属性名 内容 サイ
ズ

マッ
ピン
グ

112



8.　JP1イベント
優先
度

NNMI_PRIORITY NNMiインシデントの優先度。 1～
255
文字

○

ライ
フサ
イク
ル状
態

NNMI_LIFECYCLE_ST
ATE

NNMiインシデントのライフサイク
ル状態。

1～
255
文字

○

割り
当て
先

NNMI_ASSIGNED_TO NNMiインシデントの割り当て先。 1～
255
文字

○

カテ
ゴリ

NNMI_CATEGORY NNMiインシデントのカテゴリ。 1～
255
文字

○

ファ
ミ
リー

NNMI_FAMILY NNMiインシデントのファミリー。 1～
255
文字

○

発生
元

NNMI_ORIGIN NNMiインシデントの発生元。 1～
255
文字

○

相関
処理
特性

NNMI_NATURE NNMiインシデントの相関処理特
性。

1～
255
文字

○

重複
数

NNMI_DUPLICATE_C
OUNT

NNMiインシデントの重複数。 1～
10
バイ
ト

○

メッ
セー
ジ

NNMI_FORMATTED_
MESSAGE

NNMiインシデントのメッセージ。 1～
1,02
4文
字

◎

注 NNMI_NOTES NNMiインシデントの注。 1～
256
文字

○

RCA
アク
ティ
ブ

NNMI_RCA_ACTIVE NNMiインシデントの RCAアク
ティブ。

4～
5文
字

○

元の
発生
日時

NNMI_ORIGIN_OCCU
R_TIME

NNMiインシデントの元の発生日時
※ 2。

1～
17
バイ
ト

◎

属
性
種
別

項目 属性名 内容 サイ
ズ

マッ
ピン
グ
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8.　JP1イベント
元の
発生
日時
（ミリ
秒）

NNMI_ORIGIN_OCCU
R_TIME_MS

NNMiインシデントの元の発生日時
（ミリ秒）※ 3。

1～
19
バイ
ト

○

最初
の発
生日
時

NNMI_FIRST_OCCUR
_TIME

NNMiインシデントの最初の発生日
時※ 2。

1～
17
バイ
ト

○

最初
の発
生日
時
（ミリ
秒）

NNMI_FIRST_OCCUR
_TIME_MS

NNMiインシデントの最初の発生日
時（ミリ秒）※ 3。

1～
19
バイ
ト

○

最後
の発
生日
時

NNMI_LAST_OCCUR_
TIME

NNMiインシデントの最後の発生日
時※ 2。

1～
17
バイ
ト

○

最後
の発
生日
時
（ミリ
秒）

NNMI_LAST_OCCUR_
TIME_MS

NNMiインシデントの最後の発生日
時（ミリ秒）※ 3。

1～
19
バイ
ト

○

作成
日時

NNMI_CREATED NNMiインシデントの作成日時※ 2。 1～
17
バイ
ト

○

作成
日時
（ミリ
秒）

NNMI_CREATED_MS NNMiインシデントの作成日時（ミ
リ秒）※ 3。

1～
19
バイ
ト

○

最終
変更
日時

NNMI_MODIFIED NNMiインシデント取得時点の最終
変更日時※ 2。

1～
17
バイ
ト

○

最終
変更
日時
（ミリ
秒）

NNMI_MODIFIED_MS NNMiインシデント取得時点の最終
変更日時（ミリ秒）※ 3。

1～
19
バイ
ト

○

重大
度の
一意
キー

NNMI_SEVERITY_UK NNMiインシデントの重大度の一意
キー。

5～
8バ
イト

◎※ 1

属
性
種
別

項目 属性名 内容 サイ
ズ

マッ
ピン
グ
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8.　JP1イベント
優先
度の
一意
キー

NNMI_PRIORITY_UK NNMiインシデントの優先度の一意
キー。

1～
80
文字

○※ 1

ライ
フサ
イク
ル状
態の
一意
キー

NNMI_LIFECYCLE_ST
ATE_UK

NNMiインシデントのライフサイク
ル状態の一意キー。

1～
80
文字

○※ 1

カテ
ゴリ
の一
意
キー

NNMI_CATEGORY_UK NNMiインシデントのカテゴリの一
意キー。

1～
80
文字

○※ 1

ファ
ミ
リー
の一
意
キー

NNMI_FAMILY_UK NNMiインシデントのファミリーの
一意キー。

1～
80
文字

○※ 1

発生
元の
一意
キー

NNMI_ORIGIN_UK NNMiインシデントの発生元の一意
キー。

5～
18
バイ
ト

○※ 1

相関
処理
特性
の一
意
キー

NNMI_NATURE_UK NNMiインシデントの相関処理特性
の一意キー。

4～
18
バイ
ト

○※ 1

カス
タム
属性
数

NNMI_CIA_NUM NNMiインシデントのカスタム属性
数。

1～
10
バイ
ト

○

カス
タム
属性
名

NNMI_CIA_NAME_$n NNMiインシデントのカスタム属性
名。
$nはカスタム属性のインデックス※
4。

1～
80
文字

○

カス
タム
属性
タイ
プ

NNMI_CIA_TYPE_$n NNMiインシデントのカスタム属性
タイプ。
$nはカスタム属性のインデックス※
4。

6～
15
バイ
ト

○

属
性
種
別

項目 属性名 内容 サイ
ズ

マッ
ピン
グ
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8.　JP1イベント
（凡例）
－：サイズを考慮する必要はない
◎：デフォルトでマッピングされる属性
○：NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに設定することで，追加でマッピングさ
れる属性

注※ 1
NNMiインシデントが内部的に保持する属性です。通常の運用時には使用しないため，JP1イ
ベントに変換しても，デフォルトでは JP1/IM - Viewの［イベント詳細］画面には表示されま
せん。これらの属性を表示したい場合は，「4.4.1(3)　内部属性を［イベント詳細］画面に表示
したい場合」を参照してください。

注※ 2
1970年 1月 1日 00:00:00（世界標準時）から経過した秒数で表されます。なお，JP1/IM - 
Viewの［イベント詳細］画面に表示されるときは，ビューアーホストのローカルタイムゾーン
で指定された時刻を使用して，時刻形式で書式化して表示されます。

注※ 3
1970年 1月 1日 00:00:00（世界標準時）から経過したミリ秒数で表されます。

注※ 4
$nは 1～カスタム属性数（NNMI_CIA_NUM）の数字が入ります。なお，JP1/IM - Viewの
［イベント詳細］画面にデフォルトで表示されるのは，$nが 1～ 20の属性です。21以降の属
性を表示したい場合は，「4.4.1(4)　カスタム属性を［イベント詳細］画面に表示したい場合」
を参照してください。
例：4番目のカスタム属性値の場合「CIAVALUE_4」と定義してください。

カス
タム
属性
値

NNMI_CIA_VALUE_$n NNMiインシデントのカスタム属性
値。
$nはカスタム属性のインデックス※
4。

1～
2,00
0文
字

○

NN
Mi接
続プ
ロト
コル

NNMI_PROTOCOL NNMiに接続するときのプロトコ
ル。

4～
5バ
イト

◎※ 1

NN
Mi
サー
バ名

NNMI_SERVER 接続先の NNMiのホスト名。 1～
255
バイ
ト

◎※ 1

NN
Mi
ポー
ト番
号

NNMI_PORT 接続先の NNMiのポート番号。 1～
5バ
イト

◎※ 1

属
性
種
別

項目 属性名 内容 サイ
ズ

マッ
ピン
グ
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8.　JP1イベント
8.3　JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベ
ント

JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベントの属性を次の表に示します。

表 8-2　JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベントの属性

属性種別 項目 属性名 内容

基本属
性

イベン
ト ID

なし 発行アプリケーションのプログラムや事象の
内容を表す値。

メッ
セージ

なし イベントの内容を表した文字列。

拡張属
性

共通情
報

重大度 SEVERITY JP1イベントの緊急性を表す。緊急性の高い
順に，次の値がある。
Emergency（緊急）
Alert（警戒）
Critical（致命的）
Error（エラー）
Warning（警告）
Notice（通知）
Information（情報）
Debug（デバッグ）

プロダ
クト名

PRODUCT_NAME JP1イベントを発行したプログラム名。
JP1/IM - EG for NNMiの場合のプログラム
名を次に示す。
/HITACHI/JP1/IM/NNMI/SPMD

オブ
ジェク
トタイ
プ

OBJECT_TYPE イベント発行の契機となったオブジェクトの
種類を表す名称。

オブ
ジェク
ト名

OBJECT_NAME イベント発行の契機となったオブジェクト
（ジョブ，ジョブネットなど）の名称。

事象種
別

OCCURRENCE オブジェクト名に示したオブジェクトに対し
て起こった事象。
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8.　JP1イベント
8.4　JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベ
ントの詳細

この節では，JP1/IM - EG for NNMiが出力するイベントの詳細について説明します。

8.4.1　JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベント一覧
JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベントを次の表に示します。

表 8-3　JP1/IM - EG for NNMiが出力する JP1イベント一覧

（凡例）
－：NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルでマッピングしたメッセージが出力され
る。

注※
プロセスの異常時に JP1イベントを発行させる設定をした場合にだけ発行されます。JP1イベ
ントを発行させる設定については，「2.4.5(3)　プロセス異常検知時の JP1イベントの発行の設
定」を参照してください。

8.4.2　JP1イベントの詳細
JP1イベントの詳細をイベント ID別に示します。

（1） イベント ID：0x00006100の詳細

NNMiインシデントを変換した JP1イベントです。詳細については，「8.2　NNMiイン
シデントを変換した JP1イベント」を参照してください。

イベント ID 発行契機 メッセージ

0x00006100 NNMiインシデントを JP1イベントに変換した
場合

－

0x000061F0※ プロセスが異常終了した場合 KAVB3737-E コンポーネント
名 の 管理対象プロセス名は異
常終了しました

0x000061F1※ プロセス起動時にタイムアウトした場合 KAVB3613-W コンポーネン
ト名の管理対象プロセス名の
起動がタイムアウトしました 
処理を継続します

0x000061F2※ 異常終了したプロセスが再起動を完了した場合 KAVB3616-I コンポーネント
名 の管理対象プロセス名 の再
起動が完了しました
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（2） イベント ID：0x000061F0の詳細

（3） イベント ID：0x000061F1の詳細

（4） イベント ID：0x000061F2の詳細

属性種別 項目 属性名 内容

基本属性 イベント ID なし 0x000061F0

メッセージ なし KAVB3737-E コンポーネント名 
の管理対象プロセス名は異常終了
しました

拡張属性 共通情
報

重大度 SEVERITY Error

プロダクト名 PRODUCT_NA
ME

/HITACHI/JP1/IM/NNMI/SPMD

オブジェクトタイプ OBJECT_TYPE SPMD

オブジェクト名 OBJECT_NAME 異常終了したプロセス名

事象種別 OCCURRENCE NOTICE

属性種別 項目 属性名 内容

基本属性 イベント ID なし 0x000061F1

メッセージ なし KAVB3613-W コンポーネント名 
の管理対象プロセス名の起動がタ
イムアウトしました 処理を継続
します

拡張属性 共通情
報

重大度 SEVERITY Warning

プロダクト名 PRODUCT_NA
ME

/HITACHI/JP1/IM/NNMI/SPMD

オブジェクトタイプ OBJECT_TYPE SPMD

オブジェクト名 OBJECT_NAME 起動がタイムアウトしたプロセス
名

事象種別 OCCURRENCE NOTICE

属性種別 項目 属性名 内容

基本属性 イベント ID なし 0x000061F2

メッセージ なし KAVB3616-I コンポーネント名 
の管理対象プロセス名の再起動が
完了しました
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拡張属性 共通情
報

重大度 SEVERITY Information

プロダクト名 PRODUCT_NA
ME

/HITACHI/JP1/IM/NNMI/SPMD

オブジェクトタイプ OBJECT_TYPE SPMD

オブジェクト名 OBJECT_NAME 再起動したプロセス名

事象種別 OCCURRENCE NOTICE

属性種別 項目 属性名 内容
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9　 メッセージ
この章では，JP1/IM - EG for NNMiが出力するメッセージに
ついて説明します。

9.1 メッセージの出力先一覧

9.2 メッセージの形式

9.3 メッセージ一覧
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9.　メッセージ
9.1　メッセージの出力先一覧
この節では，JP1/IM - EG for NNMiが出力する各メッ
セージの出力先を一覧で示します。

9.1.1　インストールに関す
るメッセージ
（KNAG0001～

KNAG0999）の出力
先

JP1/IM - EG for NNMiのインストールに関するメッセー
ジの出力先を次の表に示します。

（凡例）
○：出力する
－：出力しない

表 9-1　インストールに関するメッセージの出力先

9.1.2　コマンド実行に関す
るメッセージ
（KNAG1000～

KNAG1999）の出力
先

JP1/IM - EG for NNMiのコマンド実行に関するメッセー
ジの出力先を次の表に示します。

（凡例）
○：出力する
－：出力しない

表 9-2　コマンド実行に関するメッセージの出力先

メッセージ ID 出力先

プロセス別トレースログ ダイアログ

KNAG0001～
KNAG0002

○ ○

KNAG0003 － ○

KNAG0004～
KNAG00011

○ ○

メッセージ ID 出力先

統合トレー
スログ

プロセス別トレー
スログ

標準出力 標準エラー出力

KNAG1000～
KNAG1002

－ ○ ○ －

KNAG1004 － － ○ －

KNAG1005～
KNAG1007

－ ○ － ○

KNAG1008 － － － ○

KNAG1009～
KNAG1023

－ ○ － ○

KNAG1024 － ○ ○ －

KNAG1025 － ○ － ○

KNAG1026～
KNAG1027

－ ○ ○ －
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9.　メッセージ
9.1.3　サービスに関する
メッセージ
（KNAG2000～

KNAG2999）の出力
先

JP1/IM - EG for NNMiのサービスに関するメッセージの
出力先を次の表に示します。

（凡例）

KNAG1028 － ○ － ○

KNAG1029～
KNAG1033

－ ○ ○ －

KNAG1034 － － ○ －

KNAG1035 － ○ － ○

KNAG1036 － － － ○

KNAG1037 － － ○ －

KNAG1039～
KNAG1041

－ － － ○

KNAG1042 － ○ － ○

KNAG1043 － ○ ○ －

KNAG1044～
KNAG1045

－ － ○ －

KNAG1046 － － － ○

KNAG1047～
KNAG1048

－ － ○ －

KNAG1050 － ○ － ○

KNAG1051 － ○ － ○

KNAG1052～
KNAG1054

－ － － ○

KNAG1055 － ○ ○ －

KNAG1056 － ○ － ○

KNAG1057～
KNAG1058

○ － － ○

KNAG1059 － ○ － ○

KNAG1060 ○ － － ○

KNAG1061 － ○ － ○

KNAG1063～
KNAG1064

－ ○ － ○

KNAG1066～
KNAG1067

－ ○ － ○

KNAG1900～
KNAG1901

－ ○ － ○

メッセージ ID 出力先

統合トレー
スログ

プロセス別トレー
スログ

標準出力 標準エラー出力
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9.　メッセージ
○：出力する －：出力しない

表 9-3　サービスに関するメッセージの出力先

9.1.4　プロセス管理に関す
るメッセージ
（KAVB3501～
KAVB3999）の出力
先

JP1/IM - EG for NNMiのプロセス管理に関するメッセー

ジの出力先を次の表に示します。

（凡例）
○：出力する
－：出力しない

注意事項
表中のメッセージ以外にも，内部エラーメッセージな
どの，メッセージ ID付きメッセージが出力されるこ
とがあります。

表 9-4　プロセス管理に関するメッセージの出力先

メッセージ ID 出力先

統合トレースログ プロセス別トレース
ログ

標準エラー出力

KNAG2000～
KNAG2004

○ ○ －

KNAG2006 ○ ○ －

KNAG2008～
KNAG2013

○ ○ －

KNAG2015～
KNAG2021

○ ○ －

KNAG2032～
KNAG2034

○ ○ －

KNAG2036～
KNAG2043

○ ○ －

KNAG2046～
KNAG2053

○ ○ －

KNAG2055 ○ ○ －

KNAG2057～
KNAG2062

○ ○ －

KNAG2064～
KNAG2070

○ ○ －

KNAG2071 ○ ○ －

KNAG2074～
KNAG2078

○ ○ －

KNAG2900～
KNAG2901

○ ○ －

メッセージ ID 出力先

syslog イベントログ 統合トレース
ログ

標準出力 標準エラー
出力

JP1イベン
ト

KAVB3501 ○ ○ － － － －

KAVB3502 － － ○ － ○ －
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9.　メッセージ
KAVB3503 － － － － ○ －

KAVB3504 － － ○ － ○ －

KAVB3516 ○ － － － ○ －

KAVB3552～
KAVB3554

－ － ○ － － －

KAVB3564 － － ○ － － －

KAVB3574 － － ○ － － －

KAVB3577～
KAVB3578

－ － ○ － － －

KAVB3586 － － ○ － － －

KAVB3597 － － ○ － － －

KAVB3599 － － ○ － － －

KAVB3602～
KAVB3605

－ － ○ － － －

KAVB3608～
KAVB3610

－ － ○ － － －

KAVB3612 － － ○ － － －

KAVB3613 ○ ○ ○ － － ○

KAVB3614 ○ ○ ○ － － －

KAVB3616 － － － － － ○

KAVB3620 ○ ○ ○ ○ － －

KAVB3621 ○ － ○ － － －

KAVB3623 ○ － ○ － － －

KAVB3624 ○ ○ ○ － － －

KAVB3625 － － ○ ○ － －

KAVB3626 ○ ○ ○ ○ － －

KAVB3627 － － ○ － － －

KAVB3631 － － ○ － － －

KAVB3642 － － ○ － － －

KAVB3643～
KAVB3644

○ ○ ○ － － －

KAVB3645～
KAVB3646

－ － ○ － － －

KAVB3647 － － ○ － － －

KAVB3649 ○ ○ ○ ○ － －

KAVB3651～
KAVB3662

－ － ○ ○ － －

KAVB3663 － － － － ○ －

メッセージ ID 出力先

syslog イベントログ 統合トレース
ログ

標準出力 標準エラー
出力

JP1イベン
ト
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KAVB3672 － － ○ ○ － －

KAVB3674～
KAVB3678

－ － ○ ○ － －

KAVB3680～
KAVB3684

－ － ○ ○ － －

KAVB3685 － － － ○ － －

KAVB3690～
KAVB3694

－ － － ○ － －

KAVB3705 － － ○ － － －

KAVB3732 － － ○ － － －

KAVB3736 － － ○ － － －

KAVB3737 ○ ○ ○ － － ○

KAVB3743～
KAVB3745

－ － ○ － － －

KAVB3752 ○ ○ ○ － － －

KAVB3760～
KAVB3769

－ － ○ － － －

KAVB3777～
KAVB3779

－ － ○ － － －

KAVB3786 － － ○ － － －

KAVB3788 ○ ○ ○ － － －

KAVB3802 － － ○ － － －

KAVB3840～
KAVB3841

－ － ○ － － －

KAVB3846 － － ○ － － －

KAVB3855 － － ○ － － －

KAVB3862 ○ ○ ○ － － －

KAVB3863 － － ○ － － －

KAVB3870 ○ ○ － ○ － －

KAVB3871 － － － ○ － －

KAVB3872 ○ ○ － ○ － －

KAVB3873 － － － ○ － －

KAVB3874～
KAVB3875

○ ○ － ○ － －

KAVB3899 － － － ○ － －

KAVB3905 － － ○ － － －

KAVB3908 － － ○ － － －

KAVB3910 － － ○ － － －

メッセージ ID 出力先

syslog イベントログ 統合トレース
ログ

標準出力 標準エラー
出力

JP1イベン
ト
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KAVB3911～
KAVB3914

－ － ○ ○ － －

KAVB3935 － － ○ － － －

KAVB3960 － － － ○ － －

KAVB3961 － － ○ ○ － －

KAVB3981 － － ○ － － －

KAVB3984 － － ○ － － －

KAVB3986 － － ○ ○ － －

メッセージ ID 出力先

syslog イベントログ 統合トレース
ログ

標準出力 標準エラー
出力

JP1イベン
ト
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9.2　メッセージの形式
この節では，JP1/IM - EG for NNMiが出力するメッセー
ジの形式について説明します。

JP1/IM - EG for NNMiでは，日本語と英語のメッセージ
をサポートしています。

9.2.1　メッセージの出力形
式

メッセージはメッセージ IDと，それに続くメッセージテ
キストで構成されています。出力されるメッセージの形式
を次に示します。

KAVBnnnnnnnnnnnnnnnn-ZZZZ　メッセージテキストメッセージテキストメッセージテキストメッセージテキスト

KNAGnnnnnnnnnnnnnnnn-ZZZZ　メッセージテキストメッセージテキストメッセージテキストメッセージテキスト

メッセージ IDは次の内容で構成されています。

K
システム識別子を示します。

AVB，NAG
JP1/IM - EG for NNMiのメッセージであることを示
します。

nnnn
メッセージの通し番号です。

Z
メッセージの種類を表します。
E：エラーメッセージを示します。処理は中断されま
す。
W：警告メッセージを示します。メッセージ出力後，
処理は続行されます。
I：通知メッセージを示します。ユーザーに情報を知
らせます。
Q：通知メッセージを示します。ユーザーに実行の選
択を促します。

9.2.2　メッセージの記載形
式

このマニュアルでのメッセージの記載形式を次に示しま
す。

メッセージメッセージメッセージメッセージ IDIDIDID
英語メッセージテキスト
日本語メッセージテキスト

メッセージの説明文

(S)(S)(S)(S)
システムの処置を示します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージが出力されたときに，オペレーターのとる
処置を示します。

9.2.3　システム管理者の方
へ

運用中にトラブルが発生した場合は，「10.　トラブル
シューティング」を参照してログ情報を採取し，初期調査
をしてください。

トラブル要因の初期調査をする場合は，OSのログ情報
（Windowsの場合はWindowsイベントログ，UNIXの場
合は syslog）や，JP1/IM - EG for NNMiが出力する各種
ログ情報を参照してください。これらのログ情報でトラブ
ル発生時間帯の内容を参照して，トラブルを回避したり，
トラブルに対処したりしてください。

また，トラブルが発生するまでの操作方法などを記録して
ください。同時に，できるだけ再現性の有無を確認するよ
うにしてください。
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9.3　メッセージ一覧
JP1/IM - EG for NNMiが出力するメッセージ IDの付い
たメッセージの一覧を次に示します。

9.3.1　インストールに関す
るメッセージ
（KNAG0001～
KNAG0999）

KNAG0001-EKNAG0001-EKNAG0001-EKNAG0001-E
You do not have the necessary permissions to perform an 
installation with the current login account. Use an 
administrator account. The installation will now be 
canceled.
ログインアカウントはインストールするために必要な権限
を持っていません。管理者アカウントを使用してくださ
い。

ログインアカウントはインストールするために必要な権限
を持っていません。

（（（（SSSS））））
処理を中断します。

（（（（OOOO））））
管理者アカウントを使用してインストールしてくださ
い。

KNAG0002-EKNAG0002-EKNAG0002-EKNAG0002-E
A prerequisite version of JP1/Base is not installed. The 
installation will now be canceled.
前提バージョンのJP1/Baseがインストールされていませ
ん。インストールを中断します。

前提バージョンの JP1/Baseがインストールされていませ
ん。

（（（（SSSS））））
処理を中断します。

（（（（OOOO））））
前提バージョンの JP1/Baseをインストールしてくだ
さい。

KNAG0003-WKNAG0003-WKNAG0003-WKNAG0003-W
This platform is not supported. Do you want to cancel the 
installation?
このプラットフォームは未サポートです。インストールを
中断しますか？

処理を中断してよいかどうかを確認するメッセージです。

（（（（SSSS））））
［はい］ボタンを押すと，処理を中断します。［いい

え］ボタンを押すと，処理を続行します。

（（（（OOOO））））
サポートしている OSにインストールしてください。

KNAG0004-EKNAG0004-EKNAG0004-EKNAG0004-E
The installation will be canceled because the service "
サービス名" is running.
サービス(サービス名)が起動しているため，処理を中断し
ます

サービスが起動中のためインストールを中断します。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービス停止後，インストールしてください。

KNAG0005-EKNAG0005-EKNAG0005-EKNAG0005-E
An attempt to create a file has failed.
ファイルの作成に失敗しました

インストールに必要なファイルの作成に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
上書きインストールの場合は，インストールフォルダ
以下のフォルダおよびファイルに書き込み権限がある
か確認し，再度インストールしてください。
それ以外の場合は，システム管理者に連絡してくださ
い。

KNAG0006-EKNAG0006-EKNAG0006-EKNAG0006-E
An attempt to register shared definition information has 
failed.
共通定義情報の登録に失敗しました

共通定義情報の登録に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
資料を採取してシステム管理者に連絡してください。

KNAG0007-EKNAG0007-EKNAG0007-EKNAG0007-E
There is not enough memory. Stop any unnecessary 
applications, and then reattempt the installation.
メモリが不足しています。不要なアプリケーションを停止
後，再度インストールしてください。

メモリが不足しているためインストールができません。

(S)(S)(S)(S)
129



KNAG0008-EKNAG0008-EKNAG0008-EKNAG0008-E    ～～～～    KNAG1005-EKNAG1005-EKNAG1005-EKNAG1005-E
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
資料を採取してシステム管理者に連絡してください。

KNAG0008-EKNAG0008-EKNAG0008-EKNAG0008-E
An attempt to acquire the product information failed 
because there are not enough resources. (details = 関数名
, 戻り値)
リソース不足のため製品情報取得に失敗しました (詳細情
報: 関数名, 戻り値)

リソース不足のため製品情報取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
資料を採取してシステム管理者に連絡してください。

KNAG0009-EKNAG0009-EKNAG0009-EKNAG0009-E
An attempt to acquire the product information failed 
because the environment is invalid. (details = 関数名, 戻
り値)
環境不正のため製品情報取得に失敗しました (詳細情報: 
関数名, 戻り値)

環境不正のため製品情報取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
資料を採取してシステム管理者に連絡してください。

KNAG0010-EKNAG0010-EKNAG0010-EKNAG0010-E
Code 9999: The media might be defective. Please contact 
the vendor.
コード 9999 媒体不良の可能性があります。購入元にご連
絡ください。

媒体不良の可能性があります。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
購入元にご連絡ください。

KNAG0011-EKNAG0011-EKNAG0011-EKNAG0011-E
An internal error occurred. Use the data acquisition 
command to acquire data, and then contact the system 
administrator.
内部エラーが発生しました。資料を採取してシステム管理
者に連絡してください。

内部エラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
資料を採取してシステム管理者に連絡してください。

9.3.2　コマンド実行に関す
るメッセージ
（KNAG1000～
KNAG1999）

KNAG1000-IKNAG1000-IKNAG1000-IKNAG1000-I
The setup command ended successfully.
セットアップコマンドが正常に終了しました

セットアップコマンドが正常に終了しました。

KNAG1001-IKNAG1001-IKNAG1001-IKNAG1001-I
The cluster setup command ended successfully.
クラスタセットアップコマンドが正常に終了しました

クラスタセットアップコマンドが正常に終了しました。

KNAG1002-EKNAG1002-EKNAG1002-EKNAG1002-E
A folder could not be created on the shared disk.
共有ディスクにフォルダを作成できませんでした

共有ディスクにフォルダを作成できませんでした。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
共有ディスクにアクセスできるかどうか確認してくだ
さい。 
共有ディスクにアクセスできることを確認したら，
JP1/IM - EG for NNMiのクラスタセットアップを再
実行してください。

KNAG1004-IKNAG1004-IKNAG1004-IKNAG1004-I
The cluster setup command will start.
クラスタセットアップコマンドを開始します

クラスタセットアップコマンドを実行しました。

KNAG1005-EKNAG1005-EKNAG1005-EKNAG1005-E
A command option is invalid.
コマンドの引数が不正です

コマンドの引数の形式が不正です。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
コマンドの引数を見直してください。
130



KNAG1006-EKNAG1006-EKNAG1006-EKNAG1006-E    ～～～～    KNAG1012-EKNAG1012-EKNAG1012-EKNAG1012-E
KNAG1006-EKNAG1006-EKNAG1006-EKNAG1006-E
The option "オプション名" has been duplicated.
オプション (オプション名) が重複しています

コマンドの実行時に指定したオプションが重複していま
す。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
エラーメッセージのあとに出力されるUsageに従っ
て，入力時に正しい引数を入力してください。

KNAG1007-EKNAG1007-EKNAG1007-EKNAG1007-E
The specified logical host "論理ホスト名" does not exist.
指定した論理ホスト名 (論理ホスト名) が存在しません

指定した論理ホスト名が存在しません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
指定した論理ホスト名が誤っていないか見直して，再
度資料採取ツールを実行してください。

KNAG1008-EKNAG1008-EKNAG1008-EKNAG1008-E
A host has not been specified for the -h option.
-hオプションにホスト名が指定されていません

-hオプションにホスト名が指定されていません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
指定した論理ホスト名が誤っていないか見直して，再
度資料採取ツールを実行してください。

KNAG1009-EKNAG1009-EKNAG1009-EKNAG1009-E
The shared directory "共有ディレクトリパス" used by the 
specified logical host "論理ホスト名" cannot be found.
指定された論理ホスト (論理ホスト名) で使用している共
有ディレクトリ (共有ディレクトリパス) が見つかりませ
ん

指定された論理ホストで使用している共有ディレクトリが
見つかりません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

（（（（OOOO））））
実行系のホストの場合，共有ディレクトリをマウント
し，再度資料採取ツールを実行してください。待機系
のホストの場合，共有ディレクトリがマウントされて
いないため問題ありません。

KNAG1010-EKNAG1010-EKNAG1010-EKNAG1010-E
The specified directory "資料格納ディレクトリ名" is 
invalid.
指定したディレクトリ (資料格納ディレクトリ名) が不正
です

指定したディレクトリが不正です。ディレクトリが存在し
ないなどのおそれがあります。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
正しい資料格納ディレクトリを指定して，再度資料採
取ツールを実行してください。
Windowsの場合は次のことを確認してください。
• 予約デバイス名（AUX，CON，NUL，PRN，

COM1～ COM9，LPT1～ LPT9）や , ; % & ^ 
! を指定していないか

• 129バイト以上のディレクトリ名を指定していない
か

KNAG1011-WKNAG1011-WKNAG1011-WKNAG1011-W
A file (ファイル名) with the same name as the directory 
already exists.
ディレクトリと同じ名称のファイル (ファイル名) が既に
存在します

ディレクトリと同じ名称のファイルが存在します。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
同じ名称のファイルを削除してから，再度資料採取
ツールを実行してください。

KNAG1012-EKNAG1012-EKNAG1012-EKNAG1012-E
The directory "ディレクトリ名" could not be written to.
ディレクトリ (ディレクトリ名) に書き込み出来ませんで
した

実行ユーザーの権限がなく，ディレクトリに書き込みでき
ませんでした。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
次のことを確認して，再度コマンドを実行してくださ
い。
• ディレクトリに対する実行ユーザーの書き込み権限
があるか

• ディスク容量が十分にあるか
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KNAG1013-WKNAG1013-WKNAG1013-WKNAG1013-W    ～～～～    KNAG1020-EKNAG1020-EKNAG1020-EKNAG1020-E
KNAG1013-WKNAG1013-WKNAG1013-WKNAG1013-W
The directory "ディレクトリパス" used by a physical host 
does not exist.
物理ホストで使用しているディレクトリ (ディレクトリパ
ス) が存在しません

物理ホストで使用しているディレクトリが存在しません。

（（（（SSSS））））
ディレクトリパス以下の資料は採取しないで，処理を
続行します。

（（（（OOOO））））
ディレクトリパスが一時的に未接続になっていないか
確認してください。

KNAG1014-EKNAG1014-EKNAG1014-EKNAG1014-E
The command "コマンド名" does not exist.
(コマンド名) コマンドが存在しません

コマンドが存在しません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
コマンドが削除されていないか確認してください。コ
マンドが存在しない場合，JP1/IM - EG for NNMiを
インストールし直してください。

KNAG1015-WKNAG1015-WKNAG1015-WKNAG1015-W
The command "コマンド名" does not exist.
(コマンド名) コマンドが存在しません

コマンドが存在しません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

（（（（OOOO））））
コマンドが削除されていないか確認してください。コ
マンドが存在しない場合，JP1/IM - EG for NNMiを
インストールし直してください。

KNAG1016-EKNAG1016-EKNAG1016-EKNAG1016-E
There is not enough disk space to execute the command.
コマンドの実行に必要なディスク容量が不足しています

コマンドの実行に必要なディスク容量が不足しています。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
ディスクの空き容量を確認し，不要なファイルを削除
するなどして空き容量を増やしたあと，再度資料採取
ツールを実行してください。なお，途中まで採取した
資料は残ったままですので，削除してください。

KNAG1017-EKNAG1017-EKNAG1017-EKNAG1017-E
There is not enough memory to execute the command.
コマンドの実行に必要なメモリーが不足しています

コマンドの実行に必要なメモリーが不足しています。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
システムの空きメモリー容量を確認し，不要なプロセ
スを停止するなどして空きメモリー容量を増やしたあ
と，再度資料採取ツールを実行してください。

KNAG1018-WKNAG1018-WKNAG1018-WKNAG1018-W
An attempt to acquire the Windows event log "イベントロ
グの種類" has failed.
Windowsイベントログ (イベントログの種類) の採取に失
敗しました

Windowsイベントログの採取に失敗しました。
イベントログの種類：Systemまたは Application

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

（（（（OOOO））））
イベントビューアーを使用して，Windowsイベント
ログを手動で採取してください。

KNAG1019-EKNAG1019-EKNAG1019-EKNAG1019-E
The specified file "ファイル名" cannot be read.
指定したファイル名 (ファイル名) は読み込むことができ
ません

指定したファイル名は読み込むことができません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
指定したファイルに対する読み込み権限があるかどう
か確認し，再度コマンドを実行してください。

KNAG1020-EKNAG1020-EKNAG1020-EKNAG1020-E
The specified file "ファイル名" does not exist.
指定したファイル (ファイル名) は存在しません

指定したファイルは存在しません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
存在するファイルを指定して，再度資料採取ツールを
実行してください。
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KNAG1021-EKNAG1021-EKNAG1021-EKNAG1021-E    ～～～～    KNAG1029-IKNAG1029-IKNAG1029-IKNAG1029-I
KNAG1021-EKNAG1021-EKNAG1021-EKNAG1021-E
A file (ファイル名) with the same name as the directory 
already exists.
指定した資料格納ディレクトリと同じ名称のファイル (
ファイル名) が既に存在します

指定した資料格納ディレクトリと同じ名称のファイルが存
在します。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
別のディレクトリを指定するか，同じ名称のファイル
を削除してから，再度資料採取ツールを実行してくだ
さい。

KNAG1022-EKNAG1022-EKNAG1022-EKNAG1022-E
The specified directory "ディレクトリ名" cannot be 
written to.
指定した資料格納ディレクトリ (ディレクトリ名) には書
き込みできません

指定した資料格納ディレクトリには書き込みできません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
別のディレクトリを指定するか，指定ディレクトリの
上位のディレクトリに対する実行ユーザーの書き込み
権限を見直してから，再度資料採取ツールを実行して
ください。

KNAG1023-EKNAG1023-EKNAG1023-EKNAG1023-E
An attempt to create the directory "ディレクトリ名" has 
failed.
ディレクトリ (ディレクトリ名) の作成に失敗しました

ディレクトリの作成に失敗しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
別のディレクトリを指定するか，指定ディレクトリの
上位のディレクトリに対する実行ユーザーの書き込み
権限を見直してから，再度コマンドを実行してくださ
い。

KNAG1024-IKNAG1024-IKNAG1024-IKNAG1024-I
Data was successfully acquired.
資料を正常に採取しました

資料が正常に採取されたことを通知する情報メッセージで
す。

KNAG1025-EKNAG1025-EKNAG1025-EKNAG1025-E
Some of the data could not be acquired.
一部の資料が採取できませんでした

一部の資料が採取できませんでした。このメッセージは実
行中に出力されたメッセージのあとに出力されます。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を終了します。

（（（（OOOO））））
実行中に出力されたメッセージに対する対処方法に従
い，対処してください。

KNAG1026-IKNAG1026-IKNAG1026-IKNAG1026-I
"情報" will be acquired.

情報の資料を採取することを通知する情報メッセージで
す。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

KNAG1027-IKNAG1027-IKNAG1027-IKNAG1027-I
"情報" has been acquired.

情報の資料が採取されたことを通知する情報メッセージで
す。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

KNAG1028-WKNAG1028-WKNAG1028-WKNAG1028-W
"情報" could not be acquired.

情報の資料が採取されなかったことを通知する警告メッ
セージです。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

（（（（OOOO））））
「10.3　トラブル発生時に採取が必要な資料」を参照
して，採取元の資料が存在する場合，採取できなかっ
た資料を手動で採取してください。

KNAG1029-IKNAG1029-IKNAG1029-IKNAG1029-I
The directory "ディレクトリ名" already exists.
The directory will be re-created.

ディレクトリがすでに存在します。ディレクトリを再作成
します。

（（（（SSSS））））
Windowsの場合：応答に答えた場合，ディレクトリ
を削除し処理を続行します。
UNIXの場合：処理を続行します。

（（（（OOOO））））
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KNAG1030-IKNAG1030-IKNAG1030-IKNAG1030-I    ～～～～    KNAG1039-WKNAG1039-WKNAG1039-WKNAG1039-W
Windowsの場合：処理を続行する場合，何かのキー
を押してください。処理を中断したい場合，［Ctrl］+
［C］キーを押してください。
UNIXの場合：対処は必要ありません。

KNAG1030-IKNAG1030-IKNAG1030-IKNAG1030-I
The directory "ディレクトリ名" does not exist.
The directory will be created.

ディレクトリが存在しません。ディレクトリを作成しま
す。

（（（（SSSS））））
Windowsの場合：応答に答えた場合，ディレクトリ
を作成し処理を続行します。
UNIXの場合：処理を続行します。

（（（（OOOO））））
Windowsの場合：処理を続行する場合，何かのキー
を押してください。処理を中断したい場合，［Ctrl］+
［C］キーを押してください。
UNIXの場合：対処は必要ありません。

KNAG1031-IKNAG1031-IKNAG1031-IKNAG1031-I
Data acquisition will now start.
資料採取を開始します

資料採取を開始します。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

KNAG1032-IKNAG1032-IKNAG1032-IKNAG1032-I
Execution of the command "コマンド名" will now start.
(コマンド名) の実行を開始します

コマンドの実行を開始します。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

KNAG1033-IKNAG1033-IKNAG1033-IKNAG1033-I
Execution of the command "コマンド名" will now end. 
(error level = エラーレベル)

コマンドの実行が終了しました。
エラーレベル：コマンドのリターンコード

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

KNAG1034-IKNAG1034-IKNAG1034-IKNAG1034-I
"情報" will be acquired. Please wait...

情報を採取しています。しばらくお待ちください。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

KNAG1035-EKNAG1035-EKNAG1035-EKNAG1035-E
An attempt to delete the directory "ディレクトリ名" has 
failed.

ディレクトリの削除に失敗しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
ディレクトリを別のプロセスが使用中でないか確認し
てください。または，別のディレクトリを指定して，
再度資料採取ツールを実行してください。

KNAG1036-EKNAG1036-EKNAG1036-EKNAG1036-E
An attempt to access the (情報) registry has failed. 
(details = 詳細情報)

情報のレジストリのアクセスに失敗しました。
詳細情報：RegOpenKeyEx/RegEnumKeyEx関数に渡し
た引数とリターンコード

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
システム管理者に連絡してください。

KNAG1037-IKNAG1037-IKNAG1037-IKNAG1037-I
The following logical hosts are on this host: 論理ホスト名 
To acquire information about a logical host, execute the 
following command: コマンド名 -f output-directory-name 
-h logical-host-name

このマシンには論理ホストが存在します。
コマンド名 -h 論理ホスト名  を実行し論理ホストの情報
を採取してください。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

（（（（OOOO））））
コマンド名 -h 論理ホスト名  を実行して，論理ホス
トの情報を採取してください。

KNAG1039-WKNAG1039-WKNAG1039-WKNAG1039-W
An attempt to create the directory "ディレクトリ名" has 
failed.

ディレクトリの作成に失敗しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

（（（（OOOO））））
指定ディレクトリの上位のディレクトリに対する実行
ユーザーの書き込み権限を見直してから，再度資料採
取ツールを実行してください。
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KNAG1040-WKNAG1040-WKNAG1040-WKNAG1040-W    ～～～～    KNAG1048-IKNAG1048-IKNAG1048-IKNAG1048-I
KNAG1040-WKNAG1040-WKNAG1040-WKNAG1040-W
An attempt to execute the command "コマンド名" has 
failed. (details = 詳細情報)

コマンドの実行に失敗しました。
詳細情報：コマンドのリターンコード

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

（（（（OOOO））））
直前に出力されたメッセージに従い，対処してくださ
い。

KNAG1041-IKNAG1041-IKNAG1041-IKNAG1041-I
The command "コマンド名" was successfully executed.

コマンドの実行に成功しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

KNAG1042-EKNAG1042-EKNAG1042-EKNAG1042-E
You do not have the permission necessary to execute the 
command "コマンド名".
コマンド (コマンド名) の実行権限がありません

コマンドの実行権限がありません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
コマンドの権限を確認してください。

KNAG1043-IKNAG1043-IKNAG1043-IKNAG1043-I
The thread dump file has been deleted.

スレッドダンプファイルの削除が完了しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

KNAG1044-IKNAG1044-IKNAG1044-IKNAG1044-I
Do you want to delete all the core dump files in the 
directory "ディレクトリ名"? [yes/no]

ディレクトリ名に示すディレクトリ配下のコアダンプファ
イルを，削除するかどうかを確認するメッセージです。

（（（（SSSS））））
yesまたは yを入力した場合，コアダンプファイルを
削除しコマンドの処理を終了します。noまたは nを
入力した場合，コアダンプファイルを削除しないでコ
マンドの処理を終了します。

（（（（OOOO））））
コアダンプファイルを削除する場合，yesまたは yを
入力してください。コアダンプファイルを削除しない

場合，noまたは nを入力してください。

KNAG1045-IKNAG1045-IKNAG1045-IKNAG1045-I
Do you want to delete all the thread dump files in the 
directory "ディレクトリ名"? [yes/no]

ディレクトリ名に示すディレクトリ配下のスレッドダンプ
ファイルを，削除するかどうかを確認するメッセージで
す。

（（（（SSSS））））
yesまたは yを入力した場合，スレッドダンプファイ
ルを削除しコマンドの処理を終了します。noまたは
nを入力した場合，スレッドダンプファイルを削除し
ないでコマンドの処理を終了します。

（（（（OOOO））））
スレッドダンプファイルを削除する場合，yesまたは
yを入力してください。スレッドダンプファイルを削
除しない場合，noまたは nを入力してください。

KNAG1046-EKNAG1046-EKNAG1046-EKNAG1046-E
The file cannot be written to because a file with the name 
"ファイル名" already exists.

同じファイルが存在するため書き込みできません。

（（（（SSSS））））
ファイルを作成しないで処理を続行します。

（（（（OOOO））））
ファイルの書き込み権限を確認してください。ファイ
ルが不要であればファイルを削除したあとに，再度資
料採取ツールを実行してください。

KNAG1047-IKNAG1047-IKNAG1047-IKNAG1047-I
"ファイル名" already exists. Do you want to overwrite it? 
[yes/no]

すでにファイルが存在するため，ファイルを上書きするか
どうかを確認するメッセージです。

（（（（SSSS））））
yesまたは yを入力した場合，ファイルを上書きして
コマンドの処理を続行します。noまたは nを入力し
た場合，ファイルを上書きしないでコマンドの処理を
続行します。

（（（（OOOO））））
ファイルを上書きする場合，yesまたは yを入力して
ください。ファイルを上書きしない場合，noまたは
nを入力してください。

KNAG1048-IKNAG1048-IKNAG1048-IKNAG1048-I
Is the device "デバイス名" ready? [yes/no]

デバイスが準備できているかどうかを確認するメッセージ
です。
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KNAG1050-EKNAG1050-EKNAG1050-EKNAG1050-E    ～～～～    KNAG1056-EKNAG1056-EKNAG1056-EKNAG1056-E
（（（（SSSS））））
yesまたは yを入力した場合，デバイスに対して資料
採取を行い，コマンドの処理を続行します。noまた
は nを入力した場合，デバイスに対して資料採取を
行わないでコマンドの処理を続行します。

（（（（OOOO））））
デバイスに対して資料採取を行う場合，yesまたは y
を入力してください。デバイスに対して資料採取を行
わない場合，noまたは nを入力してください。

KNAG1050-EKNAG1050-EKNAG1050-EKNAG1050-E
The value of the option "オプション名" is invalid.
オプション (オプション名) の値が不正です

オプションに指定した値が不正です。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
オプションに指定した値を見直して，再度コマンドを
実行してください。

KNAG1051-EKNAG1051-EKNAG1051-EKNAG1051-E
Setup has not been performed yet.
新規セットアップが行われていません

セットアップが行われていない状態では，-listオプ

ションおよび -updateオプションは指定できません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
新規セットアップを実行してから，再度コマンドを実
行してください。

KNAG1052-EKNAG1052-EKNAG1052-EKNAG1052-E
The operation information file "ファイル名" already 
exists.
運用情報ファイル (ファイル名) がすでに存在します

jegn_setup_clusterコマンドの -dオプションに指定

した共有ディレクトリ上に，すでに運用情報ファイルが存
在します。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
すでに存在する運用情報ファイルを削除するか，共有
ディレクトリを変えて，再度コマンドを実行してくだ
さい。

KNAG1053-EKNAG1053-EKNAG1053-EKNAG1053-E
The file "ファイル名" could not be written to.
ファイル (ファイル名) に書き込みできませんでした

実行ユーザーの権限がなく，ファイルに書き込みができま
せんでした。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
ファイルに対する実行ユーザーの書き込み権限を見直
してから，再度コマンドを実行してください。

KNAG1054-EKNAG1054-EKNAG1054-EKNAG1054-E
An attempt to update the registry information "レジスト
リキー" has failed.
レジストリ情報 (レジストリキー) の更新に失敗しました

共通定義情報やサービス登録などの，レジストリ情報の更
新に失敗しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取し，システム管理者に連
絡してください。

KNAG1055-IKNAG1055-IKNAG1055-IKNAG1055-I
The core dump file "ファイル名" has been successfully 
deleted.
コアダンプファイル (ファイル名) の削除が完了しました

コアダンプファイルの削除が完了しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を続行します。

KNAG1056-EKNAG1056-EKNAG1056-EKNAG1056-E
Setup has already been performed.
すでにセットアップが行われています

すでにセットアップが行われている状態で，新規セット
アップを実行しようとしました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
-listオプションで設定内容を確認したあと，

-updateオプションと設定内容を変更したいオプ

ションを指定して，再度コマンドを実行してくださ
い。
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KNAG1057-EKNAG1057-EKNAG1057-EKNAG1057-E    ～～～～    KNAG1064-EKNAG1064-EKNAG1064-EKNAG1064-E
KNAG1057-EKNAG1057-EKNAG1057-EKNAG1057-E
Administrator permissions are required to execute the 
command.
コマンドを実行するためには管理者権限が必要です

このコマンドは管理者権限を持つユーザーで実行する必要
があります。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
管理者権限があるかどうかを確認してから，再度コマ
ンドを実行してください。

KNAG1058-EKNAG1058-EKNAG1058-EKNAG1058-E
Execute the command from the administrator console.
管理者コンソールよりコマンドを実行してください

このコマンドは管理者コンソール上で実行する必要があり
ます。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
管理者コンソール上で，再度コマンドを実行してくだ
さい。

KNAG1059-EKNAG1059-EKNAG1059-EKNAG1059-E
The system environment is invalid. (発生個所, 要因コー
ド)
システム環境が不正です (発生個所, 要因コード)

システム環境が不正のため，コマンドを実行できません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
再インストールおよび再セットアップを実行してくだ
さい。

KNAG1060-EKNAG1060-EKNAG1060-EKNAG1060-E
An attempt to open a message file has failed.

メッセージファイルのオープンに失敗しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））

Windowsの場合
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理
者に連絡してください。 

UNIXの場合
次の要因が考えられます。環境の確認を行ってく
ださい。
• /opt/jp1eg4nnmi/lib/nls配下のファイ

ルに読み取り権限がないおそれがあります。
読み取り権限を与えてください。

• システムで開けるファイルの最大値になって
いるおそれがあります。カーネルパラメー
ターを見直してください。

• 一時的なメモリー不足が考えられます。再実
行してください。また，不要なプロセスを終
了してください。

• ディレクトリまたはファイルが削除されたお
それがあります。再インストールしてくださ
い。

解決できない場合は，資料採取ツールで資料を採
取して，システム管理者に連絡してください。

KNAG1061-EKNAG1061-EKNAG1061-EKNAG1061-E
The specified logical host name is invalid.
指定した論理ホスト名が不正です

指定した論理ホスト名が不正です。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
指定した論理ホスト名が誤っていないか見直し，正し
い論理ホスト名を指定して，再度コマンドを実行して
ください。

KNAG1063-EKNAG1063-EKNAG1063-EKNAG1063-E
An attempt to register shared definition information has 
failed.
共通定義情報の登録に失敗しました

共通定義情報の登録に失敗しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG1064-EKNAG1064-EKNAG1064-EKNAG1064-E
The logical host name specified for the argument does not 
exist.
引数に指定した論理ホスト名が存在しません

引数に指定した論理ホストが存在しません。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
指定した論理ホストが正しく設定されているか確認し
てください。
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KNAG1066-EKNAG1066-EKNAG1066-EKNAG1066-E    ～～～～    KNAG2002-EKNAG2002-EKNAG2002-EKNAG2002-E
KNAG1066-EKNAG1066-EKNAG1066-EKNAG1066-E
A setting in the shared definition information is invalid.
共通定義情報の設定が不正です

共通定義情報の設定が不正です。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
実行系で設定した共通定義情報を，待機系に移行した
か確認して，再度 jegn_setup_clusterコマンド

を実行してください。

KNAG1067-EKNAG1067-EKNAG1067-EKNAG1067-E
An attempt to create the file "ファイル名" has failed.
ファイル (ファイル名) の作成に失敗しました

ファイルの作成に失敗しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG1900-EKNAG1900-EKNAG1900-EKNAG1900-E
There is not enough memory. (保守情報)
メモリ不足が発生しました (保守情報)

メモリ不足が発生しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG1901-EKNAG1901-EKNAG1901-EKNAG1901-E
A system error occurred. (保守情報)
システムエラーが発生しました (保守情報)

システムエラーが発生しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を中断します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

9.3.3　サービスに関する
メッセージ

（KNAG2000～
KNAG2999）

KNAG2000-IKNAG2000-IKNAG2000-IKNAG2000-I
The JP1/IM-EG for NNMi service has started. (logical 
host name = 論理ホスト名)
JP1/IM-EG for NNMiサービスが起動しました (論理ホス
ト名: 論理ホスト名)

JP1/IM - EG for NNMiサービスが起動しました。
物理ホストの場合，論理ホスト名には JP1_DEFAULTが

設定されます。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスが起動しました。

KNAG2001-EKNAG2001-EKNAG2001-EKNAG2001-E
An attempt to start the JP1/IM-EG for NNMi service has 
failed. (logical host name = 論理ホスト名)
JP1/IM-EG for NNMiサービスの起動に失敗しました (論
理ホスト名: 論理ホスト名)

JP1/IM - EG for NNMiサービスの起動に失敗しました。
物理ホストの場合，論理ホスト名には JP1_DEFAULTが

設定されます。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスの起動に失敗しまし
た。

（（（（OOOO））））
直前のエラーメッセージを参照して，原因を取り除い
てから，再度サービスを起動してください。

KNAG2002-EKNAG2002-EKNAG2002-EKNAG2002-E
Setup has not been performed yet.
セットアップが実行されていません

セットアップコマンド（jegn_setup）が実行されていな

いため，JP1/IM - EG for NNMiサービスの起動に失敗し
ました。

（S）
JP1/IM - EG for NNMiサービスの起動に失敗しまし
た。

（（（（OOOO））））
セットアップコマンド（jegn_setup）を実行し，

セットアップが正常に終了したことを確認してから，
再度サービスを起動してください。
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KNAG2003-IKNAG2003-IKNAG2003-IKNAG2003-I    ～～～～    KNAG2011-EKNAG2011-EKNAG2011-EKNAG2011-E
KNAG2003-IKNAG2003-IKNAG2003-IKNAG2003-I
The JP1/IM-EG for NNMi service has stopped. (logical 
host name = 論理ホスト名)
JP1/IM-EG for NNMiサービスが停止しました (論理ホス
ト名: 論理ホスト名)

JP1/IM - EG for NNMiサービスが停止しました。
物理ホストの場合，論理ホスト名には JP1_DEFAULTが

設定されます。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスが停止しました。

KNAG2004-EKNAG2004-EKNAG2004-EKNAG2004-E
An attempt to stop the JP1/IM-EG for NNMi service has 
failed. (logical host name = 論理ホスト名)
JP1/IM-EG for NNMiサービスの停止に失敗しました (論
理ホスト名: 論理ホスト名)

JP1/IM - EG for NNMiサービスの停止に失敗しました。
物理ホストの場合，論理ホスト名には JP1_DEFAULTが

設定されます。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスが停止に失敗しまし
た。

（（（（OOOO））））
直前のエラーメッセージを参照して，原因を取り除い
てから，再度サービスを停止してください。

KNAG2006-EKNAG2006-EKNAG2006-EKNAG2006-E
The JP1/IM-EG for NNMi service ended abnormally. 
(logical host name = 論理ホスト名)
JP1/IM-EG for NNMiサービスが異常終了しました (論理
ホスト名: 論理ホスト名)

JP1/IM - EG for NNMiサービスが異常終了しました。
物理ホストの場合，論理ホスト名には JP1_DEFAULTが
設定されます。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスが異常終了しました。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2008-EKNAG2008-EKNAG2008-EKNAG2008-E
An attempt to read the forwarded NNMi incident 
information file has failed.
転送済みNNMiインシデント情報ファイルの読み込みに失
敗しました

転送済み NNMiインシデント情報ファイルの読み込み時
に，エラーが発生しました。

（（（（SSSS））））

JP1/IM - EG for NNMiサービスを停止します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2009-EKNAG2009-EKNAG2009-EKNAG2009-E
The file size of the forwarded NNMi incident information 
file has exceeded the limit (ファイルサイズ).
転送済みNNMiインシデント情報ファイルのファイルサイ
ズの上限 (ファイルサイズ) を超えました

転送済みNNMiインシデント情報ファイルのサイズが，
上限を超えました。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスを停止します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2010-EKNAG2010-EKNAG2010-EKNAG2010-E
An invalid item key has been specified. (line = 行番号, 
item key = 項目キー名)
不正な項目キーが指定されています (行番号行目, 項目
キー: 項目キー名)

転送済みNNMiインシデント情報ファイルに，不正な項
目キーが指定されています。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスを停止します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2011-EKNAG2011-EKNAG2011-EKNAG2011-E
An invalid value has been specified. (line = 行番号, item 
key = 項目キー名, value = 項目値)
不正な値が指定されています (行番号行目, 項目キー: 項目
キー名, 値: 項目値)

転送済みNNMiインシデント情報ファイルの項目キーに，
不正な値が指定されています。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスを停止します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。
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KNAG2012-EKNAG2012-EKNAG2012-EKNAG2012-E    ～～～～    KNAG2019-EKNAG2019-EKNAG2019-EKNAG2019-E
KNAG2012-EKNAG2012-EKNAG2012-EKNAG2012-E
An item key has been duplicated. (line = 行番号, item key 
= 項目キー名)
項目キーが重複して指定されています(行番号行目, 項目
キー: 項目キー名)

転送済み NNMiインシデント情報ファイルに，同じ項目
キーが複数指定されています。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスを停止します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2013-EKNAG2013-EKNAG2013-EKNAG2013-E
The format is invalid. (line = 行番号)
フォーマットが不正です (行番号行目)

転送済み NNMiインシデント情報ファイルに，不正な
フォーマットの行があります。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスを停止します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2015-EKNAG2015-EKNAG2015-EKNAG2015-E
An attempt to read the action definition file has failed.
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました

動作定義ファイルの読み込み時に，エラーが発生しまし
た。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2016-EKNAG2016-EKNAG2016-EKNAG2016-E
The file size of the action definition file has exceeded the 
limit (ファイルサイズ).
動作定義ファイルのファイルサイズの上限 (ファイルサイ
ズ) を超えました

動作定義ファイルのサイズが，上限を超えました。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスを停止します。

（（（（OOOO））））

資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2017-EKNAG2017-EKNAG2017-EKNAG2017-E
An invalid item key has been specified. (line = 行番号, 
item key = 項目キー名)
不正な項目キーが指定されています (行番号行目, 項目
キー: 項目キー名)

動作定義ファイルに，不正な項目キーが指定されていま
す。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2018-EKNAG2018-EKNAG2018-EKNAG2018-E
An invalid value has been specified. (line = 行番号, item 
key = 項目キー名, value = 項目値)
不正な値が指定されています (行番号行目, 項目キー: 項目
キー名, 値: 項目値)

動作定義ファイルの項目キーに，不正な値が指定されてい
ます。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2019-EKNAG2019-EKNAG2019-EKNAG2019-E
A required item key has not been specified. (item key = 
項目キー名)
必須の項目キーが指定されていません (項目キー: 項目
キー名)

動作定義ファイルの項目キーに，指定が必要な項目キーが
指定されていません。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
140



KNAG2020-EKNAG2020-EKNAG2020-EKNAG2020-E    ～～～～    KNAG2036-EKNAG2036-EKNAG2036-EKNAG2036-E
連絡してください。

KNAG2020-EKNAG2020-EKNAG2020-EKNAG2020-E
An item key has been duplicated. (line = 行番号, item key 
= 項目キー名)
項目キーが重複して指定されています (行番号行目, 項目
キー: 項目キー名)

動作定義ファイルに，同じ項目キーが複数指定されていま
す。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2021-EKNAG2021-EKNAG2021-EKNAG2021-E
The format is invalid. (line = 行番号)
フォーマットが不正です (行番号行目)

動作定義ファイルに，不正なフォーマットの行がありま
す。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2032-EKNAG2032-EKNAG2032-EKNAG2032-E
An attempt to connect to the NNMi server has failed. 
(NNMi server name = NNMiサーバ名)
NNMiサーバへの接続に失敗しました (NNMiサーバ名
:NNMiサーバ名)

NNMiサーバへの接続に失敗しました。

（（（（SSSS））））
jegn_setupコマンドのNNMiインシデント再取得
間隔で指定した時間が経過したあと，再度 NNMi
サーバに接続します。

（（（（OOOO））））
NNMiサーバが起動しているかどうかを確認してく
ださい。
NNMiサーバが起動している場合，jegn_setupコ

マンドで設定したNNMiポート番号が正しいかどう
かを確認してください。情報が正しくない場合は，正
しい情報で再度 jegn_setupコマンドを実行したあ

と，jegn_spmd_reloadコマンドを実行してくださ

い。

KNAG2033-EKNAG2033-EKNAG2033-EKNAG2033-E
An attempt to authenticate the NNMi server has failed. 
(NNMi server name = NNMiサーバ名)
NNMiサーバの認証に失敗しました (NNMiサーバ名
:NNMiサーバ名)

NNMiサーバの認証に失敗しました。

（（（（SSSS））））
jegn_setupコマンドの NNMiインシデント再取得
間隔で指定した時間が経過したあと，再度 NNMi
サーバに接続します。

（（（（OOOO））））
NNMiサーバが起動しているかどうかを確認してく
ださい。
NNMiサーバが起動している場合，jegn_setupコ

マンドで設定した NNMiユーザー名および NNMiパ
スワードが正しいかどうか確認してください。情報が
正しくない場合は，正しい情報で再度 jegn_setup

コマンドを実行したあと，jegn_spmd_reloadコマ

ンドを実行してください。

KNAG2034-EKNAG2034-EKNAG2034-EKNAG2034-E
An attempt to analyze an NNMi incident has failed. (保
守情報)
NNMiインシデントの解析に失敗しました (保守情報)

NNMiインシデントの解析に失敗しました。

（（（（SSSS））））
jegn_setupコマンドの NNMiインシデント再取得
間隔で指定した時間が経過したあと，再度 NNMi
サーバに接続して，NNMiインシデントを取得しま
す。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2036-EKNAG2036-EKNAG2036-EKNAG2036-E
An attempt to read the forwarded NNMi incident 
information file has failed.
NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの読み込
みに失敗しました

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの読み
込み時に，エラーが発生しました。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。
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KNAG2037-EKNAG2037-EKNAG2037-EKNAG2037-E    ～～～～    KNAG2041-EKNAG2041-EKNAG2041-EKNAG2041-E
（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2037-EKNAG2037-EKNAG2037-EKNAG2037-E
The file size of the forwarded NNMi incident information 
file has exceeded the limit (ファイルサイズ).
NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルのファイ
ルサイズの上限(ファイルサイズ)を超えました

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルのサイ
ズが，上限を超えました。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルを
見直して，上限サイズ以内になるように修正してくだ
さい。そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2038-EKNAG2038-EKNAG2038-EKNAG2038-E
The number of exclusion condition blocks has exceeded 
the limit (上限数).
転送条件ブロック数の上限 (上限数) を超えました

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの転送
条件ブロック数が，上限を超えました。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルを
見直して，転送条件ブロック数が上限以内になるよう
に修正してください。そのあと，サービスを起動，ま
たは jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行して

ください。

KNAG2039-EKNAG2039-EKNAG2039-EKNAG2039-E
An exclusion condition block has been duplicated. (line = 
行番号)
除外条件ブロックが重複しています (行番号行目)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの除外
条件ブロックが，重複して指定されています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。

• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号を参照して，NNMiイ
ンシデント転送フィルター定義ファイルを修正してく
ださい。そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2040-EKNAG2040-EKNAG2040-EKNAG2040-E
An invalid item key has been specified. (line = 行番号, 
item key = 項目キー名)
不正な項目キーが指定されています (行番号行目, 項目
キー: 項目キー名)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに，不
正な項目キーが指定されています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号および項目キー名を参照
して，NNMiインシデント転送フィルター定義ファ
イルを修正してください。そのあと，サービスを起
動，または jegn_spmd_reloadコマンドを再度実

行してください。

KNAG2041-EKNAG2041-EKNAG2041-EKNAG2041-E
An invalid operator has been specified. (line = 行番号, 
operator = 比較キーワード名)
不正な比較キーワードが指定されています (行番号行目, 
比較キーワード: 比較キーワード名)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに，不
正な比較キーワードが指定されています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号および比較キーワード名
を参照して，NNMiインシデント転送フィルター定
義ファイルを修正してください。そのあと，サービス
を起動，または jegn_spmd_reloadコマンドを再

度実行してください。
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KNAG2042-EKNAG2042-EKNAG2042-EKNAG2042-E    ～～～～    KNAG2048-EKNAG2048-EKNAG2048-EKNAG2048-E
KNAG2042-EKNAG2042-EKNAG2042-EKNAG2042-E
The number of operands is invalid. (line = 行番号, 
operator = 比較キーワード名, number of operands = オペ
ランド数)
オペランド数が不正です (行番号行目, 比較キーワード: 比
較キーワード名, オペランド数: オペランド数)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに，オ
ペランド数が不正な条件文があります。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号および比較キーワード名
を参照して，NNMiインシデント転送フィルター定
義ファイルを修正してください。そのあと，サービス
を起動，または jegn_spmd_reloadコマンドを再

度実行してください。

KNAG2043-EKNAG2043-EKNAG2043-EKNAG2043-E
An invalid operand has been specified. (line = 行番号, 
operator = 比較キーワード名)
不正なオペランドが指定されています (行番号行目, 比較
キーワード: 比較キーワード名)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルのオペ
ランドが不正です。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号および比較キーワード名
を参照して，NNMiインシデント転送フィルター定
義ファイルを修正してください。そのあと，サービス
を起動，または jegn_spmd_reloadコマンドを再

度実行してください。

KNAG2046-EKNAG2046-EKNAG2046-EKNAG2046-E
The message mapping definition has been duplicated. 
(line = 行番号)
メッセージマッピングの定義が重複しています (行番号行
目)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルのメッ
セージマッピングの定義が重複しています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。

• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号を参照して，重複してい
るメッセージマッピングの定義を削除してください。
そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2047-EKNAG2047-EKNAG2047-EKNAG2047-E
An invalid item key has been specified in the message 
mapping definition. (line = 行番号, item key = 項目キー名
)
メッセージマッピングの定義に不正な項目キーが指定され
ています (行番号行目, 項目キー: 項目キー名)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルのメッ
セージマッピングの定義に，不正な項目キー名が指定され
ています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号および項目キー名を参照
して，不正な項目キーを修正してください。そのあ
と，サービスを起動，または jegn_spmd_reload

コマンドを再度実行してください。

KNAG2048-EKNAG2048-EKNAG2048-EKNAG2048-E
The severity-level mapping definition has been 
duplicated. (line = 行番号)
重大度マッピングの定義が重複しています (行番号行目)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの重大
度マッピングの定義が重複しています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号を参照して，重複してい
る重大度マッピングの定義を削除してください。その
あと，サービスを起動，または jegn_spmd_reload

コマンドを再度実行してください。
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KNAG2049-EKNAG2049-EKNAG2049-EKNAG2049-E    ～～～～    KNAG2055-EKNAG2055-EKNAG2055-EKNAG2055-E
KNAG2049-EKNAG2049-EKNAG2049-EKNAG2049-E
An invalid item key has been specified in the severity 
level mapping definition. (line = 行番号, item key = 項目
キー名)
重大度マッピングの定義に不正な項目キーが指定されてい
ます (行番号行目, 項目キー: 項目キー名)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの重大
度マッピングの定義に，不正な項目キー名が指定されてい
ます。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号および項目キー名を参照
して，不正な項目キーを修正してください。そのあ
と，サービスを起動，または jegn_spmd_reload

コマンドを再度実行してください。

KNAG2050-EKNAG2050-EKNAG2050-EKNAG2050-E
An extended attribute mapping definition has been 
duplicated. (line = 行番号)
拡張属性マッピングの定義が重複しています (行番号行目)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの拡張
属性マッピングの定義が重複しています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号を参照して，重複してい
る拡張属性マッピングの定義を削除してください。そ
のあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2051-EKNAG2051-EKNAG2051-EKNAG2051-E
An invalid item key has been specified in an extended 
attribute mapping definition. (line = 行番号, item key = 
項目キー名)
拡張属性マッピングの定義に不正な項目キーが指定されて
います (行番号行目, 項目キー: 項目キー名)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの拡張
属性マッピングの定義に，不正な項目キー名が指定されて
います。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。

• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号および項目キー名を参照
して，不正な項目キーを修正してください。そのあ
と，サービスを起動，または jegn_spmd_reload

コマンドを再度実行してください。

KNAG2052-EKNAG2052-EKNAG2052-EKNAG2052-E
An item key has been duplicated in an extended attribute 
mapping definition. (line = 行番号, item key = 項目キー名
)
拡張属性マッピングに指定された項目キーが重複していま
す (行番号行目, 項目キー: 項目キー名)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの，拡
張属性マッピングに指定された項目キーが重複していま
す。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号および項目キー名を参照
して，重複している項目キーを削除してください。そ
のあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2053-EKNAG2053-EKNAG2053-EKNAG2053-E
The format is invalid. (line = 行番号)
フォーマットが不正です (行番号行目)

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに，不
正なフォーマットの行があります。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号を参照して，NNMiイ
ンシデント転送フィルター定義ファイルを修正してく
ださい。そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2055-EKNAG2055-EKNAG2055-EKNAG2055-E
An attempt to register a JP1 event failed. (保守情報)
JP1イベントの登録に失敗しました (保守情報)

JP1イベントの登録時にエラーが発生しました。
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KNAG2057-EKNAG2057-EKNAG2057-EKNAG2057-E    ～～～～    KNAG2061-EKNAG2061-EKNAG2061-EKNAG2061-E
（（（（SSSS））））
JP1イベントの登録処理を中断し，jegn_setupコ

マンドの NNMiインシデント再取得間隔で指定した
時間が経過したあと，再度NNMiインシデントを取
得して，JP1イベントを発行処理を行います。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2057-EKNAG2057-EKNAG2057-EKNAG2057-E
An attempt to read the category-abel mapping file has 
failed.
カテゴリ表示名マッピングファイルの読み込みに失敗しま
した

マッピング定義ファイル（カテゴリ用）の読み込み時に，
エラーが発生しました。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2058-EKNAG2058-EKNAG2058-EKNAG2058-E
The file size of the category-label mapping file has 
exceeded the limit (ファイルサイズ).
カテゴリ表示名マッピングファイルのファイルサイズの上
限 (ファイルサイズ) を超えました

マッピング定義ファイル（カテゴリ用）のサイズが，上限
を超えました。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
マッピング定義ファイル（カテゴリ用）を見直して，
上限サイズ以内になるように修正してください。その
あと，サービスを起動，または jegn_spmd_reload

コマンドを再度実行してください。

KNAG2059-EKNAG2059-EKNAG2059-EKNAG2059-E
An invalid key has been specified. (line = 行番号, item key 
= キー名)
不正なキーが指定されています (行番号行目, キー:キー名)

マッピング定義ファイル（カテゴリ用）に，不正なキーが
指定されています。

（（（（SSSS））））

• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 
EG for NNMiサービスを停止します。

• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号およびキー名を参照し
て，マッピング定義ファイル（カテゴリ用）を修正し
てください。そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2060-EKNAG2060-EKNAG2060-EKNAG2060-E
An invalid display name has been specified. (line = 行番
号, item key = キー名, display name = 表示名)
不正な表示名が指定されています (行番号行目, キー:キー
名, 表示名: 表示名)

マッピング定義ファイル（カテゴリ用）に，不正な表示名
（ラベル）が指定されています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号，キー名，および表示名
を参照して，マッピング定義ファイル（カテゴリ用）
を修正してください。そのあと，サービスを起動，ま
たは jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行して

ください。

KNAG2061-EKNAG2061-EKNAG2061-EKNAG2061-E
Keys have been duplicated. (line = 行番号, key = キー名)
キーが重複して指定されています (行番号行目, キー: キー
名)

マッピング定義ファイル（カテゴリ用）に，同じキーが複
数指定されています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号およびキー名を参照し
て，マッピング定義ファイル（カテゴリ用）を修正し
てください。そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。
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KNAG2062-EKNAG2062-EKNAG2062-EKNAG2062-E    ～～～～    KNAG2068-EKNAG2068-EKNAG2068-EKNAG2068-E
KNAG2062-EKNAG2062-EKNAG2062-EKNAG2062-E
The format is invalid. (line = 行番号)
フォーマットが不正です (行番号行目)

マッピング定義ファイル（カテゴリ用）に，不正なフォー
マットの行があります。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号を参照して，マッピング
定義ファイル（カテゴリ用）を修正してください。そ
のあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2064-EKNAG2064-EKNAG2064-EKNAG2064-E
An attempt to read the family-label mapping file has 
failed.
ファミリー表示名マッピングファイルの読み込みに失敗し
ました

マッピング定義ファイル（ファミリー用）の読み込み時
に，エラーが発生しました。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2065-EKNAG2065-EKNAG2065-EKNAG2065-E
The file size of the family-label mapping file has exceeded 
the limit (ファイルサイズ).
ファミリー表示名マッピングファイルのファイルサイズの
上限 (ファイルサイズ) を超えました

マッピング定義ファイル（ファミリー用）のサイズが，上
限を超えました。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
マッピング定義ファイル（ファミリー用）を見直し
て，上限サイズ以内になるように修正してください。
そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2066-EKNAG2066-EKNAG2066-EKNAG2066-E
An invalid key has been specified. (line = 行番号, item key 
= キー名)
不正なキーが指定されています (行番号行目, キー: キー名)

マッピング定義ファイル（ファミリー用）に，不正なキー
が指定されています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号およびキー名を参照し
て，マッピング定義ファイル（ファミリー用）を修正
してください。そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2067-EKNAG2067-EKNAG2067-EKNAG2067-E
An invalid display name has been specified. (line = 行番
号, item key = キー名, display name = 表示名)
不正な表示名が指定されています (行番号行目, キー: キー
名, 表示名: 表示名)

マッピング定義ファイル（ファミリー用）に，不正な表示
名（ラベル）が指定されています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号，キー名，および表示名
を参照して，マッピング定義ファイル（ファミリー
用）を修正してください。そのあと，サービスを起
動，または jegn_spmd_reloadコマンドを再度実

行してください。

KNAG2068-EKNAG2068-EKNAG2068-EKNAG2068-E
Keys have been duplicated. (line = 行番号, key = キー名)
キーが重複して指定されています (行番号行目, キー: キー
名)

マッピング定義ファイル（ファミリー用）に，同じキーが
複数指定されています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。
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KNAG2069-EKNAG2069-EKNAG2069-EKNAG2069-E    ～～～～    KNAG2074-EKNAG2074-EKNAG2074-EKNAG2074-E
（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号およびキー名を参照し
て，マッピング定義ファイル（ファミリー用）を修正
してください。そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2069-EKNAG2069-EKNAG2069-EKNAG2069-E
The format is invalid. (line = 行番号)
フォーマットが不正です (行番号行目)

マッピング定義ファイル（ファミリー用）に，不正な
フォーマットの行があります。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情

報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号を参照して，マッピング
定義ファイル（ファミリー用）を修正してください。
そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ

い。

KNAG2070-EKNAG2070-EKNAG2070-EKNAG2070-E
The system environment is invalid. (発生個所, 要因コー
ド)
システム環境が不正です (発生個所, 要因コード)

システム環境が不正のため，サービスを実行できません。

（（（（SSSS））））
サービス起動の処理を終了します。

（（（（OOOO））））
再インストールおよび再セットアップを実行してくだ
さい。

KNAG2071-EKNAG2071-EKNAG2071-EKNAG2071-E
An attempt to open the message file has failed.

メッセージファイルのオープンに失敗しました。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を終了します。

（（（（OOOO））））

Windowsの場合
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理
者に連絡してください。

UNIXの場合
次の要因が考えられます。環境の確認を行ってく
ださい。
• /opt/jp1eg4nnmi/lib/nls配下のファイ

ルに読み取り権限がないおそれがあります。

読み取り権限を与えてください。
• システムで開けるファイルの最大値になって
いるおそれがあります。カーネルパラメー
ターを見直してください。

• 一時的なメモリー不足が考えられます。再実
行してください。また，不要なプロセスを終
了してください。

• ディレクトリまたはファイルが削除されたお
それがあります。再インストールしてくださ
い。

解決できない場合は，資料採取ツールで資料を採
取して，システム管理者に連絡してください。

KNAG2072-EKNAG2072-EKNAG2072-EKNAG2072-E
The number of extended attribute mapping definitions 
has exceeded the limit (上限数). (line = 行数, number of 
definitions = 定義数)
拡張属性マッピングの定義数の上限 (上限数) を超えまし
た。 (行数行目, 定義数:定義数)

拡張属性マッピングの定義数の上限を超えました。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情報
で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号を参照して，NNMiイ
ンシデント転送フィルター定義ファイルを修正してく
ださい。そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してくださ
い。

KNAG2074-EKNAG2074-EKNAG2074-EKNAG2074-E
The loading of the CIA Mapping file failed.
カスタム属性マッピング定義ファイルの読み込みに失敗し
ました

カスタム属性マッピング定義ファイルの読み込み時に，エ
ラーが発生しました。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• リロードコマンド実行時：リロード前の情報で，処
理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取し，システム管理者に連
絡してください。
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KNAG2075-EKNAG2075-EKNAG2075-EKNAG2075-E    ～～～～    KNAG2901-EKNAG2901-EKNAG2901-EKNAG2901-E
KNAG2075-EKNAG2075-EKNAG2075-EKNAG2075-E
Exceeded the limit (ファイルサイズ) of the CIA Mapping 
file size.
カスタム属性マッピング定義ファイルのファイルサイズの
上限 (ファイルサイズ)を超えました

カスタム属性マッピング定義ファイルのサイズが，上限を
超えました。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• リロードコマンド実行時：リロード前の情報で，処
理を続行します。

（（（（OOOO））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：カスタム
属性マッピング定義ファイルを見直して，上限サイ
ズ以内になるように編集してから，サービスを起動
してください。

• リロードコマンド実行時：カスタム属性マッピング
定義ファイルを見直して，上限サイズ以内になるよ
うに編集してから，リロードコマンドを再度実行し
てください。

KNAG2076-EKNAG2076-EKNAG2076-EKNAG2076-E
Duplicated NNMi incident name cannot be specified. 
(line number: 行番号)
NNMiインシデント名が重複して指定されています (行番
号行目)

カスタム属性マッピング定義ファイルに，不正なキーが指
定されています。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• リロードコマンド実行時：リロード前の情報で，処
理を続行します。

（（（（OOOO））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：メッセー
ジに含まれる行番号を参照して，カスタム属性マッ
ピング定義ファイルを修正した後，サービスを起動
してください。

• リロードコマンド実行時：メッセージに含まれる行
番号を参照して，カスタム属性マッピング定義ファ
イルを修正した後，リロードコマンドを再度実行し
てください。

KNAG2077-EKNAG2077-EKNAG2077-EKNAG2077-E
An invalid key is specified. (line number: 行番号, key 
name: キー名)
キー名が不正です (行番号行目, キー: キー名)

カスタム属性マッピング定義ファイルに，同じキーが複数
指定されています。

（（（（SSSS））））

• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 
EG for NNMiサービスを停止します。

• リロードコマンド実行時：リロード前の情報で，処
理を続行します。

（（（（OOOO））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：メッセー
ジに含まれる行番号，およびキー名を参照して，カ
スタム属性マッピング定義ファイルを修正した後，
サービスを起動してください。

• リロードコマンド実行時：メッセージに含まれる行
番号，およびキー名を参照して，カスタム属性マッ
ピング定義ファイルを修正した後，リロードコマン
ドを再度実行してください。

KNAG2078-EKNAG2078-EKNAG2078-EKNAG2078-E
An invalid format line. (line number: 行番号)
フォーマットが不正です (行番号行目)

カスタム属性マッピング定義ファイルに，不正なフォー
マットの行があります。

（（（（SSSS））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - 

EG for NNMiサービスを停止します。
• リロードコマンド実行時：リロード前の情報で，処
理を続行します。

（（（（OOOO））））
• JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：メッセー
ジに含まれる行番号を参照して，カスタム属性マッ
ピング定義ファイルを修正した後，サービスを起動
してください。

• リロードコマンド実行時：メッセージに含まれる行
番号を参照して，カスタム属性マッピング定義ファ
イルを修正した後，リロードコマンドを再度実行し
てください。

KNAG2900-EKNAG2900-EKNAG2900-EKNAG2900-E
There is not enough memory. (保守情報)
メモリ不足が発生しました (保守情報)

メモリー不足が発生しました。

（（（（SSSS））））
JP1/IM - EG for NNMiサービスを停止します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KNAG2901-EKNAG2901-EKNAG2901-EKNAG2901-E
A system error occurred. (保守情報)
システムエラーが発生しました (保守情報)

システムエラーが発生しました。

（（（（SSSS））））
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KAVB3501-EKAVB3501-EKAVB3501-EKAVB3501-E    ～～～～    KAVB3552-EKAVB3552-EKAVB3552-EKAVB3552-E
JP1/IM - EG for NNMiサービスを停止します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

9.3.4　プロセス管理に関す
るメッセージ
（KAVB3501～
KAVB3999）

注意事項
• メッセージの一覧に示すメッセージ以外にも，内部
エラーメッセージなどのメッセージ ID付きメッ
セージが出力されることがあります。

• プロセス管理に関するメッセージは，同一ホストの
JP1/Base，JP1/IM - Manager，JP1/IM - RLなど
（インストールしている場合）からも出力されるこ
とがあります。JP1/IM - EG for NNMi以外から出
力されるメッセージについては，各製品のマニュア
ルを参照してください。

KAVB3501-EKAVB3501-EKAVB3501-EKAVB3501-E
An attempt to open the message file has failed.

メッセージファイルのオープンに失敗しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））

Windowsの場合
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理
者に連絡してください。

UNIXの場合
次の要因が考えられます。環境の確認を行ってく
ださい。
• /opt/jp1eg4nnmi/lib/nls配下のファイ

ルに読み取り権限がないおそれがあります。
読み取り権限を与えてください。

• システムでオープンできるファイルの最大値
になっているおそれがあります。カーネルパ
ラメーターを見直してください。

• 一時的なメモリー不足が考えられます。再実
行してください。また，不要なプロセスを終
了してください。

• ディレクトリまたはファイルが削除されたお
それがあります。再インストールしてくださ
い。

解決できない場合は，資料採取ツールで資料を採
取して，システム管理者に連絡してください。

KAVB3502-EKAVB3502-EKAVB3502-EKAVB3502-E
An attempt to read the message file has failed.

メッセージファイルの読み込みに失敗しました。

（（（（SSSS））））
メッセージは出力されません。

（（（（OOOO））））
JP1/Baseのセットアップが正常終了したか確認して
ください。

KAVB3503-EKAVB3503-EKAVB3503-EKAVB3503-E
An attempt to read the message file has failed.

メッセージファイルの読み込みに失敗しました。

（（（（SSSS））））
メッセージは出力されません。

（（（（OOOO））））
/opt/jp1eg4nnmi/lib/nlsディレクトリ下に

メッセージファイル（jegnspm.cat）があるか，ま

た，参照権限が適切か確認してください。

KAVB3504-EKAVB3504-EKAVB3504-EKAVB3504-E
An error occurred in internal processing to output a 
message.

メッセージ出力の内部処理でエラーが発生しました。

（（（（SSSS））））
メッセージは出力されません。

（（（（OOOO））））
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVB3516-EKAVB3516-EKAVB3516-EKAVB3516-E
An attempt to start the process management has failed. 
(errno = 要求コード)

プロセス管理の起動に失敗しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））
製品が正しくインストールされているか確認してくだ
さい。

KAVB3552-EKAVB3552-EKAVB3552-EKAVB3552-E
コンポーネント名 管理対象プロセス名 has timed out.
コンポーネント名の管理対象プロセス名への要求はタイム
アウトしました

要求がタイムアウトしました。コンポーネント名は
JP1_EGNです。管理対象プロセス名は，プロセス管理で
管理している各コンポーネントを構成しているプロセスの
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KAVB3553-EKAVB3553-EKAVB3553-EKAVB3553-E    ～～～～    KAVB3597-IKAVB3597-IKAVB3597-IKAVB3597-I
名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
リロード要求の場合，統合トレースログを参照して，
定義ファイルの誤りに関するログが存在しないかを確
認してください。定義ファイルの誤りのエラーが存在
した場合，該当の定義ファイル内容を正しく修正した
後に jegn_spmd_reloadコマンドを実行してくだ

さい。
定義ファイルの誤りのエラーが存在しない場合，タイ
ムアウト値を大きくして再実行してください。
そのほかの場合，しばらく待ったあと，要求を再実行
してください。
再実行しても同じ現象が発生する場合は，資料採取
ツールで資料を採取して，システム管理者に連絡して
ください。

KAVB3553-EKAVB3553-EKAVB3553-EKAVB3553-E
SIGKILL was sent to 管理対象プロセス名 of コンポーネ
ント名, but termination could not be detected.
コンポーネント名の管理対象プロセス名へSIGKILLを送
信しましたが，終了を検知できません

SIGKILLを送信しましたが，終了を検知できません。コ
ンポーネント名は JP1_EGNです。管理対象プロセス名
は，プロセス管理の管理している各コンポーネントを構成
しているプロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））
管理対象プロセス名が停止していることを確認してく
ださい。管理対象プロセス名が停止していない場合
は，手動で停止してください。

KAVB3554-IKAVB3554-IKAVB3554-IKAVB3554-I
A コンポーネント名 reload request has finished.
コンポーネント名のリロード要求は完了しました

リロード要求が完了しました。コンポーネント名は
JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3564-IKAVB3564-IKAVB3564-IKAVB3564-I
jegn_spmd: コンポーネント名 will now start all inactive 
processes.
jegn_spmd : コンポーネント名の停止中の全プロセスを起
動します

停止中の管理対象のプロセスをすべて起動します。コン
ポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））

処理を続行します。

KAVB3574-IKAVB3574-IKAVB3574-IKAVB3574-I
jegn_spmd_reload: A reload request will now be sent to 
all running processes of コンポーネント名.
jegn_spmd_reload : コンポーネント名の起動中の全プロセ
スに対しリロード要求を送信します

起動中の管理対象のプロセスすべてに対しリロード要求を
送信します。コンポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3577-IKAVB3577-IKAVB3577-IKAVB3577-I
jegn_spmd_stop: A stop request will now be sent to all 
processes of コンポーネント名.
jegn_spmd_stop : コンポーネント名の全プロセスに対し
停止要求を送信します

管理対象のプロセスすべてに対し停止要求を送信します。
コンポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3578-IKAVB3578-IKAVB3578-IKAVB3578-I
コンポーネント名 has ended.
コンポーネント名を終了します

プロセス管理を終了します。コンポーネント名は
JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

KAVB3586-IKAVB3586-IKAVB3586-IKAVB3586-I
コンポーネント名 has terminated.
コンポーネント名を終了します

プロセス管理を終了します。コンポーネント名は
JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

KAVB3597-IKAVB3597-IKAVB3597-IKAVB3597-I
jegn_spmd_stop -kill: A forced stop (kill) will be 
performed on all processes of コンポーネント名.
jegn_spmd_stop -kill : コンポーネント名の全プロセスに
強制停止を行います

管理対象のプロセスすべてに対し強制停止を行います。コ
ンポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。
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KAVB3599-EKAVB3599-EKAVB3599-EKAVB3599-E    ～～～～    KAVB3612-IKAVB3612-IKAVB3612-IKAVB3612-I
KAVB3599-EKAVB3599-EKAVB3599-EKAVB3599-E
main_loop: An invalid request was received for Service 
Control Manager. (event ID = 要求種別)
main_loop : SCMから不正な要求を受け取りました 
eventid = 要求種別

不正な要求を受け取りました。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KAVB3602-IKAVB3602-IKAVB3602-IKAVB3602-I
コンポーネント名 received a startup report from 管理対
象プロセス名.
コンポーネント名の管理対象プロセス名から起動完了通知
を受信しました

起動完了通知を受信しました。コンポーネント名は
JP1_EGNです。管理対象プロセス名は，プロセス管理の
管理している各コンポーネントを構成しているプロセスの
名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3603-IKAVB3603-IKAVB3603-IKAVB3603-I
All processes of コンポーネント名 are running.
コンポーネント名の全プロセスが起動しました

管理対象プロセスがすべて起動しました。コンポーネント
名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3604-IKAVB3604-IKAVB3604-IKAVB3604-I
コンポーネント名 startup has finished.
コンポーネント名の起動が完了しました

サービスの起動が完了しました。コンポーネント名は
JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3605-IKAVB3605-IKAVB3605-IKAVB3605-I
コンポーネント名 completed to send the start up request 
to the 管理対象プロセス名.
コンポーネント名の管理対象プロセス名に対する起動要求
が完了しました

異常終了した管理対象プロセスの再起動が完了しました。
コンポーネント名は JP1_EGNです。管理対象プロセス
名は，プロセス管理の管理している各コンポーネントを構

成しているプロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3608-IKAVB3608-IKAVB3608-IKAVB3608-I
コンポーネント名 received a reload-completed 
notification from 管理対象プロセス名.
コンポーネント名の管理対象プロセス名からリロード完了
通知を受信しました

管理対象プロセスからリロード完了通知を受信しました。
コンポーネント名は JP1_EGNです。管理対象プロセス
名は，プロセス管理の管理している各コンポーネントを構
成しているプロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3609-IKAVB3609-IKAVB3609-IKAVB3609-I
A コンポーネント名 reload request has finished.
コンポーネント名のリロード要求が完了しました

管理対象プロセスのリロード処理がすべて完了しました。
コンポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3610-IKAVB3610-IKAVB3610-IKAVB3610-I
コンポーネント名 received an termination notification 
from 管理対象プロセス名.
コンポーネント名の管理対象プロセス名から終了通知を受
信しました

管理対象プロセスから終了通知を受信しました。コンポー
ネント名は JP1_EGNです。管理対象プロセス名は，プ
ロセス管理の管理している各コンポーネントを構成してい
るプロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3612-IKAVB3612-IKAVB3612-IKAVB3612-I
A stop request will now be sent to all processes of コン
ポーネント名.
コンポーネント名の全プロセスに対し停止要求を送信しま
す

管理対象プロセスすべてに対し停止要求を送信します。コ
ンポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。
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KAVB3613-WKAVB3613-WKAVB3613-WKAVB3613-W    ～～～～    KAVB3624-EKAVB3624-EKAVB3624-EKAVB3624-E
KAVB3613-WKAVB3613-WKAVB3613-WKAVB3613-W
A コンポーネント名 timeout occurred in 管理対象プロセ
ス名. Processing continues.
コンポーネント名の管理対象プロセス名の起動がタイムア
ウトしました 処理を継続します

管理対象プロセスの起動タイムアウトが発生しました。コ
ンポーネント名は JP1_EGNです。管理対象プロセス名
は，プロセス管理の管理している各コンポーネントを構成
しているプロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
しばらく待ったあと，管理対象プロセスの起動が完了
しないで，サービスが起動しない場合は，
jegn_spmd_stop -killコマンドで再起動してく

ださい。

KAVB3614-EKAVB3614-EKAVB3614-EKAVB3614-E
Process management will now stop because an invalid コ
ンポーネント名 status occurred.
コンポーネント名不正な状態のためプロセス管理を停止し
ます

不正な状態のためプロセス管理を停止します。コンポーネ
ント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KAVB3616-IKAVB3616-IKAVB3616-IKAVB3616-I
Restart of the コンポーネント名 管理対象プロセス名 has 
finished.
コンポーネント名 の管理対象プロセス名 の再起動が完了
しました

異常終了した管理対象プロセスの再起動が完了しました。
コンポーネント名は JP1_EGNです。管理対象プロセス
名は，プロセス管理の管理している各コンポーネントを構
成しているプロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3620-EKAVB3620-EKAVB3620-EKAVB3620-E
The user does not have permission to execute the 
command 実行コマンド名.
実行権限がありません。実行コマンド名

Administrators権限がないユーザーがコマンドを実行し
ようとしました。

（（（（SSSS））））

コマンドを実行しません。

（（（（OOOO））））
Administrators権限があるユーザーで実行してくだ
さい。

KAVB3621-EKAVB3621-EKAVB3621-EKAVB3621-E
A fork system call failed during initialization: コンポーネ
ント名
初期化時に fork に失敗しました : コンポーネント名

プロセス管理の起動時にバックグラウンドで実行するため
の forkシステムコールに失敗しました。コンポーネント
名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））
システムのメモリーが不足していないか確認してくだ
さい。また，OSが正常に運用されているか確認して
ください。

KAVB3623-EKAVB3623-EKAVB3623-EKAVB3623-E
The setsid function failed. (エラーの説明)
setsid 関数が失敗しました エラーの説明

setsidシステムコールが失敗しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））
システムのメモリーが不足していないか確認してくだ
さい。また，OSが正常に運用されているか確認して
ください。

KAVB3624-EKAVB3624-EKAVB3624-EKAVB3624-E
An attempt to create a process management table has 
failed.
プロセス管理テーブルの作成に失敗しました

プロセス管理テーブルの作成に失敗しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
システムのメモリーが不足していないか，また，製品
が正しくインストールされているか確認してくださ
い。拡張起動プロセス定義ファイル
（jegn_service_0700.conf）の設定値が正しく設

定されているか確認してください。また，プロセス管
理の管理対象プロセスが正常終了しないで残ってし
まっていないか確認してください。
拡張起動プロセス定義ファイルを削除後，プロセス管
理を起動してください。
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KAVB3625-EKAVB3625-EKAVB3625-EKAVB3625-E    ～～～～    KAVB3646-IKAVB3646-IKAVB3646-IKAVB3646-I
KAVB3625-EKAVB3625-EKAVB3625-EKAVB3625-E
An internal error occurred. Execution Command names 
differ. 実行コマンド名
内部エラー : 実行コマンド名の不一致 実行コマンド名

実行コマンド名の不一致です。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））
実行コマンド名を確認してください。実行コマンド名
を変更した場合は，動作しなくなります。

KAVB3626-EKAVB3626-EKAVB3626-EKAVB3626-E
An attempt to create a lock file has failed. ロックファイ
ルのパス-エラーの説明
ロックファイルの作成に失敗しました. ロックファイルの
パス    エラーの説明

ロックファイルの作成に失敗しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
confディレクトリがあるか，読み込み権限および書

き込み権限があるか確認してください。また，クラス
タシステムで運用している場合，定義した confディ

レクトリがあるか，読み込み権限および書き込み権限
があるか確認してください。

KAVB3627-IKAVB3627-IKAVB3627-IKAVB3627-I
コンポーネント名 is already running.
コンポーネント名はすでに起動しています

サービスの二重起動です。コンポーネント名は JP1_EGN
です。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3631-E KAVB3631-E KAVB3631-E KAVB3631-E 
build_proc_table : The return value NULL was returned 
to the getfield function. 設定値
build_proc_table : getfield 関数に戻り値 NULL が返りま
した. 設定値.

拡張起動プロセス定義ファイル
（jeng_service_0700.conf）のエントリーが正しく設

定されていません。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））
拡張起動プロセス定義ファイルのエントリーが正しく
設定されているか確認してください。

KAVB3642-EKAVB3642-EKAVB3642-EKAVB3642-E
An internal error occurred. Component names differ. コ
ンポーネント名
内部エラー : コンポーネント名の不一致 コンポーネント名

コンポーネント名の不一致です。コンポーネント名は
JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KAVB3643-EKAVB3643-EKAVB3643-EKAVB3643-E
An attempt to open the environment definition file ファ
イル名 has failed.
環境定義ファイルがオープンできませんでした ファイル
名

環境定義ファイルがオープンできませんでした。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））
製品が正しくインストールされているか確認してくだ
さい。

KAVB3644-EKAVB3644-EKAVB3644-EKAVB3644-E
An attempt to expand the environment variables has 
failed.
環境変数の展開に失敗しました

jegn_spmd_env.confからの環境変数の読み込み処理

に失敗しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））
システムのメモリーが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVB3645-IKAVB3645-IKAVB3645-IKAVB3645-I
The logical hostname for process management is 論理ホ
スト名.
プロセス管理 論理ホスト名 論理ホスト名

プロセス管理は論理ホストで起動します。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3646-IKAVB3646-IKAVB3646-IKAVB3646-I
The オプション名 option is specified.
オプション名オプションが指定されました
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KAVB3647-EKAVB3647-EKAVB3647-EKAVB3647-E    ～～～～    KAVB3657-EKAVB3657-EKAVB3657-EKAVB3657-E
プロセス管理はオプション付きで起動します。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3647-EKAVB3647-EKAVB3647-EKAVB3647-E
The expiration of the time limit. コンポーネント名
コンポーネント名 使用期限が切れています

体験版の使用期限が切れました。コンポーネント名は
JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を中断します。

KAVB3649-EKAVB3649-EKAVB3649-EKAVB3649-E
The environment variable of JP1_HOSTNAME is empty.
環境変数 JP1_HOSTNAME が空文字です

環境変数 JP1_HOSTNAMEの設定が正しくありません。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
環境変数 JP1_HOSTNAMEに正しい論理ホスト名を設

定するか，環境変数 JP1_HOSTNAMEを削除してくだ

さい。

KAVB3651-IKAVB3651-IKAVB3651-IKAVB3651-I
Startup processing for コンポーネント名 has started.
コンポーネント名の起動処理を開始します

プロセス管理が管理対象プロセスの起動処理を行います。
コンポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理が管理対象プロセスを起動します。

KAVB3652-EKAVB3652-EKAVB3652-EKAVB3652-E
A timeout occurred during the wait for a response. 
(timeout period = タイムアウト秒 seconds)
応答待ちタイムアウトが発生しました タイムアウト秒：
タイムアウト秒

応答を待っている間にタイムアウトが発生しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
タイムアウト値を変えて再実行してください。

KAVB3653-EKAVB3653-EKAVB3653-EKAVB3653-E
An attempt to send a request to the process management 
has failed.
プロセス管理への要求送信に失敗しました

プロセス管理コマンドからプロセス管理への通信に失敗し

ました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
/var/opt/jp1eg4nnmi/tmpディレクトリがある

か確認してください。

KAVB3654-EKAVB3654-EKAVB3654-EKAVB3654-E
An attempt to receive a response from the process 
management has failed.
プロセス管理からの応答受信に失敗しました

プロセス管理コマンドがプロセス管理からのデータ受信に
失敗しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
プロセス管理を再起動して，再実行してください。

KAVB3655-EKAVB3655-EKAVB3655-EKAVB3655-E
Invalid data was received from the process management.
プロセス管理から不正なデータを受信しました

プロセス管理コマンドがプロセス管理から不正なデータを
受信しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
一時的に不正なデータを受信したおそれがあります。
プロセス管理を再起動後，再実行してください。

KAVB3656-IKAVB3656-IKAVB3656-IKAVB3656-I
The startup command terminated normally.
起動コマンドは正常終了しました

プロセス管理の起動コマンドは正常終了しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3657-EKAVB3657-EKAVB3657-EKAVB3657-E
The startup command terminated abnormally
起動コマンドは異常終了しました

起動コマンドは異常終了しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
jegn_spmd_statusコマンドで状態を確認後，再実

行してください。
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KAVB3658-EKAVB3658-EKAVB3658-EKAVB3658-E    ～～～～    KAVB3676-EKAVB3676-EKAVB3676-EKAVB3676-E
KAVB3658-EKAVB3658-EKAVB3658-EKAVB3658-E
The startup command terminated abnormally due to an 
inconsistent state.
起動コマンドは状態不正のため異常終了しました

プロセス管理がほかの処理をしている状態で，コマンドを
実行した場合に出力されます。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
しばらく待ってから jegn_spmd_statusコマンド

で状態を確認後，再実行してください。

KAVB3659-IKAVB3659-IKAVB3659-IKAVB3659-I
There were no processes that could run.
起動できるプロセスがありませんでした

起動できるプロセスがありません。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3660-EKAVB3660-EKAVB3660-EKAVB3660-E
Invalid data was received.
不正なデータを受信しました

プロセス管理コマンドがプロセス管理から不正なデータを
受信しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
一時的に不正なデータを受信したおそれがあります。
プロセス管理を再起動後，再実行してください。

KAVB3661-EKAVB3661-EKAVB3661-EKAVB3661-E
An unexpected result code was received. (return code = リ
ターンコード)
ありえない結果コードを受信しました. Return Code = リ
ターンコード

プロセス管理コマンドがプロセス管理からありえない結果
コードを受信しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
jegn_spmd_statusコマンドで状態を確認後，再実

行してください。

KAVB3662-IKAVB3662-IKAVB3662-IKAVB3662-I
The process management is not running.
プロセス管理は停止しています

プロセス管理が停止しています。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
• jegn_startコマンド実行時
セットアップが実行されていないか，NNMiイン
シデント転送フィルタ定義ファイルの定義が誤って
いる可能性があります。
統合トレースログを確認し，出力されたメッセージ
の対処を行ってから，再度実行してください。

KAVB3663-EKAVB3663-EKAVB3663-EKAVB3663-E
Execute the command from the administrator console.
管理者コンソールよりコマンドを実行してください

このコマンドは管理者コンソール上で実行する必要があり
ます。

（（（（SSSS））））
コマンドの処理を終了します。

（（（（OOOO））））
管理者コンソール上でコマンドを再実行してくださ
い。

KAVB3672-IKAVB3672-IKAVB3672-IKAVB3672-I
A forced termination (kill) of コンポーネント名 has 
started.
コンポーネント名の強制終了処理を開始します

プロセス管理の強制終了処理を開始します。コンポーネン
ト名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3674-IKAVB3674-IKAVB3674-IKAVB3674-I
Termination processing of コンポーネント名 has started.
コンポーネント名の終了処理を開始します

プロセス管理の終了処理を開始します。コンポーネント名
は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3675-IKAVB3675-IKAVB3675-IKAVB3675-I
The stop command terminated normally.
終了コマンドは正常終了しました

プロセス管理の終了コマンドが正常終了しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3676-EKAVB3676-EKAVB3676-EKAVB3676-E
The stop command terminated abnormally.
終了コマンドは異常終了しました
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KAVB3677-EKAVB3677-EKAVB3677-EKAVB3677-E    ～～～～    KAVB3690-IKAVB3690-IKAVB3690-IKAVB3690-I
プロセス管理の終了コマンドが異常終了しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
しばらく待ってから jegn_spmd_statusコマンド

で状態を確認後，再実行してください。

KAVB3677-EKAVB3677-EKAVB3677-EKAVB3677-E
The stop command terminated abnormally due to an 
inconsistent state.
終了コマンドは状態不正のため異常終了しました

プロセス管理がほかの処理をしている状態で，コマンドを
実行しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
しばらく待ってから再実行してください。

KAVB3678-IKAVB3678-IKAVB3678-IKAVB3678-I
There were no processes that could terminate.
終了できるプロセスが存在しませんでした

終了できるプロセスがありません。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3680-IKAVB3680-IKAVB3680-IKAVB3680-I
Reload processing for コンポーネント名 has started.
コンポーネント名のリロード処理を開始します

プロセス管理の管理対象プロセスのリロード処理を開始し
ます。コンポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3681-IKAVB3681-IKAVB3681-IKAVB3681-I
The reload command terminated normally.
リロードコマンドは正常終了しました

プロセス管理のリロードコマンドが正常終了しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3682-EKAVB3682-EKAVB3682-EKAVB3682-E
The reload command terminated abnormally.
リロードコマンドは異常終了しました

プロセス管理のリロードコマンドが異常終了しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
管理対象プロセスで，リロード処理に失敗しているプ
ロセスがないか確認してください。

KAVB3683-EKAVB3683-EKAVB3683-EKAVB3683-E
The reload command terminated abnormally due to an 
inconsistent state.
リロードコマンドは状態不正のため異常終了しました

プロセス管理がほかの処理をしている状態で，コマンドを
実行しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
しばらく待ってから再実行してください。

KAVB3684-EKAVB3684-EKAVB3684-EKAVB3684-E
There were no processes that could be reloaded.
リロードできるプロセスが存在しませんでした

リロードできるプロセスがありません。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
管理対象プロセスが起動しているか確認してくださ
い。

KAVB3685-EKAVB3685-EKAVB3685-EKAVB3685-E
A timeout occurred in プロセス名.
プロセス名がタイムアウトしました

プロセス名で示すプロセスのリロード処理がタイムアウト
しました。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
管理対象プロセスでリロード処理に失敗しているプロ
セスがないか確認してください。

KAVB3690-IKAVB3690-IKAVB3690-IKAVB3690-I
Processing to report the status of コンポーネント名 has 
started.
コンポーネント名の状態通知処理を開始します

プロセス管理の状態通知処理を開始します。コンポーネン
ト名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。
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KAVB3691-IKAVB3691-IKAVB3691-IKAVB3691-I    ～～～～    KAVB3744-IKAVB3744-IKAVB3744-IKAVB3744-I
KAVB3691-IKAVB3691-IKAVB3691-IKAVB3691-I
All the processes have started.
プロセスは全て起動しています

すべての管理対象プロセスが起動しています。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3692-IKAVB3692-IKAVB3692-IKAVB3692-I
Some of the processes have started.
プロセスは一部起動しています

一部の管理対象プロセスが起動しています。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3693-IKAVB3693-IKAVB3693-IKAVB3693-I
All of the processes have stopped.
プロセスは全て停止しています

すべての管理対象プロセスが停止しています。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3694-IKAVB3694-IKAVB3694-IKAVB3694-I
Part of the process is now restarting.
プロセスは一部再起動中です

プロセス管理は一部再起動中です。

（（（（SSSS））））
プロセス管理の状態通知コマンドを終了します。

KAVB3705-IKAVB3705-IKAVB3705-IKAVB3705-I
管理対象プロセス名 is now starting. (process ID = プロセ
スID)
管理対象プロセス名 開始中... pid = プロセスID

管理対象プロセスを起動中です。管理対象プロセス名は，
プロセス管理の管理している各コンポーネントを構成して
いるプロセスの名前です。プロセス IDは，起動中の管理
対象プロセスのプロセス IDです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3732-IKAVB3732-IKAVB3732-IKAVB3732-I
コンポーネント名 detected the termination of 管理対象プ
ロセス名. (process ID = プロセスID)
コンポーネント名 管理対象プロセス名の停止を検知しま
した プロセスID = プロセスID

管理対象プロセスの停止を検知しました。コンポーネント
名は JP1_EGNです。管理対象プロセス名は，プロセス
管理の管理している各コンポーネントを構成しているプロ

セスの名前です。プロセス IDは，起動中の管理対象プロ
セスのプロセス IDです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3736-IKAVB3736-IKAVB3736-IKAVB3736-I
All processes of コンポーネント名 have stopped.
コンポーネント名の全プロセスが停止しました

管理対象プロセスがすべて停止しました。コンポーネント
名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

KAVB3737-EKAVB3737-EKAVB3737-EKAVB3737-E
The コンポーネント名 管理対象プロセス名 terminated 
abnormally
コンポーネント名 の 管理対象プロセス名は異常終了しま
した

管理対象プロセスの異常終了を検知しました。コンポーネ
ント名は JP1_EGNです。管理対象プロセス名は，プロ
セス管理の管理している各コンポーネントを構成している
プロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
異常終了した管理対象プロセスが出力している統合ト
レースログを参照し，障害要因を取り除いてくださ
い。jegn_spmd_statusコマンドで状態を確認後，

再起動してください。もし，管理対象プロセスの出力
しているメッセージが存在しなかった場合，資料採取
ツールで資料を採取して，システム管理者に連絡して
ください。

KAVB3743-IKAVB3743-IKAVB3743-IKAVB3743-I
コンポーネント名 has terminated.
コンポーネント名を終了します

プロセス管理を終了します。コンポーネント名は
JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

KAVB3744-IKAVB3744-IKAVB3744-IKAVB3744-I
コンポーネント名 startup has finished.
コンポーネント名の起動が完了しました

サービスの起動が完了しました。コンポーネント名は
JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。
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KAVB3745-IKAVB3745-IKAVB3745-IKAVB3745-I    ～～～～    KAVB3765-EKAVB3765-EKAVB3765-EKAVB3765-E
KAVB3745-IKAVB3745-IKAVB3745-IKAVB3745-I
The コンポーネント名 startup request has finished.
コンポーネント名の起動要求が完了しました

起動要求が完了しました。コンポーネント名は JP1_EGN
です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3752-EKAVB3752-EKAVB3752-EKAVB3752-E
An attempt to start 管理対象プロセス名 has finished. 
(return code = リターンコード, detail code = 要求コード)

管理対象プロセスの起動に失敗しました。管理対象プロセ
ス名は，プロセス管理の管理している各コンポーネントを
構成しているプロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に
連絡してください。

KAVB3760-IKAVB3760-IKAVB3760-IKAVB3760-I
The changes to ファイル名 were not applied.
ファイル名 の変更は採用されませんでした

拡張起動プロセス定義ファイル
(jegn_service_0700.conf)の設定変更は採用されま
せんでした。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
設定値を変更して再実行してください。

KAVB3761-EKAVB3761-EKAVB3761-EKAVB3761-E
In the file ファイル名, the restart-or-not value is invalid. 
( restart-or-not = 設定値)
定義ファイルファイル名 : 再起動可否の値が不正です. 設
定値

拡張起動プロセス定義ファイル
(jegn_service_0700.conf)で設定された再起動可否
の値が不正です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
設定値を変更して再実行してください。

KAVB3762-IKAVB3762-IKAVB3762-IKAVB3762-I
Set 0 or 1 for the restart-or-not value.
再起動可否 : 0 か 1 を設定してください

拡張起動プロセス定義ファイル
(jegn_service_0700.conf)で設定する再起動可否の
値は 0か 1を設定してください。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
再起動可否の値は 0か 1を設定してください。

KAVB3763-EKAVB3763-EKAVB3763-EKAVB3763-E
In the file ファイル名, the number-of-restarts value is 
invalid. (restart num. = 設定値)
定義ファイルファイル名 : 再起動回数の値が不正です. 設
定値

拡張起動プロセス定義ファイル
(jegn_service_0700.conf)で設定された再起動回数
の値が不正です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
設定値を変更して再実行してください。

KAVB3764-IKAVB3764-IKAVB3764-IKAVB3764-I
Set 0 to 99 for the number-of-restarts value.
再起動回数 : 0 から 99 を設定してください

拡張起動プロセス定義ファイル
(jegn_service_0700.conf)で設定する再起動回数の
値は 0～ 99を設定してください。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
再起動回数の値は 0～ 99を設定してください。

KAVB3765-EKAVB3765-EKAVB3765-EKAVB3765-E
In the file ファイル名, the restart interval value is 
invalid. (restart interval = 設定値)
定義ファイルファイル名 : リトライ間隔の値が不正です. 
設定値

拡張起動プロセス定義ファイル
(jegn_service_0700.conf)で設定されたリトライ間
隔の値が不正です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
設定値を変更して再実行してください。
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KAVB3766-IKAVB3766-IKAVB3766-IKAVB3766-I    ～～～～    KAVB3786-EKAVB3786-EKAVB3786-EKAVB3786-E
KAVB3766-IKAVB3766-IKAVB3766-IKAVB3766-I
Set 0 to 3600 for the restart interval value.
リトライ間隔 : 0 から 3600 を設定してください

拡張起動プロセス定義ファイル
(jegn_service_0700.conf)で設定するリトライ間隔
の値は 0～ 3,600を設定してください。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
リトライ間隔の値は 0～ 3,600を設定してください。

KAVB3767-EKAVB3767-EKAVB3767-EKAVB3767-E
In the file ファイル名, the restart-count reset time is 
invalid. (restart-count reset time = 設定値)
定義ファイルファイル名 : 再起動回数リセット時間の値が
不正です. 設定値

拡張起動プロセス定義ファイル
(jegn_service_0700.conf)で設定された再起動回数
リセット時間の値が不正です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
設定値を変更して再実行してください。

KAVB3768-IKAVB3768-IKAVB3768-IKAVB3768-I
Set 3600 to 2147483647 for the restart-count reset time.
再起動回数リセット時間 : 3600 から 2147483647 を設定
してください

拡張起動プロセス定義ファイル
(jegn_service_0700.conf)で設定する再起動回数リ
セット時間の値は 3,600～ 2,147,483,647を設定してくだ
さい。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
再起動回数リセット時間の値は 3,600～
2,147,483,647を設定してください。

KAVB3769-IKAVB3769-IKAVB3769-IKAVB3769-I
In ファイル名, check the entries: 
process-name|path|startup-option|restart-or-not|num
ber-of-restarts|restart-interval|restart-count-reset-tim
e|
ファイル名 のエントリを確認してください :プロセス名|
パス|起動オプション|再起動可否|再起動回数|リトライ
間隔|再起動回数リセット時間|

拡張起動プロセス定義ファイル
(jegn_service_0700.conf)のエントリーを確認して

ください。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
拡張起動プロセス定義ファイルのエントリーを確認し
てください。

KAVB3777-IKAVB3777-IKAVB3777-IKAVB3777-I
コンポーネント名: The stopped 管理対象プロセス名 will 
be restarted. (restart count = 再起動回数)
コンポーネント名 : 停止した 管理対象プロセス名 を再起
動します.再起動回数 = 再起動回数

停止した管理対象プロセスを再起動します。コンポーネン
ト名は JP1_EGNです。管理対象プロセス名は，プロセ
ス管理の管理している各コンポーネントを構成しているプ
ロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
管理対象プロセスを再起動します。

KAVB3778-IKAVB3778-IKAVB3778-IKAVB3778-I
コンポーネント名: A startup request was sent to the 
process管理対象プロセス名.
コンポーネント名: 管理対象プロセス名 に起動要求を送信
しました

管理対象プロセスに起動要求を送信しました。コンポーネ
ント名は JP1_EGNです。管理対象プロセス名は，プロ
セス管理の管理している各コンポーネントを構成している
プロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3779-IKAVB3779-IKAVB3779-IKAVB3779-I
コンポーネント名: An attempt to send a startup request 
to the process管理対象プロセス名failed.
コンポーネント名: 管理対象プロセス名 の起動要求の送信
が失敗しました

管理対象プロセスの起動要求送信に失敗しました。コン
ポーネント名は JP1_EGNです。管理対象プロセス名は，
プロセス管理の管理している各コンポーネントを構成して
いるプロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3786-EKAVB3786-EKAVB3786-EKAVB3786-E
To process 管理対象プロセスの子プロセスID, the system 
sent the signal シグナル名.
pid = 管理対象プロセスの子プロセスID のプロセスに シグ
ナル名 を送信しました

管理対象プロセスの子プロセスにシグナルを送信しまし
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KAVB3788-EKAVB3788-EKAVB3788-EKAVB3788-E    ～～～～    KAVB3862-EKAVB3862-EKAVB3862-EKAVB3862-E
た。管理対象プロセスの子プロセス IDは，起動中の管理
対象プロセスが生成するプロセスのプロセス IDです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3788-EKAVB3788-EKAVB3788-EKAVB3788-E
コンポーネント名: The number of restarts of管理対象プロ
セス名exceeded the specified restart count.
コンポーネント名: 管理対象プロセス名 の再起動が設定再
起動回数を超えました

管理対象プロセスの再起動回数が設定値を超えました。コ
ンポーネント名は JP1_EGNです。管理対象プロセス名
は，プロセス管理の管理している各コンポーネントを構成
しているプロセスの名前です。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
異常終了した管理対象プロセスが出力している統合ト
レースログを参照し，障害要因を取り除いてくださ
い。jegn_spmd_statusコマンドで状態を確認後，

プロセス管理を再起動してください。もし，管理対象
プロセスの出力しているメッセージが存在しなかった
場合，資料採取ツールで資料を採取して，システム管
理者に連絡してください。

KAVB3802-WKAVB3802-WKAVB3802-WKAVB3802-W
The process manager will not be monitored because an 
attempt to initialize the health check function failed.
ヘルスチェック機能の初期化に失敗したためプロセス管理
は監視されません

ヘルスチェック機能の初期化に失敗したためプロセス管理
は監視されません。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
ヘルスチェック機能でプロセス管理を監視するために
は，プロセス管理を再起動してください。

KAVB3840-EKAVB3840-EKAVB3840-EKAVB3840-E
The product information could not be acquired because 
there was not enough memory.(Detailed information:関
数名,戻り値)
リソース不足のため製品情報取得に失敗しました (詳細情
報:関数名,戻り値)

リソース不足のため，製品情報の取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

リソース不足解消後，再実行してください。
解決しない場合は，資料採取ツールで資料を採取して
システム管理者に連絡してください。

KAVB3841-EKAVB3841-EKAVB3841-EKAVB3841-E
The product information could not be acquired because 
the environment is invalid.(Detailed information:関数名,
戻り値)
環境不正のため製品情報取得に失敗しました(詳細情報:関
数名,戻り値)

環境不正のため，製品情報の取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
システムに障害が発生していないか確認してくださ
い。
アンインストールし再インストール後に，再実行して
ください。

KAVB3846-IKAVB3846-IKAVB3846-IKAVB3846-I
コンポーネント名 completed the reload request.
コンポーネント名のリロード要求は完了しました

リロード処理が完了しました。コンポーネント名は
JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3855-IKAVB3855-IKAVB3855-IKAVB3855-I
The process 管理対象プロセス名 will be terminated by 
SIGKILL. (process ID = プロセスID)
プロセス 管理対象プロセス名 SIGKILL で停止します... 
pid = プロセスID

管理対象プロセスに SIGKILLを送信しました。管理対象
プロセス名は，プロセス管理の管理している各コンポーネ
ントを構成しているプロセスの名前です。プロセス IDは，
起動中の管理対象プロセスのプロセス IDです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3862-EKAVB3862-EKAVB3862-EKAVB3862-E
コンポーネント名: No processes could be started.
コンポーネント名プロセスが一つも起動できませんでした

管理対象プロセスが一つも起動できませんでした。コン
ポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理を終了します。

（（（（OOOO））））
システムのメモリーが不足していないか，また，製品
が正しくインストールされているか確認してくださ
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KAVB3863-EKAVB3863-EKAVB3863-EKAVB3863-E    ～～～～    KAVB3875-EKAVB3875-EKAVB3875-EKAVB3875-E
い。

KAVB3863-EKAVB3863-EKAVB3863-EKAVB3863-E
コンポーネント名: No processes can be reloaded.
コンポーネント名 リロードできるプロセスがありません

管理対象プロセスがすべてリロードできる状態ではありま
せんでした。コンポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
しばらく待ったあと，再実行してください。

KAVB3870-EKAVB3870-EKAVB3870-EKAVB3870-E
The conf directory path cannot be obtained from the 
common definition.
共通定義からconfディレクトリパスが取得できません

共通定義から confディレクトリパスが取得できませんで

した。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））

クラスタシステムで運用している場合
プロセス管理コマンドで指定している引数の論理
ホスト名が正しいか確認してください。また，環
境変数 JP1_HOSTNAMEの設定している論理ホス

ト名が正しいか確認してください。

クラスタシステムで運用していない場合
環境変数 JP1_HOSTNAMEを設定し，起動してい

ないか確認してください。環境変数
JP1_HOSTNAMEを設定していない場合は，修正

インストールをしてください。

KAVB3871-EKAVB3871-EKAVB3871-EKAVB3871-E
The conf directory path cannot be obtained by using the 
specified logical hostname.
指定された論理ホスト名で conf ディレクトリパスが取得
できません

指定された論理ホスト名で共通定義から confディレクト

リパスが取得できませんでした。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
クラスタシステムでの運用が前提です。指定した論理
ホスト名が正しいか，または設定が正常に終了してい
るか確認してください。

KAVB3872-EKAVB3872-EKAVB3872-EKAVB3872-E
The log directory path cannot be obtained from the 
common definition information.
共通定義からlogディレクトリパスが取得できません

共通定義から logディレクトリパスが取得できませんで

した。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
クラスタシステムで運用している場合，論理ホスト名
の設定が正しいか，または設定が正常に終了している
か確認してください。クラスタシステムで運用してい
ない場合は，修正インストールを行ってください。

KAVB3873-EKAVB3873-EKAVB3873-EKAVB3873-E
The log directory path cannot be obtained by using the 
specified logical hostname.
指定された論理ホスト名で log ディレクトリパスが取得で
きません

指定された論理ホスト名で共通定義から logディレクト

リパスが取得できませんでした。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
クラスタシステムでの運用が前提です。指定した論理
ホスト名が正しいか，または設定が正常に終了してい
るか確認してください。

KAVB3874-EKAVB3874-EKAVB3874-EKAVB3874-E
HNTRLib could not be initialized.
HNTRLib が初期化できませんでした

HNTRLib2が初期化できませんでした。ログが出力され
ません。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
プロセス管理起動時の場合は，プロセス管理を停止
し，再起動してください。

KAVB3875-EKAVB3875-EKAVB3875-EKAVB3875-E
HNTRLib could not be initialized.
HNTRLib が初期化できませんでした

HNTRLib2が初期化できませんでした。ログが出力され
ません。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
プロセス管理起動時の場合は，プロセス管理を停止
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KAVB3899-EKAVB3899-EKAVB3899-EKAVB3899-E    ～～～～    KAVB3935-EKAVB3935-EKAVB3935-EKAVB3935-E
し，再起動してください。

KAVB3899-EKAVB3899-EKAVB3899-EKAVB3899-E
The work directory path cannot be acquired from the 
common definition information. (return code = リターン
コード)
共通定義から work ディレクトリパスが取得できません

共通定義から workディレクトリパスが取得できませんで

した。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
クラスタシステムで運用している場合，論理ホスト名
の設定が正しいか，または設定が正常に終了している
か確認してください。クラスタシステムで運用してい
ない場合は，修正インストールを行ってください。

KAVB3905-IKAVB3905-IKAVB3905-IKAVB3905-I
A stop request was sent to the process 管理対象プロセス
名. (process ID = プロセスID)
プロセス 管理対象プロセス名に停止要求を送信しました
... pid = プロセスID

管理対象プロセスに停止要求を送信しました。管理対象プ
ロセス名は，プロセス管理の管理している各コンポーネン
トを構成しているプロセスの名前です。プロセス IDは，
起動中の管理対象プロセスのプロセス IDです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3908-IKAVB3908-IKAVB3908-IKAVB3908-I
A reload request was sent to the process 管理対象プロセ
ス名. (process ID = プロセスID)
プロセス 管理対象プロセス名にリロード要求を送信しま
した... pid = プロセスID

管理対象プロセスにリロード要求を送信しました。管理対
象プロセス名は，プロセス管理の管理している各コンポー
ネントを構成しているプロセスの名前です。プロセス ID
は，起動中の管理対象プロセスのプロセス IDです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3910-IKAVB3910-IKAVB3910-IKAVB3910-I
SIGTERM will terminate the process 管理対象プロセス
名. (process ID = プロセスID)
プロセス 管理対象プロセス名 SIGTERM で停止します... 
pid = プロセスID

管理対象プロセスに SIGTERMを送信しました。管理対
象プロセス名は，プロセス管理の管理している各コンポー
ネントを構成しているプロセスの名前です。プロセス ID
は，起動中の管理対象プロセスのプロセス IDです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3911-EKAVB3911-EKAVB3911-EKAVB3911-E
The process management daemon is busy.
コマンド処理中です

コマンドを処理中です。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
しばらく待ってから再実行してください。起動，停
止，またはリロード処理中に，jegn_spmd_reload

コマンドを実行した場合に出力されているときは，処
理が完了するのを待ってから再実行してください。

KAVB3912-IKAVB3912-IKAVB3912-IKAVB3912-I
The process is running.
プロセスは起動しています

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3913-IKAVB3913-IKAVB3913-IKAVB3913-I
The process is not running.
プロセスは停止しています

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

KAVB3914-EKAVB3914-EKAVB3914-EKAVB3914-E
An attempt to open the lock file under the conf directory 
has failed.
conf ディレクトリのロックファイルがオープンできませ
ん

confディレクトリのロックファイルがオープンできませ

んでした。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
confディレクトリがあるか，または書き込み権限が

あるか確認してください。
クラスタシステムで運用している場合，定義した
confディレクトリがあるか，または書き込み権限が

あるか確認してください。

KAVB3935-EKAVB3935-EKAVB3935-EKAVB3935-E
create_pre_process_entry: Memory allocation failed. (要
求コード)
create_pre_process_entry : メモリ確保に失敗しました : 
要求コード
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KAVB3960-IKAVB3960-IKAVB3960-IKAVB3960-I    ～～～～    KAVB3986-IKAVB3986-IKAVB3986-IKAVB3986-I
起動前処理管理テーブルの作成に失敗しました。起動前処
理は行われません。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メモリー不足が発生していないか確認してください。

KAVB3960-IKAVB3960-IKAVB3960-IKAVB3960-I
Startup preprocessing is being performed.
起動前処理中です

プロセス管理は起動前処理中です。

（（（（SSSS））））
プロセス管理の状態通知コマンドを終了します。

KAVB3961-EKAVB3961-EKAVB3961-EKAVB3961-E
The request could not be accepted because startup 
preprocessing is being performed.
起動前処理中の為，要求を受けられません

プロセス管理は起動前処理中のため，コマンド要求を受け
付けられませんでした。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。

（（（（OOOO））））
しばらく待ってから再実行してください。

KAVB3981-IKAVB3981-IKAVB3981-IKAVB3981-I
jegn_spmd_stop -job: A request to stop job restrictions 
will be sent to all processes of コンポーネント名.
jegn_spmd_stop -job : コンポーネント名の全プロセスに対
しジョブ制限停止要求を送信します

管理対象のプロセスすべてに対しジョブ制限停止要求を送
信します。コンポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3984-IKAVB3984-IKAVB3984-IKAVB3984-I
A request to stop job restrictions has been sent to the 
process 管理対象プロセス名. (process ID = プロセスID)
プロセス 管理対象プロセス名にジョブ制限停止要求を送
信しました... pid = プロセスID

管理対象プロセスにジョブ制限停止要求を送信しました。
管理対象プロセス名は，プロセス管理の管理している各コ
ンポーネントを構成しているプロセスの名前です。プロセ
ス IDは，起動中の管理対象プロセスのプロセス IDです。

（（（（SSSS））））
処理を続行します。

KAVB3986-IKAVB3986-IKAVB3986-IKAVB3986-I
Processing to stop コンポーネント名 job restrictions has 
started.
コンポーネント名のジョブ制限終了処理を開始します

プロセス管理のジョブ制限終了処理を開始します。コン
ポーネント名は JP1_EGNです。

（（（（SSSS））））
プロセス管理コマンドを終了します。
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第 4編　トラブルシューティング編

10　トラブルシューティング
この章では，JP1/IM - EG for NNMiでトラブルが発生した場
合の対処方法について説明します。

10.1 対処の手順

10.2 ログ情報の種類

10.3 トラブル発生時に採取が必要な資料
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10.　トラブルシューティング
10.1　対処の手順
JP1/IM - EG for NNMiでトラブルが発生した場合は，次の手順で対処してください。

1. 現象の確認
トラブルが発生したときの現象を確認してください。メッセージが出力されている場
合は，メッセージの内容を確認してください。トラブルの要因が判明した場合は，対
処方法に従ってトラブルを解決します。

2. 資料の採取
手順 1.でトラブルが解消されない場合，または内部エラー，通信エラーなどの場合
は，トラブルの要因を調べるために資料の採取が必要です。「10.3　トラブル発生時
に採取が必要な資料」を参照して，必要な資料を採取してください。

3. 問題の調査
採取した資料を基に問題の要因を調査し，問題が発生している部分，または問題の範
囲を切り分けてください。
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10.　トラブルシューティング
10.2　ログ情報の種類
JP1/IM - EG for NNMiを運用しているときに出力されるログ情報は 3種類あります。

• 統合トレースログ
• JP1イベント発行トレースログ
• プロセス別トレースログ

この節では，3種類のログ情報について説明します。

10.2.1　統合トレースログ
統合トレースログとは，各プログラムが出力するトレース情報を，統合トレース機能
（HNTRLib2）を通じて，一つの出力先ファイルにまとめて採取するログ情報のことで
す。

統合トレースログのデフォルトの出力先を次に示します。

Windowsの場合
システムドライブ :¥Program 

Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥spool¥hntr2{1|2|3|4}.log

UNIXの場合
/var/opt/hitachi/HNTRLib2/spool/hntr2{1|2|3|4}.log

統合トレースログは，任意のテキストエディターで参照できます。統合トレースログの
出力例を次に示します。

図 10-1　統合トレースログの出力例

統合トレースログに出力されるヘッダー情報と出力項目の説明を次に示します。
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10.　トラブルシューティング
表 10-1　統合トレースログのヘッダー情報

表 10-2　統合トレースログの出力項目

注意
統合トレースログに出力されるログの時刻は，出力したプロセスのタイムゾーンで
フォーマットされます。
このため，環境変数 TZを変更したユーザーなどがサービスを起動したり，コマンド

を実行したりすると，OSに設定されているタイムゾーンと異なる時刻が出力される
ことがあります。

10.2.2　JP1イベント発行トレースログ
JP1イベント発行トレースログは，NNMiインシデントを JP1イベントに変換したとき

ヘッダー情報 説明

OS情報 統合トレース機能が起動している OSの情報です。

ホスト名 統合トレース機能が起動しているホスト名です。

タイムゾーン Windowsの場合
OSのタイムゾーンです。

UNIXの場合
統合トレースプロセスの環境変数 TZです。
環境変数 TZが設定されていない場合は Unknownとなります。

統合トレース機能起動
時刻

統合トレース機能を起動した時刻です。

出力項目 説明

番号 トレースレコードの通番（4けた）
番号はログを出力したプロセスごとに採番されます。

日付 トレースの取得日付：yyyy/mm/dd（年 /月 /日）

時刻 トレースの取得時刻（ローカル時刻）：hh:mm:ss.sss（時 :分 :秒 .ミリ
秒）

AP名 アプリケーションを識別するための名称（アプリケーション識別名）。
JP1/IM - EG for NNMiで出力される AP名は次のとおりです。
• JP1/IM - EG for NNMiのサービス
jegneg4nnmi

• プロセス管理
JEGN_SPMD

pid プロセス ID。OSが付けるプロセス ID。

tid スレッド ID。スレッドを識別するための ID。

メッセージ ID メッセージの出力形式で説明したメッセージ ID。この製品で使用するメッ
セージ ID。

メッセージテキスト 統合トレースログに出力されるメッセージのテキスト。この製品から出力さ
れるメッセージテキスト。
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の変換結果を出力するトレースログです。NNMiインシデント転送フィルター定義ファ
イルのフィルター条件文によるフィルタリング結果や，JP1イベントの発行状況などが
わかります。

JP1イベント発行トレースログのデフォルトの出力先を次に示します。

Windowsの場合
• 物理ホスト：EG for NNMiパス ¥log¥jegnevent{1|2|3|4}.log

• 論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1EG4NNMI¥log¥jegnevent{1|2|3|4}.log

UNIXの場合
• 物理ホスト：/var/opt/jp1eg4nnmi/log/jegnevent{1|2|3|4}.log
• 論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/log/

jegnevent{1|2|3|4}.log

JP1イベント発行トレースログは，任意のテキストエディターで参照できます。JP1イ
ベント発行トレースログの出力例を次に示します。

図 10-2　JP1イベント発行トレースログの出力例

JP1イベント発行トレースログに出力されるヘッダー情報と出力項目の説明を次の表に
示します。

表 10-3　JP1イベント発行トレースログのヘッダー情報

ヘッダー情報 説明

OS情報 JP1/IM - EG for NNMiのトレース機能が起動している OSの情報です。

ホスト名 JP1/IM - EG for NNMiのトレース機能が起動しているホスト名です。

タイムゾーン Windowsの場合
OSのタイムゾーンです。

UNIXの場合
トレースプロセスの環境変数 TZです。
環境変数 TZが設定されていない場合は Unknownとなります。
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表 10-4　JP1イベント発行トレースログの出力項目

メッセージテキストの形式
JP1イベント発行トレースログに出力されるメッセージテキストの形式を次に示し
ます。
変換結果△ :△取得要求日時△ UUID△ソースノード名△作成日時△ >△イベント
DB番号
△は一つ以上の連続した半角のスペースまたはタブを示します。
メッセージテキストの出力例を次に示します。

図 10-3　JP1イベント発行トレースログのメッセージテキストの出力例

メッセージテキストの項目の説明を次の表に示します。

トレース機能起動時刻 JP1/IM - EG for NNMiのトレース機能を起動した時刻です。

出力項目 説明

番号 トレースレコードの通番（4けた）
番号はログを出力したプロセスごとに採番されます。

日付 トレースの取得日付：yyyy/mm/dd（年 /月 /日）

時刻 トレースの取得時刻（ローカル時刻）：hh:mm:ss.sss（時 :分 :秒 .ミリ
秒）

AP名 アプリケーションを識別するための名称（アプリケーション識別名）。
JP1/IM - EG for NNMiで出力される AP名は次のとおりです。
• JP1/IM - EG for NNMiのサービス
jegneg4nnmi

• プロセス管理
JEGN_SPMD

pid プロセス ID。OSが付けるプロセス ID。

tid スレッド ID。スレッドを識別するための ID。

メッセージテキスト JP1イベント発行トレースログに出力されるメッセージのテキスト。この製
品から出力されるメッセージテキスト。

ヘッダー情報 説明
170



10.　トラブルシューティング
表 10-5　JP1イベント発行トレースログのメッセージテキストの項目

注意
JP1イベント発行トレースログに出力されるログの時刻は，出力したプロセスのタ
イムゾーンでフォーマットされます。
このため，環境変数 TZを変更したユーザーなどがサービスを起動したり，コマンド

を実行したりすると，OSに設定されているタイムゾーンと異なる時刻が出力される
ことがあります。

10.2.3　プロセス別トレースログ
プロセス別トレースログとは，JP1/IM - EG for NNMiの各機能が出力するログ情報のこ
とです。各機能によって異なるログファイルに出力されます。なお，プロセス別トレー
スログには製品情報が含まれているため，内容は公開していません。

項目 説明

変換結果 NNMiインシデントを JP1イベントに変換した結果。
FWDn

転送条件ブロックに記述された n番目のフィルター条件文を満たしたた
め，JP1イベントに変換したことを示します。

EXC
転送条件ブロックに記述されたフィルター条件文を一つも満たさなかっ
たため，JP1イベントに変換しなかったことを示します。

取得要求日時 NNMiに対して NNMiインシデントの取得を要求した日時。
1970年 1月 1日 00:00:00（世界標準時）から経過したミリ秒数で表されま
す。

UUID NNMiインシデントの UUID。

ソースノード名 NNMiインシデントのソースノード名。

作成日時 NNMiインシデントの作成日時（ローカル時刻）：yyyy/mm/dd hh:mm:ss
（年 /月 /日 時 :分 :秒）

イベント DB番号 NNMiインシデントを変換して発行した JP1イベントの，イベント DB内の
通し番号。
変換結果が FWDnの場合だけ出力されます。
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10.3　トラブル発生時に採取が必要な資料
トラブルが発生したときに採取が必要な資料について説明します。

JP1/IM - EG for NNMiでは採取が必要な資料を一括採取するための資料採取ツール
（jegn_logコマンド）を提供しています。jegn_logコマンドの詳細については，「7.
　コマンド」の「jegn_log.bat（Windows限定）」または「jegn_log.sh（UNIX限定）」
を参照してください。

Windows，UNIXのそれぞれで採取する資料について説明します。

10.3.1　採取が必要な資料（Windowsの場合）
Windowsの場合にトラブルが発生したときに採取が必要な資料について説明します。

資料採取ツール（jegn_log.batコマンド）を使用すると，資料を採取する対象フォル

ダまたはファイルを一次資料および二次資料に区分けし，指定した資料格納フォルダの
直下に採取した資料が格納されます。

資料格納フォルダの直下に格納される資料のフォルダ構成および資料内容を次に示しま
す。

表 10-6　資料のフォルダ構成および資料内容（物理ホスト）

表 10-7　資料のフォルダ構成および資料内容（論理ホスト）

フォルダ名 種類 格納される資料

資料格納フォルダ
¥jp1_default¥eg4nnmi_1st¥oslog

一次資料 OSのログ情報

資料格納フォルダ
¥jp1_default¥eg4nnmi_1st¥spool

統合トレースログ

資料格納フォルダ
¥jp1_default¥eg4nnmi_1st¥eg4nnmi

JP1/IM - EG for 
NNMiの情報

資料格納フォルダ
¥jp1_default¥eg4nnmi_1st¥base

JP1/Baseの情報

資料格納フォルダ
¥jp1_default¥eg4nnmi_2nd¥oslog

二次資料 OSのログ情報

資料格納フォルダ
¥jp1_default¥eg4nnmi_2nd¥base

JP1/Baseの情報

フォルダ名 種類 格納される資料

資料格納フォルダ ¥論理ホスト名
¥eg4nnmi_1st¥oslog

一次資料 OSのログ情報

資料格納フォルダ ¥論理ホスト名
¥eg4nnmi_1st¥eg4nnmi

JP1/IM - EG for 
NNMiの情報
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jegn_log.batコマンドの詳細については，「7.　コマンド」の「jegn_log.bat
（Windows限定）」を参照してください。

（1） OSのログ情報

トラブル発生時に採取する OSのログ情報について説明します。OSのログ情報は資料採
取ツール（jegn_log.batコマンド）で採取できます。資料採取ツールで取得できる

OSのログ情報を次の表に示します。

なお，ファイル名は資料採取ツールを実行したあとの格納先でのファイル名です。

表 10-8　OSのログ情報（物理ホストの一次資料）

資料格納フォルダ ¥論理ホスト名
¥eg4nnmi_1st¥base

JP1/Baseの情報

資料格納フォルダ ¥論理ホスト名
¥eg4nnmi_2nd¥oslog

二次資料 OSのログ情報

資料格納フォルダ ¥論理ホスト名
¥eg4nnmi_2nd¥base

JP1/Baseの情報

情報の種類 採取資料 ファイル名

資料採取日時 • date /tの実行結果
• time /tの実行結果

date.log

日立総合インストーラのログファイル Windowsのインストール
先フォルダ
¥Temp¥HCDINST¥以下の
ファイル

左記ファイルのコピーファ
イル

JP1/Baseのインストール /アンインス
トールログファイル

Windowsのインストール
先フォルダ
¥Temp¥HITACHI_JP1_IN
ST_LOG¥jp1base_inst{
1|2|3|4|5}.log

jp1base_inst{1|2|3|4|
5}.log

マシンに設定されているホスト名の設定 システムルートフォルダ
¥system32¥drivers¥et
c¥hosts

hosts

マシンに設定されているサービスポート
の設定

システムルートフォルダ
¥system32¥drivers¥et
c¥services

services

NICの実装状況 ipconfig /allの実行結
果

ipconfig.log

起動サービス一覧 net startの実行結果 netstart.log

ネットワーク統計情報 netstat -naの実行結果 netstat.log

マシンの環境変数 setの実行結果 set.log

フォルダ名 種類 格納される資料
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マシンのシステム情報 msinfo32 /report ファ
イル名の実行結果

msinfo32.log

レジストリ情報 レジストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE¥S
OFTWARE¥HITACHI

または
レジストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE¥S
OFTWARE¥Wow6432Node¥
HITACHI

の内容を regeditコマン
ドで採取した結果

hitachi_reg.txt

JP1/Baseのインストール情報 システムドライブ
:ProgramFiles(x86)¥I
nstallShield 
Installation 
Information¥{F8C71F7
C-E5DE-11D3-A21E-006
097C00EBC}¥setup.ini

base_setup.ini

JP1/Baseのインストールログファイル システムドライブ
:ProgramFiles(x86)¥I
nstallShield 
Installation 
Information¥{F8C71F7
C-E5DE-11D3-A21E-006
097C00EBC}¥setup.ilg

base_setup.ilg

JP1/Baseのアクセス権限情報 (インス
トールフォルダ )

cacls Baseパスの実行結
果

cacls_jp1base.log

JP1/Baseのアクセス権限情報 (ログフォ
ルダ )

cacls Baseパス ¥logの
実行結果

cacls_jp1base_log.log

JP1/Baseのアクセス権限情報 (コマンド
実行履歴フォルダ )

cacls Baseパス
¥log¥COMMANDの実行結
果

cacls_jp1base_log_COM
MAND.log

JP1/Baseのアクセス権限情報 (イベント
DBフォルダ )

cacls Baseパス ¥sysの
実行結果

cacls_jp1base_sys.log

cacls Baseパス
¥sys¥eventの実行結果

cacls_jp1base_sys_eve
nt.log

cacls Baseパス
¥sys¥event¥serversの
実行結果

cacls_jp1base_sys_eve
nt_servers.log

cacls Baseパス
¥sys¥event¥servers¥d

efaultの実行結果

cacls_jp1base_sys_eve
nt_servers_default.lo
g

JP1/IM - EG for NNMiのアクセス権限情
報 (インストールフォルダ )

cacls EG for NNMiパスの
実行結果

cacls_jp1eg4nnmi.log

情報の種類 採取資料 ファイル名
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JP1/IM - EG for NNMiのアクセス権限情
報 (ログフォルダ )

cacls EG for NNMiパス
¥logの実行結果

cacls_jp1eg4nnmi_log.
log

JP1/Baseのファイル一覧 dir Baseパス /sの実行
結果

dir_jp1base.log

JP1/IM - EG for NNMiのファイル一覧 dir EG for NNMiパス /s
の実行結果

dir_jp1eg4nnmi.log

ネットワークアドレス解決のためのホス
ト名

jbsgethostbynameの実
行結果

• jbsgethostbyname.log(
標準出力 )

• jbsgethostbyname_err

.log(標準エラー出力 )

ヘルスチェック jbshcstatus -debug 

-aの実行結果
• jbshcstatus.log(標準
出力 )

• jbshcstatus_err.log(
標準エラー出力 )

イベントサービスのプロセス稼働状態 jevstatの実行結果 • jevstat.log(標準出力 )
• jevstat_err.log(標準
エラー出力 )

プロセス稼働状態（JP1/Base） jbs_spmd_statusの実
行結果

• jbs_spmd_status.log(
標準出力 )

• jbs_spmd_status_err.

log(標準エラー出力 )

プロセス稼働状態（JP1/IM - EG for 
NNMi）

jegn_spmd_statusの実
行結果

• jegn_spmd_status.log(
標準出力 )

• jegn_spmd_status_err

.log(標準エラー出力 )

資料採取コマンドの実行結果 jegn_log.batコマンド
の実行結果

jegn_log_result.log

製品情報取得ライブラリ情報およびログ <%SystemDrive%>¥Prog
ram 
Files(x86)¥Hitachi¥j

p1common¥jp1imegn¥以
下のファイル

左記ファイルのコピーファ
イル

JP1/Baseのアクセス権限情報
（ALLUSERSPROFILEフォルダ）

cacls 
<%ALLUSERSPROFILE%>¥
Hitachi¥jp1¥jp1_defa

ult¥JP1Base¥logの実
行結果

cacls_programdata_jp1
base_log.log

JP1/Baseのファイル一覧
（ALLUSERSPROFILEフォルダ）

dir 
<%ALLUSERSPROFILE%>¥
Hitachi¥jp1¥jp1_defa

ult¥JP1Base /sの実行
結果

dir_programdata_jp1ba
se.log

情報の種類 採取資料 ファイル名
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表 10-9　OSのログ情報（物理ホストの二次資料）

注※
あらかじめクラッシュダンプを出力するように設定しておく必要があります。出力設定の方法
については，「2.4.5(1)　トラブル発生時の資料採取の準備（Windows限定）」を参照してくだ
さい。

表 10-10　OSのログ情報（論理ホストの一次資料）

情報の種類 採取資料 ファイル名

資料採取日時 • date /tの実行結果
• time /tの実行結果

date.log

Windowsイベントログ • アプリケーション：シス
テムルートフォルダ
¥system32¥config¥A
ppEvent.Evt

• システム：システムルー
トフォルダ
¥system32¥config¥S
ysEvent.Evt

• AppEvent(Backup).evt

• AppEvent(Backup).txt

• SysEvent(Backup).evt

• SysEvent(Backup).txt

クラッシュダンプ※ ユーザー指定フォルダ
¥user.dmp

user.dmp

ワトソン博士のログ※ ユーザー指定フォルダ
¥drwtsn32.log

drwtsn32.log

情報の種類 採取資料 ファイル名

資料採取日時 • date /tの実行結果
• time /tの実行結果

date.log

JP1/Baseのアクセス権限情報 (共有フォ
ルダ )

cacls 共有フォルダ
¥JP1Baseの実行結果

cacls_jp1base.log

JP1/Baseのアクセス権限情報 (ログフォ
ルダ )

cacls 共有フォルダ
¥JP1Base¥logの実行結
果

cacls_jp1base_log.log

JP1/Baseのアクセス権限情報 (コマンド
実行履歴フォルダ )

cacls 共有フォルダ
¥JP1Base¥log¥COMMAND

の実行結果

cacls_jp1base_log_COM
MAND.log

JP1/Baseのアクセス権限情報 (イベント
DBフォルダ )

cacls 共有フォルダ
¥JP1Base¥eventの実行
結果

cacls_jp1base_event.l
og

JP1/IM - EG for NNMiのアクセス権限情
報 (共有フォルダ )

cacls 共有フォルダ
¥JP1EG4NNMIの実行結果

cacls_jp1eg4nnmi.log

JP1/IM - EG for NNMiのアクセス権限情
報 (ログフォルダ )

cacls 共有フォルダ
¥JP1EG4NNMI¥logの実
行結果

cacls_jp1eg4nnmi_log.
log

JP1/Baseのファイル一覧 dir 共有フォルダ
¥JP1Base /sの実行結果

dir_論理ホスト名
_jp1base.log
176



10.　トラブルシューティング
表 10-11　OSのログ情報（論理ホストの二次資料）

（2） 統合トレースログ

統合トレースログは資料採取ツール（jegn_log.batコマンド）で採取できます。資料

採取ツールで取得できる統合トレースログを次の表に示します。

なお，ファイル名は資料採取ツールを実行したあとの格納先でのファイル名です。

JP1/IM - EG for NNMiのファイル一覧 dir 共有フォルダ
¥JP1EG4NNMI /sの実行
結果

dir_論理ホスト名
_jp1eg4nnmi.log

ネットワークアドレス解決のためのホス
ト名

jbsgethostbyname 論理
ホスト名 の実行結果

• jbsgethostbyname.log(
標準出力 )

• jbsgethostbyname_err

.log(標準エラー出力 )

ヘルスチェック jbshcstatus -debug 

-a -h 論理ホスト名の実行
結果

• jbshcstatus.log(標準
出力 )

• jbshcstatus_err.log(
標準エラー出力 )

プロセス稼働状態（JP1/Base） jbs_spmd_status -h 論
理ホスト名の実行結果

• jbs_spmd_status.log(
標準出力 )

• jbs_spmd_status_err.

log(標準エラー出力 )

プロセス稼働状態（JP1/IM - EG for 
NNMi）

jegn_spmd_status -h 

論理ホスト名の実行結果
• jegn_spmd_status.log(
標準出力 )

• jegn_spmd_status_err

.log(標準エラー出力 )

JP1/Baseのアクセス権限情報
（ALLUSERSPROFILEフォルダ）

cacls 
<%ALLUSERSPROFILE%>¥

Hitachi¥jp1¥論理ホスト
名 ¥JP1Base¥logの実行
結果

cacls_programdata_jp1
base_log.log

JP1/Baseのファイル一覧
（ALLUSERSPROFILEフォルダ）

dir 
<%ALLUSERSPROFILE%>¥

Hitachi¥jp1¥論理ホスト
名 ¥JP1Base /sの実行結
果

dir_programdata_jp1ba
se.log

情報の種類 採取資料 ファイル名

資料採取日時 • date /tの実行結果
• time /tの実行結果

date.log

情報の種類 採取資料 ファイル名
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表 10-12　統合トレースログ（物理ホストの一次資料）

（3） JP1/IM - EG for NNMiの情報

トラブル発生時に採取する JP1/IM - EG for NNMiの情報について説明します。JP1/IM 
- EG for NNMiの情報は資料採取ツール（jegn_log.batコマンド）で採取できます。
資料採取ツールで取得できる JP1/IM - EG for NNMiの情報を次の表に示します。

なお，ファイル名は資料採取ツールを実行したあとの格納先でのファイル名です。

表 10-13　JP1/IM - EG for NNMiの情報（物理ホストの一次資料）

表 10-14　JP1/IM - EG for NNMiの情報（論理ホストの一次資料）

（4） JP1/Baseの情報

トラブル発生時に採取する JP1/Baseの情報について説明します。JP1/Baseの情報は資
料採取ツール（jegn_log.batコマンド）で採取できます。JP1/Baseの情報を採取し
ない場合は，-n，-p，または -rオプションを指定して，jegn_log.batコマンドを実

情報の種類 採取資料 ファイル名

統合トレースログ システムドライブ
:ProgramFiles(x86)¥
Hitachi¥HNTRLib2¥sp
ool

デフォルトで以下の
ファイル
hntr2[1|2|3|4].lo
g

情報の種類 採取資料 ファイル名

パッチ適用履歴 EG for NNMiパス
¥PATCHLOG.TXT

Patchlog_jp1eg4nn
mi.txt

設定および定義ファイル EG for NNMiパス ¥conf¥

以下のファイル
左記ファイルのコピー
ファイル

ログファイル EG for NNMiパス¥log¥以
下のファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

転送フィルター定義ファイル EG for NNMiパス¥dat¥以
下のファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

情報の種類 採取資料 ファイル名

設定および定義ファイル 共有フォルダ
¥JP1EG4NNMI¥conf¥以
下のファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

ログファイル 共有フォルダ
¥JP1EG4NNMI¥log¥以下
のファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

転送フィルター定義ファイル 共有フォルダ
¥JP1EG4NNMI¥dat¥以下
のファイル

左記ファイルのコピー
ファイル
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行します。

資料採取ツールで取得できる JP1/Baseの情報を次の表に示します。

なお，ファイル名は資料採取ツールを実行したあとの格納先でのファイル名です。

表 10-15　JP1/Baseの情報（物理ホストの一次資料）

表 10-16　JP1/Baseの情報（物理ホストの二次資料）

表 10-17　JP1/Baseの情報（論理ホストの一次資料）

情報の種類 採取資料 ファイル名

パッチ情報 Baseパス
¥PatchLog.txt

Patchlog_jp1base.
txt

設定および定義ファイル Baseパス ¥conf¥以下の
ファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

共通定義情報 Baseパス ¥default¥以
下のファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

ログファイル Baseパス ¥log¥以下の
ファイル

左記フォルダ配下の
COMMAND以外の全
ファイル

プラグインサービスの設定ファイル Baseパス
¥plugin¥conf¥以下の
ファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

ログおよびテンポラリファイル Baseパス ¥sys¥tmp¥以
下のファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

ログファイル（ALLUSERSPROFILEフォル
ダ）

<%ALLUSERSPROFILE%>
¥Hitachi¥jp1¥jp1_de

fault¥JP1Base¥log¥以
下のファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

情報の種類 採取資料 ファイル名

コマンド実行履歴ファイル Baseパス
¥log¥COMMAND¥以下の
ファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

イベント DB Baseパス
¥sys¥event¥servers¥

default¥以下のファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

情報の種類 採取資料 ファイル名

設定および定義ファイル 共有フォルダ
¥JP1Base¥conf¥以下の
ファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

ログファイル 共有フォルダ
¥JP1Base¥log¥以下の
ファイル

左記フォルダ配下の
COMMAND以外の全
ファイル
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表 10-18　JP1/Baseの情報（論理ホストの二次資料）

（5） オペレーション内容

トラブル発生時のオペレーション内容について次に示す情報が必要です。

●オペレーション内容の詳細（トラブル発生時，トラブル発生前後のオペレーション）

●発生時刻

●マシン構成（各 OSのバージョン，ホスト名，JP1/IM - EG for NNMiのシステム構
成）

●再現性

10.3.2　採取が必要な資料（UNIXの場合）
UNIXの場合にトラブルが発生したときに採取が必要な資料について説明します。

資料採取ツール（jegn_log.shコマンド）を使用すると，資料を採取する対象ディレク

トリまたはファイルを一次資料および二次資料に区分けし，指定した資料格納ディレク
トリの直下でアーカイブしたあと，圧縮ファイルを作成します。

資料格納フォルダに格納される圧縮ファイルを次の表に示します。

表 10-19　採取した資料を圧縮したファイル

イベントサーバの設定 共有フォルダ
¥JP1Base¥event

左記フォルダ配下の
IMEvent*.*以外の全
ファイル

ログファイル（ALLUSERSPROFILEフォル
ダ）

<%ALLUSERSPROFILE%>

¥Hitachi¥jp1¥論理ホス
ト名¥JP1Base¥log¥以下
のファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

情報の種類 採取資料 ファイル名

コマンド実行履歴ファイル 共有フォルダ
¥JP1Base¥log¥COMMAN

D¥以下のファイル

左記ファイルのコピー
ファイル

イベント DB 共有フォルダ
¥JP1Base¥event

IMEvent*.*

圧縮ファイル※ 内容

資料格納ディレクトリ /
jp1_default_jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}

物理ホストの一次資料を格納します。

情報の種類 採取資料 ファイル名
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注※
HP-UXおよび Solarisの場合は .tar.Z形式，Linuxの場合は .tar.gz形式で作成されます。

jegn_log.shコマンドの詳細については，「7.　コマンド」の「jegn_log.sh（UNIX限
定）」を参照してください。

（1） OSのログ情報

トラブル発生時に採取する OSのログ情報について説明します。OSのログ情報は資料採
取ツール（jegn_log.shコマンド）で採取できます。資料採取ツールで取得できる OS
のログ情報を次の表に示します。

表 10-20　OSのログ情報（物理ホストの一次資料）

資料格納ディレクトリ /
jp1_default_jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}

物理ホストの二次資料を格納します。

資料格納ディレクトリ /論理ホスト名
_jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}

論理ホストの一次資料を格納します。

資料格納ディレクトリ /論理ホスト名
_jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}

論理ホストの二次資料を格納します。

情報の種類 採取資料 格納先※

インストール済み
日立製品情報

/etc/.hitachi/pplistd/pplistd ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/pplistd

Hitachi PP 
Installerのイン
ストールログファ
イル

/etc/.hitachi/.install.log* ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
.install.log*

Hitachi PP 
Installerのアン
インストールログ
ファイル

/etc/.hitachi/.uninstall.log* ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
.uninstall.log*

共通定義情報 /opt/jp1/hcclibcnf/以下のファイ
ル

./opt/jp1/hcclibcnf/左記ファイ
ルのコピーファイル

JP1/Baseインス
トールログファイ
ル

/tmp/HITACHI_JP1_INST_LOG/
jp1base_inst{1|2|3|4|5}.log

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
HITACHI_JP1_INST_LOG/

jp1base_inst{1|2|3|4|5}.log

JP1/IM - EG for 
NNMiインス
トールログファイ
ル

/tmp/HITACHI_JP1_INST_LOG/
jp1eg_inst{1|2|3|4|5}.log

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
HITACHI_JP1_INST_LOG/

jp1eg_inst{1|2|3|4|5}.log

圧縮ファイル※ 内容
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JP1/IM - 
Managerインス
トールログファイ
ル

/tmp/HITACHI_JP1_INST_LOG/
jp1imm_inst{1|2|3|4|5}.log

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
HITACHI_JP1_INST_LOG/

jp1imm_inst{1|2|3|4|5}.log

ファイル一覧 • ls -lRa /opt/jp1eg4nnmiの実行
結果

• ls -lRa /etc/opt/jp1eg4nnmi

の実行結果
• ls -lRa /var/opt/jp1eg4nnmi

の実行結果
• ls -lRa /opt/jp1baseの実行結
果

• ls -lRa /etc/opt/jp1baseの実
行結果

• ls -lRa /var/opt/jp1baseの実
行結果

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
inst_dir.log

資料採取日時 dateの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/date.log

ディスク情報 df -kの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/df.log

マシンの環境変数 envの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/env.log

マシンに設定され
ているホスト名の
設定

• /etc/hosts（HP-UX，Linux）
• /etc/inet/hosts（Solaris）

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/hosts

I/Oシステム情報
（HP-UX限定）

ioscanの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/ioscan.log

プロセス間通信の
共有メモリース
テータス

ipcs -maの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/ipcs.log

ネットワークアド
レス解決のための
ホスト名

jbsgethostbynameの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/

• jbsgethostbyname.log(標準出力
)

• jbsgethostbyname_err.log(標
準エラー出力 )

ヘルスチェック jbshcstatus -debug -aの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/

• jbshcstatus.log(標準出力 )
• jbshcstatus_err.log(標準エ
ラー出力 )

イベントサービス
のプロセス稼働状
態

jevstatの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/

• jevstat.log(標準出力 )
• jevstat_err.log(標準エラー出力

)

情報の種類 採取資料 格納先※
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プロセス稼働状態
（JP1/Base）

jbs_spmd_statusの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/

• jbs_spmd_status.log(標準出力 )
• jbs_spmd_status_err.log(標準
エラー出力 )

プロセス稼働状態
（JP1/IM - EG for 
NNMi）

jegn_spmd_statusの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/

• jegn_spmd_status.log(標準出力
)

• jegn_spmd_status_err.log(標
準エラー出力 )

資料採取コマンド
の実行結果

jegn_log.shコマンドの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
jegn_log_result.log

NICの実装状況 netstat -iaの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
netstat_ia.log

ネットワーク統計
情報

netstat -naの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
netstat_na.log

マシンに設定され
ているユーザーの
一覧

/etc/passwd ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/passwd

プロセス一覧 ps -elfaの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/ps.log

マシンに設定され
ているサービス
ポートの設定

• /etc/services（HP-UX，Linux）
• /etc/inet/services（Solaris）

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/services

メモリー情報 • swapinfo -tの実行結果（HP-UX）
• swap -lの実行結果（Solaris）
• cat /proc/meminfo（Linux）

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
swapinfo.log

システム診断情報 • dmesgの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
sys_info.log

シスログ (syslog) • /var/adm/syslog/syslog.log

（HP-UX）
• /var/adm/messages（Solaris）
• /var/log/messages（Linux）

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/syslog.log

OSのバージョン
情報

uname -aの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
uname_a.log

情報の種類 採取資料 格納先※
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注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル
jp1_default_jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

表 10-21　OSのログ情報（物理ホストの二次資料）

注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル
jp1_default_jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

表 10-22　OSのログ情報（論理ホストの一次資料）

カーネルパラメー
ター情報

HP-UXの場合
• sysdefの実行結果
• kctuneの実行結果
• ulimit -aの実行結果

Solarisの場合
• sysdef -iの実行結果
• ulimit -aの実行結果

Linuxの場合
• sysctl -aの実行結果
• ulimit -aの実行結果

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/

HP-UXの場合
• sysdef.log

• kctune.log

• ulimit.log

Solarisの場合
• sysdef.log

• ulimit.log

Linuxの場合
• sysctl.log

• ulimit.log

ページサイズ情報 • dmesgの実行結果（HP-UX，
Linux）

• pagesizeの実行結果（Solaris）

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/
pagesize.log

OSのパッチ適用
状況

HP-UXの場合
• swlist -l productの実行結果
• swlist -lの実行結果
• swlist -l fileset -a 

patch_state *.*,c=patchの実
行結果

Solarisの場合
• showrev -aの実行結果

Linuxの場合
• rpm -qaの実行結果

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/

HP-UXの場合
• swlist_pro.log

• swlist.log

• swlist_pat.log

Solarisの場合
• showrev.log

Linuxの場合
• rpm.log

情報の種類 採取資料 格納先※

資料採取日
時

dateの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/oslog/date.log

情報の種類 採取資料 格納先※

資料採取日時 dateの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/_論理
ホスト名 /oslog/date.log

情報の種類 採取資料 格納先※
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注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル論理ホスト名
_jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

表 10-23　OSのログ情報（論理ホストの二次資料）

注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル論理ホスト名
_jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

（2） 統合トレースログ

統合トレースログは資料採取ツール（jegn_log.shコマンド）で採取できます。資料採

取ツールで取得できる統合トレースログを次の表に示します。

ネットワーク
アドレス解決
のためのホス
ト名

jbsgethostbyname 論理ホスト名の実
行結果

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/_論理
ホスト名 /oslog/

• jbsgethostbyname.log(標準出力
)

• jbsgethostbyname_err.log(標
準エラー出力 )

ヘルスチェッ
ク

jbshcstatus -debug -a -h 論理ホス
ト名の実行結果

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/_論理
ホスト名 /oslog/

• jbshcstatus.log(標準出力 )
• jbshcstatus_err.log(標準エラー
出力 )

プロセス稼働
状態（JP1/
Base）

jbs_spmd_status -h 論理ホスト名の
実行結果

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/_論理
ホスト名 /oslog/

• jbs_spmd_status.log(標準出力 )
• jbs_spmd_status_err.log(標準
エラー出力 )

プロセス稼働
状態（JP1/IM 
- EG for 
NNMi）

jegn_spmd_status -h 論理ホスト名の
実行結果

./var/opt/jp1eg4nnmi/log/_論理
ホスト名 /oslog/

• jegn_spmd_status.log(標準出力
)

• jegn_spmd_status_err.log(標準
エラー出力 )

ファイル一覧 ls -lRa 共有ディレクトリ /

jp1eg4nnmiの実行結果
./var/opt/jp1eg4nnmi/log/_論理
ホスト名 /oslog/share_dir.log

情報の種類 採取資料 格納先※

資料採取日
時

dateの実行結果 ./var/opt/jp1eg4nnmi/log/_論理ホス
ト名 /oslog/date.log

情報の種類 採取資料 格納先※
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表 10-24　統合トレースログ（物理ホストの一次資料）

注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル
jp1_default_jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

（3） JP1/IM - EG for NNMiの情報

トラブル発生時に採取する JP1/IM - EG for NNMiの情報について説明します。JP1/IM 
- EG for NNMiの情報は資料採取ツール（jegn_log.shコマンド）で採取できます。資

料採取ツールで取得できる JP1/IM - EG for NNMiの情報を次の表に示します。

表 10-25　JP1/IM - EG for NNMiの情報（物理ホストの一次資料）

注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル
jp1_default_jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

情報の種類 採取資料 格納先※

統合トレースログ /var/opt/hitachi/

HNTRLib2/spool/以下
のファイル

./var/opt/
hitachi/HNTRLib2/

spool/左記ファイル
のコピーファイル

情報の種類 採取資料 格納先※

パッチ適用履歴 /opt/jp1eg4nnmi/
patch_history

./opt/jp1eg4nnmi/
patch_history

パッチログ情報 /opt/jp1eg4nnmi/
update.log

./opt/jp1eg4nnmi/
update.log

設定および定義ファイル /etc/opt/

jp1eg4nnmi/conf以下
のファイル

./etc/opt/
jp1eg4nnmi/conf/

左記ファイルのコピー
ファイル

ログファイル /var/opt/

jp1eg4nnmi/log以下の
ファイル

./var/opt/

jp1eg4nnmi/log/左
記ファイルのコピー
ファイル

転送フィルター定義ファイル /var/opt/

jp1eg4nnmi/dat以下の
ファイル

./var/opt/

jp1eg4nnmi/dat/左
記ファイルのコピー
ファイル

自動起動および自動終了スクリプト /etc/opt/jp1eg4nnmi

以下のファイル
./etc/opt/

jp1eg4nnmi/左記
ファイルのコピーファ
イル
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表 10-26　JP1/IM - EG for NNMiの情報（物理ホストの二次資料）

注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル
jp1_default_jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

表 10-27　JP1/IM - EG for NNMiの情報（論理ホストの一次資料）

注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル論理ホスト名
_jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

表 10-28　JP1/IM - EG for NNMiの情報（論理ホストの二次資料）

情報の種類 採取資料 格納先※

core解析情報（seraphによる解析
結果）

/var/opt/jp1eg4nnmi/log以下
の coreファイルの解析結果

./var/opt/
jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/

oslog/core_モジュー
ル名 .log

core解析情報（carコマンドの結果） /var/opt/jp1eg4nnmi/log以下
の coreファイルの carファイル

./var/opt/
jp1eg4nnmi/log/
_jp1_default/

core/core_モジュー
ル名 _car.tar.Z

情報の種類 採取資料 格納先※

設定および定義ファイル 共有ディレクトリ /

jp1eg4nnmi/conf以下
のファイル

.共有ディレクトリ /
jp1eg4nnmi/conf/

左記ファイルのコピー
ファイル

ログファイル 共有ディレクトリ /

jp1eg4nnmi/log以下の
ファイル

.共有ディレクトリ /

jp1eg4nnmi/log/左
記ファイルのコピー
ファイル

転送フィルター定義ファイル 共有ディレクトリ /

jp1eg4nnmi/dat以下の
ファイル

.共有ディレクトリ /

jp1eg4nnmi/dat/左
記ファイルのコピー
ファイル

情報の種類 採取資料 格納先※

core解析情報（seraphによる解析
結果）

共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/

log以下の coreファイルの解析結果
./var/opt/
jp1eg4nnmi/log/_

論理ホスト名 /oslog/

core_モジュール名
.log
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注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル論理ホスト名
_jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

（4） JP1/Baseの情報

トラブル発生時に採取する JP1/Baseの情報について説明します。JP1/Baseの情報は資
料採取ツール（jegn_log.shコマンド）で採取できます。JP1/Baseの情報を採取しな
い場合は，-n，-p，または -rオプションを指定して，jegn_log.shコマンドを実行

します。

資料採取ツールで取得できる JP1/Baseの情報を次の表に示します。

表 10-29　JP1/Baseの情報（物理ホストの一次資料）

core解析情報（carコマンドの結果） 共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/

log以下の coreファイルの carファ
イル

./var/opt/
jp1eg4nnmi/log/_

論理ホスト名 /core/

core_モジュール名
_car.tar.Z

情報の種類 採取資料 格納先※

自動起動および自動終了スクリプト /etc/opt/jp1base/以
下のファイル

./etc/opt/

jp1base/左記ファイ
ルのコピーファイル

設定および定義ファイル /etc/opt/jp1base/

conf/以下のファイル
./etc/opt/

jp1base/conf/左記
ファイルのコピーファ
イル

共通定義情報 /etc/opt/jp1base/

default/以下のファイ
ル

./etc/opt/
jp1base/default/

左記ファイルのコピー
ファイル

プラグインサービスの設定ファイル /opt/jp1base/

plugin/conf/以下の
ファイル

./opt/jp1base/

plugin/conf/左記
ファイルのコピーファ
イル

パッチ適用履歴 /opt/jp1base/
PatchInfo

./opt/jp1base/
PatchInfo

パッチログ情報 /opt/jp1base/
PatchLog

./opt/jp1base/
PatchLog

情報の種類 採取資料 格納先※
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注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル
jp1_default_jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

表 10-30　JP1/Baseの情報（物理ホストの二次資料）

注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル
jp1_default_jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

ログファイル /var/opt/jp1base/
log

./var/opt/

jp1base/log/左記
ディレクトリ以下の
COMMANDおよび core
ファイル以外の全ファ
イル

ログおよびテンポラリファイル /var/opt/jp1base/

sys/tmp/以下のファイ
ル

./var/opt/

jp1base/sys/tmp左
記ファイルのコピー
ファイル

情報の種類 採取資料 格納先※

SES設定ファイル • /tmp/.JP1_SES*

• /usr/tmp/jp1_ses

• /usr/lib/jp1_ses/
log

• /usr/lib/jp1_ses/
sys

• /usr/bin/jp1_ses/
jp*

• /var/opt/jp1_ses

• ./tmp/.JP1_SES*

• ./usr/tmp/
jp1_ses

• ./usr/lib/
jp1_ses/log

• ./usr/lib/
jp1_ses/sys

• ./usr/bin/
jp1_ses/jp*

• ./var/opt/
jp1_ses

コマンド実行履歴ファイル /var/opt/jp1base/

log/COMMAND/以下の
ファイル

./var/opt/
jp1base/log/

COMMAND/左記ファイ
ルのコピーファイル

イベント DB /var/opt/jp1base/
sys/event/servers/

default/以下のファイ
ル

./var/opt/
jp1base/sys/
event/servers/

default/左記ファイ
ルのコピーファイル

情報の種類 採取資料 格納先※
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表 10-31　JP1/Baseの情報（論理ホストの一次資料）

注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル論理ホスト名
_jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

表 10-32　JP1/Baseの情報（論理ホストの二次資料）

注※
資料採取ツールを実行して作成された圧縮ファイル論理ホスト名
_jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}を解凍したあとの格納先です。

（5） オペレーション内容

トラブル発生時のオペレーション内容について次に示す情報が必要です。

●オペレーション内容の詳細（トラブル発生時，トラブル発生前後のオペレーション）

●発生時刻

●マシン構成（各 OSのバージョン，ホスト名，JP1/IM - EG for NNMiのシステム構
成）

●再現性

情報の種類 採取資料 格納先※

設定および定義ファイル 共有ディレクトリ /

jp1base/conf/以下の
ファイル

.共有ディレクトリ /

jp1base/conf/左記
ファイルのコピーファ
イル

ログファイル 共有ディレクトリ /
jp1base/log

.共有ディレクトリ /

jp1base/log/左記
ディレクトリ以下の
COMMANDおよび core
ファイル以外の全ファ
イル

イベントサーバの設定 共有ディレクトリ /
event

.共有ディレクトリ /

event/左記ディレク
トリ以下の IMEvent*

以外の全ファイル

情報の種類 採取資料 格納先※

コマンド実行履歴ファイル 共有ディレクトリ /
jp1base/log/

COMMAND/以下のファイ
ル

.共有ディレクトリ /
jp1base/log/

COMMAND/左記ファイ
ルのコピーファイル

イベント DB 共有ディレクトリ /
event

.共有ディレクトリ /
event/IMEvent*.*
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付録 A　ファイルおよびディレクトリ一覧
付録 A　ファイルおよびディレクトリ一覧
JP1/IM - EG for NNMiで使用するファイルおよびディレクトリについて説明します。

付録 A.1　ファイルおよびフォルダ（Windowsの場合）
JP1/IM - EG for NNMi（Windows版）で使用するフォルダを次の表に示します。

表 A-1　JP1/IM - EG for NNMiのフォルダ一覧（Windows版）

注※
論理ホストの場合は，共有フォルダ ¥JP1EG4NNMIの下に conf，log，および datフォルダが

作成されます。

上記フォルダに格納されているファイルのうち，ユーザーが参照・編集できるファイル
を次の表に示します。

表 A-2　ユーザーが参照・編集できるファイル一覧（Windows版）

フォルダ名 内容

EG for NNMi
パス

¥bin コマンド格納フォルダ

¥lib ライブラリ格納フォルダ

¥conf
※

定義ファイル格納フォルダ

¥log※ ログ格納フォルダ

¥dat※ datファイル格納フォルダ

¥tmp 一時ファイル格納フォルダ

¥tool
s

ツール格納フォルダ

フォル
ダ名

ファイル名 内容 参
照

編
集

¥conf imevtgw_nnmi_cia_map.conf カスタム属性マッピング
定義ファイル※ 2

○ ○

imevtgw_nnmi_forward_filter.conf NNMiインシデント転送
フィルター定義ファイル

○ ○

imevtgw_nnmi_forward_filter.conf.samp
le

NNMiインシデント転送
フィルター定義ファイル
のサンプルファイル

○ ○
※
1

imevgw_nnmi_label_mapping_category_NN
Miの言語 .conf

マッピング定義ファイル
（カテゴリ用）

○ ○
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付録 A　ファイルおよびディレクトリ一覧
（凡例）
○：できる。
△：一部編集できる。
×：できない。

注※ 1
コピーして使用してください。

注※ 2
このファイルはカスタム属性マッピングを設定していない場合は存在しません。

付録 A.2　ファイルおよびディレクトリ（UNIXの場合）
JP1/IM - EG for NNMi（UNIX版）で使用するディレクトリを次の表に示します。

表 A-3　JP1/IM - EG for NNMiのディレクトリ一覧（UNIX版）

imevgw_nnmi_label_mapping_category_NN
Miの言語 .conf.sample

マッピング定義ファイル
（カテゴリ用）のサンプル
ファイル

○ ○
※
1

imevgw_nnmi_label_mapping_family_NNMi
の言語 .conf

マッピング定義ファイル
（ファミリー用）

○ ○

imevgw_nnmi_label_mapping_family_NNMi
の言語 .conf.sample

マッピング定義ファイル
（ファミリー用）のサンプ
ルファイル

○ ○
※
1

jegn_service_0700.conf 拡張起動プロセス定義
ファイル

○ △

jegn_service_0700.conf.model 拡張起動プロセス定義
ファイルのモデルファイ
ル

○ △
※
1

jegn_param_V7.conf JP1/IM - EG for NNMiパ
ラメーター定義ファイル

○ ○

jegn_param_V7.conf.model JP1/IM - EG for NNMiパ
ラメーター定義ファイル
のモデルファイル

○ ○
※
1

jegn_env.conf 環境変数ファイル ○ △

jegn_env.conf.model 環境変数ファイルのモデ
ルファイル

○ △
※
1

¥log jegnevent{1|2|3|4}.log JP1イベント発行トレー
スログ

○ ×

¥tools jegn_log.bat 資料採取ツール ○ ×

ディレクトリ名 内容

/opt/jp1eg4nnmi/bin コマンド格納ディレクトリ

フォル
ダ名

ファイル名 内容 参
照

編
集
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注※
論理ホストの場合は，共有ディレクトリ /jp1eg4nnmiの下に conf，log，および datディ

レクトリが作成されます。

上記ディレクトリに格納されているファイルのうち，ユーザーが参照・編集できるファ
イルを次の表に示します。

表 A-4　ユーザーが参照・編集できるファイル一覧（UNIX版）

/opt/jp1eg4nnmi/lib ライブラリ格納ディレクトリ

/opt/jp1eg4nnmi/tools ツール格納ディレクトリ

/etc/opt/jp1eg4nnmi スクリプトファイル格納ディレクトリ

/etc/opt/jp1eg4nnmi/

conf※
定義ファイル格納ディレクトリ

/var/opt/jp1eg4nnmi/log
※

ログ格納ディレクトリ

/var/opt/jp1eg4nnmi/dat
※

datファイル格納ディレクトリ

/var/opt/jp1eg4nnmi/tmp 一時ファイル格納ディレクトリ

ディレクトリ名 ファイル名 内容 参
照

編
集

/etc/opt/
jp1eg4nnmi

jegn_start JP1/IM - EG for NNMiを
自動的に起動するための
スクリプト

○ ×
※
1

jegn_start.model JP1/IM - EG for NNMiを
自動的に起動するための
スクリプトのモデルファ
イル

○ ×

jegn_stop JP1/IM - EG for NNMiを
自動的に終了するための
スクリプト

○ ×
※
1

jegn_stop.model JP1/IM - EG for NNMiを
自動的に終了するための
スクリプトのモデルファ
イル

○ ×

jegn_start.cluster 論理ホスト上の JP1/IM - 
EG for NNMiを起動する
ためのスクリプト

○ ×

jegn_stop.cluster 論理ホスト上の JP1/IM - 
EG for NNMiを終了する
ためのスクリプト

○ ×

ディレクトリ名 内容
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jegn_killall.cluster クラスタシステムで運用
している場合に，JP1/IM - 
EG for NNMiのプロセス
を強制的に終了するため
のスクリプト

○ ×

/etc/opt/
jp1eg4nnmi/
conf

imevtgw_nnmi_cia_map.conf カスタム属性マッピング
定義ファイル※ 3

○ ○

imevtgw_nnmi_forward_filter.co
nf

NNMiインシデント転送
フィルター定義ファイル

○ ○

imevtgw_nnmi_forward_filter.co

nf.sample.文字コード名※ 2
NNMiインシデント転送
フィルター定義ファイル
のサンプルファイル

○ ○
※
1

imevgw_nnmi_label_mapping_cate
gory_ja.conf

マッピング定義ファイル
（カテゴリ日本語用）

○ ○

imevgw_nnmi_label_mapping_cate

gory_ja.conf.sample.文字コード

名※ 2

マッピング定義ファイル
（カテゴリ日本語用）のサ
ンプルファイル

○ ○
※
1

imevgw_nnmi_label_mapping_cate
gory_en.conf

マッピング定義ファイル
（カテゴリ英語用）

○ ○

imevgw_nnmi_label_mapping_cate
gory_en.conf.sample

マッピング定義ファイル
（カテゴリ英語用）のサン
プルファイル

○ ○
※
1

imevgw_nnmi_label_mapping_fami
ly_ja.conf

マッピング定義ファイル
（ファミリー日本語用）

○ ○

imevgw_nnmi_label_mapping_fami

ly_ja.conf.sample.文字コード名※

2

マッピング定義ファイル
（ファミリー日本語用）の
サンプルファイル

○ ○
※
1

imevgw_nnmi_label_mapping_fami
ly_en.conf

マッピング定義ファイル
（ファミリー英語用）

○ ○

imevgw_nnmi_label_mapping_fami
ly_en.conf.sample

マッピング定義ファイル
（ファミリー英語用）のサ
ンプルファイル

○ ○
※
1

jegn_service_0700.conf 拡張起動プロセス定義
ファイル

○ △

jegn_service_0700.conf.model 拡張起動プロセス定義
ファイルのモデルファイ
ル

○ △
※
1

jegn_param_V7.conf JP1/IM - EG for NNMiパ
ラメーター定義ファイル

○ ○

jegn_param_V7.conf.model JP1/IM - EG for NNMiパ
ラメーター定義ファイル
のモデルファイル

○ ○
※
1

ディレクトリ名 ファイル名 内容 参
照

編
集
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付録 A　ファイルおよびディレクトリ一覧
（凡例）
○：できる。
△：一部編集できる。
×：できない。

注※ 1
コピーして使用してください。

注※ 2
ファイル名の最後に文字コード名（HP-UXおよび Solarisの場合は SJISまたは EUC，Linux
の場合は UTF-8）が付きます。

注※ 3
このファイルはカスタム属性マッピングを設定していない場合は存在しません。

jegn_env.conf 環境変数ファイル ○ △

jegn_env.conf.model 環境変数ファイルのモデ
ルファイル

○ △
※
1

/var/opt/
jp1eg4nnmi/
log

jegnevent{1|2|3|4}.log JP1イベント発行トレー
スログ

○ ×

/opt/
jp1eg4nnmi/
tools

jegn_log.sh 資料採取ツール ○ ×

ディレクトリ名 ファイル名 内容 参
照

編
集
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付録 B　プロセス一覧
付録 B　プロセス一覧
JP1/IM - EG for NNMiのプロセスについて説明します。

付録 B.1　プロセス一覧（Windowsの場合）
Windowsのタスクマネージャのプロセスに表示されるプロセス名を次の表に示します。
なお，表内の括弧（　）内の数値は同時に実行するプロセス数です。

表 B-1　JP1/IM - EG for NNMiのプロセス（Windows）

（凡例）
－：なし。

クラスタシステムで運用する場合，物理ホストおよび論理ホストごとに，上記のプロセ
スを実行します。

付録 B.2　プロセス一覧（UNIXの場合）
psコマンドを使用したときに表示されるプロセス名を次の表に示します。なお，表内の

括弧（　）内の数値は同時に実行するプロセス数です。

表 B-2　JP1/IM - EG for NNMiのプロセス（UNIX）

注※
一時的にプロセス数が増加することがあります。

クラスタシステムで運用する場合，物理ホストおよび論理ホストごとに，上記のプロセ
スを実行します。

親プロセス名 機能 子プロセス名 機能

jegn_spmd.exe
(1)

JP1/IM - EG for NNMiの
プロセス管理

jegneg4nnmi.
exe
(1)

JP1/IM - EG for NNMiのメイ
ンサービス
(プロセス管理表示名：
jegneg4nnmi)

jegn_service.e
xe
(1)

JP1/IM - EG for NNMiの
Windowsサービス制御

－ －

親プロセス名 機能 子プロセス名 機能

jegn_spmd

(1)※
JP1/IM - EG for NNMi
のプロセス管理

jegneg4nnmi
(1)

JP1/IM - EG for NNMiのメ
インサービス
(プロセス管理表示名：
jegneg4nnmi)
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付録 C　制限値一覧
付録 C　制限値一覧
JP1/IM - EG for NNMiの各種の制限値を次の表に示します。

表 C-1　制限値一覧

項目 制限値

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルのサイズ 10MB

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに記述できる転送条件ブロッ
クの数

100個

マッピング定義ファイル（カテゴリ用）のサイズ 10MB

マッピング定義ファイル（ファミリー用）のサイズ 10MB
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付録 D　性能と見積もり
付録 D　性能と見積もり
JP1/IM - EG for NNMiのメモリー所要量およびディスク占有量については，リリース
ノートを参照してください。
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付録 E　正規表現
付録 E　正規表現
NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルのフィルター条件文では，比較キー
ワードの REGEXで正規表現を使用できます。フィルター条件文で使用できる正規表現
について説明します。

付録 E.1　正規表現の文法
JP1/IM - EG for NNMiでは，次に示す正規表現を使用できます。正規表現を使用する場
合，次の表記法に従って指定してください。

注意
ここで紹介する正規表現以外の正規表現の使用は，機種や OSによって仕様が異な
るため，お勧めしません。正規表現を使用する場合は，ここで紹介する正規表現だ
けを使用してください。

（1） 通常文字

通常文字とは，正規表現としてその文字自体を検索対象に指定した場合に一致する文字
です。通常文字として扱わないのは「制御コード」と「特殊文字」だけです。

（2） 特殊文字

特殊文字とは，̂  $ . * + ? | ( ) { } [ ] ¥です。それぞれの特殊文字について次

の表に示します。

表 E-1　正規表現の特殊文字

特殊文字 説明

^ 先頭指定（前方一致）を意味します。正規表現の最初の文字として使用する場合だけ特
殊文字になります。先頭以外で使用する場合は通常文字として扱われます。

$ 末尾指定（後方一致）を意味します。正規表現の最後の文字として使用する場合だけ特
殊文字になります。末尾以外で使用する場合，通常文字として扱われます。

.（ピリオ
ド）

任意の 1文字であることを意味します。

* 直前の文字の 0回以上の繰り返しを意味します。

+ 直前の文字の 1回以上の繰り返しを意味します。

? 直前の文字の 0回または 1回の繰り返しを意味します。

| 「|」の左右に指定した正規表現の OR条件を意味します。特殊文字 ( )と組み合わせて
使用します。

( ) ( )内で指定した正規表現のグループ化を意味します。主に「|」を使用するときに利用
します。

{ } 直前の文字の { }内で指定した値分の繰り返しを意味します。
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付録 E　正規表現
付録 E.2　正規表現の指定方法
正規表現の指定方法を次の表に示します。

表 E-2　正規表現の指定方法

[ ] [ ]内の文字列のどれかと一致することを意味します。[ ]内の先頭に ^を指定した場
合は，[ ]内の文字列以外と一致することを意味します。

¥ 特殊文字の打ち消しを意味します。¥を特殊文字の前に指定すると，その特殊文字は通常
文字として扱われます。
また，¥nは改行文字，¥tはタブ文字として扱われます。

指定方法 説明

文字列 指定の文字列の行に一致します。

^文字列 行頭にある指定の文字列に一致します。

文字列 $ 行末にある指定の文字列に一致します。

^文字列 $ ^と $の併用です。指定した文字列だけの行に一致します。

^$ ^と $の併用です。空行に一致します。

.（ピリオ
ド）

任意の 1文字に一致します。

文字 * 直前の文字が 0回以上繰り返されている文字列に一致します。

.* .（ピリオド）と *の併用です。任意の文字列に一致します。

文字 + 直前の文字が 1回以上繰り返されている文字列に一致します。

文字 ? 直前の文字が 0回または 1回繰り返されている文字列に一致します。

正規表現 |

正規表現
左右の正規表現のどちらかに一致します。

(正規表現
)

正規表現をグループ化します。主に「|」を使用するときに利用します。

文字 {n} 直前の文字が n回繰り返されている文字列に一致します。

文字 {n,} 直前の文字が n回以上繰り返されている文字列に一致します。

文字 {n,m} 直前の文字が n回以上，m回以内の文字列に一致します。

[文字列 ] [　]内の文字列に指定された文字のどれかに一致します。

[^文字列 ] [　]内の文字列に指定された文字以外の文字に一致します。

[文字 -文
字 ]

文字コードの昇順で範囲内のどれか 1文字に一致します。

[^文字 -文
字 ]

文字コードの昇順で範囲外のどれか 1文字に一致します。

¥特殊文字 特殊文字を通常文字として扱います。

特殊文字 説明
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付録 E　正規表現
付録 E.3　正規表現を使用する際のヒント
●制御コード（改行，タブなど）は，製品や OSによって扱いが異なることがあります。
このため，メッセージに対する条件を正規表現で記述する場合は，制御コード以外の
部分を記述するようにしてください。

●正規表現で，すべての文字に一致する表現の「.*」を多用すると，検索に時間が掛か

ることがあります。長いメッセージなどに対して「.*」を使用する場合は，必要な個

所にだけ「.*」を使用するようにしてください。

また，拡張正規表現を使用できる環境で，かつ，スペース以外の文字に一致させたい
場合には，「.*」の代わりに「[^ ]*」が使用できます。「[^ ]*」を使用した方が検

索に掛かる時間を短縮できます。

●特殊文字である「|」は OR条件を表します。この OR条件を正規表現中に使用する
際は，次のことに注意してください。
OR条件の「|」は正規表現の中で優先度が低いため，OR条件がかかる範囲を明示的
に指定する必要があります。範囲を指定しない場合，動作しない，または誤動作する
原因になることがあります。OR条件の範囲は，条件がかかる範囲を小括弧「()」で
囲むことで指定できます。
ソースノードに gyoumuまたは hostが含まれている NNMiインシデントを選択する
ときの指定例を次に示します。
SRC_NODE_NAME REGEX ^.* (gyoumu|host) .*$

●特殊文字である「|」の前後にスペースが含まれていると，スペースが文字として認

識されます。スペースを含まない場合，「|」の前後にスペースを入れないでくださ

い。

付録 E.4　正規表現の指定例
正規表現の指定例を次の表に示します。

表 E-3　正規表現の指定例

指定方法 機能 正規表現とし
て指定した文

字列

正規表現に一致するパターン
と一致しないパターン

判定

文字列 指定の文字列の行に一
致する

spring springspringspringspring has come. ○

winter-summer-autumn-sprsprsprspr
inginginging

○

-----springspringspringspring----- ○

^文字列 行頭にある指定の文字
列に一致する

^spring springspringspringspring has come. ○

winter-summer-autumn-spr
ing

×
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付録 E　正規表現
-----spring----- ×

文字列 $ 行末にある指定の文字
列に一致する

spring$ spring has come. ×

winter-summer-autumn-sprsprsprspr
inginginging

○

-----spring----- ×

^文字列 $ 指定の文字列だけの行
に一致する

^spring$ spring has come. ×

winter-summer-autumn-spr
ing

×

springspringspringspring ○

 　　spring ×

^$ 空行に一致する ^$ ○

spring ×

.（ピリオ
ド）

任意の 1文字に一致す
る

in.e winteinteinteinter has come. ○

mother of inveinveinveinvention ○

life is in ein ein ein everything ○

eight nine ten ×

increasing population ×

s..ing picnic in springspringspringspring ○

skiingskiingskiingskiing in winter ○

文字 * 直前の文字が 0回以上
繰り返されている文字
列に一致する

ro*m termrmrmrminal ○

cd-romromromrom ○

living roomroomroomroom ○

h.*n This is a penhis is a penhis is a penhis is a pen. ○

That is anhat is anhat is anhat is an apple. ○

正規表現 |

正規表現
左右の正規表現のどち
らかに一致する

[0-9]+|appl
e

That is an appleappleappleapple. ○

spring in 2009200920092009 ○

(正規表現 ) 正規表現をグループ化
する。主に「|」を使
用するときに利用す
る。

i(n.e|ng) winteinteinteinter has come. ○

inteinteinteinterestinginginging book ○

[文字列 ] [　]内の文字列に指定
された文字のどれかに
一致する

[pr] sprprprpring has come. ○

today is monday. ×

指定方法 機能 正規表現とし
て指定した文

字列

正規表現に一致するパターン
と一致しないパターン

判定
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付録 E　正規表現
（凡例）
太字：指定した正規表現と一致する文字列
○：一致する文字列がある
×：一致する文字列がない

[文字 -文
字 ]

文字コードの昇順で範
囲内の文字のどれか 1
文字に一致する

[a-i] spriiiingggg hahahahas ccccomeeee. ○

[^文字 -文
字 ]

文字コードの昇順で範
囲外の文字のどれか 1
文字一致する

[^a-i] sprsprsprsprinnnng hassss comomomome. ○

¥特殊文字 特殊文字を通常文字と
して扱う

o¥.h <stdio.ho.ho.ho.h> ○

another man ×

指定方法 機能 正規表現とし
て指定した文

字列

正規表現に一致するパターン
と一致しないパターン

判定
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付録 F　定義ファイル
付録 F　定義ファイル
JP1/IM - EG for NNMiの定義ファイルの一覧を次の表に示します。

表 F-1　定義ファイル一覧

格納先

Windowsの場合
• 物理ホスト：EG for NNMiパス ¥conf

• 論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1EG4NNMI¥conf

UNIXの場合
• 物理ホスト：/etc/opt/jp1eg4nnmi/conf
• 論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/conf

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイル，およびマッピング定義ファイルの詳
細については，「4.　NNMiインシデントから JP1イベントへの変換」を参照してくださ
い。

そのほかの定義ファイルについては，これ以降で説明します。

付録 F.1　拡張起動プロセス定義ファイル
（jegn_service_0700.conf）
形式

定義ファイル名 説明

NNMiインシデント転送フィルター
定義ファイル
（imevtgw_nnmi_forward_filte

r.conf）

NNMiから取得したNNMiインシデントを JP1イベントに変
換するときの条件を定義するファイルです。

マッピング定義ファイル（カテゴリ
用）
（imevgw_nnmi_label_mapping_

category_NNMiの言語 .conf）

NNMiインシデントの属性であるカテゴリのラベル名を定義す
るファイルです。

マッピング定義ファイル（ファミリー
用）
（imevgw_nnmi_label_mapping_

family_NNMiの言語 .conf）

NNMiインシデントの属性であるファミリーのラベル名を定義
するファイルです。

拡張起動プロセス定義ファイル
（jegn_service_0700.conf）

JP1/IM - EG for NNMiを構成する機能のプロセス情報を定義
するファイルです。

JP1/IM - EG for NNMiパラメーター
定義ファイル
（jegn_param_V7.conf）

JP1/IM - EG for NNMiのプロセスの異常時や異常終了からの
自動復旧時に JP1イベントを発行するかどうかを定義する
ファイルです。
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付録 F　定義ファイル
ファイル
jegn_service_0700.conf（拡張起動プロセス定義ファイル）

jegn_service_0700.conf.model（拡張起動プロセス定義ファイルのモデルファ

イル）

説明
JP1/IM - EG for NNMiを構成する機能のプロセス情報を定義するファイルです。
JP1/IM - EG for NNMiはプロセス管理機能によって，プロセス異常終了時の再起動
を制御しています。プロセス管理機能は，拡張起動プロセス定義ファイルの定義に
従ってプロセスを制御します。
拡張起動プロセス定義ファイルは，あらかじめ必要な定義内容が設定されているモ
デルファイルを提供しています。設定を変更する場合は，モデルファイルをコピー
して，「再起動可否」のパラメーターだけを運用にあわせて編集してください。ほか
のパラメーターは，各プロセスに合わせて適切な値がデフォルトで設定されている
ため，通常は設定を変える必要はありません。
空白など，不要な文字を記述しないでください。「再起動可否」のパラメーターの数
値だけを編集してください。
クラスタ構成では，論理ホストのプロセス管理のプロセスを起動する際，論理ホス
トの confフォルダに拡張起動プロセス定義ファイルがない場合，物理ホストの拡

張起動定義ファイルがコピーされます。

定義の反映時期
定義ファイルの内容は，JP1/IM - EG for NNMiの起動時，または
jegn_spmd_reloadコマンドを実行して定義を再読み込みしたときに有効になり

ます。jegn_spmd_reloadコマンドの詳細については，「7.　コマンド」の
「jegn_spmd_reload」を参照してください。

記述内容

プロセス名
JP1/IM - EG for NNMiのプロセス管理機能によって起動・停止するプロセス名
を指定します。
JP1/IM - EG for NNMiのプロセス名があらかじめ指定されているため，編集し
ないでください。
なお，ここで指定した名称は，jegn_spmd_statusコマンドでプロセス名と

して表示されます。

パス
プロセスの実行ファイルを絶対パスで指定します。
JP1/IM - EG for NNMiのプロセスのパスがあらかじめ指定されているため，編
集しないでください。

起動オプション

プロセス名|パス|起動オプション|再起動可否|再起動回数|リトライ間隔|再起動回数リセット時間|
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付録 F　定義ファイル
プロセスの起動オプションを指定します。
起動オプションの指定が必要なプロセスについては，あらかじめ指定されてい
るため，編集しないでください。

再起動可否
プロセスが異常終了した場合に，再起動するかどうかを指定します。
再起動しない場合は 0，再起動する場合は 1を指定します。
デフォルトは 0です。

再起動回数
プロセスの再起動の試行回数を指定します。
指定できる値は，0～ 99です。デフォルトは 3です。

なお，再起動可否のフィールドに 0が指定されている場合は，値が指定されて
いても無効になります。

リトライ間隔
プロセスの再起動のリトライ間隔を，秒単位で指定します。
指定できる値は，0～ 3600です。デフォルトは 3です。

なお，再起動可否のフィールドに 0が指定されている場合は，値が指定されて
いても無効になります。

再起動回数リセット時間
再起動によってプロセスが起動してから何時間後に再起動回数をリセットする
かを，秒単位で指定します。
指定できる値は，3600～ 2147483647です。デフォルトは 21600です。

プロセスが起動してから，指定した時間が経過すると，再起動回数がリセット
されます。再度プロセスが異常終了した場合は，再起動回数が 1からカウント
されます。再起動によってプロセスが起動してから，指定した時間より前に再
度異常終了した場合は，前回の再起動回数を引き継ぎます。
なお，再起動可否のフィールドに 0が指定されている場合は，値が指定されて
いても無効になります。

付録 F.2　JP1/IM - EG for NNMiパラメーター定義ファイル
（jegn_param_V7.conf）
形式

ファイル
jegn_param_V7.conf（JP1/IM - EG for NNMiパラメーター定義ファイル）
jegn_param_V7.conf.model（JP1/IM - EG for NNMiパラメーター定義ファイ
ルのモデルファイル）

[論理ホスト名¥JP1EG4NNMI]
"SEND_PROCESS_TERMINATED_ABNORMALLY_EVENT"=dword:値
"SEND_PROCESS_RESTART_EVENT"=dword:値
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付録 F　定義ファイル
説明
JP1/IM - EG for NNMiのプロセスの異常時や異常終了からの自動復旧時に JP1イベ
ントを発行するかどうかを定義するファイルです。プロセスの異常時や異常終了か
らの自動復旧時に JP1イベントを発行することによって，JP1/IM - EG for NNMi自
身のトラブルを履歴管理できるようになります。このため，この定義ファイルを
使って，JP1イベントを発行する設定にすることをお勧めします。
JP1/IM - EG for NNMiパラメーター定義ファイルは，あらかじめ必要な定義内容が
設定されているモデルファイルを提供しています。設定を変更する場合は，モデル
ファイルをコピーして，内容を編集してください。
JP1/IM - EG for NNMiのプロセス，および発行できる JP1イベントを次に示しま
す。

JP1/IM - EG for NNMiのプロセス
• JP1/IM - EG for NNMiのプロセス管理（jegn_spmd）
• JP1/IM - EG for NNMiのメインサービス（jegneg4nnmi）

発行できる JP1イベント

JP1イベントの詳細については，「8.4.2　JP1イベントの詳細」を参照してく
ださい。

定義の反映時期
この定義ファイルを引数に JP1/Baseの jbssetcnfコマンドを実行し，JP1/IM - 
EG for NNMiを再起動したあとに有効になります。jbssetcnfコマンドの詳細に
ついては，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

記述内容

[論理ホスト名 ¥JP1EG4NNMI]

JP1/IM - EG for NNMiの環境設定のキー名称です。
論理ホスト名の部分を，物理ホストの場合は JP1_DEFAULTに，論理ホストの

場合は論理ホスト名に設定します。

"SEND_PROCESS_TERMINATED_ABNORMALLY_EVENT"=dword:値

値を 1にすると，次の場合に JP1イベントを発行します。
• プロセスが異常終了した場合
イベント IDが 0x000061F0の JP1イベントが発行されます。

• 起動時に起動通知がなく，タイムアウトした場合
イベント IDが 0x000061F1の JP1イベントが発行されます。

イベント ID 発行契機

0x000061F0 プロセスが異常終了した場合

0x000061F1 プロセス起動時にタイムアウトした場合

0x000061F2 異常終了したプロセスが再起動を完了した場合
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付録 F　定義ファイル
デフォルトは 0です。0の場合，JP1イベントは発行されません。

"SEND_PROCESS_RESTART_EVENT"=dword:値

値を 1にすると，次の場合に JP1イベントを発行します。
• プロセス再起動の機能によって，異常終了したプロセスの再起動が完了した
場合
イベント IDが 0x000061F2の JP1イベントが発行されます。

デフォルトは 0です。0の場合，JP1イベントは発行されません。
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付録 G　NNMからの移行
JP1/Cm2/NNM，または HP NNMが管理する SNMPトラップを JP1イベントに変換す
る場合は，JP1/Baseの SNMPトラップ変換機能を使用します。なお，以降の説明では，
JP1/Cm2/NNMまたはHP NNMを NNMと略します。

ここでは，NNMから NNMiに移行する場合に，SNMPトラップ変換機能で使用してい
た定義ファイルの設定情報を，JP1/IM - EG for NNMiの定義ファイルに引き継ぐ手順に
ついて説明します。

NNMから NNMiに移行する場合は，JP1/Baseの次の定義ファイルに設定している情報
を，NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに設定してください。

• 動作定義ファイル（imevtgw.conf）
• フィルターファイル（snmpfilter.conf）

動作定義ファイルおよびフィルターファイルの詳細については，マニュアル「JP1/Base 
運用ガイド」を参照してください。

付録 G.1　動作定義ファイル（imevtgw.conf）の移行
JP1/Baseの動作定義ファイルの各パラメーターに設定している情報を，NNMiインシデ
ント転送フィルター定義ファイルに移行する方法を次の表に示します。

表 G-1　動作定義ファイル（imevtgw.conf）の移行

パラメーター名 内容 移行方法

nnm_url_base NNMの URLを指定する。 －

severity SNMPトラップの重要度と変換
後の JP1イベントの重大度を対
応づける。

NNMiインシデント転送フィルター定義ファ
イルのマッピングブロックに，動作定義ファ
イルと同じ書式で記述します。ただし，
SNMPトラップの重要度は小文字から大文字
に変更してください。
定義例
「NORMAL」を「Information」にマッ
ピングする場合

移行前
severity normal to Information

移行後
severity NORMAL to Information
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（凡例）
－：特に指定する必要はない

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの詳細については，「4.1　NNMiイン
シデント転送フィルター定義ファイルの作成」を参照してください。

付録 G.2　フィルターファイル（snmpfilter.conf）の移行
JP1/Baseのフィルターファイルでは，SNMPトラップのエンタープライズ名およびイ
ベント名を条件にして，JP1イベント変換対象とする SNMPトラップと，変換対象外と
する SNMPトラップを指定します。

SNMPトラップのエンタープライズ名およびイベント名に該当する情報は，NNMiでは
NNMiインシデントの名前（NAME）に格納されます。そのため，NNMiインシデント
転送フィルター定義ファイルのフィルター条件ブロックに，「NAME」を使った条件文を
記述します。

定義例
• 名前が「SNMPLinkDown」の NNMiインシデントを変換対象とする場合
NAME IN SNMPLinkDown

• 名前が「SNMPLinkDown」などの「SNMP」で始まる NNMiインシデントを変
換対象とする場合

snmp-filter～
end-filter

JP1イベント変換対象とする
SNMPエージェントのホスト名
を指定する。

ホスト名は，NNMiインシデントのソース
ノードに格納されます。
そのため，NNMiインシデント転送フィル
ター定義ファイルのフィルター条件ブロック
に，「SRC_NODE_NAME」または「SRC」
を使った条件文を記述します。
定義例

host1，host2，host3を変換対象にする
場合

移行前
snmp-filter

source host1 host2 host3

end-filter

移行後
SRC IN host1 host2 host3

var_expand $r・$ar・$c・$s・$N・$$・
$C・$aA・$T変数の情報を展開
するかどうかを指定する。

NNMiインシデント転送フィルター定義ファ
イルのマッピングブロックで，メッセージの
マッピングを設定します。
拡張属性を追加する場合は，マッピングブ
ロックで，拡張属性のマッピングを設定しま
す。

var_option 指定した $変数をNNMの表示
と同じ内容の情報で展開する。

imevt_server JP1イベントの登録先論理ホスト
を指定する。

－

パラメーター名 内容 移行方法
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NAME BEGIN SNMPLinkDown

• 名前が「SNMPLinkDown」のNNMiインシデントを変換対象外とする場合
exclude

NAME IN SNMPLinkDown

• 名前が「SNMPLinkDown」などの「SNMP」で始まるNNMiインシデントを変
換対象外とする場合
exclude

NAME BEGIN SNMP

NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの詳細については，「4.1　NNMiイン
シデント転送フィルター定義ファイルの作成」を参照してください。
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付録 H　（3020-3-R82-01）の変更内容
付録 H　（3020-3-R82-01）の変更内容
3020-3-R82-01の変更内容を表 H-1に示します。

表 H-1　（3020-3-R82-01）の変更内容

# 変更個所 追加・変更内容

1 前書き ■対象製品
［訂正前］
P-242C-8G94
JP1/Integrated Management - Event Gateway for Network Node Manager i
09-00（適用 OS：Windows Server 2003 (x64)，Windows Server 2003 R2 (x64)）
：
P-9S2C-8G91
JP1/Integrated Management - Event Gateway for Network Node Manager i
09-00（適用 OS：Linux AS 4 (AMD64 & Intel EM64T)，Linux ES 4 (AMD64 & 
Intel EM64T)）
［訂正後］
P-242C-8G94
JP1/Integrated Management - Event Gateway for Network Node Manager i
09-00（適用 OS：Windows Server 2003 (x64)，Windows Server 2003 R2 (x64)，
Windows Server 2008 (x64)，Windows Server 2008 R2 (x64)）
：
P-9S2C-8G91
JP1/Integrated Management - Event Gateway for Network Node Manager i
09-00（適用 OS：Linux AS 4 (AMD64 & Intel EM64T)，Linux ES 4 (AMD64 & 
Intel EM64T)，Linux 5 Advanced Platform (AMD/Intel 64)，Linux 5 (AMD/
Intel 64)）
P-812C-8G91
JP1/Integrated Management - Event Gateway for Network Node Manager i
09-00（適用 OS：Linux Server 6 (64-bit x86_64)）

2 前書き ■商標類
［訂正前］
This product includes software developed by Ben Laurie for use in the 
Apache-SSL HTTP server project.
This product includes software developed by IAIK of Graz University of 
Technology.
［訂正後］
This product includes software developed by Ben Laurie for use in the 
Apache-SSL HTTP server project.
This product includes software developed by Daisuke Okajima and Kohsuke 
Kawaguchi (http://relaxngcc.sf.net/).
This product includes software developed by IAIK of Graz University of 
Technology.

3 2.4.4 (1) Windowsの場合
自動終了を設定する
［訂正前］
<JP1/IM - EG for NNMi Path>の個所を，実際に JP1/IM - EG for NNMiをイン
ストールしたパスに修正してください。
［訂正後］
<JP1/IM - EG for NNMi Path>の個所を，実際に JP1/IM - EG for NNMiをイン
ストールしたパスに修正してください。インストールしたパスに半角スペースが
含まれる場合は，「StopCommand=」以降の文字列を「"」で囲んでください。
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4 2.4.5 (1) トラブル発生時の資料採取の準備（Windows 限定）
［訂正前］
Windowsの場合，トラブル発生時にトラブルの要因を調査するために，メモリー
ダンプやクラッシュダンプが必要になることがあります。万一に備えて，これら
のダンプファイルを出力するように設定しておくことをお勧めします。
：
(a) メモリーダンプの出力設定
：
(b) クラッシュダンプの出力設定
：
1. スタートメニューから［ファイル名を指定して実行］を選択する。
2. テキストボックスに「drwtsn32」と入力し，［OK］ボタンをクリックする。
ワトソン博士のダイアログボックスが開きます。

：

［訂正後］
(a) Windows Server 2003の場合
トラブル発生時にトラブルの要因を調査するために，メモリーダンプやクラッ
シュダンプが必要になることがあります。万一に備えて，これらのダンプファイ
ルを出力するように設定しておくことをお勧めします。
：
メモリーダンプの出力設定
：
クラッシュダンプの出力設定
：
1. 「%windir%¥SysWOW64¥drwtsn32.exe」をダブルクリックする。
ワトソン博士のダイアログボックスが開きます。

：
(b) Windows Server 2008の場合
JP1/IM-EG for NNMiのプロセスがアプリケーションエラーで停止した場合，エ
ラーダイアログボックスが表示されている状態で，次の手順でユーザーダンプを
採取します。
1. タスクマネージャを起動する。
タスクマネージャは次のどちらかの手順で起動できます。
・タスクバーの空いている場所で右クリックをして「タスクマネージャ」を選
択する
・［Ctrl］+［Shift］+［Esc］キーを押してタスクマネージャを起動する

2. ［プロセス］タブをクリックする。
3. アプリケーションエラーで停止した JP1/IM-EG for NNMiのプロセス名を右
クリックし，「ダンプファイルの生成」を選択する。

4. ユーザーダンプの出力先パスを示すダイアログボックスが表示されるので，
そこから採取する。

# 変更個所 追加・変更内容
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5 2.4.5 (2) プロセス異常終了時の再起動の設定
［訂正前］
3. ワトソン博士によるエラー通知を抑止する（Windows限定）。

Windowsの場合は，ワトソン博士のダイアログボックスが表示されないよう
に設定します。アプリケーションエラーのときに，ワトソン博士のダイアロ
グボックスが表示されると，プロセスの再起動ができないためです。

：
4. Microsoftへのエラー報告を抑止する（Windows限定）。
：
1. ［コントロールパネル］から［システム］をダブルクリックする。
2. ［詳細設定］タブの［エラー報告］ボタンをクリックする。
3. ［エラー報告を無効にする］を選択し，［重大なエラーが発生した場合は通知
する］チェックボックスのチェックが外れていることを確認する。

［訂正後］
3. ワトソン博士によるエラー通知を抑止する（Windows Server 2003限定）。

Windows Server 2003の場合は，ワトソン博士のダイアログボックスが表示
されないように設定します。アプリケーションエラーのときに，ワトソン博
士のダイアログボックスが表示されると，プロセスの再起動ができないため
です。

：
4. Microsoft へのエラー報告を抑止する（Windows 限定）。
：
• Windows Server 2003の場合

1. ［コントロールパネル］から［システム］をダブルクリックする。
2. ［詳細設定］タブの［エラー報告］ボタンをクリックする。
3. ［エラー報告を無効にする］を選択し，［重大なエラーが発生した場合は通
知する］チェックボックスのチェックが外れていることを確認する。

• Windows Server 2008の場合
1. ［ファイル名を指定して実行］のテキストボックスに「wercon」と入力し，
［OK］ボタンをクリックする。
　［問題のレポートと解決策］ダイアログボックスが開きます。
2. 左側の領域で，［設定の変更］をクリックする。
3. ［詳細を設定します］を選択する。
4. 「問題レポートの詳細設定を行います。」で「無効にします」を選択し，
［OK］ボタンをクリックする。

# 変更個所 追加・変更内容
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6 3.1 NNMiのインストール
［訂正前］
NNMiのインストール手順については，NNMiの各製品のマニュアルを参照して
ください。
NNMiのインストールは，いつでもかまいません。ただし，JP1/IM - EG for 
NNMiのセットアップ時にNNMiの設定情報が必要になります。セットアップ
時に必要な NNMiの設定情報については，「2.1　インストールとセットアップの
流れ」の「表 2-1　セットアップ時に必要な NNMiの設定情報」を参照してくだ
さい。
［訂正後］
NNMiのインストールは，いつでもかまいません。ただし，この製品をクラスタ
システムで運用する場合，まず最初に NNMiをインストールしてセットアップを
実行する必要があります。NNMiのセットアップ方法については，NNMiのマ
ニュアル，およびリリースノートを参照してください。
また，JP1/IM - EG for NNMiのセットアップ時に NNMiの設定情報が必要にな
ります。セットアップ時に必要な NNMiの設定情報については，「2.1　インス
トールとセットアップの流れ」の「表 2-1　セットアップ時に必要な NNMiの設
定情報」を参照してください。

7 3.3 ［訂正前］
この節では，JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseをクラスタソフトに登録す
る方法について説明します。
［訂正後］
この節では，JP1/IM - EG for NNMiおよび JP1/Baseをクラスタソフトに登録す
る方法について説明します。
なお，NNMiのクラスタソフト登録方法について，NNMiのマニュアル，および
リリースノートを参照してください。また，JP1/IM - EG for NNMiと NNMiの
起動停止の順序または依存がありませんが，NNMiが JP1/IM - EG for NNMiよ
り先に起動し，後に停止することを推奨します。

8 3.5 ［追加］
• クラスタシステムで JP1/IM - EG for NNMiをアンインストールする場合は，
先に論理ホストの削除を実施してください。
詳細は「3.4　論理ホストの削除」を参照してください。

9 4.1.1 ［訂正前］
フィルター条件ブロックとマッピングブロックを合わせたブロックを，転送条件
ブロックと呼びます。
［訂正後］
フィルター条件ブロックとマッピングブロックを合わせたブロックを，転送条件
ブロックと呼びます。NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに複数の
転送条件ブロックが記述された場合，ファイルの記述順（上から下）に比較処理
が実施されます。転送条件ブロック内のいずれかの条件を満たした場合，以降の
比較処理は実施されません。すべての転送条件ブロックの条件を満たさない場合
は，JP1イベントへ変換されません。

10 4.1.1 図 4-1 NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの記述例
［訂正前］
図中の条件文，除外条件文の「or」（2個所）
記述例中の「exclude」（2個所）
［訂正後］
「OR」（大文字）
「EXCLUDE」（大文字）

# 変更個所 追加・変更内容
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11 4.1.1 NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの条件
［訂正前］
• 条件文または除外条件文を orで連結して，条件を複数設定できます。

［訂正後］
• 条件文または除外条件文を ORで連結して，条件を複数設定できます。

12 4.1.2 (4) NNMiインシデントの属性
注※ 4
［訂正前］
$nはカスタム属性のインデックスを示します。1～カスタム属性数（CIANUM）
の数字が入ります。
［訂正後］
$nはカスタム属性のインデックスを示します。1～カスタム属性数（CIANUM）
の数字が入ります。
例：4番目のカスタム属性値の場合「CIAVALUE_4」と定義してください。

13 4.1.2 (5) NNMiインシデントの属性値
表 4-5 NNMiインシデントの属性名，属性値，およびラベル
CATEGORY_UKの属性値（一意のキー）
［訂正前］
jp.co.Hitachi.soft.jp.sso.incident.category.Resource
jp.co.Hitachi.soft.jp.sso.incident.category.Proccess
jp.co.Hitachi.soft.jp.sso.incident.category.Service
jp.co.Hitachi.soft.jp.sso.incident.category.Application
［訂正後］
jp.co.Hitachi.soft.jp1.sso.incident.category.Resource
jp.co.Hitachi.soft.jp1.sso.incident.category.Proccess
jp.co.Hitachi.soft.jp1.sso.incident.category.Service
jp.co.Hitachi.soft.jp1.sso.incident.category.Application

14 4.1.2 (6) フィルター条件文の記述例
［訂正前］
記述例中の「or」（2個所）
記述例中の「exclude」（1個所）
記述例中の「SRC host3」（1個所）
［訂正後］
「OR」（大文字）
「EXCLUDE」（大文字）
「SRC IN host3」

15 4.1.3 (1) メッセージのマッピング
(a) メッセージ内容の編集
表 4-6 メッセージに埋め込める NNMiインシデントの属性名
注※ 2
［訂正前］
$nはカスタム属性のインデックスを示します。1～カスタム属性数（CIANUM）
の数字が入ります。
［訂正後］
$nはカスタム属性のインデックスを示します。1～カスタム属性数（CIANUM）
の数字が入ります。
例：4番目のカスタム属性値の場合「CIAVALUE_4」と定義してください。

# 変更個所 追加・変更内容
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16 4.1.3 (3) 拡張属性のマッピング
［訂正前］
「表 8-1　NNMiインシデントを変換した JP1イベントの属性」に記載されてい
る属性のうち，「マッピング」の列が「○」の属性を追加できます。
［訂正後］
「表 8-1　NNMiインシデントを変換した JP1イベントの属性」に記載されてい
る属性のうち，「マッピング」の列が「○」の属性を最大 70個まで追加できま
す。

17 4.3 ［追加］
4.3 カスタム属性マッピング定義ファイルの作成
カスタム属性のマッピング※について説明します。
NNMi 09-00～ 10-10と接続する場合，JP1/IM-EGでは，カスタム属性が複数あ
る場合に，カスタム属性の取得順序が不定となる可能性があります。
カスタム属性マッピング定義ファイルを使用することで，NNMiインシデント転
送フィルター定義ファイルで使用するカスタム属性のマッピング順序を固定する
ことができます。
カスタム属性マッピングは，NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルに
定義された次の属性名に対して有効となります。
フィルター条件ブロックに定義されたカスタム属性

CIANAME_$n
CIATYPE_$n
CIAVALUE_$n

メッセージマッピングに定義されたカスタム属性
CIANAME_$n
CIATYPE_$n
CIAVALUE_$n

拡張属性のマッピングに定義されたカスタム属性
NNMI_CIA_NAME_$n
NNMI_CIA_TYPE_$n
NNMI_CIA_VALUE_$n

注※
カスタム属性マッピングは 09-00-07以降で利用可能です。

# 変更個所 追加・変更内容
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18 4.3.1 ［追加］
4.3.1 カスタム属性マッピング定義ファイルのファイル名と格納先
カスタム属性マッピング定義ファイルはNNMiインシデントに設定されたカスタ
ム属性を JP1/IM-EGで扱う際に，どの順序で使用するかを定義するファイルで
す。
このファイルで，JP1イベントのカスタム属性のインデックス（$n）と任意の
NNMiインシデントのカスタム属性を対応づけして，登録する順序を決めること
ができます。
カスタム属性マッピング定義ファイルは，インストール時には存在しません。カ
スタム属性マッピング定義ファイルを作成する場合は，新規にファイルを作成し
てください。
カスタム属性マッピング定義ファイルのファイル名と格納先を次に示します。
ファイル名

imevtgw_nnmi_cia_map.conf
格納先

Windowsの場合
・物理ホスト：EG for NNMiパス ¥conf
・論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1EG4NNMI¥conf
UNIXの場合
・物理ホスト：/etc/opt/jp1eg4nnmi/conf
・論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/conf

19 4.3.2 ［追加］
4.3.2 カスタム属性マッピング定義ファイルの書式
カスタム属性マッピング定義ファイルは，次の書式で記述します。
形式

cia-map
name=NNMiインシデントの名前 1
cia_1=カスタム属性名 1
cia_2=カスタム属性名 2
 ：
cia-map-end

# 変更個所 追加・変更内容
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記述内容
cia-map：
カスタム属性マッピング定義の開始を示します。
「cia-map-end」までが 1つのカスタム属性マッピング定義となります。
name：
NNMiインシデントの名前を定義します。大文字小文字を区別して，完全一
致する文字列を定義する必要があります。
「cia-map」から「cia-map-end」の間に，複数回指定された場合は，それぞ
れの名前の NNMiインシデントの変換時に対して，同じマッピング処理が行
われます。
「cia-map」から「cia-map-end」の間に限らず，カスタム属性マッピング定
義ファイル全体で，重複して同じ名前が指定された場合はエラーとなります。
cia_$n：
カスタム属性のインデックス $nに設定するカスタム属性名を定義します。
大文字小文字を区別して，完全一致する文字列を定義する必要があります。
$nは 1～ 28を指定し，連続した番号にする必要はありません。
また，順不同に定義することも可能です（例：cia_15だけの定義でも可能）。
「cia-map」から「cia-map-end」の間に，同じインデックス $nが複数回定
義された場合は，先に定義されたものから順に検索し，一致したものがマッ
ピングされます。
「cia_3=.1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.2」と定義した場合は，カスタム属性名が
「.1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.2」であるカスタム属性の名前が
「NNMI_CIA_NAME_3」，型が「NNMI_CIA_TYPE_3」，値が
「NNMI_CIA_VALUE_3」にそれぞれ設定されます。
cia-map-end：
カスタム属性マッピング定義の終了を示します。
「cia-map」から，本項目までが 1つの NNMiインシデントのカスタム属性
マッピング定義となります。

# 変更個所 追加・変更内容
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定義例
 1:  cia-map

 2:  name=SNMPLinkUp

 3:  cia_1=.1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.2

 4:  cia_2=cia.address

 5:  cia-map-end

 6:

 7:  cia-map

 8:  name=SNMPColdStart

 9:  name=SNMPWarmStart

10:  cia_5=cia.address

11:  cia-map-end

(a) 1行目から 5行目までの定義
名前が「SNMPLinkUP」である NNMi インシデントが変換対象となった場
合に，カスタム属性名が「.1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.2」であるカスタム属性の名
前，型，値を，それぞれ NNMI_CIA_NAME_1，NNMI_CIA_TYPE_1，
NNMI_CIA_VALUE_1に設定する。
同様に，カスタム属性名が「cia.address」であるカスタム属性の名前，型，
値を，それぞれ NNMI_CIA_NAME_2，NNMI_CIA_TYPE_2，
NNMI_CIA_VALUE_2に設定する。
(b) 7行目から 11行目までの定義
名前が「SNMPColdStart」，および「SNMPWarmStart」である NNMiイ
ンシデントが変換対象となった場合に，カスタム属性名が「cia.address」で
あるカスタム属性の名前，型，値を，それぞれ NNMI_CIA_NAME_5，
NNMI_CIA_TYPE_5，NNMI_CIA_VALUE_5に設定する。

定義の反映時期
サービス起動時，およびリロードコマンド（jegn_spmd_reload）を実行する
と，設定が有効になります。
サービス起動時にエラーが発生した場合，サービスの起動に失敗します。
リロードコマンド実行時にエラーが発生した場合，変更が反映されず，リ
ロードコマンド実行前の定義で動作します。

注意事項
・行頭に「#」を指定すると，その行はコメント行になります。
・カスタム属性マッピング定義ファイルの最大サイズは 10MBです。

20 4.4 ［訂正前］
4.3 JP1/IM - Managerの定義ファイルの編集
［訂正後］
4.4 JP1/IM - Managerの定義ファイルの編集

21 6.1.1 表 6-1 JP1/IM - EG for NNMiのバックアップ対象ファイル
［追加］

注※
このファイルはカスタム属性マッピングを設定していない場合は存在しませ
ん。

# 変更個所 追加・変更内容
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22 6.2.1 ［訂正前］
JP1/IM - EG for NNMiのサービス起動中に上記の定義ファイルを変更した場合
は，jegn_spmd_reloadコマンドを実行して定義ファイルを再度読み込み，変
更した内容を有効にしてください。jegn_spmd_reloadコマンドの定義チェッ
クでエラーが発生した場合は，変更前の定義内容で動作が継続されます。
jegn_spmd_reloadコマンドの詳細については，「7.　コマンド」の
「jegn_spmd_reload」を参照してください。
［訂正後］
JP1/IM - EG for NNMiのサービス起動中に上記の定義ファイルを変更した場合
は，jegn_spmd_reloadコマンドを実行して定義ファイルを再度読み込み，変
更した内容を有効にしてください。なお，jegn_spmd_reloadコマンドの実行
後に定義ファイルの変更がすぐに反映されるのではなく，リロード後の次のポー
リングのタイミングで有効になります。
また，jegn_spmd_reloadコマンドの定義チェックでエラーが発生した場合は，
変更前の定義内容で動作が継続されます。jegn_spmd_reloadコマンドの詳細
については，「7.　コマンド」の「jegn_spmd_reload」を参照してください。

23 6.2.2 (3) システムの日時変更時に必要な作業
システムの日時を過去に戻す場合
［訂正前］
1. JP1/IM - EG for NNMiを終了する。
2. システムの日時を戻す。
3. 変更前のシステムの日時（手順 2.を実施した日時）まで，JP1/IM - EG for 

NNMiを停止しておく。
4. JP1/IM - EG for NNMiを起動する。

［訂正後］
1. JP1/IM - EG for NNMiを終了する。
2. システムの日時を戻す。
3. imevtgw_nnmi_last_forwarded.confファイル※を削除する。
4. 変更前のシステムの日時（手順 2.を実施した日時）まで，JP1/IM - EG for 

NNMiを停止しておく。
5. JP1/IM - EG for NNMiを起動する。

24 6.2.2 (3) システムの日時変更時に必要な作業
システムの日時が遅れているため，日時を進める場合
［訂正前］
1. JP1/IM - EG for NNMiを終了する。
2. システムの日時を進める。
3. JP1/IM - EG for NNMiを起動する。

［訂正後］
1. JP1/IM - EG for NNMiを終了する。
2. システムの日時を進める。
3. imevtgw_nnmi_last_forwarded.confファイル※を削除する。
4. JP1/IM - EG for NNMiを起動する。

# 変更個所 追加・変更内容
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25 6.2.2 (3) システムの日時変更時に必要な作業
［追加］
注※

imevtgw_nnmi_last_forwarded.confファイルの格納先を次に示します。
Windowsの場合
• 物理ホスト：インストールフォルダ ¥JP1EG4NNMI¥dat
• 論理ホスト：共有フォルダ ¥JP1EG4NNMI¥dat

UNIXの場合
• 物理ホスト：/var/opt/jp1eg4nnmi/dat
• 論理ホスト：共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/dat

26 7. コマンド 次のコマンドの実行権限の説明部分
jegn_log.bat（Windows限定）
jegn_setup
jegn_setup_cluster
jegn_spmd_reload
jegn_spmd_status
［訂正前］
Administrators権限
［訂正後］
Administrators権限。ただし，UAC機能が有効な場合は，管理者コンソールか
ら実行してください。

27 7. コマンド jegn_log.bat（Windows限定）
引数
［訂正前］
-u

クラッシュダンプを採取しない場合に指定します。
［訂正後］
-u

クラッシュダンプを採取しない場合に指定します。Windows Server 2008に
インストールした JP1/IM-EG for NNMiではこのオプションは使用できませ
ん。

28 7. コマンド jegn_log.bat（Windows限定）
注意事項
［追加］
• Windows Server 2008で資料採取コマンドを実行した場合，「システム情報を
更新しています」というプロンプトが表示されますが，キャンセルボタンを押
さないようにしてください。キャンセルボタンを押した場合，一部の情報が収
集されません。

29 8.2 表 8-1 NNMiインシデントを変換した JP1イベントの属性
注※ 1
［訂正前］
4.3.1(3)　内部属性を［イベント詳細］画面に表示したい場合
［訂正後］
4.4.1(3)　内部属性を［イベント詳細］画面に表示したい場合

# 変更個所 追加・変更内容
223



付録 H　（3020-3-R82-01）の変更内容
30 8.2 表 8-1 NNMiインシデントを変換した JP1イベントの属性
注※ 4
［訂正前］
$nは 1～カスタム属性数（NNMI_CIA_NUM）の数字が入ります。なお，JP1/
IM - Viewの［イベント詳細］画面にデフォルトで表示されるのは，$nが 1～ 20
の属性です。21以降の属性を表示したい場合は，「4.3.1(4)　カスタム属性を［イ
ベント詳細］画面に表示したい場合」を参照してください。
［訂正後］
$nは 1～カスタム属性数（NNMI_CIA_NUM）の数字が入ります。なお，JP1/
IM - Viewの［イベント詳細］画面にデフォルトで表示されるのは，$nが 1～ 20
の属性です。21以降の属性を表示したい場合は，「4.4.1(4)　カスタム属性を［イ
ベント詳細］画面に表示したい場合」を参照してください。
例：4番目のカスタム属性値の場合「CIAVALUE_4」と定義してください。

31 9.1.1 表 9-1 インストールに関するメッセージの出力先
［追加］

32 9.1.3 表 9-3 サービスに関するメッセージの出力先
［訂正前］

［訂正後］

33 9.1.3 表 9-3 サービスに関するメッセージの出力先
［追加］

34 9.1.4 表 9-4 プロセス管理に関するメッセージの出力先
［追加］

# 変更個所 追加・変更内容
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35 9.3 9.3.1 インストールに関するメッセージ（KNAG0001～ KNAG0999）
［訂正前］
KNAG0001-EKNAG0001-EKNAG0001-EKNAG0001-E
ログインアカウントはインストールするために必要な権限を持っていません。管
理者アカウントを使用してください。
：
KNAG0002-EKNAG0002-EKNAG0002-EKNAG0002-E
前提バージョンの JP1/Baseがインストールされていません。インストールを中
断します。
：
KNAG0003-WKNAG0003-WKNAG0003-WKNAG0003-W
このプラットフォームは未サポートです。インストールを中断しますか？
：

［訂正後］
KNAG0001-EKNAG0001-EKNAG0001-EKNAG0001-E
You do not have the necessary permissions to perform an installation with the 
current login account. Use an administrator account. The installation will now 
be canceled.
ログインアカウントはインストールするために必要な権限を持っていません。管
理者アカウントを使用してください。
：
KNAG0002-EKNAG0002-EKNAG0002-EKNAG0002-E
A prerequisite version of JP1/Base is not installed. The installation will now be 
canceled.
前提バージョンの JP1/Baseがインストールされていません。インストールを中
断します。
：
KNAG0003-WKNAG0003-WKNAG0003-WKNAG0003-W
This platform is not supported. Do you want to cancel the installation?
このプラットフォームは未サポートです。インストールを中断しますか？
：

36 9.3 9.3.1 インストールに関するメッセージ（KNAG0001～ KNAG0999）
［追加］
KNAG0004-EKNAG0004-EKNAG0004-EKNAG0004-E
The installation will be canceled because the service "サービス名 " is running.
サービス (サービス名 )が起動しているため，処理を中断します
サービスが起動中のためインストールを中断します。
(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービス停止後，インストールしてください。

KNAG0005-EKNAG0005-EKNAG0005-EKNAG0005-E
An attempt to create a file has failed.
ファイルの作成に失敗しました
インストールに必要なファイルの作成に失敗しました。
(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
上書きインストールの場合は，インストールフォルダ以下のフォルダおよび
ファイルに書き込み権限があるか確認し，再度インストールしてください。
それ以外の場合は，システム管理者に連絡してください。

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG0006-EKNAG0006-EKNAG0006-EKNAG0006-E
An attempt to register shared definition information has failed.
共通定義情報の登録に失敗しました
共通定義情報の登録に失敗しました。
(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
資料を採取してシステム管理者に連絡してください。

KNAG0007-EKNAG0007-EKNAG0007-EKNAG0007-E
There is not enough memory. Stop any unnecessary applications, and then 
reattempt the installation.
メモリが不足しています。不要なアプリケーションを停止後，再度インストール
してください。
メモリが不足しているためインストールができません。
(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
資料を採取してシステム管理者に連絡してください。

KNAG0008-EKNAG0008-EKNAG0008-EKNAG0008-E
An attempt to acquire the product information failed because there are not 
enough resources. (details = 関数名 , 戻り値 )
リソース不足のため製品情報取得に失敗しました (詳細情報 : 関数名 , 戻り値 )
リソース不足のため製品情報取得に失敗しました。
(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
資料を採取してシステム管理者に連絡してください。

KNAG0009-EKNAG0009-EKNAG0009-EKNAG0009-E
An attempt to acquire the product information failed because the environment 
is invalid. (details = 関数名 , 戻り値 )
環境不正のため製品情報取得に失敗しました (詳細情報 : 関数名 , 戻り値 )
環境不正のため製品情報取得に失敗しました。
(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
資料を採取してシステム管理者に連絡してください。

KNAG0010-EKNAG0010-EKNAG0010-EKNAG0010-E
Code 9999: The media might be defective. Please contact the vendor.
コード 9999 媒体不良の可能性があります。購入元にご連絡ください。
媒体不良の可能性があります。
(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
購入元にご連絡ください。

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG0011-EKNAG0011-EKNAG0011-EKNAG0011-E
An internal error occurred. Use the data acquisition command to acquire data, 
and then contact the system administrator.
内部エラーが発生しました。資料を採取してシステム管理者に連絡してください。
内部エラーが発生しました。
(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
資料を採取してシステム管理者に連絡してください。

37 9.3 9.3.2 コマンド実行に関するメッセージ（KNAG1000～ KNAG1999）
［訂正前］
KNAG1000-IKNAG1000-IKNAG1000-IKNAG1000-I
Setup has finished.
セットアップコマンドが正常に終了しました
：

KNAG1001-IKNAG1001-IKNAG1001-IKNAG1001-I
Cluster setup has finished.
クラスタセットアップコマンドが正常に終了しました
：

KNAG1002-EKNAG1002-EKNAG1002-EKNAG1002-E
The folder 共有ディスクパス /jp1eg4nnmi/conf  could not be created on the 
shared disk.
共有ディスクにフォルダを作成できませんでした
：

KNAG1004-IKNAG1004-IKNAG1004-IKNAG1004-I
Cluster setup started.
クラスタセットアップコマンドを開始します
：

KNAG1005-EKNAG1005-EKNAG1005-EKNAG1005-E
The command option is invalid.
コマンドの引数が不正です
：

KNAG1006-EKNAG1006-EKNAG1006-EKNAG1006-E
The command option (オプション名 ) is duplicated.
オプション (オプション名 ) が重複しています
：

KNAG1007-EKNAG1007-EKNAG1007-EKNAG1007-E
The logical host (論理ホスト名 ) does not exist.
指定した論理ホスト名 (論理ホスト名 ) が存在しません
：

KNAG1008-EKNAG1008-EKNAG1008-EKNAG1008-E
The host name is not specified in the -h option.
-hオプションにホスト名が指定されていません
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG1009-EKNAG1009-EKNAG1009-EKNAG1009-E
The shared directory (共有ディレクトリパス ) used by the specified logical host 
(論理ホスト名 ) was not found.
指定された論理ホスト (論理ホスト名 ) で使用している共有ディレクトリ (共有
ディレクトリパス ) が見つかりません
：

KNAG1010-EKNAG1010-EKNAG1010-EKNAG1010-E
The specified directory (資料格納ディレクトリ名 ) is invalid.
指定したディレクトリ (資料格納ディレクトリ名 ) が不正です
：

KNAG1011-WKNAG1011-WKNAG1011-WKNAG1011-W
The directory has the same name as an existing file (ファイル名 ).
ディレクトリと同じ名称のファイル (ファイル名 ) が既に存在します
：

KNAG1012-EKNAG1012-EKNAG1012-EKNAG1012-E
The directory (ディレクトリ名 ) could not be written to.
ディレクトリ (ディレクトリ名 ) に書き込み出来ませんでした
：

KNAG1013-WKNAG1013-WKNAG1013-WKNAG1013-W
The directory (ディレクトリパス ) used by the physical host does not exist.
物理ホストで使用しているディレクトリ (ディレクトリパス ) が存在しません
：

KNAG1014-EKNAG1014-EKNAG1014-EKNAG1014-E
(コマンド名 ) does not exist.
(コマンド名 ) コマンドが存在しません
：

KNAG1015-WKNAG1015-WKNAG1015-WKNAG1015-W
(コマンド名 ) does not exist.
(コマンド名 ) コマンドが存在しません
：

KNAG1016-EKNAG1016-EKNAG1016-EKNAG1016-E
There is not enough free disk space to execute the command.
コマンドの実行に必要なディスク容量が不足しています
：

KNAG1017-EKNAG1017-EKNAG1017-EKNAG1017-E
There is not enough memory to execute the command.
コマンドの実行に必要なメモリーが不足しています
：

KNAG1018-WKNAG1018-WKNAG1018-WKNAG1018-W
An attempt to acquire the Windows event log (イベントログの種類 ) has failed.
Windowsイベントログ (イベントログの種類 ) の採取に失敗しました
：

KNAG1019-EKNAG1019-EKNAG1019-EKNAG1019-E
The specified file cannot be read (ファイル名 ).
指定したファイル名 (ファイル名 ) は読み込むことができません
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG1020-EKNAG1020-EKNAG1020-EKNAG1020-E
The specified file does not exist (ファイル名 ).
指定したファイル (ファイル名 ) は存在しません
：

KNAG1021-EKNAG1021-EKNAG1021-EKNAG1021-E
The specified directory has the same name as an existing file (ファイル名 ).
指定した資料格納ディレクトリと同じ名称のファイル (ファイル名 ) が既に存在
します
：

KNAG1022-EKNAG1022-EKNAG1022-EKNAG1022-E
A write operation cannot be performed for the specified directory (ディレクトリ
名 ).
指定した資料格納ディレクトリ (ディレクトリ名 ) には書き込みできません
：

KNAG1023-EKNAG1023-EKNAG1023-EKNAG1023-E
An attempt to create the directory (ディレクトリ名 ) has failed.
ディレクトリ (ディレクトリ名 ) の作成に失敗しました
：

KNAG1024-IKNAG1024-IKNAG1024-IKNAG1024-I
The data was successfully acquired.
資料を正常に採取しました
：

KNAG1025-EKNAG1025-EKNAG1025-EKNAG1025-E
Some of the data could not be acquired.
一部の資料が採取できませんでした
：

KNAG1026-IKNAG1026-IKNAG1026-IKNAG1026-I
(情報 ) will be acquired.
：

KNAG1027-IKNAG1027-IKNAG1027-IKNAG1027-I
(情報 ) has been acquired.
：

KNAG1028-WKNAG1028-WKNAG1028-WKNAG1028-W
(情報 ) could not be acquired.
：

KNAG1029-IKNAG1029-IKNAG1029-IKNAG1029-I
The directory already exists. (ディレクトリ名 ) The directory will be re-created.
：

KNAG1030-IKNAG1030-IKNAG1030-IKNAG1030-I
The directory does not exist. (ディレクトリ名 ) The directory will be created.
：

KNAG1031-IKNAG1031-IKNAG1031-IKNAG1031-I
Data acquisition processing will start.
資料採取を開始します
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG1032-IKNAG1032-IKNAG1032-IKNAG1032-I
Execution of the (コマンド名 ) command will start.
(コマンド名 ) の実行を開始します
：

KNAG1033-IKNAG1033-IKNAG1033-IKNAG1033-I
(コマンド名 ) execution is ended. (ERRORLEVEL=エラーレベル )
：

KNAG1034-IKNAG1034-IKNAG1034-IKNAG1034-I
(情報 ) will be acquired. Please wait.
：

KNAG1035-EKNAG1035-EKNAG1035-EKNAG1035-E
An attempt to delete the directory (ディレクトリ名 ) has failed.
：

KNAG1036-EKNAG1036-EKNAG1036-EKNAG1036-E
An attempt to access the registry for (情報 ) has failed.(詳細情報 )
：

KNAG1037-IKNAG1037-IKNAG1037-IKNAG1037-I
The following logical host(s) exist on this machine:論理ホスト名 To acquire 
information about a logical host, execute "コマンド名 -f output-directory-name 
-h logical-hostname".
：

KNAG1039-WKNAG1039-WKNAG1039-WKNAG1039-W
An attempt to create the directory (ディレクトリ名 ) has failed.
：

KNAG1040-WKNAG1040-WKNAG1040-WKNAG1040-W
An attempt to execute コマンド名 has failed. (rc=詳細情報 )
：

KNAG1041-IKNAG1041-IKNAG1041-IKNAG1041-I
Execution of コマンド名 was successful.
：

KNAG1042-EKNAG1042-EKNAG1042-EKNAG1042-E
The user does not have execution permission for the command (コマンド名 ).
コマンド (コマンド名 ) の実行権限がありません
：

KNAG1043-IKNAG1043-IKNAG1043-IKNAG1043-I
Deletion of the thread dump file has finished.
：

KNAG1044-IKNAG1044-IKNAG1044-IKNAG1044-I
Do you want to delete all the core dump files below the directory ディレクトリ名
? [yes/no]
：

KNAG1045-IKNAG1045-IKNAG1045-IKNAG1045-I
Do you want to delete all the thread dump files below the directory ディレクト
リ名 ? [yes/no]
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG1046-EKNAG1046-EKNAG1046-EKNAG1046-E
A write operation cannot be performed because a file with the same name (ファ
イル名 ) already exists.
：

KNAG1047-IKNAG1047-IKNAG1047-IKNAG1047-I
ファイル名 already exists. Do you want to overwrite it? [yes/no]
：

KNAG1048-IKNAG1048-IKNAG1048-IKNAG1048-I
Is the device (デバイス名 ) ready? [yes/no]
：

KNAG1050-EKNAG1050-EKNAG1050-EKNAG1050-E
オプション名 : Invalid value.
オプション (オプション名 ) の値が不正です
：

KNAG1051-EKNAG1051-EKNAG1051-EKNAG1051-E
Setup isn't completed yet.
新規セットアップが行われていません
：

KNAG1052-EKNAG1052-EKNAG1052-EKNAG1052-E
Operational information file(ファイル名 ) is exist.
運用情報ファイル (ファイル名 ) がすでに存在します
：

KNAG1053-EKNAG1053-EKNAG1053-EKNAG1053-E
The file (ファイル名 ) could not be written to.
ファイル (ファイル名 ) に書き込みできませんでした
：

KNAG1054-EKNAG1054-EKNAG1054-EKNAG1054-E
Configuring the registry(レジストリキー ) is failed.
レジストリ情報 (レジストリキー ) の更新に失敗しました
：

KNAG1055-IKNAG1055-IKNAG1055-IKNAG1055-I
Deletion of the core dump file (ファイル名 ) has finished.
コアダンプファイル (ファイル名 ) の削除が完了しました
：

KNAG1056-EKNAG1056-EKNAG1056-EKNAG1056-E
Setup is already completed.
すでにセットアップが行われています
：

KNAG1057-EKNAG1057-EKNAG1057-EKNAG1057-E
Administrator's privilege are required to execute the command.
コマンドを実行するためには管理者権限が必要です
：

KNAG1058-EKNAG1058-EKNAG1058-EKNAG1058-E
Execute the command from the administrator console.
管理者コンソールよりコマンドを実行してください
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG1059-EKNAG1059-EKNAG1059-EKNAG1059-E
System environment is invalid. (発生個所 , 要因コード )
システム環境が不正です (発生個所 , 要因コード )
：

KNAG1060-EKNAG1060-EKNAG1060-EKNAG1060-E
An attempt to open the message file has failed.
：

KNAG1061-EKNAG1061-EKNAG1061-EKNAG1061-E
The logical host is invalid.
指定した論理ホスト名が不正です
：

KNAG1063-EKNAG1063-EKNAG1063-EKNAG1063-E
An attempt to register common definition information has failed.
共通定義情報の登録に失敗しました
：

KNAG1064-EKNAG1064-EKNAG1064-EKNAG1064-E
The logical host does not exist.
引数に指定した論理ホスト名が存在しません
：

KNAG1066-EKNAG1066-EKNAG1066-EKNAG1066-E
The common definition information is invalid.
共通定義情報の設定が不正です
：

KNAG1067-EKNAG1067-EKNAG1067-EKNAG1067-E
An attempt to create the file (ファイル名 ) has failed.
ファイル (ファイル名 ) の作成に失敗しました
：

KNAG1900-EKNAG1900-EKNAG1900-EKNAG1900-E
Memory is insufficient. (保守情報 )
メモリ不足が発生しました (保守情報 )
：

KNAG1901-EKNAG1901-EKNAG1901-EKNAG1901-E
An system error occurred. (保守情報 )
システムエラーが発生しました (保守情報 )
：

［訂正後］
KNAG1000-IKNAG1000-IKNAG1000-IKNAG1000-I
The setup command ended successfully.
セットアップコマンドが正常に終了しました
：

KNAG1001-IKNAG1001-IKNAG1001-IKNAG1001-I
The cluster setup command ended successfully.
クラスタセットアップコマンドが正常に終了しました
：
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KNAG1002-EKNAG1002-EKNAG1002-EKNAG1002-E
A folder could not be created on the shared disk.
共有ディスクにフォルダを作成できませんでした
：

KNAG1004-IKNAG1004-IKNAG1004-IKNAG1004-I
The cluster setup command will start.
クラスタセットアップコマンドを開始します
：

KNAG1005-EKNAG1005-EKNAG1005-EKNAG1005-E
A command option is invalid.
コマンドの引数が不正です
：

KNAG1006-EKNAG1006-EKNAG1006-EKNAG1006-E
The option "オプション名 " has been duplicated.
オプション (オプション名 ) が重複しています
：

KNAG1007-EKNAG1007-EKNAG1007-EKNAG1007-E
The specified logical host "論理ホスト名 " does not exist.
指定した論理ホスト名 (論理ホスト名 ) が存在しません
：

KNAG1008-EKNAG1008-EKNAG1008-EKNAG1008-E
A host has not been specified for the -h option.
-hオプションにホスト名が指定されていません
：

KNAG1009-EKNAG1009-EKNAG1009-EKNAG1009-E
The shared directory "共有ディレクトリパス " used by the specified logical host 
"論理ホスト名 " cannot be found.
指定された論理ホスト (論理ホスト名 ) で使用している共有ディレクトリ (共有
ディレクトリパス ) が見つかりません
：

KNAG1010-EKNAG1010-EKNAG1010-EKNAG1010-E
The specified directory "資料格納ディレクトリ名 " is invalid.
指定したディレクトリ (資料格納ディレクトリ名 ) が不正です
：

KNAG1011-WKNAG1011-WKNAG1011-WKNAG1011-W
A file (ファイル名 ) with the same name as the directory already exists.
ディレクトリと同じ名称のファイル (ファイル名 ) が既に存在します
：

KNAG1012-EKNAG1012-EKNAG1012-EKNAG1012-E
The directory "ディレクトリ名 " could not be written to.
ディレクトリ (ディレクトリ名 ) に書き込み出来ませんでした
：

KNAG1013-WKNAG1013-WKNAG1013-WKNAG1013-W
The directory "ディレクトリパス " used by a physical host does not exist.
物理ホストで使用しているディレクトリ (ディレクトリパス ) が存在しません
：
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KNAG1014-EKNAG1014-EKNAG1014-EKNAG1014-E
The command "コマンド名 " does not exist.
(コマンド名 ) コマンドが存在しません
：

KNAG1015-WKNAG1015-WKNAG1015-WKNAG1015-W
The command "コマンド名 " does not exist.
(コマンド名 ) コマンドが存在しません
：

KNAG1016-EKNAG1016-EKNAG1016-EKNAG1016-E
There is not enough disk space to execute the command.
コマンドの実行に必要なディスク容量が不足しています
：

KNAG1017-EKNAG1017-EKNAG1017-EKNAG1017-E
There is not enough memory to execute the command.
コマンドの実行に必要なメモリーが不足しています
：

KNAG1018-WKNAG1018-WKNAG1018-WKNAG1018-W
An attempt to acquire the Windows event log "イベントログの種類 " has failed.
Windowsイベントログ (イベントログの種類 ) の採取に失敗しました
：

KNAG1019-EKNAG1019-EKNAG1019-EKNAG1019-E
The specified file "ファイル名 " cannot be read.
指定したファイル名 (ファイル名 ) は読み込むことができません
：

KNAG1020-EKNAG1020-EKNAG1020-EKNAG1020-E
The specified file "ファイル名 " does not exist.
指定したファイル (ファイル名 ) は存在しません
：

KNAG1021-EKNAG1021-EKNAG1021-EKNAG1021-E
A file (ファイル名 ) with the same name as the directory already exists.
指定した資料格納ディレクトリと同じ名称のファイル (ファイル名 ) が既に存在
します
：

KNAG1022-EKNAG1022-EKNAG1022-EKNAG1022-E
The specified directory "ディレクトリ名 " cannot be written to.
指定した資料格納ディレクトリ (ディレクトリ名 ) には書き込みできません
：

KNAG1023-EKNAG1023-EKNAG1023-EKNAG1023-E
An attempt to create the directory "ディレクトリ名 " has failed.
ディレクトリ (ディレクトリ名 ) の作成に失敗しました
：

KNAG1024-IKNAG1024-IKNAG1024-IKNAG1024-I
Data was successfully acquired.
資料を正常に採取しました
：
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KNAG1025-EKNAG1025-EKNAG1025-EKNAG1025-E
Some of the data could not be acquired.
一部の資料が採取できませんでした
：

KNAG1026-IKNAG1026-IKNAG1026-IKNAG1026-I
"情報 " will be acquired.
：

KNAG1027-IKNAG1027-IKNAG1027-IKNAG1027-I
"情報 " has been acquired.
：

KNAG1028-WKNAG1028-WKNAG1028-WKNAG1028-W
"情報 " could not be acquired.
：

KNAG1029-IKNAG1029-IKNAG1029-IKNAG1029-I
The directory "ディレクトリ名 " already exists.
The directory will be re-created.
：

KNAG1030-IKNAG1030-IKNAG1030-IKNAG1030-I
The directory "ディレクトリ名 " does not exist.
The directory will be created.
：

KNAG1031-IKNAG1031-IKNAG1031-IKNAG1031-I
Data acquisition will now start.
資料採取を開始します
：

KNAG1032-IKNAG1032-IKNAG1032-IKNAG1032-I
Execution of the command "コマンド名 " will now start.
：

KNAG1033-IKNAG1033-IKNAG1033-IKNAG1033-I
Execution of the command "コマンド名 " will now end. (error level = エラーレベ
ル )
：

KNAG1034-IKNAG1034-IKNAG1034-IKNAG1034-I
"情報 " will be acquired. Please wait...
：

KNAG1035-EKNAG1035-EKNAG1035-EKNAG1035-E
An attempt to delete the directory "ディレクトリ名 " has failed.
：

KNAG1036-EKNAG1036-EKNAG1036-EKNAG1036-E
An attempt to access the (情報 ) registry has failed. (details = 詳細情報 )
：

KNAG1037-IKNAG1037-IKNAG1037-IKNAG1037-I
The following logical hosts are on this host: 論理ホスト名 To acquire information 
about a logical host, execute the following command: コマンド名 -f 
output-directory-name -h logical-host-name
：

# 変更個所 追加・変更内容
235



付録 H　（3020-3-R82-01）の変更内容
KNAG1039-WKNAG1039-WKNAG1039-WKNAG1039-W
An attempt to create the directory "ディレクトリ名 " has failed.
：

KNAG1040-WKNAG1040-WKNAG1040-WKNAG1040-W
An attempt to execute the command "コマンド名 " has failed. (details = 詳細情
報 )
：

KNAG1041-IKNAG1041-IKNAG1041-IKNAG1041-I
The command "コマンド名 " was successfully executed.
：

KNAG1042-EKNAG1042-EKNAG1042-EKNAG1042-E
You do not have the permission necessary to execute the command "コマンド名
".
：

KNAG1043-IKNAG1043-IKNAG1043-IKNAG1043-I
The thread dump file has been deleted.
：

KNAG1044-IKNAG1044-IKNAG1044-IKNAG1044-I
Do you want to delete all the core dump files in the directory "ディレクトリ名 "? 
[yes/no]
：

KNAG1045-IKNAG1045-IKNAG1045-IKNAG1045-I
Do you want to delete all the thread dump files in the directory "ディレクトリ
名 "? [yes/no]
：

KNAG1046-EKNAG1046-EKNAG1046-EKNAG1046-E
The file cannot be written to because a file with the name "ファイル名 " already 
exists.
：

KNAG1047-IKNAG1047-IKNAG1047-IKNAG1047-I
"ファイル名 " already exists. Do you want to overwrite it? [yes/no]
：

KNAG1048-IKNAG1048-IKNAG1048-IKNAG1048-I
Is the device "デバイス名 " ready? [yes/no]
：

KNAG1050-EKNAG1050-EKNAG1050-EKNAG1050-E
The value of the option "オプション名 " is invalid.
オプション (オプション名 ) の値が不正です
：

KNAG1051-EKNAG1051-EKNAG1051-EKNAG1051-E
Setup has not been performed yet.
新規セットアップが行われていません
：
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KNAG1052-EKNAG1052-EKNAG1052-EKNAG1052-E
The operation information file "ファイル名 " already exists.
運用情報ファイル (ファイル名 ) がすでに存在します
：

KNAG1053-EKNAG1053-EKNAG1053-EKNAG1053-E
The file "ファイル名 " could not be written to.
ファイル (ファイル名 ) に書き込みできませんでした
：

KNAG1054-EKNAG1054-EKNAG1054-EKNAG1054-E
An attempt to update the registry information "レジストリキー " has failed.
レジストリ情報 (レジストリキー ) の更新に失敗しました
：

KNAG1055-IKNAG1055-IKNAG1055-IKNAG1055-I
The core dump file "ファイル名 " has been successfully deleted.
コアダンプファイル (ファイル名 ) の削除が完了しました
：

KNAG1056-EKNAG1056-EKNAG1056-EKNAG1056-E
Setup has already been performed.
すでにセットアップが行われています
：

KNAG1057-EKNAG1057-EKNAG1057-EKNAG1057-E
Administrator permissions are required to execute the command.
コマンドを実行するためには管理者権限が必要です
：

KNAG1058-EKNAG1058-EKNAG1058-EKNAG1058-E
Execute the command from the administrator console.
管理者コンソールよりコマンドを実行してください
：

KNAG1059-EKNAG1059-EKNAG1059-EKNAG1059-E
The system environment is invalid. (発生個所 , 要因コード )
システム環境が不正です (発生個所 , 要因コード )
：

KNAG1060-EKNAG1060-EKNAG1060-EKNAG1060-E
An attempt to open a message file has failed.
：

KNAG1061-EKNAG1061-EKNAG1061-EKNAG1061-E
The specified logical host name is invalid.
指定した論理ホスト名が不正です
：

KNAG1063-EKNAG1063-EKNAG1063-EKNAG1063-E
An attempt to register shared definition information has failed.
共通定義情報の登録に失敗しました
：

KNAG1064-EKNAG1064-EKNAG1064-EKNAG1064-E
The logical host name specified for the argument does not exist.
引数に指定した論理ホスト名が存在しません
：
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KNAG1066-EKNAG1066-EKNAG1066-EKNAG1066-E
A setting in the shared definition information is invalid.
共通定義情報の設定が不正です
：

KNAG1067-EKNAG1067-EKNAG1067-EKNAG1067-E
An attempt to create the file "ファイル名 " has failed.
ファイル (ファイル名 ) の作成に失敗しました
：

KNAG1900-EKNAG1900-EKNAG1900-EKNAG1900-E
There is not enough memory. (保守情報 )
メモリ不足が発生しました (保守情報 )
：

KNAG1901-EKNAG1901-EKNAG1901-EKNAG1901-E
A system error occurred. (保守情報 )
システムエラーが発生しました (保守情報 )
：

38 9.3 9.3.2 コマンド実行に関するメッセージ（KNAG1000～ KNAG1999）
KNAG1054-E
(O)
［訂正前］
管理者権限があるかどうかを確認してから，再度コマンドを実行してください。
［訂正後］
資料採取ツールで資料を採取し，システム管理者に連絡してください。

39 9.3 9.3.3 サービスに関するメッセージ（KNAG2000～ KNAG2999）
［訂正前］
KNAG2000-IKNAG2000-IKNAG2000-IKNAG2000-I
The JP1/IM-EG for NNMi service has started. (Logical hostname: 論理ホスト名
)
JP1/IM-EG for NNMiサービスが起動しました (論理ホスト名 : 論理ホスト名 )
：

KNAG2001-EKNAG2001-EKNAG2001-EKNAG2001-E
Failed to start the JP1/IM-EG for NNMi service. (Logical hostname: 論理ホスト
名 )
JP1/IM-EG for NNMiサービスの起動に失敗しました (論理ホスト名 : 論理ホス
ト名 )
：

KNAG2002-EKNAG2002-EKNAG2002-EKNAG2002-E
Setup isn't completed yet.
セットアップが実行されていません
：

KNAG2003-IKNAG2003-IKNAG2003-IKNAG2003-I
The JP1/IM-EG for NNMi service terminated. (Logical hostname: 論理ホスト名
)
JP1/IM-EG for NNMiサービスが停止しました (論理ホスト名 : 論理ホスト名 )
：
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KNAG2004-EKNAG2004-EKNAG2004-EKNAG2004-E
Failed to terminate the JP1/IM-EG for NNMi service. (Logical hostname: 論理
ホスト名 )
JP1/IM-EG for NNMiサービスの停止に失敗しました (論理ホスト名 : 論理ホス
ト名 )
：

KNAG2006-EKNAG2006-EKNAG2006-EKNAG2006-E
The JP1/IM-EG for NNMi service terminated abnormally. (Logical hostname: 論
理ホスト名 )
JP1/IM-EG for NNMiサービスが異常終了しました (論理ホスト名 : 論理ホスト
名 )
：

KNAG2008-EKNAG2008-EKNAG2008-EKNAG2008-E
The loading of the Forwarded NNMi Incidents Information file failed.
転送済み NNMiインシデント情報ファイルの読み込みに失敗しました
：

KNAG2009-EKNAG2009-EKNAG2009-EKNAG2009-E
Exceeded the limit (ファイルサイズ ) of the Forwarded NNMi Incidents 
Information file size.
転送済み NNMiインシデント情報ファイルのファイルサイズの上限 (ファイルサ
イズ ) を超えました
：

KNAG2010-EKNAG2010-EKNAG2010-EKNAG2010-E
An invalid key is specified. (line number: 行番号 , key name: 項目キー名 )
不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2011-EKNAG2011-EKNAG2011-EKNAG2011-E
An invalid value is specified. (line number: 行番号 , key name: 項目キー名 , 
value: 項目値 )
不正な値が指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 , 値 : 項目値 )
：

KNAG2012-EKNAG2012-EKNAG2012-EKNAG2012-E
Duplicated keys cannot be specified. (line number: 行番号 , key name: 項目キー
名 )
項目キーが重複して指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2013-EKNAG2013-EKNAG2013-EKNAG2013-E
An invalid format line. (line number: 行番号 )
フォーマットが不正です (行番号行目 )
：

KNAG2015-EKNAG2015-EKNAG2015-EKNAG2015-E
The loading of the Action Definition file failed.
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました
：
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KNAG2016-EKNAG2016-EKNAG2016-EKNAG2016-E
Exceeded the limit (ファイルサイズ ) of the Action Definition file size.
動作定義ファイルのファイルサイズの上限 (ファイルサイズ ) を超えました
：

KNAG2017-EKNAG2017-EKNAG2017-EKNAG2017-E
An invalid key is specified. (line number: 行番号 , key name: 項目キー名 )
不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2018-EKNAG2018-EKNAG2018-EKNAG2018-E
An invalid value is specified. (line number: 行番号 , key name: 項目キー名 , 
value: 項目値 )
不正な値が指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 , 値 : 項目値 )
：

KNAG2019-EKNAG2019-EKNAG2019-EKNAG2019-E
A mandatory key is not specified. (key name: 項目キー名 )
必須の項目キーが指定されていません (項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2020-EKNAG2020-EKNAG2020-EKNAG2020-E
Duplicated keys cannot be specified. (line number: 行番号 , key name: 項目キー
名 )
項目キーが重複して指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2021-EKNAG2021-EKNAG2021-EKNAG2021-E
An invalid format line. (line number: 行番号 )
フォーマットが不正です (行番号行目 )
：

KNAG2032-EKNAG2032-EKNAG2032-EKNAG2032-E
The connecting to the NNMi Server failed. (NNMi Server name: NNMiサーバ名
)
NNMiサーバへの接続に失敗しました (NNMiサーバ名 :NNMiサーバ名 )
：

KNAG2033-EKNAG2033-EKNAG2033-EKNAG2033-E
The authenticating for the NNMi Server failed. (NNMi Server name: NNMi
サーバ名 )
NNMiサーバの認証に失敗しました (NNMiサーバ名 :NNMiサーバ名 )
：

KNAG2034-EKNAG2034-EKNAG2034-EKNAG2034-E
The analyzing the NNMi incident failed. (保守情報 )
NNMiインシデントの解析に失敗しました (保守情報 )
：

KNAG2036-EKNAG2036-EKNAG2036-EKNAG2036-E
The loading of the NNMi Incident Forward Definition file filed.
NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの読み込みに失敗しました
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG2037-EKNAG2037-EKNAG2037-EKNAG2037-E
Exceeded the limit (ファイルサイズ ) of the NNMi Incident Forward Definition 
file size.
NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルのファイルサイズの上限 (ファ
イルサイズ )を超えました
：

KNAG2038-EKNAG2038-EKNAG2038-EKNAG2038-E
Exceeded the limit (上限数 ) of the forward condition block number.
転送条件ブロック数の上限 (上限数 ) を超えました
：

KNAG2039-EKNAG2039-EKNAG2039-EKNAG2039-E
Duplicated definition of the EXCLUDED Block cannot be specified. (line 
number: 行番号 )
除外条件ブロックが重複しています (行番号行目 )
：

KNAG2040-EKNAG2040-EKNAG2040-EKNAG2040-E
An invalid key is specified. (line number: 行番号 , key name: 項目キー名 )
不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2041-EKNAG2041-EKNAG2041-EKNAG2041-E
An invalid operator is specified. (line number: 行番号 , oparator name: 比較キー
ワード名 )
不正な比較キーワードが指定されています (行番号行目 , 比較キーワード : 比較
キーワード名 )
：

KNAG2042-EKNAG2042-EKNAG2042-EKNAG2042-E
Invalid number of the operand is specified. (line number: 行番号 , oparator 
name: 比較キーワード名 , number of operand: オペランド数 )
オペランド数が不正です (行番号行目 , 比較キーワード : 比較キーワード名 , オペ
ランド数 : オペランド数 )
：

KNAG2043-EKNAG2043-EKNAG2043-EKNAG2043-E
An invalid operand is specified. (line number: 行番号 , oparator name: 比較キー
ワード名 )
不正なオペランドが指定されています (行番号行目 , 比較キーワード : 比較キー
ワード名 )
：

KNAG2046-EKNAG2046-EKNAG2046-EKNAG2046-E
Duplicated definition of the Message Mapping cannot be specified. (line number: 
行番号 )
メッセージマッピングの定義が重複しています (行番号行目 )
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG2047-EKNAG2047-EKNAG2047-EKNAG2047-E
An invalid key in the Message Mapping is specified. (line number: 行番号 , key 
name: 項目キー名 )
メッセージマッピングの定義に不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 
項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2048-EKNAG2048-EKNAG2048-EKNAG2048-E
Duplicated definition of the Severity Mapping cannot be specified. (line number: 
行番号 )
重大度マッピングの定義が重複しています (行番号行目 )
：

KNAG2049-EKNAG2049-EKNAG2049-EKNAG2049-E
An invalid key in the Severity Mapping is specified. (line number: 行番号 , key 
name: 項目キー名 )
重大度マッピングの定義に不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 項
目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2050-EKNAG2050-EKNAG2050-EKNAG2050-E
Duplicated definition of the Extended Attribute Mapping cannot be specified. 
(line number: 行番号 )
拡張属性マッピングの定義が重複しています (行番号行目 )
：

KNAG2051-EKNAG2051-EKNAG2051-EKNAG2051-E
An invalid key in the Extended Attribute Mapping is specified. (line number: 行
番号 , key name: 項目キー名 )
拡張属性マッピングの定義に不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 
項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2052-EKNAG2052-EKNAG2052-EKNAG2052-E
Duplicated key in the Extended Attribute Mapping cannot be specified. (line 
number:行番号 , key name: 項目キー名 )
拡張属性マッピングに指定された項目キーが重複しています (行番号行目 , 項目
キー : 項目キー名 )
：

KNAG2053-EKNAG2053-EKNAG2053-EKNAG2053-E
An invalid format line. (line number: 行番号 )
フォーマットが不正です (行番号行目 )
：

KNAG2055-EKNAG2055-EKNAG2055-EKNAG2055-E
The registration of JP1 event failed. (保守情報 )
JP1イベントの登録に失敗しました (保守情報 )
：

KNAG2057-EKNAG2057-EKNAG2057-EKNAG2057-E
The loading of the Category Label Mapping file failed.
カテゴリ表示名マッピングファイルの読み込みに失敗しました
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG2058-EKNAG2058-EKNAG2058-EKNAG2058-E
Exceeded the limit (ファイルサイズ ) of the Category Label Mapping file size.
カテゴリ表示名マッピングファイルのファイルサイズの上限 (ファイルサイズ ) 
を超えました
：

KNAG2059-EKNAG2059-EKNAG2059-EKNAG2059-E
An invalid key is specified. (line number: 行番号 , key name: キー名 )
不正なキーが指定されています (行番号行目 , キー :キー名 )
：

KNAG2060-EKNAG2060-EKNAG2060-EKNAG2060-E
An invalid label is specified. (line number: 行番号 , key name: キー名 , label: 表
示名 )
不正な表示名が指定されています (行番号行目 , キー :キー名 , 表示名 : 表示名 )
：

KNAG2061-EKNAG2061-EKNAG2061-EKNAG2061-E
Duplicated keys cannot be specified. (line number:行番号 , key name:キー名 )
キーが重複して指定されています (行番号行目 , キー : キー名 )
：

KNAG2062-EKNAG2062-EKNAG2062-EKNAG2062-E
An invalid format line. (line number: 行番号 )
フォーマットが不正です (行番号行目 )
：

KNAG2064-EKNAG2064-EKNAG2064-EKNAG2064-E
The loading of the Family Label Mapping file failed.
ファミリー表示名マッピングファイルの読み込みに失敗しました
：

KNAG2065-EKNAG2065-EKNAG2065-EKNAG2065-E
Exceeded the limit (ファイルサイズ ) of the Family Label Mapping file size.
ファミリー表示名マッピングファイルのファイルサイズの上限 (ファイルサイズ ) 
を超えました
：

KNAG2066-EKNAG2066-EKNAG2066-EKNAG2066-E
An invalid key is specified. (line number: 行番号 , key name: キー名 )
不正なキーが指定されています (行番号行目 , キー : キー名 )
：

KNAG2067-EKNAG2067-EKNAG2067-EKNAG2067-E
An invalid label is specified. (line number: 行番号 , key name: キー名 , label: 表
示名 )
不正な表示名が指定されています (行番号行目 , キー : キー名 , 表示名 : 表示名 )
：

KNAG2068-EKNAG2068-EKNAG2068-EKNAG2068-E
Duplicated keys cannot be specified. (line number: 行番号 , key name: キー名 )
キーが重複して指定されています (行番号行目 , キー : キー名 )
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG2069-EKNAG2069-EKNAG2069-EKNAG2069-E
An invalid format line. (line number: 行番号 )
フォーマットが不正です (行番号行目 )
：

KNAG2070-EKNAG2070-EKNAG2070-EKNAG2070-E
System environment is invalid. (発生個所 , 要因コード )
システム環境が不正です (発生個所 , 要因コード )
：

KNAG2071-EKNAG2071-EKNAG2071-EKNAG2071-E
An attempt to open the message file has failed.
：

KNAG2900-EKNAG2900-EKNAG2900-EKNAG2900-E
Memory is insufficient. (保守情報 )
メモリ不足が発生しました (保守情報 )
：

KNAG2901-EKNAG2901-EKNAG2901-EKNAG2901-E
An system error occurred. (保守情報 )
システムエラーが発生しました (保守情報 )
：

［訂正後］
KNAG2000-IKNAG2000-IKNAG2000-IKNAG2000-I
The JP1/IM-EG for NNMi service has started. (logical host name = 論理ホスト
名 )
JP1/IM-EG for NNMiサービスが起動しました (論理ホスト名 : 論理ホスト名 )
：

KNAG2001-EKNAG2001-EKNAG2001-EKNAG2001-E
An attempt to start the JP1/IM-EG for NNMi service has failed. (logical host 
name = 論理ホスト名 )
JP1/IM-EG for NNMiサービスの起動に失敗しました (論理ホスト名 : 論理ホス
ト名 )
：

KNAG2002-EKNAG2002-EKNAG2002-EKNAG2002-E
Setup has not been performed yet.
セットアップが実行されていません
：

KNAG2003-IKNAG2003-IKNAG2003-IKNAG2003-I
The JP1/IM-EG for NNMi service has stopped. (logical host name = 論理ホスト
名 )
JP1/IM-EG for NNMiサービスが停止しました (論理ホスト名 : 論理ホスト名 )
：

KNAG2004-EKNAG2004-EKNAG2004-EKNAG2004-E
An attempt to stop the JP1/IM-EG for NNMi service has failed. (logical host 
name = 論理ホスト名 )
JP1/IM-EG for NNMiサービスの停止に失敗しました (論理ホスト名 : 論理ホス
ト名 )
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG2006-EKNAG2006-EKNAG2006-EKNAG2006-E
The JP1/IM-EG for NNMi service ended abnormally. (logical host name = 論理
ホスト名 )
JP1/IM-EG for NNMiサービスが異常終了しました (論理ホスト名 : 論理ホスト
名 )
：

KNAG2008-EKNAG2008-EKNAG2008-EKNAG2008-E
An attempt to read the forwarded NNMi incident information file has failed.
転送済み NNMiインシデント情報ファイルの読み込みに失敗しました
：

KNAG2009-EKNAG2009-EKNAG2009-EKNAG2009-E
The file size of the forwarded NNMi incident information file has exceeded the 
limit (ファイルサイズ ).
転送済み NNMiインシデント情報ファイルのファイルサイズの上限 (ファイルサ
イズ ) を超えました
：

KNAG2010-EKNAG2010-EKNAG2010-EKNAG2010-E
An invalid item key has been specified. (line = 行番号 , item key = 項目キー名 )
不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2011-EKNAG2011-EKNAG2011-EKNAG2011-E
An invalid value has been specified. (line = 行番号 , item key = 項目キー名 , value 
= 項目値 )
不正な値が指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 , 値 : 項目値 )
：

KNAG2012-EKNAG2012-EKNAG2012-EKNAG2012-E
An item key has been duplicated. (line = 行番号 , item key = 項目キー名 )
項目キーが重複して指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2013-EKNAG2013-EKNAG2013-EKNAG2013-E
The format is invalid. (line = 行番号 )
フォーマットが不正です (行番号行目 )
：

KNAG2015-EKNAG2015-EKNAG2015-EKNAG2015-E
An attempt to read the action definition file has failed.
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました
：

KNAG2016-EKNAG2016-EKNAG2016-EKNAG2016-E
The file size of the action definition file has exceeded the limit (ファイルサイズ ).
動作定義ファイルのファイルサイズの上限 (ファイルサイズ ) を超えました
：

KNAG2017-EKNAG2017-EKNAG2017-EKNAG2017-E
An invalid item key has been specified. (line = 行番号 , item key = 項目キー名 )
不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 )
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG2018-EKNAG2018-EKNAG2018-EKNAG2018-E
An invalid value has been specified. (line = 行番号 , item key = 項目キー名 , value 
= 項目値 )
不正な値が指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 , 値 : 項目値 )
：

KNAG2019-EKNAG2019-EKNAG2019-EKNAG2019-E
A required item key has not been specified. (item key = 項目キー名 )
必須の項目キーが指定されていません (項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2020-EKNAG2020-EKNAG2020-EKNAG2020-E
An item key has been duplicated. (line = 行番号 , item key = 項目キー名 )
項目キーが重複して指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2021-EKNAG2021-EKNAG2021-EKNAG2021-E
The format is invalid. (line = 行番号 )
フォーマットが不正です (行番号行目 )
：

KNAG2032-EKNAG2032-EKNAG2032-EKNAG2032-E
An attempt to connect to the NNMi server has failed. (NNMi server name = 
NNMiサーバ名 )
NNMiサーバへの接続に失敗しました (NNMiサーバ名 :NNMiサーバ名 )
：

KNAG2033-EKNAG2033-EKNAG2033-EKNAG2033-E
An attempt to authenticate the NNMi server has failed. (NNMi server name = 
NNMiサーバ名 )
NNMiサーバの認証に失敗しました (NNMiサーバ名 :NNMiサーバ名 )
：

KNAG2034-EKNAG2034-EKNAG2034-EKNAG2034-E
An attempt to analyze an NNMi incident has failed. (保守情報 )
NNMiインシデントの解析に失敗しました (保守情報 )
：

KNAG2036-EKNAG2036-EKNAG2036-EKNAG2036-E
An attempt to read the forwarded NNMi incident information file has failed.
NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルの読み込みに失敗しました
：

KNAG2037-EKNAG2037-EKNAG2037-EKNAG2037-E
The file size of the forwarded NNMi incident information file has exceeded the 
limit (ファイルサイズ ).
NNMiインシデント転送フィルター定義ファイルのファイルサイズの上限 (ファ
イルサイズ )を超えました
：

KNAG2038-EKNAG2038-EKNAG2038-EKNAG2038-E
The number of exclusion condition blocks has exceeded the limit (上限数 ).
転送条件ブロック数の上限 (上限数 ) を超えました
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG2039-EKNAG2039-EKNAG2039-EKNAG2039-E
An exclusion condition block has been duplicated. (line = 行番号 )
除外条件ブロックが重複しています (行番号行目 )
：

KNAG2040-EKNAG2040-EKNAG2040-EKNAG2040-E
An invalid item key has been specified. (line = 行番号 , item key = 項目キー名 )
不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2041-EKNAG2041-EKNAG2041-EKNAG2041-E
An invalid operator has been specified. (line = 行番号 , operator = 比較キーワー
ド名 )
不正な比較キーワードが指定されています (行番号行目 , 比較キーワード : 比較
キーワード名 )
：

KNAG2042-EKNAG2042-EKNAG2042-EKNAG2042-E
The number of operands is invalid. (line = 行番号 , operator = 比較キーワード名
, number of operands = オペランド数 )
：

KNAG2043-EKNAG2043-EKNAG2043-EKNAG2043-E
An invalid operand has been specified. (line = 行番号 , operator = 比較キーワー
ド名 )
不正なオペランドが指定されています (行番号行目 , 比較キーワード : 比較キー
ワード名 )
：

KNAG2046-EKNAG2046-EKNAG2046-EKNAG2046-E
The message mapping definition has been duplicated. (line = 行番号 )
メッセージマッピングの定義が重複しています (行番号行目 )
：

KNAG2047-EKNAG2047-EKNAG2047-EKNAG2047-E
An invalid item key has been specified in the message mapping definition. (line 
= 行番号 , item key = 項目キー名 )
メッセージマッピングの定義に不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 
項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2048-EKNAG2048-EKNAG2048-EKNAG2048-E
The severity-level mapping definition has been duplicated. (line = 行番号 )
重大度マッピングの定義が重複しています (行番号行目 )
：

KNAG2049-EKNAG2049-EKNAG2049-EKNAG2049-E
An invalid item key has been specified in the severity level mapping definition. 
(line = 行番号 , item key = 項目キー名 )
重大度マッピングの定義に不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 項
目キー : 項目キー名 )
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG2050-EKNAG2050-EKNAG2050-EKNAG2050-E
An extended attribute mapping definition has been duplicated. (line = 行番号 )
拡張属性マッピングの定義が重複しています (行番号行目 )
：

KNAG2051-EKNAG2051-EKNAG2051-EKNAG2051-E
An invalid item key has been specified in an extended attribute mapping 
definition. (line = 行番号 , item key = 項目キー名 )
拡張属性マッピングの定義に不正な項目キーが指定されています (行番号行目 , 
項目キー : 項目キー名 )
：

KNAG2052-EKNAG2052-EKNAG2052-EKNAG2052-E
An item key has been duplicated in an extended attribute mapping definition. 
(line = 行番号 , item key = 項目キー名 )
拡張属性マッピングに指定された項目キーが重複しています (行番号行目 , 項目
キー : 項目キー名 )
：

KNAG2053-EKNAG2053-EKNAG2053-EKNAG2053-E
The format is invalid. (line = 行番号 )
フォーマットが不正です (行番号行目 )
：

KNAG2055-EKNAG2055-EKNAG2055-EKNAG2055-E
An attempt to register a JP1 event failed. (保守情報 )
JP1イベントの登録に失敗しました (保守情報 )
：

KNAG2057-EKNAG2057-EKNAG2057-EKNAG2057-E
An attempt to read the category-abel mapping file has failed.
カテゴリ表示名マッピングファイルの読み込みに失敗しました
：

KNAG2058-EKNAG2058-EKNAG2058-EKNAG2058-E
The file size of the category-label mapping file has exceeded the limit (ファイル
サイズ ).
カテゴリ表示名マッピングファイルのファイルサイズの上限 (ファイルサイズ ) 
を超えました
：

KNAG2059-EKNAG2059-EKNAG2059-EKNAG2059-E
An invalid key has been specified. (line = 行番号 , item key = キー名 )
不正なキーが指定されています (行番号行目 , キー :キー名 )
：

KNAG2060-EKNAG2060-EKNAG2060-EKNAG2060-E
An invalid display name has been specified. (line = 行番号 , item key = キー名 , 
display name = 表示名 )
不正な表示名が指定されています (行番号行目 , キー :キー名 , 表示名 : 表示名 )
：

KNAG2061-EKNAG2061-EKNAG2061-EKNAG2061-E
Keys have been duplicated. (line = 行番号 , key = キー名 )
キーが重複して指定されています (行番号行目 , キー : キー名 )
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG2062-EKNAG2062-EKNAG2062-EKNAG2062-E
The format is invalid. (line = 行番号 )
フォーマットが不正です (行番号行目 )
：

KNAG2064-EKNAG2064-EKNAG2064-EKNAG2064-E
An attempt to read the family-label mapping file has failed.
ファミリー表示名マッピングファイルの読み込みに失敗しました
：

KNAG2065-EKNAG2065-EKNAG2065-EKNAG2065-E
The file size of the family-label mapping file has exceeded the limit (ファイルサ
イズ ).
ファミリー表示名マッピングファイルのファイルサイズの上限 (ファイルサイズ ) 
を超えました
：

KNAG2066-EKNAG2066-EKNAG2066-EKNAG2066-E
An invalid key has been specified. (line = 行番号 , item key = キー名 )
不正なキーが指定されています (行番号行目 , キー : キー名 )
：

KNAG2067-EKNAG2067-EKNAG2067-EKNAG2067-E
An invalid display name has been specified. (line = 行番号 , item key = キー名 , 
display name = 表示名 )
不正な表示名が指定されています (行番号行目 , キー : キー名 , 表示名 : 表示名 )
：

KNAG2068-EKNAG2068-EKNAG2068-EKNAG2068-E
Keys have been duplicated. (line = 行番号 , key = キー名 )
キーが重複して指定されています (行番号行目 , キー : キー名 )
：

KNAG2069-EKNAG2069-EKNAG2069-EKNAG2069-E
The format is invalid. (line = 行番号 )
フォーマットが不正です (行番号行目 )
：

KNAG2070-EKNAG2070-EKNAG2070-EKNAG2070-E
The system environment is invalid. (発生個所 , 要因コード )
システム環境が不正です (発生個所 , 要因コード )
：

KNAG2071-EKNAG2071-EKNAG2071-EKNAG2071-E
An attempt to open the message file has failed.
：

KNAG2900-EKNAG2900-EKNAG2900-EKNAG2900-E
There is not enough memory. (保守情報 )
メモリ不足が発生しました (保守情報 )
：

KNAG2901-EKNAG2901-EKNAG2901-EKNAG2901-E
A system error occurred. (保守情報 )
システムエラーが発生しました (保守情報 )
：

# 変更個所 追加・変更内容
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40 9.3 9.3.3 サービスに関するメッセージ（KNAG2000～ KNAG2999）
KNAG2032-E
（O）
［訂正前］
NNMiサーバが起動しているかどうかを確認してください。
［訂正後］
NNMiサーバが起動しているかどうかを確認してください。
NNMiサーバが起動している場合，jegn_setupコマンドで設定した NNMi
ポート番号が正しいかどうかを確認してください。情報が正しくない場合は，正
しい情報で再度 jegn_setupコマンドを実行したあと，jegn_spmd_reloadコ
マンドを実行してください。

41 9.3 9.3.3 サービスに関するメッセージ（KNAG2000～ KNAG2999）
KNAG2033-E
（O）
［訂正前］
jegn_setupコマンドで設定した NNMiユーザー名および NNMiパスワードが
正しいかどうか確認してください。情報が正しくない場合は，正しい情報で再度
jegn_setupコマンドを実行したあと，jegn_spmd_reloadコマンドを実行し
てください。
［訂正後］
NNMiサーバが起動しているかどうかを確認してください。
NNMiサーバが起動している場合，jegn_setupコマンドで設定した NNMi
ユーザー名および NNMiパスワードが正しいかどうか確認してください。情報が
正しくない場合は，正しい情報で再度 jegn_setupコマンドを実行したあと，
jegn_spmd_reloadコマンドを実行してください。

42 9.3 9.3.3 サービスに関するメッセージ（KNAG2000～ KNAG2999）
［追加］
KNAG2072-EKNAG2072-EKNAG2072-EKNAG2072-E
The number of extended attribute mapping definitions has exceeded the limit (
上限数 ). (line = 行数 , number of definitions = 定義数 )
拡張属性マッピングの定義数の上限 (上限数 ) を超えました。 (行数行目 , 定義数 :
定義数 )
拡張属性マッピングの定義数の上限を超えました。
（（（（SSSS））））

・JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - EG for NNMiサービス
を停止します。
・jegn_spmd_reloadコマンド実行時：更新前の情報で処理を続行します。

（（（（OOOO））））
メッセージに含まれる行番号を参照して，NNMiインシデント転送フィル
ター定義ファイルを修正してください。そのあと，サービスを起動，または
jegn_spmd_reloadコマンドを再度実行してください。

KNAG2074-EKNAG2074-EKNAG2074-EKNAG2074-E
The loading of the CIA Mapping file failed.
カスタム属性マッピング定義ファイルの読み込みに失敗しました
カスタム属性マッピング定義ファイルの読み込み時に，エラーが発生しました。
（（（（SSSS））））

・JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - EG for NNMiサービス
を停止します。
・リロードコマンド実行時：リロード前の情報で，処理を続行します。

（（（（OOOO））））
資料採取ツールで資料を採取し，システム管理者に連絡してください。

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG2075-EKNAG2075-EKNAG2075-EKNAG2075-E
Exceeded the limit (ファイルサイズ ) of the CIA Mapping file size.
カスタム属性マッピング定義ファイルのファイルサイズの上限 (ファイルサイズ )
を超えました
カスタム属性マッピング定義ファイルのサイズが，上限を超えました。
（（（（SSSS））））

・JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - EG for NNMiサービス
を停止します。
・リロードコマンド実行時：リロード前の情報で，処理を続行します。

（（（（OOOO））））
・JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：カスタム属性マッピング定義ファ
イルを見直して，上限サイズ以内になるように編集してから，サービスを起
動してください。
・リロードコマンド実行時：カスタム属性マッピング定義ファイルを見直し
て，上限サイズ以内になるように編集してから，リロードコマンドを再度実
行してください。

KNAG2076-EKNAG2076-EKNAG2076-EKNAG2076-E
Duplicated NNMi incident name cannot be specified. (line number: 行番号 )
NNMiインシデント名が重複して指定されています (行番号行目 )
カスタム属性マッピング定義ファイルに，不正なキーが指定されています。
（（（（SSSS））））

・JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - EG for NNMiサービス
を停止します。
・リロードコマンド実行時：リロード前の情報で，処理を続行します。

（（（（OOOO））））
・JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：メッセージに含まれる行番号を参
照して，カスタム属性マッピング定義ファイルを修正した後，サービスを起
動してください。
・リロードコマンド実行時：メッセージに含まれる行番号を参照して，カス
タム属性マッピング定義ファイルを修正した後，リロードコマンドを再度実
行してください。

KNAG2077-EKNAG2077-EKNAG2077-EKNAG2077-E
An invalid key is specified. (line number: 行番号 , key name: キー名 )
キー名が不正です (行番号行目 , キー : キー名 )
カスタム属性マッピング定義ファイルに，同じキーが複数指定されています。
（（（（SSSS））））

・JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - EG for NNMiサービス
を停止します。
・リロードコマンド実行時：リロード前の情報で，処理を続行します。

（（（（OOOO））））
・JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：メッセージに含まれる行番号，お
よびキー名を参照して，カスタム属性マッピング定義ファイルを修正した後，
サービスを起動してください。
・リロードコマンド実行時：メッセージに含まれる行番号，およびキー名を
参照して，カスタム属性マッピング定義ファイルを修正した後，リロードコ
マンドを再度実行してください。

# 変更個所 追加・変更内容
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KNAG2078-EKNAG2078-EKNAG2078-EKNAG2078-E
An invalid format line. (line number: 行番号 )
フォーマットが不正です (行番号行目 )
カスタム属性マッピング定義ファイルに，不正なフォーマットの行があります。
（（（（SSSS））））

・JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：JP1/IM - EG for NNMiサービス
を停止します。
・リロードコマンド実行時：リロード前の情報で，処理を続行します。

（（（（OOOO））））
・JP1/IM - EG for NNMiサービス起動時：メッセージに含まれる行番号を参
照して，カスタム属性マッピング定義ファイルを修正した後，サービスを起
動してください。
・リロードコマンド実行時：メッセージに含まれる行番号を参照して，カス
タム属性マッピング定義ファイルを修正した後，リロードコマンドを再度実
行してください。

43 9.3 9.3.4 プロセス管理に関するメッセージ（KAVB3501～ KAVB3999）
KAVB3552-E
（O）
［訂正前］
リロード要求の場合，タイムアウト値を大きくして再実行してください。そのほ
かの場合，しばらく待ったあと，要求を再実行してください。再実行しても同じ
現象が発生する場合は，資料採取ツールで資料を採取して，システム管理者に連
絡してください。
［訂正後］
リロード要求の場合，統合トレースログを参照して，定義ファイルの誤りに関す
るログが存在しないかを確認してください。定義ファイルの誤りのエラーが存在
した場合，該当の定義ファイル内容を正しく修正した後に jegn_spmd_reload

コマンドを実行してください。
定義ファイルの誤りのエラーが存在しない場合，タイムアウト値を大きくして再
実行してください。
そのほかの場合，しばらく待ったあと，要求を再実行してください。
再実行しても同じ現象が発生する場合は，資料採取ツールで資料を採取して，シ
ステム管理者に連絡してください。

44 9.3 9.3.4 プロセス管理に関するメッセージ（KAVB3501～ KAVB3999）
［追加］
KAVB3647-EKAVB3647-EKAVB3647-EKAVB3647-E
The expiration of the time limit. コンポーネント名
コンポーネント名 使用期限が切れています
体験版の使用期限が切れました。コンポーネント名は JP1_EGNです。
（（（（SSSS））））

処理を中断します。
：

# 変更個所 追加・変更内容
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KAVB3840-EKAVB3840-EKAVB3840-EKAVB3840-E
The product information could not be acquired because there was not enough 
memory.(Detailed information:関数名 ,戻り値 )
リソース不足のため製品情報取得に失敗しました (詳細情報 :関数名 ,戻り値 )
リソース不足のため，製品情報の取得に失敗しました。
(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
システムのリソースが不足していないか確認してください。
リソース不足解消後，再実行してください。
解決しない場合は，資料採取ツールで資料を採取してシステム管理者に連絡
してください。

KAVB3841-EKAVB3841-EKAVB3841-EKAVB3841-E
The product information could not be acquired because the environment is 
invalid.(Detailed information:関数名 ,戻り値 )
環境不正のため製品情報取得に失敗しました (詳細情報 :関数名 ,戻り値 )
環境不正のため，製品情報の取得に失敗しました。
(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
システムに障害が発生していないか確認してください。
アンインストールし再インストール後に，再実行してください。

45 9.3 9.3.4 プロセス管理に関するメッセージ（KAVB3501～ KAVB3999）
KAVB3662-I
［追加］
（（（（OOOO））））

・jegn_startコマンド実行時
セットアップが実行されていないか，NNMiインシデント転送フィルタ定義
ファイルの定義が誤っている可能性があります。
統合トレースログを確認し，出力されたメッセージの対処を行ってから，再
度実行してください。

46 10.3 10.3.1 採取が必要な資料（Windowsの場合）
［追加］
表 10-8 OSのログ情報（物理ホストの一次資料）

# 変更個所 追加・変更内容
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表 10-10 OSのログ情報（論理ホストの一次資料）

表 10-15 JP1/Baseの情報（物理ホストの一次資料）

表 10-17 JP1/Baseの情報（論理ホストの一次資料）

47 10.3 10.3.2 採取が必要な資料（UNIXの場合）
表 10-19 採取した資料を圧縮したファイル
「圧縮ファイル※」
［訂正前］
資料格納ディレクトリ /jp1_default/jp1_default_jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}
資料格納ディレクトリ /jp1_default/jp1_default_jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}
資料格納ディレクトリ /論理ホスト名 /論理ホスト名 _jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}
資料格納ディレクトリ /論理ホスト名 /論理ホスト名
_jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}
［訂正後］
資料格納ディレクトリ /jp1_default_jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}
資料格納ディレクトリ /jp1_default_jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}
資料格納ディレクトリ /論理ホスト名 _jp1eg4nnmi_1st.tar.{Z|gz}
資料格納ディレクトリ /論理ホスト名 _jp1eg4nnmi_2nd.tar.{Z|gz}

48 10.3 10.3.2 採取が必要な資料（UNIXの場合）
表 10-20 OSのログ情報（物理ホストの一次資料）
「情報の種類」の「カーネルパラメーター情報」
［訂正前］
「採取資料」
HP-UXの場合
• kmtuneの実行結果

「格納先※」
HP-UXの場合
• ssysdef.log

• kmtune.log

# 変更個所 追加・変更内容
254



付録 H　（3020-3-R82-01）の変更内容
［訂正後］
「採取資料」
HP-UXの場合
• kctuneの実行結果

「格納先※」
HP-UXの場合
• sysdef.log

• kctune.log

表 10-26 JP1/IM - EG for NNMiの情報（物理ホストの二次資料）
「情報の種類」の「core解析情報（seraphによる解析結果）」の「格納先※」
［訂正前］
./var/opt/jp1eg4nnmi/core_モジュール名 .log

［訂正後］
./var/opt/jp1eg4nnmi/log/_jp1_default/oslog/core_モジュール名
.log

表 10-27 JP1/IM - EG for NNMiの情報（論理ホストの一次資料）
「格納先※」
［訂正前］
共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/conf/左記ファイルのコピーファイル
共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/log/左記ファイルのコピーファイル
共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/dat/左記ファイルのコピーファイル

［訂正後］
.共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/conf/左記ファイルのコピーファイル
.共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/log/左記ファイルのコピーファイル
.共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/dat/左記ファイルのコピーファイル

表 10-28 JP1/IM - EG for NNMiの情報（論理ホストの二次資料）
「格納先※」
［訂正前］
共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/core_モジュール名 .log
共有ディレクトリ /jp1eg4nnmi/log/_jp1_default/core/core_モジュール
名 _car.tar.Z

［訂正後］
./var/opt/jp1eg4nnmi/log/_論理ホスト名 /oslog/core_モジュール名
.log
./var/opt/jp1eg4nnmi/log/_論理ホスト名 /core/core_モジュール名
_car.tar.Z

表 10-31 JP1/Baseの情報（論理ホストの一次資料）
「格納先※」
［訂正前］
共有ディレクトリ /jp1base/conf/左記ファイルのコピーファイル
共有ディレクトリ /jp1base/log/左記ディレクトリ以下の COMMANDおよび
coreファイル以外の全ファイル
共有ディレクトリ /event/左記ディレクトリ以下の IMEvent*以外の全ファイ
ル

# 変更個所 追加・変更内容
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［訂正後］
.共有ディレクトリ /jp1base/conf/左記ファイルのコピーファイル
.共有ディレクトリ /jp1base/log/左記ディレクトリ以下の COMMANDおよび
coreファイル以外の全ファイル
.共有ディレクトリ /event/左記ディレクトリ以下の IMEvent*以外の全ファ
イル

表 10-32 JP1/Baseの情報（論理ホストの二次資料）
「格納先※」
［訂正前］
共有ディレクトリ /jp1base/log/COMMAND/左記ファイルのコピーファイル
共有ディレクトリ /event/IMEvent*.*

［訂正後］
.共有ディレクトリ /jp1base/log/COMMAND/左記ファイルのコピーファイル
.共有ディレクトリ /event/IMEvent*.*

49 10.3 10.3.2 採取が必要な資料（UNIXの場合）
表 10-25JP1/IM - EG for NNMiの情報（物理ホストの一次資料）
［追加］

50 付録 A.1 表 A-2 ユーザーが参照・編集できるファイル一覧（Windows版）
［訂正前］
○※（4個所）
△※（2個所）
注※
［訂正後］
○※ 1

△※ 1

注※ 1

51 付録 A.1 表 A-2 ユーザーが参照・編集できるファイル一覧（Windows版）
［追加］

注※ 2
このファイルはカスタム属性マッピングを設定していない場合は存在しませ
ん。

52 付録 A.2 表 A-4 ユーザーが参照・編集できるファイル一覧（UNIX版）
［追加］

注※ 3
このファイルはカスタム属性マッピングを設定していない場合は存在しませ
ん。

# 変更個所 追加・変更内容
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53 付録 F 付録 F.1 拡張起動プロセス定義ファイル（jegn_service_0700.conf）
記述内容
再起動回数リセット時間
［訂正前］
指定できる値は，3600～ 2147483647です。デフォルトは 3600です。
［訂正後］
指定できる値は，3600～ 2147483647です。デフォルトは 21600です。

54 索引 ［追加］
カスタム属性マッピング定義ファイル

書式
ファイル名と格納先

定義ファイル
カスタム属性マッピング定義ファイル

# 変更個所 追加・変更内容
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付録 I　用語解説
付録 I　用語解説

（英字）

JP1/Base
イベントサービス機能を提供するプログラムです。サービスの起動順序を制御したり，JP1イベン
トを送受信したりできます。また，JP1/Baseは JP1/IM - EG for NNMiの前提プログラムです。

JP1/Cm2/NNM
ネットワークの構成管理，性能管理および障害管理のための統合ネットワーク管理プログラムの総
称です。バージョン 9以降は製品名称が JP1/Cm2/NNMiに変更になりました。

JP1/Cm2/NNMi
ネットワークの構成管理，性能管理および障害管理のための統合ネットワーク管理プログラムの総
称です。

JP1/IM - Manager
システム全体の一元的な監視と操作を実現することで，システムを統合管理するためのプログラム
です。

JP1/IM - View
JP1/IMでのシステム統合管理を実現するためのビューアー機能を提供するプログラム（GUI提供
プログラム）です。

JP1/NETM/DM
ソフトウェアの配布およびクライアントの管理を，ネットワークを利用し一括して行うシステムの
総称です。

JP1/Power Monitor
ホストを自動的に起動・終了するプログラムです。スケジュールを設定してホストを起動・終了し
たり，離れた場所にあるホストを起動・終了したりできます。

jp1hosts情報
JP1独自のホスト名と IPアドレスの対応付けを定義する hosts情報です。
複数のネットワークに接続された環境などで，JP1の通信の動作をカスタマイズする場合に使いま
す。jp1hosts情報は JP1/Baseが管理します。
jp1hosts情報が設定されていると，JP1が通信をするときに hostsなどの設定より優先して参照さ
れます。このため，JP1独自に，OSとは別のホスト名と IPアドレスの対応付けをして通信できま
す。

JP1イベント
システムで発生した事象を JP1で管理するための情報です。
JP1イベントは，次のような属性に分けて，事象を記録しています。
• 基本属性
すべての JP1イベントが持つ属性です。
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属性名を表記する場合，例えばイベント IDは B.ID（または単に ID）のように記述します。

• 拡張属性
JP1イベントの発行元が任意に指定できる属性です。拡張属性は，次の共通情報と固有情報に
よって構成されます。
・共通情報（JP1イベントによって形式が統一されている拡張属性の情報）
・固有情報（共通情報以外の各製品固有の形式の情報）
属性名を表記する場合，例えば重大度は E.SEVERITY（または単に SEVERITY）のように記述し

ます。

JP1イベントは，JP1/Baseのイベントサービス機能が管理しています。システムで発生した事象を
JP1イベントとしてデータベースに記録しています。

JP1共通定義情報
→「共通定義情報」を参照してください。

NNMiインシデント
JP1/Cm2/NNMiまたは HP NNMiが管理しているネットワーク機器で，何らかの事象が発生した場
合に通知される，障害事象の単位を指します。

SNMPトラップ変換機能
JP1/Cm2または HP NNMが発行する SNMPトラップを JP1イベントに変換する機能です。

（ア行）

イベント ID
JP1イベントの属性の一つで，JP1イベントを発行したプログラムや，発生した事象の内容を示す
識別子です。JP1イベントの基本属性で，属性名は「B.ID」です。

イベント IDは，例えば，7FFF8000のような値で，16進数で表記します。
イベント IDは，JP1シリーズの各製品で一意になるように割り当てられています。JP1シリーズの
各製品が発行する JP1イベントについては，各製品のマニュアルを参照してください。
ユーザーが使用できるイベント IDは，0～ 1FFFおよび 7FFF8000～ 7FFFFFFFです。
なお，JP1イベントの詳細は，基本コード（上位 4バイト）と拡張コード（下位 4バイト）に分か
れた 8バイトの数値です。通常は，基本コードだけを使って 4バイトで表記します。拡張コードは，
ユーザーが APIで設定するなど特別な場合を除いて 0です。基本コードと拡張コードの表記が必要
な場合は，「:」でつなげて，7FFF8000:0のように表します。

［イベントコンソール］画面
JP1/IM - Viewの画面の一つで，セントラルコンソールの受信した JP1イベントを時系列に表示し
ます。JP1/IM - Central Consoleにログインすると最初に表示されます。
JP1/IMでは，各ホストで発生した事象を JP1イベントによって記録し，そのうち重要な JP1イベ
ントを JP1/IMのマネージャーホストに転送して集中管理しています。この JP1イベントを，［イベ
ントコンソール］画面に表示することで，システムで発生した事象を集中監視できます。

イベントサーバ
JP1/Baseで JP1イベントを管理する機能を持つプログラムです。イベントサーバを起動すると，
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JP1イベントを収集・配布できる状態になります。

イベントサービス
システム内で発生した事象を JP1イベントとして登録，および管理するための機能です。

インシデント
ITサービスの品質を低下させたり，システムの正常な運用を妨げたりする障害事象の単位を指しま
す。

エージェント
システム上でほかのプログラムに管理される役割を持つプログラムのことです。または，システム
上でほかのホストに管理される役割を持つホストのことです。JP1/IM - EG for NNMiはエージェン
トホストにインストールします。

（カ行）

拡張属性
JP1イベントが持つ情報（属性）のうち，イベント発行元プログラムが任意に指定する属性のこと
です。
→「JP1イベント」を参照してください。

基本属性
JP1イベントが持つ情報（属性）のうち，すべての JP1イベントが持っている属性のことです。
→「JP1イベント」を参照してください。

共通定義情報
JP1の実行環境の定義パラメーターを格納しているデータベースのことで，JP1/Baseが管理してい
ます。データベースは，各サーバのローカルディスクにあり，定義パラメーターが物理ホストおよ
び論理ホストごとに分けて格納されています。
なお，JP1をクラスタシステムで運用する場合は，実行系・待機系の各サーバにある共通定義情報
の論理ホストの定義内容を同じにする必要があります。このため，セットアップや環境設定をした
ときは，実行系サーバでパラメーターを設定したあとで，待機系サーバに設定をコピーします。

クラスタシステム
複数のサーバを連携させて一つのシステムとして運用するシステムのことです。
障害が発生してもほかのサーバに処理を引き継ぐことで業務が中断することを避け，可用性を向上
させることを目的としています。この処理を引き継ぐことをフェールオーバーといいます。
業務を実行中のサーバ（実行系）で障害が発生すると，待機していた別のサーバ（待機系）が業務
の処理を引き継ぎます。実行「系」から待機「系」へ業務を切り替えるので，「系切り替えシステ
ム」とも呼びます。
なお，クラスタシステムの種類には，複数のサーバが並列処理をして負荷分散することを目的とし
たシステム構成などもありますが，このマニュアルでは，フェールオーバーによって業務の中断を
防ぐシステム構成のことだけを指します。

系切り替えシステム
→「クラスタシステム」を参照してください。
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（サ行）

重大度
JP1イベントの属性の一つで，システムで発生した事象の重大さを示す情報です。
JP1イベントの拡張属性の共通情報で，属性名は「E.SEVERITY」です。

重大度には，緊急，警戒，致命的，エラー，警告，通知，情報，およびデバッグがあります。

条件文
条件に一致した NNMiインシデントを変換対象にするフィルター条件文です。NNMiインシデント
転送フィルター定義ファイルのフィルター条件ブロックに記述します。

除外条件文
条件に一致した NNMiインシデントを変換対象から除外するフィルター条件文です。NNMiインシ
デント転送フィルター定義ファイルのフィルター条件ブロックに記述します。

（ハ行）

ビューアー
JP1/IMのシステム統合管理のために，目的に沿った画面を提供するためのプログラム（GUI提供
プログラム）のことです。または，ビューアーを実行するホストのことです。

フェールオーバー
JP1を実行するサーバに障害が発生した場合に，ほかの正常なサーバに JP1を移動させて処理を続
行することです。または，システム管理者の操作によって，JP1を実行するサーバを切り替えるこ
とです。
実行系サーバから待機系サーバにフェールオーバーするため，系切り替えともいいます。

物理ホスト
クラスタシステムで JP1を運用する場合の，クラスタシステムを構成する物理的なサーバのことで
す。論理ホスト（物理的なサーバに依存せずに，フェールオーバーできる論理的なサーバ）に対す
る用語です。

（マ行）

マネージャー
システム上のほかのプログラムを管理する役割を持つプログラムのことです。または，システム上
のほかのホストを管理する役割を持つホストのことです。
JP1/IM - EG for NNMiから発行された JP1イベントは，マネージャーホストにインストールされた
JP1/IM - Managerによって管理されます。
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（ラ行）

論理ホスト
クラスタシステムで JP1を運用するときに，JP1の実行環境となる論理上のサーバです。また，障
害が発生した場合に，フェールオーバーするときの単位です。
論理ホストは，フェールオーバーの時に引き継がれる論理 IPアドレスと共有ディスクを持ち，それ
らを使って実行する JP1などのアプリケーションから構成されます。
フェールオーバー時は，論理 IPアドレスと共有ディスクを引き継いで JP1の実行を継続します。
これによって，JP1を実行するサーバが物理的に変わっても，ほかのホストからは同じ IPアドレス
でアクセスでき，一つのホストが常に動作しているように見えます。
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